






31 SDO_TUNEパッケージ(チューニング)

この章では、表31-1に示すチューニング・サブプログラムについて説明します。


表31-1 チューニング・サブプログラム

	サブプログラム	説明
	
SDO_TUNE.AVERAGE_MBR


	
レイヤー内のジオメトリに対する平均最小境界矩形を計算します。


	
SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE


	
Rツリー空間索引表に必要な最大サイズ(MB)を見積もります。


	
SDO_TUNE.EXTENT_OF


	
レイヤー内のデータの最小境界矩形を戻します。


	
SDO_TUNE.MIX_INFO


	
各ジオメトリ・タイプのパーセンテージなどのような、空間レイヤーに対するジオメトリ・タイプ情報を計算します。


	
SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATION


	
索引の品質の低下度、またはすべての索引表に対する索引の平均品質の低下度を戻したり、指定した索引表に対する品質の低下度を戻します。(非推奨)












SDO_TUNE.AVERAGE_MBR


構文

SDO_TUNE.AVERAGE_MBR(

     table_name IN VARCHAR2,

     column_name IN VARCHAR2,

     width OUT NUMBER,

     height OUT NUMBER);





説明

レイヤー内のジオメトリに対する平均最小境界矩形(MBR)を計算します。





パラメータ

	table_name
	
空間ジオメトリ表を指定します。


	column_name
	
平均最小境界矩形を計算するジオメトリ列を指定します。


	width
	
平均最小境界矩形の幅が格納されます。


	height
	
平均最小境界矩形の高さが格納されます。








使用上の注意

このプロシージャは、平均最小境界矩形の幅および高さを計算して、格納します。平均最小境界矩形は、空間ジオメトリ表内のすべてのジオメトリのXとYの最大値と最小値を追跡および記録することによって計算されます。





例

次の例では、COLA_MARKETS表のSHAPE列について最小境界矩形を計算します。


DECLARE
  table_name  VARCHAR2(32) := 'COLA_MARKETS';
  column_name  VARCHAR2(32) := 'SHAPE';
  width  NUMBER;
  height  NUMBER;
BEGIN
SDO_TUNE.AVERAGE_MBR(
  table_name,
  column_name,
  width,
  height);
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Width = ' || width);
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Height = ' || height);
END;
/
Width = 3.5                                                                     
Height = 4.5





関連項目

SDO_AGGR_MBR空間集計ファンクション(第20章)










SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE


構文

SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE(

     schemaname IN VARCHAR2,

     tabname IN VARCHAR2,

     colname IN VARCHAR2,

     partname IN VARCHAR2 DEFAULT NULL

     ) RETURN NUMBER;

または

SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE(

     number_of_geoms IN INTEGER,

     db_block_size IN INTEGER,

     sdo_rtr_pctfree IN INTEGER DEFAULT 10,

     num_dimensions IN INTEGER DEFAULT 2,

     is_geodetic IN INTEGER DEFAULT 0

     ) RETURN NUMBER;





説明

Rツリー空間索引表に必要な最大サイズ(MB)を見積もります。





パラメータ

	schemaname
	
空間ジオメトリ表を所有するスキーマを指定します。


	tabname
	
空間ジオメトリ表の名前を指定します。


	colname
	
ジオメトリ列の名前を指定します。


	partname
	
colnameで指定したジオメトリを含むパーティションの名前を指定します。このパラメータを指定した場合、指定したパーティション内のジオメトリのRツリー索引表に必要なサイズを見積もった値が戻されます。このパラメータを指定しない場合、colnameで指定したすべてのジオメトリのRツリー索引表に必要なサイズを見積もった値が戻されます。


	number_of_geoms
	
空間ジオメトリ表内のジオメトリのおおまかな数を指定します。


	db_block_size
	
データベース・ブロックのサイズをバイト単位で指定します。


	sdo_rtr_pctfree
	
索引の作成時は空にしておく、各索引ツリー・ノードのスロットの最小割合です。空のスロットは、後で表に新しいデータを挿入したときにデータが書き込まれます。値は0から50の範囲です。デフォルト値(10)はほとんどのアプリケーションに最適ですが、0はジオメトリ列が更新されない場合に使用してください。


	num_dimensions
	
索引付けする次元数を指定します。デフォルト値は2です。CREATE INDEX文でsdo_indx_dimsパラメータを指定する場合、num_dimensions値をsdo_indx_dims値と一致させる必要があります。


	is_geodetic
	
空間索引を測地索引にするかどうかを指定します。1を指定した場合は測地索引となり、0(デフォルト)を指定した場合は非測地索引となります。








使用上の注意

このファンクションは、作成されるRツリー空間索引の空間索引表(2.9.2項を参照)に必要な最大サイズを見積もった値(MB)を戻します。戻される値は、索引作成後に必要な最大サイズ(MB)です。索引作成中は、一時表に十分な領域を確保するために、この値(MB)の約3倍の領域が表領域に必要となります。

このファンクションには、次の2つの形式があります。

	
文字列パラメータ(schemaname、tabname、colnameおよびオプションでpartname)を指定する形式: 空間ジオメトリ表がすでに存在する場合、索引作成前にそれ以上のジオメトリを追加しない場合、およびデフォルトのRツリー索引付けパラメータを使用する場合に使用します。


	
整数パラメータ(number_of_geoms、db_block_size、sdo_rtr_pctfree、num_dimensionsおよびis_geodetic)を指定する形式: 空間ジオメトリ表が存在しない場合、空間ジオメトリ表は存在するが、索引作成前にそれ以上のジオメトリを追加する場合、num_dimensions値が2(非測地データ)または3(測地データ)ではない場合、CREATE INDEX文のsdo_indx_dimsパラメータでデフォルト以外の値を指定する場合に使用します。








例

次の例では、索引のパラメータがnumber_of_geoms = 1000000(100万)、db_block_size = 2048、sdo_rtr_pctfree = 10、num_dimensions = 2およびis_geodetic = 0である場合に、空間索引表に必要な最大サイズ(MB)を見積もります。


SELECT SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE(1000000, 2048, 10, 2, 0) FROM DUAL;

SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE(1000000,2048,10,2,0)
-----------------------------------------------------
                                                   82


次の例では、SCOTTスキーマのCOLA_MARKETS表のSHAPE列の索引について、空間索引表に必要な最大サイズ(MB)を見積もります。この見積りは現在表内にあるジオメトリに基づきます。


SELECT SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE('SCOTT', 'COLA_MARKETS', 'SHAPE') FROM DUAL;

SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZE('SCOTT','COLA_MARKETS','SHAPE')
---------------------------------------------------------------------
                                                                    1










SDO_TUNE.EXTENT_OF


構文

SDO_TUNE.EXTENT_OF(

     table_name IN VARCHAR2,

     column_name IN VARCHAR2

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

レイヤー内のすべてのジオメトリの最小境界矩形(MBR)を戻します。





パラメータ

	table_name
	
空間ジオメトリ表を指定します。


	column_name
	
最小境界矩形を戻すジオメトリ列を指定します。








使用上の注意

SDO_AGGR_MBRファンクションも、ジオメトリのMBRを戻します(第20章を参照)。空間索引がジオメトリ列上に定義されている場合、SDO_TUNE.EXTENT_OFファンクションは、SDO_AGGR_MBRファンクションよりも高いパフォーマンスを示します。ただし、SDO_TUNE.EXTENT_OFは2次元ジオメトリに制限されるのに対し、SDO_AGGR_MBRファンクションにはその制限がありません。また、SDO_TUNE.EXTENT_OFファンクションは表内のすべてのジオメトリに対するエクステントを計算しますが、SDO_AGGR_MBRファンクションは、行のサブセット上での操作が可能です。

空間索引が使用されている場合、このファンクションは、索引内に保存されているデータの最大エクステントを囲むMBRの近似値を戻します(データがその後削除されていた場合も同様です)。





例

次の例では、COLA_MARKETS表のSHAPE列のオブジェクトについて最小境界矩形を計算します。


SELECT SDO_TUNE.EXTENT_OF('COLA_MARKETS', 'SHAPE') 
  FROM DUAL;

SDO_TUNE.EXTENT_OF('COLA_MARKETS','SHAPE')(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(X, Y, 
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 3), SDO_ORDINATE_ARRAY(1, 1, 10, 11))





関連項目

SDO_AGGR_MBR集計ファンクション(第20章)

SDO_TUNE.AVERAGE_MBRプロシージャ










SDO_TUNE.MIX_INFO


構文

SDO_TUNE.MIX_INFO(

     table_name IN VARCHAR2,

     column_name IN VARCHAR2

     [, total_geom OUT INTEGER,

     point_geom OUT INTEGER,

     curve_geom OUT INTEGER,

     poly_geom OUT INTEGER,

     complex_geom OUT INTEGER] );





説明

各ジオメトリ・タイプのパーセンテージなどのような、空間レイヤーに対するジオメトリ・タイプ情報を計算します。





パラメータ

	table_name
	
空間ジオメトリ表を指定します。


	column_name
	
ジオメトリ・タイプの情報を計算するジオメトリ・オブジェクト列を指定します。


	total_geom
	
ジオメトリ・オブジェクトの合計数を戻します。


	point_geom
	
点のジオメトリ・オブジェクトの数を戻します。


	curve_geom
	
曲線のジオメトリ・オブジェクトの数を戻します。


	poly_geom
	
ポリゴンのジオメトリ・オブジェクトの数を戻します。


	complex_geom
	
複合ジオメトリ・オブジェクトの数を戻します。








使用上の注意

このプロシージャは、表に対するジオメトリ・タイプの情報を計算します。点、曲線ストリング、ポリゴンおよび複雑なジオメトリの数とともに、ジオメトリの合計数を計算します。





例

次の例では、COLA_MARKETS表のSHAPE列にあるジオメトリ・オブジェクトの混在についての情報を表示します。


CALL SDO_TUNE.MIX_INFO('COLA_MARKETS',  'SHAPE');
Total number of geometries: 4                                                   
Point geometries:        0  (0%)                                                
Curvestring geometries:   0  (0%)                                               
Polygon geometries:      4  (100%)                                              
Complex geometries:      0  (0%)  










SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATION


構文

SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATION(

     schemaname IN VARCHAR2,

     indexname IN VARCHAR2

     ) RETURN NUMBER;

または

SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATION(

     schemaname IN VARCHAR2,

     scaling IN VARCHAR2,

     scaling IN VARCHAR2,

     ) RETURN NUMBER;





説明

索引の品質の低下度、またはすべての索引表に対する索引の平均品質の低下度を戻したり、指定した索引表に対する品質の低下度を戻します。




	
注意:

このファンクションは非推奨であり、将来のリリースでは説明が記載されなくなります。このファンクションを使用しないでください。空間索引では自己チューニングが行われるため、これは必要ありません。











パラメータ

	schemaname
	
indexnameに指定された索引が含まれるスキーマの名前を指定します。


	indexname
	
空間Rツリー索引の名前を指定します。


	indextable
	
indexnameに指定された空間Rツリー索引に関連付けられた索引表の名前を指定します。








使用上の注意

このファンクションは非推奨であり、このマニュアルの将来のリリースには含まれません。空間索引では自己チューニングが行われるため、このファンクションを使用しないでください。このファンクションの使用に関するその他の注意事項は、このマニュアルの以前のリリースを参照してください。

品質低下度は、現在の索引を使用してある問合せの索引部分のI/O操作を実行するのにかかる時間が、索引を作成または前回再作成したときに同じ問合せの索引部分のI/O操作を実行するのに比べてどの程度時間がかかるかの概算を示す数値です。たとえば、通常の問合せの索引部分のI/O操作に、索引の作成または再作成時の2倍の時間がかかる場合、品質低下度は2になります。問合せ時間全体での品質低下度を正確に予測することは不可能ですが、品質が大幅に(2以上)低下すると、大規模なデータベース(数百万行が含まれるデータベースなど)に対する問合せのパフォーマンスに重大な影響を与えます。

ローカル・パーティション索引には、indextableパラメータを含む形式を使用する必要があります。つまり、対象のパーティションごとに品質低下度を計算する必要があります。

索引名は、xxx_SDO_INDEX_INFOビューおよびxxx_SDO_INDEX_METADATAビューで参照できます(2.9.1項を参照)。

Rツリーの品質および問合せのパフォーマンスへの影響の詳細およびガイドラインは、1.7.2項を参照してください。





例

次の例では、COLA_SPATIAL_IDX索引の品質低下度を戻します。この例では、品質はまったく低下していないため低下度は1となり、問合せの索引部分のI/O操作は通常、現在の索引を使用した場合も、当初のまたは以前の索引を使用した場合も同じになります。


SELECT SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATION('SCOTT', 'COLA_SPATIAL_IDX') FROM DUAL;

SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATION('SCOTT','COLA_SPATIAL_IDX')
--------------------------------------------------------
                                                       1















第III部



リファレンス情報

このマニュアルは、次のように構成されています。

	
第I部では、Oracle Spatialの概念および使用方法について説明します。


	
第II部では、Oracle SpatialのWebサービスの概念および使用方法について説明します。


	
第III部では、Oracle Spatialの演算子、ファンクションおよびプロシージャに関するリファレンス情報について説明します。


	
第IV部では、補足情報(付録および用語集)を示します。




第III部に含まれる章は、次のとおりです。

	
第18章「空間データを索引付けするためのSQL文」


	
第19章「空間演算子」


	
第20章「空間集計ファンクション」


	
第21章「SDO_CSパッケージ(座標系変換)」


	
第22章「SDO_CSW_PROCESSパッケージ(CSWの処理)」


	
第23章「SDO_GCDRパッケージ(ジオコーディング)」


	
第24章「SDO_GEOMパッケージ(ジオメトリ)」


	
第25章「SDO_LRSパッケージ(線形参照システム)」


	
第26章「SDO_MIGRATEパッケージ(アップグレード)」


	
第27章「SDO_OLSパッケージ(OpenLS)」


	
第28章「SDO_PC_PKGパッケージ(点群)」


	
第29章「SDO_SAMパッケージ(空間分析およびマイニング)」


	
第30章「SDO_TIN_PKGパッケージ(TIN)」


	
第31章「SDO_TUNEパッケージ(チューニング)」


	
第32章「SDO_UTILパッケージ(ユーティリティ)」


	
第33章「SDO_WFS_LOCKパッケージ(WFS)」


	
第34章「SDO_WFS_PROCESSパッケージ(WFSの処理)」




リファレンスの章に示す例を理解するには、第2章「空間データ型およびメタデータ」(特に2.2項「SDO_GEOMETRYオブジェクト型」)に示す概念およびデータ型の情報を理解しておく必要があります。








17 SpatialのWebサービスのセキュリティに関する考慮事項

SpatialのWebサービスを使用する場合は、できるだけセキュアな方法でデータベースに接続します。このような状況におけるセキュリティには、次のような考慮事項があります。

	
機密保護: 第三者がユーザーとサーバー間のメッセージを傍受および復号化することはできないという保証


	
認証性: 第三者が別のユーザーになりすましてサーバーに接続することはできないという保証


	
整合性: メッセージの変更を検出されずに、第三者がユーザーとサーバー間のメッセージを変更することはできないという保証




信頼性の高い方法で各ユーザーIDが認証された後に、ユーザーIDおよびIDに関連付けられた権限に基づいてデータおよび機能へのアクセスを制限する、柔軟かつファイングレインな認可が行われることもユーザーは期待します。しかし、現行の多くのXMLインタフェースおよびSOAPインタフェースは、このようなセキュリティ方式には十分に対応していません。

この章の内容は次のとおりです。

	
17.1項「ユーザー管理」


	
17.2項「アクセス制御およびバージョニング」


	
17.3項「Webサービスのセキュリティの構成」


	
17.4項「SpatialのWebサービス用のインタフェース」




SpatialのWebサービスのセキュリティに関連する説明およびサンプルは、wsclient.jarデモ・ファイル(10.4項を参照)も参照してください。



17.1 ユーザー管理

SpatialのWebサービスでは複数のユーザー管理方法が使用でき、管理者が外部ユーザー(SOAP/XMLリクエストを作成するユーザー)およびデータベース・ユーザーを管理する方法に加え、ユーザーの資格証明を制御する方法(これらのユーザーがアクセスできるデータおよびWebサービスの機能を制御する方法)に影響を与えます。

データベースの場合、ユーザーはデータベース/エンタープライズ・ユーザー(システムによる管理)またはアプリケーション・ユーザー(表で管理)のいずれかです。また、エンタープライズ・ユーザーのユーザー定義がOC4Jで共有されている場合があります。あるいは、OC4Jではデータベース・ユーザーとは別にLDAP管理のユーザー(既存のデータベース・ユーザーと同じ名前を使用しても、必ずしもそのデータベース・ユーザーと同じ認証は使用しないユーザーなど)が定義されている場合があります。

通常、ユーザーはSOAPリクエストの作成時に、ユーザー名Johnおよび認証secretなどを入力します。この例では、JohnはOC4Jユーザーであることが必要です。(管理者は、LDAP、LDAP/XMLおよび他の方法を使用して、OC4Jユーザーを管理できます。)

データベース内でのユーザー管理はアイデンティティ伝播(17.1.1項を参照)とリンクします。



17.1.1 データベースへのアイデンティティ伝播

OC4Jに含まれるSpatialWSサービスでは、いくつかのオプションのうち1つを使用してデータベースにユーザーIDが伝播されます。いずれのオプションもデータベースでのユーザー管理とリンクされているため、管理者はユーザーの認可および監査を柔軟に制御できます。使用可能なアイデンティティ伝播のオプションは、次のとおりです。

	
プロキシ認証: JDBCを使用し、プロキシ・ユーザー経由でデータベース・ユーザーに接続します。たとえば、データベース・ユーザーJohnとOC4JユーザーJohnの設定が別でパスワードも異なる場合、ユーザーJohnがエンタープライズ・ユーザーとして設定され、OC4Jとデータベースで共有されている場合、またはデータベース・ユーザーJohnが、直接SQLで接続するのではなく、プロキシ認証を介して使用するように設定されている場合があります。


	
アプリケーション・ユーザー管理: データベース・ユーザーを介するのではなく、データベース表でユーザーを管理することで、管理者はより柔軟な管理が可能になります。この方法では、仮想プライベート・データベース(17.2.1項を参照)を使用する場合に、SELECT USER FROM DUALと入力してユーザーIDを特定することができないため、かわりに次のようにシステム・コンテキストを問い合せる必要があります。


SELECT SYS_CONTEXT('APP_CTX', 'APP_USER_ID') FROM DUAL;


たとえば、データベース・ユーザーJohnとOC4JユーザーJohnの設定が別でパスワードも異なる場合、またはデータベース表でアプリケーション・ユーザーを共有するようにOC4Jが構成されている場合があります。


	
単一アプリケーション・ユーザー: データベースへの接続には単一アプリケーション・ユーザーを使用します。アプリケーションで特定のユーザーを識別する必要がなく、そのユーザーによるSpatialのWebサービスの使用が認可されているかぎり、この方法を使用できます。その場合、特定のユーザーは単一アプリケーション・ユーザーと同じ資格証明を使用し、そのユーザーの個別監査は行われません。




アイデンティティ伝播のオプションを指定するには、次のいずれかのサブ要素をWSConfig.xmlファイル(10.3項を参照)内の<Proxy_management>要素に挿入します。

	
<Proxy_authentication/>: プロキシ認証を指定する場合


	
<Application_user_management/>: アプリケーション・ユーザー管理を指定する場合


	
<Fixed_app_user/>: 単一アプリケーション・ユーザーを使用する場合









17.1.2 キャッシュとユーザー管理

SpatialのWebサービス・フレームワーク内のハンドラでは、OC4Jでのキャッシュの使用を選択できます。たとえば、WFSではフィーチャ表がキャッシュされます。OC4Jのキャッシュは、仮想プライベート・データベース(VPD)の使用など、データベースに設定された認可制約に従う必要があります。データベースの認可フレームワーク全体をローカルに複製することは実用的ではないため、各問合せでは適用可能なデータベースの認可制約を確認する必要があります。

WFSの場合は、ID列以外に含まれる実際のデータ値を使用するのではなく、ID値のみを使用して問い合せる必要があることを意味します。たとえば、問合せにはSELECT col1, col2 FROM...のかわりにSELECT id FROM...を指定します。このような場合、実際のデータはすでにキャッシュされており、問合せでは行レベルの認可のみ確認されます。この方法には、通常、パフォーマンス上のメリットもあり、特に大きなデータ・レコードの場合に有効です(一般的に、空間データのデータ・レコードは大きいものです)。

ただし、この方法は列レベルのVPDを使用する一部の方式では機能しません。たとえば、ユーザーJohnは総合的なジオメトリのみ参照でき、ユーザーJaneは元の詳細なジオメトリを参照できるように、列レベルのVPDが構成されているとします。ユーザーは2人とも同じデータ・レコードにアクセスしますが、Johnに対してはジオメトリ列レベルが不明瞭に表示されます。この例は、ジオメトリの汎化を意味します。別の例では、不明瞭化によって許可されたユーザーのみに社会保険番号が表示され、それ以外のユーザーには不明瞭化された********* という値が表示される例があります。

Spatialのネットワーク・データ・モデルの場合、キャッシュ機能では認可制約の確認は行われません(これは、ネットワーク問合せパターンに関連するパフォーマンスが考慮されるためです)。したがって、ネットワーク・データ・モデルの場合は、アイデンティティ伝播の単一アプリケーション・ユーザー・オプション(17.1.1項を参照)を使用します。このオプションでは、ユーザーの認可を制御するための管理者の選択は制限されます。








17.2 アクセス制御およびバージョニング

管理者が一部の認可制約をOC4Jで実行するように構成できる場合でも、認可およびバージョニングはOC4Jではなくデータベースで基本的に実行されます。Oracle Databaseでは、仮想プライベート・データベース(VPD)の場合も同様に、選択、挿入および更新の各操作に対する一般的な権限を構成することができます。Workspace Managerの操作もサポートされます。

17.1.2項で説明されているとおり、OC4Jのキャッシュはデータベースの構成と一致している必要があります。ただし、キャッシュが一致していない場合は、単一アプリケーション・ユーザー・オプション(17.1.1項を参照)を使用する必要があります。これは、アプリケーションのすべての使用者が同一データを参照できても問題にならないためです。



17.2.1 仮想プライベート・データベース




	
注意:

OpenLSマッピング・サービスおよびルーティング・サービスは、仮想プライベート・データベース(VPD)または別の方式によるユーザー固有の認可(表に対するSELECT権限を特定のユーザーに付与するなど)を使用する場合は動作しません。







管理者は仮想プライベート・データベース(VPD)を実装してユーザーのアクセスを制限することができます。アイデンティティ伝播(17.1.1項を参照)にプロキシ認証またはアプリケーション・ユーザー管理が使用されている場合、SOAPリクエストは、各SOAPリクエストのWSSセクションでの指定どおりに、現行ユーザーに対するVPDポリシーのコンテキスト内で実行されます。

アイデンティティ伝播に単一アプリケーション・ユーザーが使用されている場合、SOAPリクエストは、汎用の単一ユーザーに対するコンテキスト内で実行され、すべてのSOAPリクエストはデータベースに対して基本的に匿名になります。(OC4JではSOAPメッセージのWSSセクションに含まれるユーザー名によって引き続きユーザーが認識されるため、監査用に構成することはできますが、データベースではユーザー名は認識されません。)





17.2.2 Workspace Manager

次の例のように<SdoRequest>要素に作業領域IDを指定することにより、任意のSOAPリクエストを作業領域のコンテキスト内で実行できます。


<mdsys:SdoRequest xmlns:mdsys="http://www.oracle.com/2006/mdsys"
  xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
  <mdsys:SdoRequestHeader workspace_id="OlsWorkspace"/>
  <mdsys:SdoRequestBody>
    <XLS …>
    </XLS>
  </mdsys:SdoRequestBody>
</mdsys:SdoRequest>


wsclient.jarデモ・ファイル(10.4項を参照)内のsrc/oracle/spatial/ws/svrproxy/の下にあるoracle.spatial.ws.svrproxy.TestYPWithWorkspace.javaも参照してください。








17.3 Webサービスのセキュリティの構成

.earファイルをデプロイした後は、これを構成する必要があります。一般的な構成には次のファイルが含まれています。ただし、WSConfig.xmlファイルのWFS固有の部分など、サービス固有の設定は含まれません。

	
data-sources.xml: Catalog、OpenLS、WFSなどの各サービスのデータベース接続が含まれます。次に例を示します。


<?xml version = '1.0' encoding = 'windows-1252'?>
  . . .
  <native-data-source
    name="jdev-connection-NdmProxyConnection"
    jndi-name="jdbc/NdmProxyConnectionCoreDS"
    url="jdbc:oracle:thin:@server.com:port:sid"
    user="usr"
    password="password"
    data-source-class="oracle.jdbc.pool.OracleDataSource"/>
  . . .
</data-sources>


	
WSConfig.xml: WFS固有のパラメータの他に、名前、実装およびユーザー管理の各ハンドラ定義が含まれます。次に例を示します。


<Handlers>
    <OpenLS>
      <JavaClass>oracle.spatial.ws.openls.OpenLsHandler</JavaClass>
      <Anonymous_xml_user>SpatialWsXmlUser</Anonymous_xml_user>
      <Proxy_management>
        <Proxy_authentication/>
      </Proxy_management>
    </OpenLS>
    . . .
    <Network>
      <JavaClass>oracle.spatial.network.xml.NetworkWSHandler</JavaClass>
      <Proxy_management>
        <Fixed_app_user/>
      </Proxy_management>
    </Network>
    . . .
</Handlers>




data-sources.xmlファイルには、WFSなどの各サービス・ハンドラのデータベース接続が含まれます。次の3つの例は、ユーザー・アイデンティティ伝播の方法(17.1.1項を参照)に基づいています。

	
プロキシ認証: 指定された接続ではプロキシ・ユーザーが参照されます(プロキシ・ユーザーは実際のSOAPユーザーとは異なります)。


	
アプリケーション・ユーザー管理: 指定された接続では、システム・コンテキストが設定されたユーザーとして接続されているプロキシ・ユーザーが参照されます。


	
単一アプリケーション・ユーザー: 指定された接続では最終ユーザー(APP_USER)が参照されます。代理ユーザーの使用、システム・コンテキストの変更、異なるユーザーとしての再接続は行われません。




WSConfig.xmlファイルには、ハンドラの宣言部が含まれます。

	
<JavaClass>: 最初のパラメータです。サービス・ハンドラの実装を指定します。このJavaクラスによってインタフェースoracle.spatial.ws.SpatialWSHandlerが実装されます。この実装クラスは、server.xmlファイルに指定された共有ライブラリ内でOC4Jに対して使用できます。次に例を示します。


  <shared-library name="sdows" version="1.0">
    <code-source path="*"/>
    <import-shared-library name="oracle.xml"/>
    <import-shared-library name="oracle.jdbc"/>
  </shared-library>
  . . .
</application-server>


管理者は、その共有ライブラリに対してSpatialWSの.earファイルへのアクセス権限を付与する必要があります。これは、次の例のようにapplication.xmlでグローバルに行うことができます。


   <imported-shared-libraries>
      . . .
      <import-shared-library name="sdows"/>
   </imported-shared-libraries>
</orion-application>


	
<Anonymous_xml_user>: 2つ目のパラメータです。SOAPインタフェースとは反対に、データベースに単純な非SOAP XMLインタフェースを介したユーザーの接続IDを指定します。(詳細は、17.4.2項を参照。)


	
<Proxy_management>: 3つ目のパラメータです。ユーザーIDをデータベースに伝播する方法を指定します。指定可能な値は<Proxy_authentication>、<Application_user_management>および<Fixed_app_user>です。ほとんどの場合<Proxy_authentication>を選択します。




また、.earファイルをデプロイおよび構成する場合は、『Oracle Containers for J2EE構成および管理ガイド』に記載されているJ2EEアプリケーション(EAR)のデプロイに関する記述に含まれるセキュリティに関連する情報と、OC4JのセキュアなWebサイトの構成に関する情報を必ず確認してください。


17.3.1 Spatialのサービス・ハンドラの追加

SpatialのWebサービスにはCSW、OpenLSおよびWFSのサポートがデフォルトで含まれています。ただし、必要な各ハンドラのインタフェースを実装およびデプロイすることにより、追加のサービス・ハンドラのサポートを追加することができます。

サービス・ハンドラのサポートを含めるには、インタフェースoracle.spatial.ws.SpatialWSHandlerを実装し、このインタフェースを.jarファイルにデプロイします。実装には、現行のリクエストがこのサービスを示しているかどうかを判断する次のファンクションが含まれます。


public boolean canHandle(Element request)


インタフェースをデプロイするには、次の操作を実行します。(手順は任意の順番で実行できます。)

	
OC4Jから.jarファイルにアクセスできるようにします。アクセスできるようにするには、管理者は新しい共有ライブラリを作成するか(server.xmlおよびapplication.xmlの更新方法は17.3項を参照)、または既存の共有ライブラリsdowsに.jarファイルを追加(短時間でできる方法)します。


	
WSConfig.xmlファイル内の<Handlers>要素でサービスを宣言します。このとき、実装クラス名も指定します。(OpenLSおよびネットワークでのハンドラの例は、17.3項を参照。)


	
data-sources.xmlファイル内の<native-data-source>要素でデータソースを宣言します。このとき、接続JNDI名も指定します。(jdbc/NdmProxyConnectionCoreDSの例は、17.3項を参照。)実装には、接続JNDI名を特定する次のファンクションが含まれます。


public String getConnectionJndiName()


この名前は、data-sources.xmlファイルで指定したJNDI名と一致する必要があります。











17.4 SpatialのWebサービス用のインタフェース

空間Webサービスには異なるインタフェースを介してアクセスできます。インタフェースにはそれぞれセキュリティ上の影響があります。すべてのサービスで、単純なXML (非SOAP)インタフェースと同様にSOAP/WSSインタフェースを使用できます。OpenLSの場合は、OpenLS実装自体がPL/SQLで記述されるため、PL/SQLインタフェースもあります。


17.4.1 SOAP/WSSインタフェース

SpatialのWebサービスへのアクセスでは、ほとんどの場合にSOAP/WSSインタフェースを選択することをお薦めします。このインタフェースは、WSSのエンドツーエンドのセキュリティを提供しており、他のWebサービスと統合できます。ただし、単純なXMLインタフェースも代替手段として使用できます(17.4.2項を参照)。

SOAP/WSSインタフェースのデフォルトURLの書式は、次のとおりです。

http://hostname:port/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort






17.4.2 XML(非SOAP)インタフェース

SpatialのWebサービスに、単純な非SOAP XMLインタフェースを使用することが適している場合があります。具体的に、このXMLインタフェースには次の利点があります。

	
既存のソフトウェアとの統合が容易です。たとえば、JMeter接続はSOAPよりもXMLサーブレットに対して容易に作成できます(特にWSSを使用している場合)。


	
オーバーヘッドが少ないため、高いパフォーマンスが提供されます。SOAPの場合、WSSによる解析のオーバーヘッドと暗号化および署名のオーバーヘッドが追加されます。(ただし、SSL経由でXMLサービスにアクセスする場合はオーバーヘッドが減少します。)




非SOAP XMLインタフェースのデフォルトURLの書式は、次のとおりです。

http://hostname:port/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSXmlServlet

このXMLインタフェースは、ユーザーIDまたは認証を要求しないように設定されます。したがって、XMLリクエストの場合、SpatialWSサービスは、すべてのXMLユーザーに共通の汎用IDに基づいてデータベースに接続します。このIDはWSConfig.xmlファイルに<Anonymous_xml_user>として定義されています。

この方法は、WSConfig.xmlファイルで<fixed_app_user>オプションを使用する場合と同様、データベースが関係するかぎり、ユーザーはOC4Jによって匿名の状態で保持されます。つまり、OC4Jでは監査またはJAASベースの認可制約が引き続き実行できますが、データベース側でのユーザーの認可および監査は制限されます。ただし、非SOAP XMLインタフェースの場合、ユーザーはOC4Jに対しても匿名です。





17.4.3 PL/SQLインタフェース(OpenLSのみ)

OpenLSには、SOAPインタフェースおよび非SOAP XMLインタフェースの他に、PL/SQLインタフェースがあります。SQLを介して接続し、PL/SQL APIを直接使用する場合は、セキュリティに関する考慮事項が、SOAPおよび非SOAP XML APIに適用される場合と次のように異なります。

	
ユーザーとデータベース間で接続が直接行われるため、プロキシ認証およびアプリケーション・ユーザー管理は不要です。


	
OC4Jが関係しないため、OC4Jの認証、認可およびキャッシュは不要です。








17.4.4 インタフェース別のセキュリティ・レベル

PL/SQLインタフェースでは、環境が異なる場合でも、SOAPインタフェースと同じレベルのセキュリティが提供されます。ただし、非SOAP XMLインタフェースでは低いレベルの(安全性が低い)セキュリティが提供されます。これは、データベースに対してユーザーが匿名のまま(汎用APP_USER以外)保持されることが主な理由です。非SOAP XMLインタフェースでは、SSL、ユーザー認証およびユーザー認可を併用できるため、データベースへのアイデンティティ伝播が可能です。ただし、この方法は、単純なXMLインタフェース・オプションの選択という既知のメリットを上回る可能性があります。

非SOAP XMLインタフェースが不要なために使用不能にする場合は、次の書式のURLでサーブレットを非アクティブ化することができます。

http://hostname:port/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSXmlServlet














27 SDO_OLSパッケージ(OpenLS)

MDSYS.SDO_OLSパッケージには、SpatialのOpenLSをサポートするためのサブプログラムが含まれています。

この章で説明するサブプログラムを使用する場合は、OpenLSの概念および使用方法を理解しておく必要があります(第14章を参照)。

表27-1にOpenLSのサブプログラムを示します。


表27-1 OpenLSをサポートするサブプログラム

	サブプログラム	説明
	
SDO_OLS.MakeOpenLSClobRequest


	
CLOBオブジェクトを使用してOpenLSリクエストを送信し、結果をCLOBオブジェクトとして戻します。


	
SDO_OLS.MakeOpenLSRequest


	
XMLTypeオブジェクトを使用してOpenLSリクエストを送信し、結果をXMLTypeオブジェクトとして戻します。








この章では、これらのサブプログラムのリファレンス情報をアルファベット順に説明します。





SDO_OLS.MakeOpenLSClobRequest


構文

SDO_OLS.MakeOpenLSClobRequest(

     request IN CLOB

     ) RETURN CLOB;





説明

CLOBオブジェクトを使用してOpenLSリクエストを送信し、結果をCLOBオブジェクトとして戻します。





パラメータ

	request
	
CLOBオブジェクト形式のOpenLSリクエストを指定します。








使用上の注意

入力リクエストをXMLTypeオブジェクトとして指定してXMLTypeオブジェクトを戻すには、SDO_OLS.MakeOpenLSRequestファンクションを使用します。

OpenLSのサポートについては、第14章を参照してください。





例

次の例では、指定したカテゴリで(つまり、指定したSIC_code値を使用して)、指定した場所(経度: -122.4083257、緯度: 37.788208)に最も近いビジネス情報を要求します。


DECLARE
  request CLOB;
  result CLOB;
BEGIN
request := TO_CLOB(
'<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<XLS xmlns="http://www.opengis.net/xls" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml" 
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" version="1.1">
 <RequestHeader clientName="someName" clientPassword="password"/>
 <Request requestID="123" maximumResponses="100" version="1.1" 
      methodName="DirectoryRequest">
  <DirectoryRequest>
   <POILocation>
    <Nearest nearestCriterion="Proximity">
     <Position>
      <gml:Point xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
       <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-122.4083257 37.788208</gml:pos>
      </gml:Point>
     </Position>
    </Nearest>
   </POILocation>
   <POIProperties>
    <POIProperty name="SIC_code" value="1234567890"/>
   </POIProperties>
  </DirectoryRequest>
 </Request>
</XLS>');
 
result := SDO_OLS.makeOpenLSClobRequest(request);
 
END;
/










SDO_OLS.MakeOpenLSRequest


構文

SDO_OLS.MakeOpenLSRequest(

     request IN XMLTYPE

     ) RETURN XMLTYPE;





説明

XMLTypeオブジェクトを使用してOpenLSリクエストを送信し、結果をXMLTypeオブジェクトとして戻します。





パラメータ

	request
	
XMLTypeオブジェクト形式のOpenLSリクエストを指定します。








使用上の注意

入力リクエストをCLOBとして指定してCLOBを戻すには、SDO_OLS.MakeOpenLSClobRequestファンクションを使用します。

OpenLSのサポートについては、第14章を参照してください。





例

次の例では、指定したカテゴリで(つまり、指定したSIC_code値を使用して)、指定した場所(経度: -122.4083257、緯度: 37.788208)に最も近いビジネス情報を要求します。


SELECT SDO_OLS.makeOpenLSRequest(XMLTYPE(
'<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<XLS xmlns="http://www.opengis.net/xls" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml" 
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" version="1.1">
 <RequestHeader clientName="someName" clientPassword="password"/>
 <Request requestID="123" maximumResponses="100" version="1.1" 
      methodName="DirectoryRequest">
  <DirectoryRequest>
   <POILocation>
    <Nearest nearestCriterion="Proximity">
     <Position>
      <gml:Point xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
       <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-122.4083257 37.788208</gml:pos>
      </gml:Point>
     </Position>
    </Nearest>
   </POILocation>
   <POIProperties>
    <POIProperty name="SIC_code" value="1234567890"/>
   </POIProperties>
  </DirectoryRequest>
 </Request>
</XLS>')) "OpenLS Response" FROM DUAL;
















1 Spatialの概念

Oracle Spatialは、Oracleのファンクションとプロシージャを統合した製品であり、Oracle Databaseでの空間データの格納、アクセスおよび分析を短時間で効率的に処理することを目的としています。

空間データは、実際のオブジェクトまたは概念的なオブジェクトの本質的な位置特性情報を、それらが存在する実際の領域または概念的な領域に関連付けて表現します。

この章の内容は次のとおりです。

	
1.1項「Spatial製品とは」


	
1.2項「オブジェクト・リレーショナル・モデル」


	
1.3項「空間データの概要」


	
1.4項「ジオメトリ・タイプ」


	
1.5項「データ・モデル」


	
1.6項「問合せモデル」


	
1.7項「空間データの索引付け」


	
1.8項「空間関係およびフィルタ処理」


	
1.9項「空間演算子、空間プロシージャおよび空間ファンクション」


	
1.10項「空間集計ファンクション」


	
1.11項「3次元の空間オブジェクト」


	
1.12項「ジオコーディング」


	
1.13項「Spatial Java Application Programming Interface(API)」


	
1.14項「Spatialによって作成される事前定義のユーザー・アカウント」


	
1.15項「パフォーマンスおよびチューニングの情報」


	
1.16項「OGCおよびISOへの準拠」


	
1.17項「Spatialのリリース(バージョン)番号」


	
1.18項「表の空間的な有効化」


	
1.19項「Spatialメタデータの移動(MDSYS.MOVE_SDO)」


	
1.20項「空間アプリケーションのハードウェア要件の考慮事項」


	
1.21項「Spatialのエラー・メッセージ」


	
1.22項「Spatialの例」


	
1.23項「Spatialおよび関連機能のREADMEファイル」






1.1 Spatial製品とは

Oracle Spatialは、Spatialとも呼ばれ、Oracle Databaseへの空間フィーチャの集合の格納、検索、更新および問合せを容易にするSQLスキーマおよびファンクションを提供します。Spatialは、次の要素で構成されています。

	
サポートされているジオメトリ・データ・タイプの格納方法、構文および意味を規定するスキーマ(MDSYS)


	
空間索引付けメカニズム


	
対象領域問合せ、空間結合問合せおよび他の空間分析操作を実行する演算子、ファンクションおよびプロシージャ


	
ユーティリティおよびチューニング操作用のファンクションおよびプロシージャ


	
トポロジ内のノード、エッジおよびフェイスに関するデータを処理するためのトポロジ・データ・モデル(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照)


	
ネットワーク内のノードおよびリンクとしてモデル化される機能やオブジェクトを表現するためのネットワーク・データ・モデル(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照)


	
GeoRasterデータ(ラスター・イメージ・データ、グリッド化データ、および関連するメタデータ)の格納、索引付け、問合せ、分析および配信を可能にするGeoRaster機能(『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』を参照)




空間フィーチャの空間構成要素とは、ある座標空間においてその形を幾何学的に表現したものです。これをジオメトリと呼びます。




	
注意:

MDSYSスキーマの下では、どのパッケージ、表または他のオブジェクトも変更しないでください。(ただし、ユーザー定義の座標参照系を作成する必要がある場合は除きます(6.9項を参照)。)












1.2 オブジェクト・リレーショナル・モデル

Spatialでは、ジオメトリを表現するオブジェクト・リレーショナル・モデルがサポートされています。このモデルでは、ジオメトリ全体が、ベクトル・データ用のOracle固有の空間データ型(SDO_GEOMETRY)に格納されます。Oracle表には、1つ以上のSDO_GEOMETRY列を格納できます。オブジェクト・リレーショナル・モデルは、地理空間フィーチャについてOpen GIS ODBC/SQL仕様に定義されている、空間フィーチャ表の「SQL with Geometry Types」実装に対応しています。

オブジェクト・リレーショナル・モデルには、次のメリットがあります。

	
円弧、円、複合ポリゴン、複合線ストリング、最適化された矩形など、多くのジオメトリ・タイプのサポート


	
索引の作成とメンテナンスおよび空間問合せの実行が容易


	
Oracle Databaseによる索引のメンテナンス


	
単一列でモデル化されたジオメトリ


	
最適なパフォーマンス









1.3 空間データの概要

Oracle Spatialは、位置情報アプリケーションおよび地理情報システム(GIS)・アプリケーションのユーザーが、簡単に無理のない形で空間データを管理できるように設計されています。Oracle Databaseに格納された空間データは、簡単に操作および取出しができ、データベースに格納された他のすべてのデータとの関連付けも可能です。

空間データの一般的な例としては、道路地図があります。道路地図は点、線およびポリゴンを含む2次元オブジェクトであり、都道府県などの行政的境界、都市および道路を表現できます。道路地図は地理情報を視覚化したものです。地表面に存在する行政的境界、都市および道路の位置は、レンダリング対象となるオブジェクトの相対位置と相対距離を維持したまま、2次元の画面または紙上に投影されます。

レンダリングされるこれらのオブジェクトの地表面位置(緯度と経度など)を示すデータが、空間データです。地図のレンダリングでは、この空間データを使用することによって、オブジェクトの位置を2次元の紙上に投影します。GISは、このような地表面と相関する空間データを格納、取出しおよびレンダリングする一般的な方法です。

Spatialを使用して格納できる空間データの種類には、GISデータ以外にコンピュータ支援設計(CAD)システムとコンピュータ支援製造(CAM)システムのデータがあります。CADおよびCAMシステムでは、地理的なスケールでオブジェクトを処理するのではなく、自動車のエンジンまたはプリント回路基板などの比較的小さいスケールを扱います。

これらのシステムの違いはデータのサイズと精度のみで、データの複雑さではありません。これらのすべてのシステムで同数の点データを処理することも考えられます。地理的なスケールでは、ある橋の位置に1/10インチ単位の誤差があっても、実際の道路工事の際には、問題が発生することはありせん。それに対して、エンジンのピストンの直径が1/10インチ単位でもずれてしまうと、エンジンは作動しません。

また、データの複雑さは、表現されている領域の絶対スケールとは無関係です。たとえば、多くのプリント回路基板の場合、その基板上に数千個のオブジェクトがエッチングされ、その小さい面積に道路の工事現場の青写真の詳細図より複雑な情報が含まれます。

これらのアプリケーションは、空間および非空間の両方の属性を持つフィーチャの集合について、格納、検索、更新または問合せのすべてを行います。非空間属性の名前の例には、soil_type、landuse_classificationおよびpart_numberがあります。空間属性は、そのフィーチャの形を、座標またはベクトル・ベースで表現するものです。






1.4 ジオメトリ・タイプ

ジオメトリは、直線セグメントまたは円弧を結合した頂点を順番につなげたものです。ジオメトリの意味は、その型によって決定されます。Spatialは、いくつかの基本タイプ、および2次元を含む、次のタイプの集合で構成されるジオメトリをサポートしています。

	
点および点クラスタ


	
線ストリング


	
N点ポリゴン


	
円弧線ストリング(すべての円弧は円の一部として生成されます。)


	
円弧ポリゴン


	
複合ポリゴン


	
複合線ストリング


	
円


	
最適化された矩形




2次元の点は、XとYの2つの座標値(経度および緯度である場合が多い)で構成される要素です。線ストリングは、線セグメントを定義する2点のペアの、1つ以上の集合で構成されます。ポリゴンは、閉じた輪を形成するように連結された複数の線ストリングで構成されます。たとえば、点で建物の位置を、線ストリングで道路または飛行経路を、多角形で都道府県、都市、区画地域または都市の街区を表現できます。

自己交差する線ストリングはサポートされますが、自己交差するポリゴンはサポートされません。自己交差する線ストリングは、ポリゴンを形成しません。自己交差する線ストリングでは、領域が暗黙的に指定されません。

図1-1に、ジオメトリ・タイプを示します。


図1-1 ジオメトリ・タイプ

[image: 図1-1の説明が続きます。]





Spatialでは、定義するオブジェクトの各頂点の定義に3つまたは4つの座標を使用する3次元および4次元のジオメトリ・タイプの保存および索引付けもサポートしています。3次元ジオメトリのサポートの詳細は、1.11項を参照してください。






1.5 データ・モデル

空間データ・モデルは、要素、ジオメトリおよびレイヤーで構成される階層型の構造体です。レイヤーはジオメトリで構成され、ジオメトリは要素で構成されます。


1.5.1 要素

要素は、ジオメトリの基本的構成単位です。サポートされる空間要素タイプは、点、線ストリングおよびポリゴンです。たとえば、要素を使用することによって、星座(点クラスタ)、道路(線ストリング)および都道府県の境界(ポリゴン)のモデルを作成できます。要素内の各座標は、XとYの値のペアとして格納されます。複合ポリゴンの外部の輪と0(ゼロ)個以上の内部の輪(穴)は、単一の要素とみなされます。

点データは1個の座標で構成されます。線データは要素の線セグメントを表現する2個の座標で構成されます。ポリゴン・データは複数の座標値ペア(ポリゴンの各線セグメントに対して、1つの頂点ペア)で構成されます。座標は、ポリゴンの周囲に沿って順に(外部の輪は反時計回り、内部の輪は時計回りで)定義されます。





1.5.2 ジオメトリ

ジオメトリ(またはジオメトリ・オブジェクト)は、空間フィーチャの表現であり、基本形要素を配列した集合をモデル化したものです。ジオメトリは、単一の要素、(サポートされている基本タイプの1つのインスタンス)または同種か異種の要素の集合で構成できます。群島を表現する場合に使用されるような複数ポリゴンは、同種の集合です。異種の集合とは、異なるタイプの要素の集合(点とポリゴンなど)です。

たとえば、ある町の建築予定地を示すジオメトリの例を考えます。このジオメトリは、穴のあいたポリゴンとして表現できます(河川、湖、または区画指定により建築できない地域が穴に相当します)。





1.5.3 レイヤー

レイヤーは、同じ属性セットを持つジオメトリの集合です。たとえば、あるGISにおいて3つのレイヤーが、それぞれ地形、人口密度および領域内の道路と橋のネットワーク(線および点)を表現する場合が考えられます。各レイヤーのジオメトリおよびそれに関連付けられた空間索引は、データベース内の標準表に格納されます。






1.5.4 座標系

座標系(空間参照システム)は、座標を位置に割り当て、そのような座標間の関連を確立するための手段を提供します。これによって、実際の空間における位置表現として、座標を変換することが可能になります。

すべての空間データには、座標系が関連付けられています。座標系は、地理参照(地表の特定の表現に関連)または非地理参照(デカルトで、地表の特定の表現に関連しない)のいずれかになります。座標系が地理参照の場合、デフォルトの測定単位(mなど)が関連付けられますが、指定した別の単位(マイルなど)で結果を自動的に戻すように、Spatialに指示できます。(サポートされている測定単位の詳細は、2.10項を参照してください。)

空間データは、デカルト座標系、測地(地理)座標系、投影座標系またはローカル座標系に関連付けができます。

	
デカルト座標は、指定した基点からの点の位置を、2次元または3次元空間の相互に直交する軸を関連付けて測定する座標です。

座標系がジオメトリに明示的に関連付けられていない場合、デカルト座標系が想定されます。


	
測地座標(地理座標)は、角度を持つ座標(経度および緯度)であり、球体の極点の座標と密接に関連し、また、地球上の特定の測地データに関連付けて定義されます。(測地データは、地球の形を表現し、測地座標系の参照として機能します。)


	
投影座標は、地表の点を平面に数学的にマップした結果である平面的なデカルト座標です。このような数学的マッピングは、それぞれ異なる目的に使用されます。


	
ローカル座標は、非地球(非地理参照)座標系のデカルト座標です。ローカル座標系は、通常、CADアプリケーションおよび現地測量に使用されます。




Spatialは、ジオメトリで操作を実行する場合、空間データに関連付けられた座標系に適切なデカルトまたは曲線計算モデルのいずれかを使用します。

Spatialでの座標系サポート(測地座標、投影座標、ローカル座標、座標系の変換など)の詳細は、第6章を参照してください。






1.5.5 許容差

許容差は、空間データに精度レベルを関連付けるために使用します。許容差は、(たとえば、丸めの誤差の調整のために、)2つの点が一致しない場合でも、2点が同一の点とみなされる最大距離に影響します。許容差には、0(ゼロ)より大きい正の数字を指定する必要があります。値の重要度は、空間データが測地座標系に関連付けられているかどうかによって異なります。(測地座標系および他の座標系の詳細は、1.5.4項を参照してください。)

	
測地データ(経度と緯度の座標によって識別されるデータなど)の場合、許容差はm単位になります。たとえば、許容差100は、100mの許容差を示します。測地データの許容差には、0.05 (5cm)以上の値を指定する必要があります。SDO_GEOM.RELATE、SDO_GEOM.SDO_DIFFERENCE、SDO_GEOM.SDO_INTERSECTION、SDO_GEOM.SDO_UNIONおよびSDO_GEOM.SDO_XORファンクションでは、測地データの許容差の値に0.05より小さい値を指定しても、0.05が使用されます(ただし、ジオメトリは許容差0.05で有効である必要があります)。


	
非測地データの場合、許容差は、データに関連付けられた座標系に関連付けられた単位での数値です。たとえば、測定単位がマイルの場合、許容差の値0.005は許容差0.005(1/200)マイル(約26フィート(7.9メートル))を示し、許容差の値2は許容差2マイルを示します。




いずれの場合も、許容差が小さいほど、データに関連付けられる精度は高くなります。

空間ブール演算(SDO_GEOM.SDO_UNION、SDO_GEOM.SDO_INTERSECTIONなど)およびSDO_GEOM.RELATEファンクションでは、16桁以上の精度を持つジオメトリについて、浮動小数点演算での精度不足が原因で、一貫性のない結果が生成されることがあります。精度の桁数は、たとえば許容差が0.0000000005に設定され、座標の整数部分が6桁(123456.4321など)であるとすると、精度は10+6つまり16桁という計算になります。このような場合は、空間演算を使用した結果に一貫性を持たせるため、使用する許容差をより大きく(小数点に続くゼロをより少なく)します。

許容差は、次の2つの項目で指定されます。

	
レイヤーのジオメトリ・メタデータの定義(1.5.5.1項を参照)


	
特定のファンクションに対する入力パラメータ(1.5.5.2項を参照)




線形参照システム(LRS)データの許容差の詳細は、7.6項を参照してください。



1.5.5.1 レイヤーのジオメトリ・メタデータの許容差

レイヤーの次元情報には、許容差が含まれます。具体的には、xxx_SDO_GEOM_METADATAビューのDIMINFO列(2.8.3項を参照)には、次元ごとにSDO_TOLERANCE値が含まれ、この値は各次元で同じあることが必要です。

ファンクションがオプションのtoleranceパラメータを受け入れ、このパラメータがNULLまたは指定されていない場合は、レイヤーのSDO_TOLERANCE値が使用されます。2.1項の例の非測地データを使用すると、ジオメトリcola_bとcola_d間の実際の距離は0.846049894です。問合せでtoleranceパラメータ値を指定しないでSDO_GEOM.SDO_DISTANCEファンクションを実行すると、戻されるcola_bとcola_d間の距離の結果はレイヤーのSDO_TOLERANCE値によって異なります。次に例を示します。

	
レイヤーのSDO_TOLERANCE値が0.005の場合、この問合せは0.846049894を戻します。


	
レイヤーのSDO_TOLERANCE値が0.5の場合、この問合せは0(ゼロ)を戻します。

Spatialは、まず考慮する各ジオメトリの周りに許容差(0.5)の仮想的なバッファを構築します。この場合、cola_bおよびcola_dの周りのバッファがオーバーラップするため、結果が0(ゼロ)になります。(考慮対象の2つのジオメトリが異なる許容差を持つ場合、大きい方の値が仮想的なバッファ用に使用されます。)




したがって、次の2つのいずれかの方法を使用して、レイヤーのSDO_TOLERANCE値を選択できます。

	
値に、オブジェクト間の距離を問合せする場合の精度レベルを反映します。たとえば、距離の単位で0.8離れた2つの非測地ジオメトリを離れているとみなす必要がある場合、SDO_TOLERANCEを小さい値(0.05以下など)に指定します。


	
値に、レイヤー内のジオメトリに関連付けられた値の精度を反映します。たとえば、非測地レイヤー内のすべてのジオメトリが整数で定義され、距離の単位で0.8離れている2つのオブジェクトを離れているとみなさない場合は、SDO_TOLERANCEの値を0.5に指定すると適切です。すべての問合せでの精度を上げるには、toleranceパラメータを指定してデフォルトを上書きする必要があります。




非測地データの場合、2つ目の方法(レイヤーに存在するジオメトリの値の精度)のほとんどのインスタンスで、ジオメトリ定義の最高レベルの精度を指定し、次のレベルでSDO_TOLERANCE値を0.5に指定することをお薦めします。たとえば、ジオメトリが整数で定義されている(2.1項に簡単な例を示す)場合、適切な値は0.5です。ただし、ジオメトリが小数点第4桁までの数値(31.2587など)で定義されている場合、適切な値は0.00005です。




	
注意:

ジオメトリに、任意の点で幅が狭く、対辺の間の距離が提案された許容差より短いポリゴンが含まれている場合は、このガイドラインに従わないでください。許容差が、すべてのポリゴンのすべての2辺間の最短距離より小さいことを確認してください。
また、実際はジオメトリが有効であるにもかかわらず、ジオメトリの挿入または更新で「invalid geometry」エラーが発生した場合は、許容差の精度を上げることを検討してください(たとえば、0.00005から0.000005に変更)。














1.5.5.2 入力パラメータとしての許容差

多くの空間ファンクションでtoleranceパラメータを指定でき、このパラメータは(指定した場合)、レイヤーのデフォルトの許容差を上書きします(1.5.5.1項を参照)。2点間の距離が許容差以下の場合、Spatialはその2つの点を単一の点とみなします。そのため、許容差には、空間データを認識させる精度を反映します。

たとえば、家から5km以内の距離にあるレストランを検索する場合を考えてみます。Maria's Pizzeriaが、家から5.1kmの場所にあるとします。空間データに測地座標系が関連付けられており、許容差に100 (または500など、これ以上の値)を使用して5km以内にあるすべてのレストランを検索するように指定した場合、5.1kmは5km (5000m)から100m以内であるためMaria's Pizzeriaは含まれます。許容差を100未満(50など)に指定した場合、Maria's Pizzeriaは含まれません。

各ケースの最適値はデータを使用するアプリケーションの種類によって異なりますが、通常、空間ファンクションの許容差は非常に小さい値です。1.5.5.1項に示す許容差のガイドラインを参照してください。また、すべての入力ジオメトリが有効であることを確認します。(ジオメトリ・データが有効でないと、空間ファンクションは予測どおりに動作しないことがあります。)










1.6 問合せモデル

Spatialでは、空間問合せおよび空間結合を解決するために、2層問合せモデルを使用します。2層問合せとは、問合せの解決のために実行される2種類の別々の処理を指します。両方を組み合せた処理が実行されると、完全一致の結果セットが戻されます。

この2つの処理を、1次および2次フィルタ処理と呼びます。

	
1次フィルタを使用すると、候補レコードを高速に選択した後で、その結果セットを2次フィルタに渡すことができます。1次フィルタでは、ジオメトリの近似値を比較して計算の複雑さを軽減させるため、これは低コスト化のためのフィルタであるといえます。1次フィルタでは、ジオメトリの近似値を比較するため、完全一致の結果セットのスーパーセットが戻されます。


	
2次フィルタでは、1次フィルタの結果であるジオメトリが、完全一致幾何学計算によって処理されます。2次フィルタによって、空間問合せに対する完全一致の回答が得られます。2次フィルタ処理は、計算が複雑であるという点では高コストですが、データ・セット全体ではなく、1次フィルタから渡された結果セットのみに限定して処理されます。




図1-2に、1次フィルタと2次フィルタの関係を示します。


図1-2 問合せモデル

[image: 図1-2の説明が続きます。]





図1-2に示すように、大量入力データセットに対する1次フィルタ処理は、少数の候補セットを生成します。この候補セットには、少なくとも完全一致の結果セットとそれ以上のレコードが含まれます。少数の候補セットに対する2次フィルタ処理では、完全一致の結果セットを生成します。

Spatialでは、1次フィルタ機能を実行するために空間索引を使用します。Spatialでは、1次フィルタと2次フィルタを常に両方とも使用する必要はありません。1次フィルタを使用するのみで十分な場合もあります。たとえば、マップ・アプリケーションのズーム機能では、可視部分の境界を表現する矩形に重なるデータを問い合せます。1次フィルタを使用すると、問合せのスーパーセットが高速に戻されます。その後マップ・アプリケーションは、クリッピング・ルーチンを適用することによって、ターゲット領域を表示します。

1次フィルタの目的は、データのサブセットを高速に作成し、2次フィルタでの処理の負荷を軽減させることです。そのため1次フィルタでは、できるだけ効率的に(選択的かつ高速に)処理する必要があります。これは、データの空間索引の特性に左右されます。

空間データの問合せの詳細は、5.2項を参照してください。






1.7 空間データの索引付け

Oracle Databaseのエンジンに導入された、空間索引の作成機能は、Spatial製品の重要な機能です。空間索引は、他の索引と同様、検索対象を限定するメカニズムを提供しますが、この場合は、交差および包含のような空間基準に基づきます。空間索引は、次の場合に必要です。

	
指定された点または対象領域(ウィンドウ問合せ)と重なる、索引付きデータ領域内のオブジェクトを検索する場合


	
空間的に相互作用(空間結合)する2つの索引付きデータ領域内のオブジェクトの組合せを検索する場合




大量のワークロードおよび演算子が含まれる空間索引については、現在、テスト中です。

これ以降の項では、Rツリー索引に関連する概念およびオプションについて説明します。



1.7.1 Rツリー索引

空間Rツリー索引では、最大4次元の空間データの索引付けが可能です。Rツリー索引は、図1-3に示すとおり、ジオメトリを囲む最小の矩形(最小境界矩形(MBR))によって各ジオメトリを近似させます。


図1-3 MBRに囲まれたジオメトリ

[image: 図1-3の説明が続きます。]





ジオメトリのレイヤーでは、Rツリー索引は、図1-4に示すとおり、レイヤー内のジオメトリのMBRに対する階層索引で構成されています。


図1-4 MBR上のRツリー階層索引

[image: 図1-4の説明が続きます。]





次に、図1-4について説明します。

	
1 から9 は、レイヤー内のジオメトリです。


	
a、b、c およびd は、Rツリー索引のリーフ・ノードで、ジオメトリへのポインタとともにジオメトリの最小境界矩形を含みます。たとえば、a にはジオメトリ1 および2 のMBRが含まれ、b にはジオメトリ3 および4 のMBRが含まれます。


	
A にはa およびb のMBRが含まれ、B にはc およびd のMBRが含まれます。


	
ルートには、A およびB のMBR(図に示す領域全体)が含まれます。




このRツリー索引は、空間索引表(2.9項に示すUSER_SDO_INDEX_METADATAビューのSDO_INDEX_TABLE)に格納されます。また、Rツリー索引は、順序オブジェクト(USER_SDO_INDEX_METADATAビューのSDO_RTREE_SEQ_NAME)の管理も行い、索引に対する同時ユーザーによる同時更新が可能になります。






1.7.2 Rツリーの品質

Rツリー索引に影響する挿入および削除操作を何度も行うと、Rツリー構造の品質が低下し、これによって問合せのパフォーマンスが低下する場合があります。

Rツリーは、ツリーの異なる高さにノードを持つ階層ツリー構造です。問合せでのRツリー索引構造のパフォーマンスは、Rツリーの索引ノードの面積および周囲の長さに比例します。たとえば、レベル0 (ゼロ)の覆われた領域は、データ・ジオメトリの最小境界矩形が占める領域を表し、レベル1の領域は、リーフ・レベルのRツリー・ノードで覆われた領域を示します。ルート(最上位レベル)の領域とレベル0 (ゼロ)の領域の元の比率は、表の更新に基づいて時間の経過に応じて変化する可能性があります。その比率が悪化した(大幅に増えた)場合、索引を再作成すると問合せのパフォーマンスが向上する場合があります。

ジオメトリに影響を及ぼす多くの挿入、更新または削除操作を実行した際にSDO_FILTER操作のパフォーマンスが低下した場合、関連付けられたRツリー索引の品質の低下が原因である場合があります。SDO_TUNE.QUALITY_DEGRADATIONファンクション(第31章に記載)を使用して索引の品質が低下していないかを確認することができますが、このとき、ファンクションが2より大きい値を戻す場合は、索引を再構築することを検討してください。ただし、Oracleのキャッシュ方式およびその他の重要なOracle機能(Rツリーの索引問合せからI/Oオーバーヘッドを実質的に削除できる表固定など)が原因となることがあるため、問合せのパフォーマンス全体から見ると、Rツリーの索引の品質低下の値は重要でない場合もあります。

Rツリー索引を再作成するには、ALTER INDEX REBUILD文(第18章を参照)を使用します。








1.8 空間関係およびフィルタ処理

Spatialは、2次フィルタを使用して、データベース内のエンティティ間の空間関係を判断します。空間関係は、ジオメトリの位置に基づいています。空間関係の最も多くは、位相および距離に基づいています。たとえば、領域の境界は、その他の座標領域から領域を分割する曲線の集合で構成されています。領域の内部は、その境界上の点を除いて、領域のすべての点で構成されています。このため、領域内部の点ではなく境界の一部を共有している場合、2つの領域は接しているといえます。

2つの空間オブジェクトの距離は、それらのオブジェクトの点と点の最短距離です。2つのオブジェクトは、オブジェクト間の距離が指定された距離より短い場合、互いに指定された距離内にあるといえます。

空間関係を判断するために、Spatialにはいくつかの2次フィルタ・メソッドがあります。

	
SDO_RELATE演算子は、位相的な基準で判断します。


	
SDO_WITHIN_DISTANCE演算子は、2つの空間オブジェクトが互いに指定された距離内にあるかどうかを判断します。


	
SDO_NN演算子は、最も近くにある空間オブジェクトを識別します。




これらの演算子の構文については、第19章を参照してください。

SDO_RELATE演算子は、点、線およびポリゴンのバイナリ位相関係を分類する、9交差モデルを実装します。各空間オブジェクトには、内部、境界および外部があります。境界は、内部と外部を分ける点または線で構成されます。単一線ストリングの境界は、その終了点で構成されています。ただし、終了点が重なる(同じ点である)場合、その線ストリングには境界が存在しません。複数線ストリングの境界は、それを構成する各線ストリングの終了点です。ただし、終了点が重なる場合、奇数回重なる終了点のみが境界になります。ポリゴンの境界は、ポリゴンの周囲を描く線です。内部はオブジェクト内にあり、境界上にはない点で構成され、外部はオブジェクト内にはない点で構成されます。

オブジェクトAには3つの構成要素(境界Ab、内部Aiおよび外部Ae)があり、どのようなオブジェクトの組合せにも、それらの構成要素間には、9つの相互作用の可能性があります。構成要素の組合せには、空(0)または空ではない(1)セットの交差があります。2つのジオメトリ間で相互作用するセットは、交差する構成要素の組合せを指定する9交差マトリックスによって表現されます。図1-5に、互いに接している2つのポリゴンの9交差マトリックスを示します。このマトリックスによって、行優先形式(行を主にした順序で、ビット列を表記する形式)「101001111」に生成された、次のビット・マスクが得られます。


図1-5 9交差モデル

[image: 図1-5の説明が続きます。]





Max Egenhofer博士(Maine州立大学)およびその仲間による研究で発見された一部の位相関係には、彼らに関係のある名前が付けられています。Spatialでは、次の名前を使用します。

	
DISJOINT: 境界および内部が交差しない。


	
TOUCH: 境界は交差するが、内部は交差しない。


	
OVERLAPBDYDISJOINT: 1つのオブジェクトの内部が他のオブジェクトの境界および内部と交差するが、その2つの境界は交差しない。この関係は、たとえば、1本の線がポリゴンの外側から始まり、ポリゴンの内側で終わる場合に発生します。


	
OVERLAPBDYINTERSECT: 2つのオブジェクトの境界および内部が交差する。


	
EQUAL: 2つのオブジェクトの境界および内部が同じである。


	
CONTAINS: 1つのオブジェクトの内部および境界が完全にもう1つのオブジェクトの内部に含まれている。


	
COVERS: 1つのオブジェクトの内部が、完全にもう1つのオブジェクトの内部または境界に含まれ、その2つのオブジェクトの境界が交差する。


	
INSIDE: CONTAINSの逆。A INSIDE Bは、B CONTAINS Aを意味します。


	
COVEREDBY: COVERSの逆。A COVEREDBY Bは、B COVERS Aを意味します。


	
ON: 1つのオブジェクトの内部および境界が、もう1つのオブジェクトの境界上にある。この関係は、たとえば、1本の線がポリゴンの境界上にある場合に発生します。


	
ANYINTERACT: オブジェクトがなんらかの形で接合する。




図1-6に、これらの位相関係を示します。


図1-6 位相関係

[image: 図1-6の説明が続きます。]





SDO_WITHIN_DISTANCE演算子では、2つの空間オブジェクトAおよびBが、互いに指定された距離内にあるかどうかが判断されます。この演算子は、まず、参照オブジェクトの周りに距離バッファDbを構成します。その後、AとDbが結合していないことを確認します。オブジェクトの距離バッファは、そのオブジェクトから指定距離内にあるすべての点で構成されます。図1-7に、点、線およびポリゴンの距離バッファを示します。


図1-7 点、線およびポリゴンの距離バッファ

[image: 図1-7の説明が続きます。]





次に、図1-7に示す点、線およびポリゴンのジオメトリについて説明します。

	
破線は、距離バッファを表します。オブジェクトの角の近くで、どのようにバッファが丸められるかに注意してください。


	
右のジオメトリは、穴のあるポリゴンです。大きい矩形はポリゴンの外部の輪で、小さい矩形はポリゴンの内部の輪(穴)です。大きい矩形の外側の破線は外部の輪に対するバッファで、小さい矩形の内側の破線は内部の輪に対するバッファです。




SDO_NN演算子は、指定したジオメトリに最も近いジオメトリ列から、指定した数のオブジェクト(たとえば、公園に最も近いレストラン5件)を戻します。2つのオブジェクトの近さを判断するには、各オブジェクトの領域上にある2点間の最短距離が使用されます。






1.9 空間演算子、空間プロシージャおよび空間ファンクション

SpatialのPL/SQL Application Program Interface(API)には、いくつかの演算子と多くのプロシージャおよびファンクションが含まれています。

SDO_FILTERやSDO_RELATEなどの空間演算子では、空間索引を使用するため、パフォーマンスが最適化されます。(空間演算子では、最初のパラメータのジオメトリ列に、空間索引が定義されている必要があります。)空間演算子は、問合せのWHERE句で使用する必要があります。演算子の最初のパラメータには検索するジオメトリ列を指定し、2番目のパラメータには問合せウィンドウを指定します。問合せウィンドウとジオメトリ列の座標系が異なる場合は、Spatialによって暗黙的な座標系変換が実行されます。空間演算子の詳細は、第19章を参照してください。

空間プロシージャと空間ファンクションは、PL/SQLパッケージ内のサブプログラム(SDO_GEOM、SDO_CS、SDO_LRSなど)として提供されます。これらのサブプログラムでは、空間索引を定義する必要がなく、空間索引を定義しても使用されません。これらのサブプログラムは、WHERE句または副問合せで使用できます。空間プロシージャまたは空間ファンクションで2つのジオメトリが入力パラメータとして使用される場合は、両方のジオメトリの座標系が同じである必要があります。

空間演算子、空間プロシージャおよび空間ファンクションを使用する場合、パフォーマンスに関する次のガイドラインに従ってください。

	
演算子と、プロシージャまたはファンクションが比較可能な操作を実行し、その演算子が要件を満たす場合は、その演算子を使用します。たとえば、特に必要がないかぎり、SDO_GEOM.RELATEではなくSDO_RELATEを使用し、SDO_GEOM.WITHIN_DISTANCEではなくSDO_WITHIN_DISTANCEを使用します。


	
演算子には、常に大文字のTRUEを指定します。つまり、<> 'FALSE'や= 'true'ではなく、= 'TRUE'を指定します。


	
問合せウィンドウが表から取り出された場合は、演算子に/*+ ORDERED */オプティマイザ・ヒントを使用します。(複数のウィンドウが表から取り出された場合は、このヒントを使用する必要があります。)詳細は、各演算子の「使用上の注意」および「例」を参照してください。




トポロジで演算子を使用する方法は、『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照してください。






1.10 空間集計ファンクション

SQLには、SQL問合せの結果を集計するために使用される、集計ファンクションが存在します。次の例では、SUM集計ファンクションを使用して、部門ごとの従業員の給与を集計します。


SELECT SUM(salary), dept
   FROM employees
   GROUP BY dept;


Oracle Spatialの集計ファンクションでは、ジオメトリ・オブジェクトを伴うSQL問合せの結果を集計できます。空間集計ファンクションでは、SDO_GEOMETRY型のジオメトリ・オブジェクトが戻されます。たとえば、(2.1項の定義およびデータを使用して)次の文を実行すると、表内に存在するすべてのジオメトリの最小境界矩形が戻されます。


SELECT SDO_AGGR_MBR(shape) FROM cola_markets;


次の例では、cola_dを除くすべてのジオメトリの和集合が戻されます。


SELECT SDO_AGGR_UNION(SDOAGGRTYPE(c.shape, 0.005))
  FROM cola_markets c WHERE c.name <> 'cola_d';


空間集計ファンクションのリファレンス情報および使用例については、第20章を参照してください。




	
注意:

2次元と3次元の両方のジオメトリでサポートされているSDO_AGGR_MBR以外の空間集計ファンクションは、2次元ジオメトリでのみサポートされています。









1.10.1 SDOAGGRTYPEオブジェクト型

多くの空間集計ファンクションは、SDOAGGRTYPE型の入力パラメータを受け入れます。Oracle Spatialでは、次のとおりSDOAGGRTYPEオブジェクト型を定義します。


CREATE TYPE sdoaggrtype AS OBJECT (
 geometry SDO_GEOMETRY,
 tolerance NUMBER);





	
注意:

SDOAGGRTYPEを表内の列のデータ型として使用しないでください。この型は、空間集計ファンクションへのコールにのみ使用してください。







SDOAGGRTYPE定義のtolerance値は、特定の理由がないかぎり、ジオメトリのxxx_SDO_GEOM_METADATAビューのDIMINFO列に指定されたSDO_TOLERANCE値と同じである必要があります。許容差の詳細は、1.5.5項を参照してください。xxx_SDO_GEOM_METADATAビューの詳細は、2.8項を参照してください。

SDOAGGRTYPE定義のtoleranceの値は、空間集計ファンクションの結果に影響する可能性があります。図1-8に、2つの異なるtoleranceの値(ジオメトリ間の距離より小さい値と大きい値)を使用した、2つのジオメトリの空間集計和集合(SDO_AGGR_UNION)操作を示します。


図1-8 集計和集合操作の許容差

[image: 図1-8の説明が続きます。]





図1-8の最初の集計和集合操作では、toleranceが矩形間の距離より小さく、結果は2つの矩形で構成された複合ジオメトリになります。2つ目の集計和集合操作では、toleranceが矩形間の距離より大きく、結果は単一のジオメトリになります。








1.11 3次元の空間オブジェクト

Oracle Database リリース11.1より、Oracle Spatialでは、3次元の空間データの格納および取出しがサポートされています(扱うことができる3次元空間データは、点、点群(点の集合)、線、ポリゴン、面、ソリッドなど)。表1-1に、3次元のジオメトリに該当するSDO_GEOMETRY型のSDO_GTYPE属性および要素に関連する属性を示します。(SDO_GEOMETRY型については、2.2項を参照してください。)


表1-1 3次元ジオメトリのSDO_GEOMETRY属性

	3-Dデータのタイプ	SDO_GTYPE	要素タイプ、SDO_ELEM_INFOでの解釈
	
点

	
3001

	
該当しません。SDO_POINT_TYPE属性に含まれる3次元の値をすべて指定します。


	
線

	
3002

	
2, 1


	
ポリゴン

	
3003

	
1003, 1: 平面の外部ポリゴン

2003, 1: 平面の内部ポリゴン

1003, 3: 平面の外部矩形

2003, 3: 平面の内部矩形


	
表面

	
3003

	
1006, 1:表面(次にポリゴンの要素情報が続きます)


	
コレクション

	
3004

	
2次元の場合と同様に扱われます


	
複数点(点群)

	
3005

	
1, n(nは点の数)


	
複数線

	
3006

	
2次元の場合と同様に扱われます


	
複数面

	
3007

	
1つ以上の表面の要素定義


	
ソリッド

	
3008

	
閉じられた1つの表面で形成される単純なソリッド: 1つの要素タイプ1007の後に、1つの要素タイプ1006(外部表面)が続き、オプションで1つ以上の要素タイプ2006(内部表面)が続きます。

隣接する複数の単純なソリッドで形成される複合ソリッド: 1つの要素タイプ1008(単純なソリッドの数を保持)の後に、任意の数の要素タイプ1007(それぞれが1つの単純なソリッド)が続きます。


	
マルチソリッド

	
3009

	
1つ以上の単純なソリッドの要素定義(要素タイプ1007)または複合ソリッド(要素タイプ1008)








次の空間演算子を使用する計算では、3次元すべてが使用されます。

	
SDO_ANYINTERACT


	
SDO_FILTER


	
SDO_INSIDE(ソリッド・ジオメトリのみ)


	
SDO_NN


	
SDO_WITHIN_DISTANCE




他の演算子では、最初の2次元のみ使用されます。前述した演算子には、この項で後述するように、測地データを処理するときに高さの情報が無視されるものもあります。(空間演算子については、第19章を参照してください。)

SDO_GEOM.SDO_VOLUMEファンクションはソリッド・ジオメトリ(その名のとおり3次元のジオメトリ)にのみ適用されます。ただし、このファンクションを測地データで使用することはできません。(この関数の詳細は、第24章を参照。)その他のSDO_GEOMサブプログラムにおける3次元のジオメトリのサポートについては、表24-1「ジオメトリ・サブプログラム」に続く使用方法を参照してください。

3次元ジオメトリでの距離計算は次のように行われます。

	
測地データ(地理3Dデータ)の場合、距離計算は測地面上で行われます。


	
非測地データ(投影データまたはローカル・データ)の場合、距離計算は、3次元すべての測定単位が同じ場合のみ有効です。




どのファンクション、プロシージャまたは演算子でも3次元すべてを使用できるようにするには、地理3Dデータ(経度、緯度、楕円体高)を含む空間表に空間索引を作成する際に、CREATE INDEX文でPARAMETERS ('sdo_indx_dims=3')を指定する必要があります。このパラメータをCREATE INDEX文で指定しないと、2次元の索引が作成されます。

3次元すべてを使用するSpatialのファンクション、プロシージャおよび演算子では、距離および長さの計算は、高さ(標高)を適切に組み込んで行われます。たとえば、3次元の点が2つあり、1つの点はデカルト空間の基点(0,0,0)にあり、もう1つの点はY軸上のX=3の位置の、高さ(Z)が4の位置(3,0,4)にあるとします。

	
演算に3次元をすべて使用して計算すると、2点間の距離は5になります。(辺が3:4:5の直角三角形の斜辺と考えられます。)


	
演算に2次元のみ使用すると、2点間の距離は3になります。(つまり、3番目の次元である高さは無視されます。)




ただし、次の演算子およびサブプログラムでは、測地データを処理するときに、3次元ジオメトリでの距離が地上表現(たとえば、ビルの伏図の経度/緯度方向の広がり)で計算され、高さの情報は無視されます。

	
SDO_NN演算子


	
SDO_WITHIN_DISTANCE演算子


	
SDO_GEOM.SDO_DISTANCEファンクション


	
SDO_GEOM.WITHIN_DISTANCEファンクション




3次元データを使用した2次元問合せウィンドウでは、SDO_FILTER演算子は使用できますが、その他の空間演算子は使用できません。

様々なタイプの3次元空間ジオメトリの作成例は、2.7.9項を参照してください。そこでは、3次元ジオメトリの空間メタデータの更新方法および空間索引の作成方法についても例を示しています。

3次元の座標参照系のサポートの詳細は、6.5項を参照してください。

空間集計ファンクションおよびPL/SQLパッケージとサブプログラムの多くで、3次元はサポートされません。2次元ジオメトリのみがサポートされるものは次のとおりです。

	
空間集計ファンクション。SDO_AGGR_MBR(2次元と3次元の両方のジオメトリがサポートされる)を除きます。


	
SDO_GEOM(ジオメトリ)サブプログラムで、次に示すサブプログラム(2次元と3次元の両方のジオメトリがサポートされる)を除きます。

	
SDO_GEOM.RELATE(ANYINTERACTマスクを使用)


	
SDO_GEOM.SDO_AREA


	
SDO_GEOM.SDO_DISTANCE


	
SDO_GEOM.SDO_LENGTH


	
SDO_GEOM.SDO_MAX_MBR_ORDINATE


	
SDO_GEOM.SDO_MBR


	
SDO_GEOM.SDO_MIN_MBR_ORDINATE


	
SDO_GEOM.SDO_VOLUME


	
SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXT


	
SDO_GEOM.VALIDATE_LAYER_WITH_CONTEXT


	
SDO_GEOM.WITHIN_DISTANCE





	
SDO_SAM(空間分析およびマイニング)サブプログラム


	
SDO_MIGRATE.TO_CURRENTプロシージャ






1.11.1 表面のモデル化

表面には面積はあるものの、容積はありません。また、2次元または3次元を使用できます。表面は、通常、一連の平面領域で構成されます。

表面は、表面タイプのSDO_GEOMETRYオブジェクトとして、または表面が非常に大きい場合はSDO_TINオブジェクトとしてモデル化されます。SDO_GEOMETRYにおける表面タイプは、隣接する3次元ポリゴンによって境界となる連続領域を定義する不定形面の場合があります。SDO_GEOMETRY内のポリゴンの数は、SDO_ORDINATES_ARRAYに指定可能な座標の数によって制限されます。一方、SDO_TINオブジェクトの場合、表面は三角形網としてモデル化され、三角形の数に対する明示的な制限はありません。

表面は、三角形網として、Triangulated Irregular Network(TIN)と呼ばれる形式で格納されます。TINモデルでは、面は連続した重ならない三角形の集合として表現されます。各三角形の表面は、1つの平面で表現されます。三角形は質点と呼ばれる一連の点で構成されます。慎重に質点を選択した場合、TINでは表面のモデルが正確に表現されます。山の頂上、谷底、または崖の縁(頂上や底)など、表面の形状に大きな変化がある場所では、質点が適切に配置されます。

TINは通常、経度(x)、緯度(y)および標高(z)の各次元における座標値を指定する3次元の点を基に計算されます。OracleのTIN生成ソフトウェアでは、デローニ三角分割法が使用されますが、デローニ三角分割法のみを使用してTINデータを形成する必要はありません。

TINの一般的な操作手順は次のとおりです。

	
SDO_TIN_PKG.INITファンクションを使用して、TINを初期化します。


	
SDO_TIN_PKG.CREATE_TINプロシージャを使用して、TINを作成します。


	
問合せが必要な場合は、SDO_TIN_PKG.CLIP_TINファンクションを使用して、TINをクリップします。


	
必要に応じて、SDO_TIN_PKG.TO_GEOMETRYファンクションを使用します(たとえば、クリップ操作の結果を1つのSDO_GEOMETRYオブジェクトに変換する場合)。




TINの操作に使用するPL/SQLサブプログラムについては、第30章を参照してください。

JavaによるTINの操作の例は、次のファイルを参照してください。


$ORACLE_HOME/md/demo/TIN/examples/java/README.txt
$ORACLE_HOME/md/demo/TIN/examples/java/readTIN.java






1.11.2 ソリッドのモデル化

最も単純なソリッドの種類は、サイコロや積み木のような立方形として表現できます。複雑なソリッドとして錐台があります。これは(3面以上の)大きなピラミッドを底面と平行な平面で切り取って形作ったピラミッドです。錐台は、空間演算子の問合せウィンドウとしてのみ使用できます。錐台および立方体は、通常、ソリッド・タイプのSDO_GEOMETRYオブジェクトとしてモデル化されます。図1-9に、ビュー・ポイントからの距離が異なる2つの空間オブジェクトを含む問合せウィンドウとしての錐台を示します。


図1-9 空間オブジェクトの問合せウィンドウとしての錐台

[image: 図1-9の説明が続きます。]





点群(点の巨大な集合体)を使用して、ソリッド・ジオメトリおよび表面ジオメトリの形状または構造をモデル化することもできます。点群データを使用するほとんどのアプリケーションには、位置に基づく問合せと、位置および可視性の両方に基づく問合せ(可視性問合せ)という2種類の空間問合せのいずれかが含まれます。

点群データを使用するアプリケーションのほとんどは、ビュー・ポイントからの距離に基づいてオブジェクトを取得することで、データ転送の最小化を図ります。たとえば、図1-9では、オブジェクトBはオブジェクトAよりもビュー・ポイントから離れています。したがって、アプリケーションは、オブジェクトAを細部まで(高解像度で)取得し、オブジェクトBを大まかに(低解像度で)取得する可能性があります。ほとんどの場合、ビュー・ポイントからの距離が遠くなるほど、オブジェクトの数は著しく増加します。また、離れているオブジェクトが近くにあるオブジェクトより低解像度で取得されると、問合せによって戻されるバイト数およびオブジェクトのレンダリング時間は飛躍的に減少します。

点群の一般的な操作手順は次のとおりです。

	
SDO_PC_PKG.INITファンクションを使用して、点群を初期化します。


	
SDO_PC_PKG.CREATE_PCプロシージャを使用して点群を作成します。


	
問合せが必要な場合は、SDO_PC_PKG.CLIP_PCファンクションを使用して、点群をクリップします。


	
必要に応じて、SDO_PC_PKG.TO_GEOMETRYファンクションを使用します(たとえば、クリップ操作の結果を1つのSDO_GEOMETRYオブジェクトに変換する場合)。




点群の操作に使用するPL/SQLサブプログラムについては、第28章を参照してください。

Javaによる点群の操作の例は、次のファイルを参照してください。


$ORACLE_HOME/md/demo/PointCloud/examples/java/README.txt
$ORACLE_HOME/md/demo/PointCloud/examples/java/readPointCloud.java






1.11.3 3次元の最適化された矩形

3次元の矩形(3次元空間の矩形状のポリゴン)のすべての頂点を指定するかわりに、X、YおよびZ次元について最小座標値(min-corner)と最大座標値(max-corner)に対応する2つの角を指定するだけで矩形を表現できます。

この方法で定義された3次元の矩形の方向は、次のようになります。

	
矩形が<min-corner, max-corner>で指定された場合、法線は直交する3つ目の次元の正の方向を指します。


	
矩形が<max-corner, min-corner>で指定された場合、法線は直交する3つ目の次元の負の方向を指します。




たとえば、矩形がXY面にあり、頂点の順序が<min-corner, max-corner>の場合、法線は正のZ軸方向を指しますが、順序が<max-corner, min-corner>の場合、法線は負のZ軸方向を指します。

矩形におけるこれらの方向規則を使用して、次の要件を満たすように、矩形のmin-cornerとmax-cornerの各頂点の順序を適切に指定できます。

	
矩形がソリッドの一部である場合、ソリッドにおける各ポリゴンの法線は常にソリッドから外方向を指します。


	
矩形が面の一部である場合、内側の矩形ポリゴンはその外側の矩形ポリゴンとは反対の方向を向きます。








1.11.4 テクスチャ・データの使用




	
注意:

この項では、Spatialでテクスチャ・データを使用するために理解しておく必要のある概念について説明します。ただし、テクスチャ・メタデータはまだOracle Spatialに完全に実装されておらず、ビューアはまだサポートされていません。この項は、テクスチャのサポートがリリースされるときに更新されます。







テクスチャは、フィーチャの1つ以上の部分を表すイメージです。テクスチャは、一般的に、空間ジオメトリとして格納されているオブジェクトを表示するビジュアライザ・アプリケーション(ビューア)で使用されます。たとえば、テクスチャを使用してオフィス・ビル(3次元ソリッド)をビューアで表示し、色だけを使用する場合よりさらにリアルな視覚化を実現することができます。テクスチャは、2次元と3次元のジオメトリで使用できます。

最も単純なケースでは、矩形ジオメトリをテクスチャ・ビットマップで覆うことができます。ただし、多くの場合、次のケースの例のように、テクスチャ・ビットマップのサブリージョンのみが使用されます。

	
テクスチャ・ビットマップに、同じビルの複数の側面、屋根および切妻屋根が含まれる場合。このケースでは、各ビットマップ部分が、ジオメトリの面の1つを覆っています。


	
テクスチャ・ビットマップがビルの面上にある1つのパネルまたは窓を表し、ジオメトリ面がこのようなパネルまたは窓を15個備えた壁(3つの階それぞれに5個ずつ)を表す場合。このケースでは、1つのテクスチャ・ビットマップを面上に15回並べます。


	
面が矩形以外のサブ面(切妻屋根など)である場合。このケースでは、テクスチャ・ビットマップの一部(可能な三角形)のみが使用されます。




図1-10に、表示すると3つのテクスチャで構成される大きな矩形面を示します(各テクスチャは、面の様々な場所で複数回繰り返されます)。


図1-10 面とテクスチャ

[image: 図1-10の説明が続きます。]





次に、図1-10について説明します。

	
イメージ全体は12個の小さな矩形面(表面ジオメトリ)で構成される大きな面であり、小さな矩形面はそれぞれ(A、BおよびCのラベルが付けられた)3つのイメージのうち1つで表すことができます。


	
(A、BおよびCのラベルが付けられた)3つのテクスチャ・ビットマップを使用すると、すべての面を視覚化できます。このケースでは、ビットマップAを3回、ビットマップBを6回、ビットマップCを3回使用します。




図1-11に、三角形の面にマッピングされたテクスチャ・ビットマップを示します。


図1-11 面にマッピングされたテクスチャ

[image: 図1-11の説明が続きます。]





次に、図1-11について説明します。

	
面(表面ジオメトリ)は三角形です。(たとえば、ビルの側面または屋根に、この面が複数含まれる可能性があります。)


	
テクスチャ・ビットマップ(イメージ)は矩形です(中央のボックスを参照)。


	
テクスチャ・ビットマップの一部が面のイメージを表します。この部分は右側のボックス内で破線で表されています。

アプリケーションでは、テクスチャ・ビットマップ内で座標を指定して、適切な部分を面ジオメトリにマッピングする必要があります。




面を表すイメージ・データの記憶域要件を最小化するために、必要となる重複していないテクスチャのみのイメージを格納する必要があります。テクスチャの格納に使用するデータ型はSDO_ORDINATE_ARRAYであり、これはSDO_GEOMETRY型定義(2.2項を参照)で使用されます。

たとえば、図1-10の大きな面が次のように定義されているとします。


SDO_GEOMETRY(
  2003,  -- two-dimensional polygon
  NULL,
  NULL,
  SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,1), -- one polygon (exterior polygon ring)
  SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1. 1,13, 13,13, 1,13, 1,1)
)


次のように定義されたMY_TEXTURE_COORDINATES表があるとします。


CREATE TABLE my_texture_coordinates (
  texture_coord_id NUMBER PRIMARY KEY,
  texture_name VARCHAR2(32),
  texture_coordinates SDO_ORDINATE_ARRAY);


例1-1では、この表に3つのテクスチャ座標の定義を挿入しています。テクスチャごとに、テクスチャ座標が図1-10で示す適切な小さな矩形のうち1つを反映します(ただし、各テクスチャに対しては、適切な矩形のうち任意のものを選択できます)。図1-1では、各テクスチャのSDO_ORDINATE_ARRAY定義で、図1-10の上部近くにあるポリゴンを反映しています。


例1-1 テクスチャ座標の定義の挿入


INSERT INTO my_texture_coordinates VALUES(
  1,
  'Texture_A',
   SDO_ORDINATE_ARRAY(1,9, 1,5, 5,12, 1,12, 1,9)
  );
 
INSERT INTO my_texture_coordinates VALUES(
  2,
  'Texture_B', 
  SDO_ORDINATE_ARRAY(5,9, 9,9, 9,12, 5,12, 5,9)
  );
 
INSERT INTO my_texture_coordinates VALUES(
  3,
  'Texture_C', 
  SDO_ORDINATE_ARRAY(1,12, 13,12, 13,13, 1,13, 1,12)
  );





1.11.4.1 テクスチャ・データのスキーマに関する考慮事項

テクスチャ・ビットマップ(VARCHAR2形式のBLOBまたはURLとして格納)とテクスチャ座標配列(SDO_ORDINATE_ARRAY型を使用して格納)は、SDO_GEOMETRY列として同じ表に格納したり、個別の表に格納することができますが、特にテクスチャ・ビットマップについては、通常、個別の表を使用することをお薦めします。テクスチャ・ビットマップはフィーチャ(異なるオフィス・ビルなど)間で共有可能になる可能性が高いのですが、テクスチャ座標の定義はフィーチャ間で共有可能になる可能性が低くなります。(たとえば、多くのオフィス・ビルは同じ一般的なガラスの外観を共有しますが、窓の数と階数が同じビルはほとんどありません。テクスチャとアプリケーションの設計では、同じテクスチャのサブリージョンを使用するビルの数、または同じサイズの反復マトリクスでテクスチャを覆うビルの数を考慮する必要があります。)

例外は、テクスチャ・ビットマップ全体で矩形のジオメトリ面を覆うテクスチャ座標配列です。この場合は、テクスチャ座標配列を(0,0, 1,0, 1,1, 0,1, 1,1)として指定することができます(左下、右下、右上、左上および最後に左下の頂点を定義します)。多くのデータ・セットで、このテクスチャ座標配列を広く使用していますが、これはデータ・セットでは主に矩形面を使用し、各テクスチャ・ビットマップに対して1つのファサードを格納するためです。

個別の表を使用している場合は、外部キーを使用してこれらの表を表面ジオメトリにリンクできます(例1-2を参照)。


例1-2 テクスチャ座標の表、テクスチャの表および面の表の作成


-- One row for each texture coordinates definition.
CREATE TABLE my_texture_coordinates (
  texture_coord_id NUMBER PRIMARY KEY,
  texture_coordinates SDO_ORDINATE_ARRAY);
 
-- One row for each texture.
CREATE TABLE my_textures(
  texture_id NUMBER PRIMARY KEY,
  texture BLOB);
 
-- One row for each surface (each individual "piece" of a 
-- potentially larger surface).
CREATE TABLE my_surfaces(
  surface_id NUMBER PRIMARY KEY,
  surface_geometry SDO_GEOMETRY,
  texture_id NUMBER,
  texture_coord_id NUMBER,
  CONSTRAINT texture_id_fk 
    FOREIGN KEY (texture_id) REFERENCES my_textures(texture_id),
  CONSTRAINT texture_coord_id_fk 
    FOREIGN KEY (texture_coord_id) REFERENCES 
      my_texture_coordinates(texture_coord_id));










1.11.5 3次元ジオメトリの検証

SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTおよびSDO_GEOM.VALIDATE_LAYER_WITH_CONTEXTサブプログラムで、2次元および3次元のジオメトリを検証できます。3次元ジオメトリの場合、これらのサブプログラムは、3次元ジオメトリ全体内で2次元ジオメトリに必要な検証(SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTの「使用上の注意」を参照)を行いますが、オブジェクト全体の3次元特性に固有の検証もいくつかの行います。

単純なソリッド(1つの外部表面と任意の数の内部表面を持つソリッド)の場合は、これらのサブプログラムで次の項目を確認します。

	
閉鎖性: ソリッドは閉じている必要があります。


	
到達可能性: ソリッドの各面は、隣接する各面と完全に共通なエッジを持つ必要があり、どの面からもすべての面に到達可能であることが必要です。


	
内部と外部の非連結性: 内部表面は、複数の点や線で外部表面と交差しないことが必要です。つまり、内部表面で領域が重なることはできません。


	
面への追加がないこと: ソリッドを構成する表面上に、追加の表面を定義することはできません。


	
方向: すべての面で、法線ベクトル(面法線つまり法線)が外部ソリッドの外側(外部ソリッドから離れた方向)を指すように頂点が配置されている必要があります。したがって、外部ソリッドの容積は0(ゼロ)より大きい必要があり、内部ソリッドの容積は0(ゼロ)より小さい必要があります。




複合ソリッド(1つ以上のソリッドが相互に結合したもの)の場合は、これらのサブプログラムによって次の項目が確認されます。

	
連結性: 複合ソリッドに含まれるすべてのソリッドは、1つ以上の面を共有している必要があります。


	
容積0(ゼロ)の交差: 複合ソリッドに含まれるソリッドの交差部分の容積が0(ゼロ)であることが必要です。




マルチソリッド(単純なソリッドまたは複合ソリッドで構成される1つ以上のソリッド)の場合は、これらのサブプログラムによって次の項目が確認されます。

	
非結合性: マルチソリッドに含まれる任意の2つのソリッドは、点または線を共有できますが、これ以外の方法で交差していないことが必要です。











1.12 ジオコーディング

ジオコーディングは、住所データの表を規格化された住所、位置およびその他のデータに変換するプロセスです。ジオコーディング操作の結果は、入力された住所または場所に対応する経度と緯度の座標のペアを含みます。たとえば、入力住所が22 Monument Square, Concord, MA 01742である場合、ジオコーディング操作の結果の経度と緯度の座標は、それぞれ-71.34937と42.46101(ジオコーディング・データ・プロバイダによって異なる)になります。

住所をジオコードすると、Oracle Spatialなどの空間エンジンを使用して、近接問合せまたは位置問合せを実行したり、Oracleのビジネス・パートナのツールおよびデータを使用して、デモグラフィック分析を行うことができます。また、ジオコードされたデータは、デモグラフィック情報に関連する区画、郵便番号、国コードなど、その他の空間データで使用することもできます。分析または問合せの結果は、Oracle Spatialに統合されているサード・パーティ・ソフトウェアを使用して、表形式のみでなく地図で表すことができます。

Oracle Spatialのジオコーディング機能の概念および使用方法については、第11章を参照してください。MDSYS.SDO_GCDR PL/SQLパッケージのリファレンス情報については、第23章を参照してください。






1.13 Spatial Java Application Programming Interface(API)

Oracle Spatialでは、次のパッケージが含まれるJava Application Programming Interface(API)を提供しています。

	
oracle.spatial.geometry: Spatial SQL SDO_GEOMETRYデータ型(説明はこのマニュアルを参照)のサポートを提供します。


	
oracle.spatial.georaster: GeoRasterの主要な機能のサポートを提供します(『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』を参照)。


	
oracle.spatial.georaster.image: GeoRasterオブジェクトまたはGeoRasterオブジェクトのサブセットからJavaイメージを生成し、イメージを処理するためのサポートを提供します。これらの機能の詳細は、『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』を参照してください。


	
oracle.spatial.georaster.sql: GeoRaster PL/SQL APIのラップのサポートを提供します(『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』を参照)。


	
oracle.spatial.network: Oracle Spatialネットワーク・データ・モデル(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照)のサポートを提供します。


	
oracle.spatial.network.lod: Oracle Spatialネットワーク・データ・モデルにおいて、ロード・オンデマンド方法でネットワーク分析を行うためのサポートを提供します(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照)。


	
oracle.spatial.network.lod.config: Oracle Spatialネットワーク・データ・モデルにおいて、ロード・オンデマンド(LOD)でのネットワーク分析を構成するためのサポートを提供します(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照)。


	
oracle.spatial.topo: Oracle Spatialトポロジ・データ・モデル(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』を参照)のサポートを提供します。


	
oracle.spatial.util: 各種操作を実行するクラスを提供します。




これらのパッケージに含まれるクラスとインタフェースのリファレンス情報の詳細は、『Oracle Spatial Java API Reference』(Javadoc)を参照してください。

SpatialのJavaクラス・ライブラリは、<ORACLE_HOME>/md/jlib/ディレクトリ下の.jarファイルに格納されています。






1.14 Spatialによって作成される事前定義のユーザー・アカウント

Spatialでは、インストール中にジョブの実行に必要な最小限の権限を持つユーザー・アカウントが作成されます。これらのアカウントはロックされた期限切れの状態で作成されます。アカウントを使用する必要がある場合は、ロックを解除する必要があります。表1-2に、Spatialによって作成される事前定義のユーザー・アカウントを示します。


表1-2 Spatialによって作成される事前定義のユーザー・アカウント

	ユーザー・アカウント	説明
	
MDDATA

	
ジオコーディング・アプリケーションおよびルーティング・アプリケーションで使用するデータを格納するためにOracle Spatialで使用されるスキーマです。これは、ジオコーディング・データおよびルーティング・データにアクセスするOracleソフトウェアのデフォルトのスキーマです。


	
SPATIAL_CSW_ADMIN_USR

	
Catalog Services for the Web(CSW)のアカウントです。データベースからすべてのレコード・タイプ・メタデータとすべてのレコード・インスタンスを、キャッシュされたレコード・タイプのメイン・メモリーにロードするために、Oracle Spatial CSWキャッシュ・マネージャで使用されます。


	
SPATIAL_WFS_ADMIN_USR

	
Web Feature Service(WFS)のアカウントです。データベースからすべての機能タイプ・メタデータとすべての機能インスタンスを、キャッシュされた機能タイプのメイン・メモリーにロードするために、Oracle Spatial WFSキャッシュ・マネージャで使用されます。








Oracle Databaseの事前定義のユーザー・アカウント(アカウント保護方法を含む)の詳細は、『Oracle Database 2日でセキュリティ・ガイド』を参照してください。






1.15 パフォーマンスおよびチューニングの情報

Oracle Spatialアプリケーションのパフォーマンスは、問合せ実行計画に影響するオプティマイザ・ヒントの使用など、多くの要因に影響されます。このマニュアルでは、特定の項目に関連するパフォーマンスおよびチューニングの情報を示します。たとえば、1.7.2項では、Rツリーの品質および問合せのパフォーマンスへの影響について説明します。1.9項では、空間演算子を使用すると、プロシージャやファンクションを使用する場合よりパフォーマンスが向上する理由について説明します。

Spatialのパフォーマンスおよびチューニングの追加情報は、Oracle Technology Network(OTN)で入手可能なホワイト・ペーパーを参照してください。多くの場合、これらのホワイト・ペーパーの情報はこのマニュアルの情報より詳細で、内部テストおよびSpatialユーザーからの参考を基に定期的に更新されます。OTNでこれらの情報を検索するには、次のURLに接続してください。

http://www.oracle.com/technetwork/database-options/spatialandgraph/

Spatialのパフォーマンスおよびチューニングに関するページを参照してください。






1.16 OGCおよびISOへの準拠

Oracle Databaseリリース10g バージョン10.1.0.4以降のOracle Spatialは、Open Geospatial Consortium(OGC)Simple Features Specification 1.1.1(Document 99-049)に準拠しています。Geometry Types Implementationに準拠しているということは、その仕様書の3.2項に詳細が述べられているすべての型、ファンクションおよび言語要素がOracle Spatialでサポートされていることを意味します。

すべてのOGCファンクション名に一致するシノニムが作成されますが、X(p Point)とY(p Point)に一致するシノニムは作成されません。これらのファンクションには、XおよびYのかわりに、OGC_XおよびOGC_Yを使用する必要があります。

Oracle Spatialは、次の国際標準化機構(ISO)の標準に準拠しています。

	
ISO 13249-3 SQL Multimedia and Application Packages - Part 3: Spatial


	
ISO 19101: Geographic information - Reference model (definition of terms and approach)


	
ISO 19109: Geographic information - Rules for application schema (called the General Feature Model)


	
ISO 19111: Geographic information - Spatial referencing by coordinates (also OGC Abstract specification for coordinate reference systems)


	
ISO 19118: Geographic information - Encoding (GML 2.1 and GML 3.1.1)


	
ISO 19107: Geographic information - Spatial schema (also OGC Abstract specification for Geometry)




ただし、Oracle Spatial and Graphの標準準拠テストは進行中であるため、いつでも最新バージョンの標準または新しい標準への準拠が通知される可能性があります。標準への準拠に関する最新情報は、http://www.oracle.com/technetwork/database-options/spatialandgraph/documentation/を参照してください。






1.17 Spatialのリリース(バージョン)番号

実行中のSpatialのリリース番号を確認するには、SDO_VERSIONファンクションを使用します。次に例を示します。


SELECT SDO_VERSION FROM DUAL;

SDO_VERSION
--------------------------------------------------------------------------------
11.2.0.2.0






1.18 表の空間的な有効化

SDO_GEOMETRY列がないが、ポイントの緯度/経度値などの位置に関連する情報を含んでいるOracle表を使用する場合、SDO_GEOMETRY列を追加し、レコードの既存(および現在以降)の位置に関連する情報を使用してSDO_GEOMETRY列の値を移入することで、表を空間的に有効化することができます。

次は、通常の表を空間的に有効化する基本手順です。これらは、通常の表に、表の各レコードに関連付けられた位置に関連する値を含む列があることを前提としています。

	
(SDO_GEOMETRY)列を追加するために表を変更します。


	
位置に関連するデータの値を使用してSDO_GEOMETRYオブジェクトを移入するために、表を更新します。


	
空間メタデータ(USER_SDO_GEOM_METADATA)を更新します。


	
表に空間索引を作成します。




例1-3は、最初SDO_GEOMETRY列を含まないが、各レコードの緯度および経度の値(指定した都市内または近郊のポイント)を含む表(CITY_POINTS)を作成します。これは、表を空間的に有効化し、既存のレコードを更新してSDO_GEOMETRY情報を含めるだけでなく、新しいレコードを挿入してそれらを更新します。


例1-3 表の空間的な有効化


-- Original table without a spatial geometry column.
CREATE TABLE city_points (
  city_id NUMBER PRIMARY KEY,
  city_name VARCHAR2(25),
  latitude NUMBER,
  longitude NUMBER);
 
-- Original data for the table.
-- (The sample coordinates are for a random point in or near the city.)
INSERT INTO city_points (city_id, city_name, latitude, longitude)
  VALUES (1, 'Boston', 42.207905, -71.015625);
INSERT INTO city_points (city_id, city_name, latitude, longitude)
  VALUES (2, 'Raleigh', 35.634679, -78.618164);
INSERT INTO city_points (city_id, city_name, latitude, longitude)
  VALUES (3, 'San Francisco', 37.661791, -122.453613);
INSERT INTO city_points (city_id, city_name, latitude, longitude)
  VALUES (4, 'Memphis', 35.097140, -90.065918);
 
-- Add a spatial geometry column.
ALTER TABLE city_points ADD (shape SDO_GEOMETRY);
 
-- Update the table to populate geometry objects using existing
-- latutide and longitude coordinates.
UPDATE city_points SET shape = 
  SDO_GEOMETRY(
    2001,
    8307,
    SDO_POINT_TYPE(LONGITUDE, LATITUDE, NULL),
    NULL,
    NULL
   );
 
-- Update the spatial metadata.
INSERT INTO user_sdo_geom_metadata VALUES (
  'city_points',
  'SHAPE', 
  SDO_DIM_ARRAY(
    SDO_DIM_ELEMENT('Longitude',-180,180,0.5), 
    SDO_DIM_ELEMENT('Latitude',-90,90,0.5)
  ), 
  8307
);
 
-- Create the spatial index.
CREATE INDEX city_points_spatial_idx on city_points(SHAPE) 
  INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX;
 
-- Later, add new records to the table, using original INSERT format
-- (latitude and longitude, no spatial geometry object data).
-- Then update to include spatial geometry object information.
-- Tip: For efficiency, keep track of existing and new records, and use 
-- a WHERE clause to restrict the UPDATE to new records (not shown here).
 
INSERT INTO city_points (city_id, city_name, latitude, longitude)
  VALUES (5, 'Chicago', 41.848832, -87.648926);
INSERT INTO city_points (city_id, city_name, latitude, longitude)
  VALUES (6, 'Miami', 25.755043, -80.200195);
 
UPDATE city_points SET shape = 
  SDO_GEOMETRY(
    2001,
    8307,
    SDO_POINT_TYPE(LONGITUDE, LATITUDE, NULL),
    NULL,
    NULL
   );




例1-3に関する注意は、次のとおりです。

	
列名が、UPDATE文のジオメトリ・コンストラクタ(この場合SDO_POINT)で正しい順序で指定されているかぎり、元の表にLATITUDEとLONGITUDEの値がこの順序で含まれていなくてもかまいません。(SDO_GEOMETRYオブジェクトでは、ポイントの経度が最初で、次が緯度です。)


	
検証はポイントと関係ないため、ジオメトリの検証はこの例に含まれていません。ただし、他の種類のジオメトリを持つ表を空間的に有効化する場合、最初と追加のジオメトリすべてを検証する必要があります。(検証を実行するには、SDO_GEOM.VALIDATE_LAYER_WITH_CONTEXTまたはSDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTを使用します。)







	
関連項目:

	
第2章「空間データ型およびメタデータ」


	
第5章「空間データの索引付けおよび問合せ」

















1.19 Spatialメタデータの移動(MDSYS.MOVE_SDO)

データベース管理者(DBA)は、MDSYS.MOVE_SDOプロシージャを使用して、すべてのOracle Spatialメタデータ表を、指定したターゲット表領域に移動できます。デフォルトでは、Spatialメタデータ表は、リリース11.1以降のリリースではSYSAUX表領域に、また11.1より前のリリースではSYSTEM表領域に作成されます。

MDSYS.MOVE_SDOプロシージャの構文は次のとおりです。


MDSYS.MOVE_SDO(
   target_tablespace_name IN VARCHAR2);


必須パラメータであるtarget_tablespace_nameは、Spatialメタデータ表の移動先となる表領域の名前を指定します。

このプロシージャは、DBAのみが使用する必要があります。

移動操作中、他のすべてのOracle Spatial機能は無効になります。

次の例は、Spatialメタデータ表をSYSAUX表領域に移動します。


EXECUTE MDSYS.MOVE_SDO('SYSAUX');






1.20 空間アプリケーションのハードウェア要件の考慮事項

この項では、Oracle Spatialを使用するアプリケーションに必要なディスク領域の容量およびCPUの能力に影響する一般的なガイドラインについて説明します。このガイドラインは、一般的なアプリケーションのサイズ指定に使用するその他のガイドラインに代わるものではなく、それらのガイドラインを補足することを目的としています。

空間アプリケーションの次の特性は、記憶域およびCPUの能力の要件に影響する可能性があります。

	
データ量: 空間オブジェクトに必要な記憶域の量は、それらのオブジェクトの複雑さ(表現の精度および各オブジェクトの点の数)によって変わります。たとえば、100万の点オブジェクトを格納する場合に必要な領域は、100万の道路セグメントまたは土地区画を格納する場合より小さくなります。海岸線、断層線、川などの複雑な自然のフィーチャ、および地形のタイプによっては、高い精度で格納すると、必要な記憶域が非常に大きくなる可能性があります。


	
問合せの複雑さ:ある矩形内のすべてのフィーチャを選択するなどの単純なマッピング問合せのCPU要件は、ある海岸線と交差するすべての断層線を検索するなどのより複雑な問合せより低くなります。









1.21 Spatialのエラー・メッセージ

Spatialのエラー・メッセージの詳細は、『Oracle Databaseエラー・メッセージ』を参照してください。

Oracleエラー・メッセージのドキュメントは、HTML版のみが存在します。Oracle Database JP Documentation Libraryへのアクセス権限のみを所有している場合は、エラー・メッセージを範囲ごとに参照できます。特定の範囲のページを表示したら、ブラウザの「このページの検索」機能を使用して特定のメッセージを検索できます。インターネットに接続できる場合、Oracleオンライン・ドキュメントのエラー・メッセージ検索機能を使用して特定のエラー・メッセージを検索できます。






1.22 Spatialの例

Oracle Spatialでは、特定の処理をコーディングするための理解を深めたり、モデルを作成するための例を提供しています。Oracle Database Examplesメディアからすでにデモ・ファイルをインストールしている場合は(『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』を参照)、次のディレクトリにいくつかの例があります。


$ORACLE_HOME/md/demo/examples


ディレクトリに含まれる次のファイルは、Oracle Call Interface(OCI)を使用するアプリケーションに有効です。

	
readgeom.cおよびreadgeom.h


	
writegeom.cおよびwritegeom.h




このマニュアルには、SQLおよびPL/SQLの例も記載されています。これらの例と一緒に各ファンクションまたは各プロシージャの参照情報も提供されています。また、表と索引の作成方法、ファンクションとプロシージャの組合せおよび拡張機能を説明するための単純な例も提供されています。

	
空間データの挿入、索引付けおよび問合せ(2.1項を参照)


	
座標系(空間参照システム)(6.13項を参照)


	
線形参照システム(LRS)(7.7項を参照)


	
ファンクション索引のSDO_GEOMETRYオブジェクト(9.2項を参照)


	
複雑な問合せ(付録Cを参照)









1.23 Spatialおよび関連機能のREADMEファイル

README.txtファイルには、『Oracle Spatial開発者ガイド』(このマニュアル)、『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』、および『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』の内容を補足する情報が記載されています。このファイルは、次の場所にあります。


$ORACLE_HOME/md/doc/README.txt
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第II部



SpatialのWebサービス

このマニュアルは、次のように構成されています。

	
第I部では、Oracle Spatialの概念および使用方法について説明します。


	
第II部では、Oracle SpatialのWebサービスの概念および使用方法について説明します。


	
第III部では、Oracle Spatialの演算子、ファンクションおよびプロシージャに関するリファレンス情報について説明します。


	
第IV部では、補足情報(付録および用語集)を示します。




第II部に含まれる章は、次のとおりです。

	
第10章「SpatialのWebサービスの概要」


	
第11章「住所データのジオコーディング」


	
第12章「ビジネス・ディレクトリ(イエロー・ページ)のサポート」


	
第13章「ルーティング・エンジン」


	
第14章「OpenLSのサポート」


	
第15章「Web Feature Service(WFS)のサポート」


	
第16章「Catalog Services for the Web(CSW)のサポート」


	
第17章「SpatialのWebサービスのセキュリティに関する考慮事項」











5 空間データの索引付けおよび問合せ

空間データを使用した問合せのパフォーマンスを向上させるには、空間データのロード(第4章を参照)が完了した後で、データに対して空間索引を作成する必要があります。この章では、次の操作を実行する方法について説明します。

	
空間索引の作成(5.1項を参照)


	
Oracle Spatialの問合せモデルおよび1次フィルタ処理と2次フィルタ処理を理解したうえでの効率的な空間データの問合せ(5.2項を参照)






5.1 空間索引の作成

効率的にデータにアクセスするには、バルク・ロードまたはトランザクション・ロードによる空間表へのデータのロードが完了した後で、表内の各ジオメトリ列に対して空間索引(空間Rツリー索引)を作成する必要があります。たとえば、次の文は、すべてのパラメータについてデフォルト値を使用して、territory_idxという空間索引を作成します。


CREATE INDEX territory_idx ON territories (territory_geom)
   INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX;


空間索引の作成のオプションの詳細は、第18章のCREATE INDEX文を参照してください。

索引作成が完了しなかった場合、索引は無効になるため、DROP INDEX <index_name> [FORCE]文で削除する必要があります。

索引付けされる各ジオメトリ列内では、すべてのジオメトリのSDO_SRID値が同じである必要があります。

空間索引は、2次元、3次元または4次元のデータに作成できます。デフォルトの次元数は2ですが、3次元以上のデータの場合は、sdo_indx_dimsパラメータ・キーワードを使用して、索引を作成する次元数を指定できます。(3次元ジオメトリのサポートの詳細は、1.11項を参照してください。問合せ要素における次元の様々な組合せのサポートについては、5.2.3項を参照してください。)

Oracle Databaseの自動UNDO管理機能またはPGAメモリー管理機能のいずれかを使用していないか、あるいはこの両方を使用していない場合、設定する必要のある初期化パラメータの値については、5.1.7項を参照してください。自動UNDO管理およびPGAメモリー管理の両方は、デフォルトで有効になっており、これらを使用することをお薦めします。

CREATE INDEX文のtablespaceキーワードで指定された表領域(または、tablespaceキーワードが指定されていない場合はデフォルトの表領域)を使用すると、索引データ表、および内部計算用に作成されたいくつかの一時表の両方が保持されます。WORK_TABLESPACEを表領域として指定すると、一時表は作業表領域に格納されます。

1,000,000行を超える大規模な表では、内部ソート操作を実行する場合に一時表領域が必要です。この一時表領域のサイズは、最大値を1GBとして、100×n バイト(n は表の行数)にすることをお薦めします。

空間索引の作成に必要な領域を推定するには、SDO_TUNE.ESTIMATE_RTREE_INDEX_SIZEファンクション(第31章を参照)を使用します。



5.1.1 特定のジオメトリ・タイプへのデータの制限

空間索引の作成または再作成時、表内のすべてのジオメトリ、または後で挿入されるすべてのジオメトリを、指定したジオメトリ・タイプにすることができます。このように、データのジオメトリ・タイプを制限するには、CREATE INDEX文またはALTER INDEX REBUILD文のPARAMETERS句でlayer_gtypeキーワードを使用し、2.2.1項の表2-1の「ジオメトリ・タイプ」列の値を指定します。次に、レイヤー内の空間データをポリゴンに制限する例を示します。


CREATE INDEX cola_spatial_idx
ON cola_markets(shape)
INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX
PARAMETERS ('layer_gtype=POLYGON');


表2-1のジオメトリ・タイプは、データの確認時に階層とみなされます。

	
MULTIフォームには、通常のフォームも含まれます。たとえば、'layer_gtype=MULTIPOINT'を指定すると、レイヤーには、POINTジオメトリおよびMULTIPOINTジオメトリの両方を含めることができます。


	
COLLECTIONを指定すると、レイヤーには、すべてのジオメトリ・タイプを含めることができます。









5.1.2 クロススキーマの索引作成

自分のスキーマ以外にある表に対して、空間索引を作成できます。ユーザーBが、ユーザーAのスキーマにある表T1のGEOMETRY列に空間索引を作成するとします。次に手順を示します。

	
権限を持つユーザー(SYSTEMなど)としてデータベースに接続し、次の文を実行します。


GRANT create table, create sequence to B;


	
権限を持つユーザーとして接続するか、またはユーザーAとして接続して(接続をユーザーAに切り替えて)、次の文を実行します。


GRANT select, index on A.T1 to B;


	
ユーザーBで接続し、次の文を実行します。


CREATE INDEX t1_spatial_idx on A.T1(geometry)
  INDEXTYPE IS mdsys.spatial_index;









5.1.3 パーティション空間索引の使用

パーティション表にはパーティション空間索引を作成できます。この項では、Oracle Spatial固有の使用上の考慮点について説明します。パーティション表およびパーティション索引の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

パーティション空間索引には、次のメリットがあります。

	
パーティション化によってディスクI/O操作が削減されるため、長時間実行問合せの応答時間が短縮されます。


	
I/O操作が各パーティションで同時に実行されるため、同時問合せの応答時間が短縮されます。


	
パーティション・レベルでの作成および再作成操作によって、索引のメンテナンスが容易になります。

パーティションの索引は、他のパーティションに対する問合せに影響を与えずに再作成できます。また、各ローカル索引の記憶域パラメータは、他のパーティションとは無関係に変更できます。


	
複数のパーティションの検索にパラレル問合せが実行されます。

並列度は、USER_INDEXESビューに表示される索引の行のDEGREE列の値(CREATE INDEX、ALTER INDEXまたはALTER INDEX REBUILD文のPARALLELキーワードの指定値またはデフォルト値)です。


	
マルチプロセッサ・システム環境における問合せ処理が向上します。

マルチプロセッサ・システム環境では、パーティション化された空間索引を持つ表に対して空間演算子が使用され、問合せで複数のパーティションが検索される場合、複数のプロセッサを使用して問合せを評価できます。使用されるプロセッサの数は、並列度と、問合せの評価に使用されるパーティションの数によって決まります。




空間索引のパーティション化には、次の制限事項が適用されます。

	
空間表のパーティション・キーは、空間列ではなく、スカラー値である必要があります。


	
基になる表では、レンジ・パーティション化のみがサポートされています。その他すべての種類のパーティション化は、パーティション空間索引ではサポートされていません。




パーティション空間索引を作成するには、LOCALキーワードを指定する必要があります。(LOCALキーワードを指定しないと、すべての表パーティションのデータに非パーティション空間索引が作成されます。)次の例ではパーティション空間索引を作成します。


CREATE INDEX counties_idx ON counties(geometry)
   INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX LOCAL;


この例では、索引パーティションの数および配置に、次のデフォルト値を使用します。

	
索引のパーティション化は、基になる表のパーティション化に基づきます。表パーティションごとに、対応する索引パーティションが作成されます。


	
各索引パーティションは、デフォルトの表領域に置かれます。




個々のパーティションに対してパラメータを指定する場合は、次の考慮点が適用されます。

	
各パーティションには、各パーティションに同じ記憶特性か、またはそれぞれ異なる記憶特性を指定できます。記憶特性が異なる場合は、パラレルI/O(表領域が異なるディスク上にある場合)が使用可能になり、パフォーマンスが向上する場合があります。


	
sdo_indx_dims値には、すべてのパーティションで同じ値を指定する必要があります。


	
各パーティションで使用されるlayer_gtypeパラメータ値(5.1.1項を参照)には異なる値を指定できます。




パーティション化のデフォルト値を上書きするには、次の一般的な形式のCREATE INDEX文を使用します。


CREATE INDEX <indexname> ON <table>(<column>) 
  INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX 
     [PARAMETERS ('<spatial-params>, <storage-params>')] LOCAL 
     [( PARTITION <index_partition> 
        PARAMETERS ('<spatial-params>, <storage-params>') 
     [, PARTITION <index_partition> 
        PARAMETERS ('<spatial-params>, <storage-params>')] 
     )] 


パーティション表で問合せを操作して、1つのパーティションのみに対する問合せを実行できます。次に例を示します。


SELECT * FROM counties PARTITION(p1)
    WHERE ...<some-spatial-predicate>;


複数の問合せを異なるパーティションで同時に操作する場合、選択したパーティションに対する問合せを行うと、問合せが高速化され、スループット全体が向上する場合もあります。

問合せでパーティション空間索引を使用する場合、空間演算子およびファンクションのセマンティック(意味または動作)は、SDO_NN(最も近くにあるもの)の場合を除いて、パーティション索引および非パーティション索引を使用する場合と同じです。SDO_NNの場合、その問合せによって影響されるパーティションごとに、要求した数のジオメトリが戻されます。(詳細は、第19章のSDO_NN演算子の説明を参照してください。)

たとえば、ある地点に最も近い5つのレストランを要求し、空間索引に4つのパーティションがある場合、SDO_NNは最大20(5ラ4)のジオメトリを戻します。この場合、最も近い5つのレストランを戻すためにROWNUM疑似列(ここでは、WHERE ROWNUM <=5)を、結果を距離(マイル)でソートするためにORDER BY句を使用する必要があります。例5-1では、パーティション空間索引から最も近い5つのレストランを戻します。


例5-1 パーティション空間索引を使用したSDO_NN問合せ


SELECT * FROM
(
SELECT r.name, r.location, SDO_NN_DISTANCE(1) distance_in_miles
FROM restaurants_part_table r
WHERE SDO_NN(r.location,
      MDSYS.SDO_GEOMETRY(2001,8307,MDSYS.SDO_POINT_TYPE(-110,35,Null),Null,Null),
     'SDO_NUM_RES=5 distance=2  unit=MILE', 1) = 'TRUE'
ORDER BY distance_in_miles
)
WHERE ROWNUM<=5;







	
関連項目:

SDO_NN演算子を使用するその他の例については、C.3項「SDO_NNの例」を参照してください。







クロススキーマ問合せでは、表にパーティション空間索引がある場合、空間表と、空間表に作成された空間索引の索引表(MDRT_xxx)の両方について、ユーザーにSELECT権限が付与されている必要があります。詳細と例については、第19章のSDO_JOIN演算子の「使用上の注意」に記載されている「SDO_JOINのクロススキーマでの使用」を参照してください。



5.1.3.1 ローカル・パーティション空間索引の作成

ローカル・パーティション空間索引を作成する場合は、PARALLELキーワードを使用するかわりに、この項の手順を使用することをお薦めします。この手順では、(表領域に空きがないなど)なんらかの理由でパーティションの索引作成に失敗した場合に、最初からやり直す必要がなくなります。次に手順を示します。

	
ローカル空間索引を作成し、UNUSABLEキーワードを指定します。次に例を示します。


CREATE INDEX sp_idx ON my_table (location) 
  INDEXTYPE IS mdsys.spatial_index 
  PARAMETERS ('tablespace=tb_name work_tablespace=work_tb_name') 
  LOCAL UNUSABLE;


この文の実行は短時間で行われ、索引に関連付けられたメータデータが作成されます。


	
ALTER INDEX REBUILD文を使用したスクリプトを作成しますが、PARALLELキーワードは指定しません。たとえば、パーティションが100個、プロセッサが10個ある場合は、次のようにALTER INDEX文を10個使用したスクリプトを10個作成します。


ALTER INDEX sp_idx REBUILD PARTITION ip1;
ALTER INDEX sp_idx REBUILD PARTITION ip2;
. . .
ALTER INDEX sp_idx REBUILD PARTITION ip10;


	
すべてのスクリプトを同時に実行します。これにより、各プロセッサが単一パーティションの索引に対して機能する一方で、すべてのプロセッサではその一連のALTER INDEX文による動作が進められます。




ALTER INDEX文のいずれかが失敗しても、操作が正常に完了したパーティションを再作成する必要はありません。








5.1.4 索引を含むパーティションの交換

EXCHANGE PARTITION...INCLUDING INDEXES句を指定してALTER TABLE文を実行すると、空間表パーティションおよびその索引パーティションを対応する表およびその索引と交換できます。パーティションの交換については、『Oracle Database SQL言語リファレンス』のALTER TABLE文の説明を参照してください。

この機能を使用すると、次のような様々な状況でより効率的に操作を実行できます。

	
データをパーティション表に挿入し、索引作成のコストを回避する場合。


	
パーティション索引を管理および作成する場合。たとえば、データを複数表に分割できます。各表の索引を1つずつ作成して、索引作成中に必要なメモリーおよび表領域リソースを最小化できます。または、索引を複数のセッションでパラレルで作成することもできます。その後、表を(索引とともに)元のデータ表のパーティションと交換できます。


	
オフライン挿入操作を管理する場合。新しいデータを一時表に格納し、定期的に新しいパーティションと交換できます(履歴データを含むデータベース内など)。




索引を含むパーティションを空間データおよびその索引と交換するには、2つの空間索引(1つはパーティションの索引、もう1つは表の索引)が同じ次元数(sdo_indx_dims値)である必要があります。2つの索引が同じ次元数でない場合は、エラーが発生します。表データは交換されますが、索引は交換されず、変換に失敗したことが示されます。索引を使用するには、その索引を再作成する必要があります。





5.1.5 空間索引および空間データのエクスポートとインポートに関する考慮事項

エクスポート・ユーティリティを使用して空間データを含む表をエクスポートする場合、その処理の動作は、空間データが空間索引付けされているかどうかによって異なります。

	
空間データが空間索引付けされていない場合、表データはエクスポートされます。ただし、適切な情報でターゲット・システムのUSER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新する必要があります。


	
空間データが空間索引付けされている場合は、表データがエクスポートされ、ターゲット・システムのUSER_SDO_GEOM_METADATAビューに適切な情報が挿入され、ターゲット・システムに空間索引が作成されます。ただし、USER_SDO_GEOM_METADATAビューへの挿入が失敗した場合(たとえば、その空間レイヤーのUSER_SDO_GEOM_METADATAエントリがすでに存在する場合)、空間索引は作成されません。




インポート・ユーティリティを使用して、空間索引付けされたデータをインポートする場合は、次の考慮点が適用されます。

	
エクスポートするデータの索引がTABLESPACE句を使用して作成された場合、その指定表領域がインポート時にデータベースに存在しないと、索引は作成されません。(これはOracleの他の索引とは異なる動作です。他の索引では、元の索引に指定された表領域がインポート時に存在しない場合、索引はユーザーのデフォルトの表領域に作成されます。)


	
権限を持つデータベース・ユーザーがインポート操作を実行することが必要な場合にFROMUSERおよびTOUSER書式を使用するときは、インポート操作を実行する前に、次の例に示すように、CREATE TABLEおよびCREATE SEQUENCE権限をTOUSERユーザーに付与しておく必要があります(プロンプトが表示されたらSYSTEMアカウントのパスワードを入力します)。


sqlplus system
SQL> grant CREATE TABLE, CREATE SEQUENCE to CHRIS;
SQL> exit;
imp system file=spatl_data.dmp fromuser=SCOTT touser=CHRIS




エクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle Databaseユーティリティ』を参照してください。





5.1.6 分散トランザクションと空間索引の一貫性

分散トランザクションでは、トランザクションの複数のブランチをそれぞれ異なるセッションで実行できます。ブランチは、現行のセッションから分離し、同じトランザクション・スコープ内の別のセッションに移行する可能性があります。分散トランザクションで空間索引の一貫性を維持するには、この項の使用ガイドラインに従う必要があります。

ある分散トランザクションで、空間索引を含む空間表に対して挿入、更新または削除操作を初めて実行した後、そのトランザクションでは、同じ空間表に対する後続の挿入、更新または削除操作、および操作をコミットするための準備(コミットを準備する最初のブランチ)は、すべて最初の操作と同じセッションで実行する必要があります。これらの後続の操作を実行するブランチは、まず、操作が初めて実行されたセッションに接続する必要があります。

分散トランザクションの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。






5.1.7 ロールバック・セグメントおよびソート領域サイズ

この項は、ユーザー(データベース管理者)がOracle Databaseの自動UNDO管理機能またはPGAメモリー管理機能のいずれかを使用していないか、あるいはこの両方を使用していない場合にのみ適用されます。自動メモリー管理およびPGAメモリー管理は、デフォルトで有効になっており、これらを使用することをお薦めします。これらの機能の詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle Database概要』の自動UNDO管理およびUNDOセグメントに関する項


	
『Oracle Database概要』のPGAメモリー管理に関する項




自動UNDO管理を使用していない場合、ロールバック・セグメントの大きさが十分でないと、空間索引の作成は失敗します。ロールバック・セグメントは、100×nバイト(nは索引付けされるデータの行)である必要があります。たとえば、1,000,000行ある表の場合、ロールバック・セグメントのサイズは100,000,000バイトである必要があります。

十分なロールバック・セグメントを確保する場合、または空間索引の作成時にロールバック・セグメントを拡張できないというエラーが発生した場合は、ユーザー(またはDBA)が、ロールバック・セグメントのサイズおよび構造を再確認します。適切なサイズのパブリック・ロールバック・セグメントを作成し、そのロールバック・セグメントをオンラインにします。また、大きな空間索引の操作中は、不適切で小さなロールバック・セグメントがすべてオフラインになっていることを確認してください。

PGAメモリー管理機能を使用していない場合、システム・パラメータSORT_AREA_SIZEは、索引作成に必要な時間に影響します。SORT_AREA_SIZEの値は、ソート操作で使用するメモリーの最大バイト数です。最適値はデータベースのサイズによって異なりますが、空間索引を作成する場合は1,000,000バイト以上にすることをお薦めします。SORT_AREA_SIZEの値を変更する場合は、ALTER SESSION文を使用します。次の文は、値を20,000,000バイトに変更します。


ALTER SESSION SET SORT_AREA_SIZE = 20000000;








5.2 空間データの問合せ

この項では、空間問合せと空間結合の解決のために使用する空間レイヤーの構造について説明します。

Spatialでは、1.6項で説明したとおり、空間問合せおよび空間結合を解決するために、1次フィルタ処理と2次フィルタ処理を含む2層問合せモデルを使用します。2層とは、問合せの解決のために2種類の別々の処理が実行されることを指します。両方の処理が実行されると、完全一致の結果セットが戻されます。

問合せ内の空間表に空間索引が定義されている場合、その表の名前にデータベース・リンク(dblink)名を追加することはできません。


5.2.1 空間問合せ

空間Rツリー索引では、各ジオメトリが最小境界矩形(MBR)で表現されます(1.7.1項を参照)。図5-1のような、複数のオブジェクトを含むレイヤーについて考えてみます。各オブジェクトには、ジオメトリ名が付いており(線ストリングにはgeom_1、4面のポリゴンにはgeom_2、三角形ポリゴンにはgeom_3、楕円にはgeom_4)、各オブジェクトのMBRは破線で表されています。


図5-1 ジオメトリとMBR

[image: 図5-1の説明が続きます。]





一般的な空間問合せでは、問合せウィンドウ(定義された範囲またはウィンドウ)の内部に位置するすべてのオブジェクトが要求されます。動的問合せウィンドウとは、データベース内には定義されず、使用前に定義が必要な矩形領域を指します。図5-2に、図5-1と同じジオメトリに、太い点線のボックスで表されている問合せウィンドウを追加したものを示します。


図5-2 問合せウィンドウを追加したレイヤー

[image: 図5-2の説明が続きます。]





図5-2で、問合せウィンドウは、ジオメトリgeom_1およびgeom_2の一部と、geom_3のMBRの一部を覆っていますが、実際のgeom_3ジオメトリは覆っていません。問合せウィンドウは、geom_4ジオメトリまたはそのMBRを覆っていません。



5.2.1.1 1次フィルタ用の演算子

SDO_FILTER演算子(第19章を参照)は、Oracle Spatialの問合せ処理モデルに含まれる2段階の処理のうち、1次フィルタ部分を実行します。1次フィルタは、候補オブジェクトの組合せの集合が相互作用するかどうかを判断するためにのみ索引データを使用します。具体的には、1次フィルタは、候補オブジェクト自体が相互作用するかどうかではなく、候補オブジェクトのMBRが相互作用するかどうかを確認します。SDO_FILTER演算子の構文は、次のとおりです。


SDO_FILTER(geometry1 SDO_GEOMETRY, geometry2 SDO_GEOMETRY, param VARCHAR2)


引数の意味は、次のとおりです。

	
geometry1は、表のSDO_GEOMETRY型の列です。この列は、空間索引付けされている必要があります。


	
geometry2は、SDO_GEOMETRY型のオブジェクトです。このオブジェクトは、表から取り出される場合とそうでない場合があります。表から取り出される場合は、空間索引付けされている場合とされていない場合があります。


	
paramは、VARCHAR2型のオプションの文字列です。min_resolutionキーワードとmax_resolutionキーワードのいずれか、または両方を指定できます。




次の例では、1次フィルタ処理のみを実行します(2次フィルタ処理は実行しません)。この例では、図5-2に示すジオメトリのうち、MBRが問合せウィンドウと交差するすべてのジオメトリが戻されます。次の例の結果は、ジオメトリgeom_1、geom_2、geom_3です。

例5-2では、問合せウィンドウを表に挿入せずに1次フィルタ処理を実行します。そのウィンドウはメモリー内で索引付けされるため、パフォーマンスが大幅に向上します。


例5-2 一時問合せウィンドウを使用した1次フィルタ


SELECT A.Feature_ID FROM TARGET A  WHERE sdo_filter(A.shape, SDO_geometry(2003,NULL,NULL,
                                       SDO_elem_info_array(1,1003,3),
                                       SDO_ordinate_array(x1,y1, x2,y2))
                           ) = 'TRUE';   


例5-2では、(x1,y1)および(x2,y2)は、問合せウィンドウの左下および右上の角です。

例5-3では、問合せ自体にウィンドウ・パラメータを指定するのではなく、SDO_GEOMETRY型の一時的なインスタンスが、問合せウィンドウ用に構成されます。





例5-3 問合せウィンドウの一時的なインスタンスを使用した1次フィルタ


SELECT A.Feature_ID FROM TARGET A  WHERE sdo_filter(A.shape, :theWindow) = 'TRUE';   


例5-4では、問合せウィンドウが、WINS_1というIDを持つ表WINDOWSに挿入されたとします。





例5-4 ストアド問合せウィンドウを使用した1次フィルタ


SELECT A.Feature_ID FROM TARGET A, WINDOWS B  WHERE B.ID = 'WINS_1' AND    sdo_filter(A.shape, B.shape) = 'TRUE';      


B.SHAPE列が空間索引付けされていない場合、SDO_FILTER演算子は、問合せウィンドウをメモリー内で索引付けするため、高いパフォーマンスを実現します。








5.2.1.2 1次フィルタおよび2次フィルタ用の演算子

SDO_RELATE演算子(第19章を参照)は、1次フィルタおよび2次フィルタの両方の処理を、問合せ処理時に実行します。2次フィルタは、実際に相互作用する候補オブジェクトのみが選択されていることを確認します。この演算子は、2次元のデータに空間索引が作成されている場合にのみ使用できます。SDO_RELATE演算子の構文は次のとおりです。


SDO_RELATE(geometry1  SDO_GEOMETRY,
           geometry2  SDO_GEOMETRY,
           param      VARCHAR2)


引数の意味は、次のとおりです。

	
geometry1は、表のSDO_GEOMETRY型の列です。この列は、空間索引付けされている必要があります。


	
geometry2は、SDO_GEOMETRY型のオブジェクトです。このオブジェクトは、表から取り出される場合とそうでない場合があります。表から取り出される場合は、空間索引付けされている場合とされていない場合があります。


	
paramは、引用符で囲まれた文字列で、maskキーワードと有効なマスク値を持ちます。オプションで、min_resolutionキーワードまたはmax_resolutionキーワード(あるいはその両方)も設定されます。詳細は、第19章のSDO_RELATE演算子の説明を参照してください。




次の例では、1次フィルタおよび2次フィルタの両方の処理を実行します。この例では、図5-2に示すジオメトリのうち、問合せウィンドウ内に位置する、または部分的に重なるすべてのジオメトリが戻されます。これらの例の結果は、オブジェクトgeom_1およびgeom_2です。

例5-5では、問合せウィンドウを表に挿入せずに、1次フィルタおよび2次フィルタの両方の処理を実行します。そのウィンドウはメモリー内で索引付けされるため、パフォーマンスが大幅に向上します。


例5-5 一時問合せウィンドウを使用した2次フィルタ


SELECT A.Feature_ID FROM TARGET A
   WHERE sdo_relate(A.shape, SDO_geometry(2003,NULL,NULL,
                                       SDO_elem_info_array(1,1003,3),
                                      SDO_ordinate_array(x1,y1, x2,y2)),                         'mask=anyinteract') = 'TRUE';


例5-5では、(x1,y1)および(x2,y2)は、問合せウィンドウの左下および右上の角です。

例5-6では、問合せウィンドウが、WINS_1というID値を持つ表WINDOWSに挿入されたとします。





例5-6 ストアド問合せウィンドウを使用した2次フィルタ


SELECT A.Feature_ID FROM TARGET A, WINDOWS B  WHERE B.ID = 'WINS_1' AND          sdo_relate(A.shape, B.shape,
          'mask=anyinteract') = 'TRUE';   


B.SHAPE列が空間索引付けされていない場合、SDO_RELATE演算子は、問合せウィンドウをメモリー内で索引付けするため、高いパフォーマンスを実現します。








5.2.1.3 WITHIN_DISTANCE演算子

SDO_WITHIN_DISTANCE演算子(第19章を参照)は、参照オブジェクトからn 距離単位内に、表内のオブジェクトの集合があるかどうかを判断するために使用されます。この演算子は、2次元のデータに空間索引が作成されている場合にのみ使用できます。参照オブジェクトは、SDO_GEOMETRYの一時的または永続的なインスタンス(一時問合せウィンドウやデータベースに格納された永続的ジオメトリなど)です。演算子の構文は次のとおりです。


SDO_WITHIN_DISTANCE(geometry1  SDO_GEOMETRY, 
                    aGeom      SDO_GEOMETRY,
                    params     VARCHAR2);


引数の意味は、次のとおりです。

	
geometry1は、表のSDO_GEOMETRY型の列です。この列は、空間索引付けされている必要があります。


	
aGeomは、SDO_GEOMETRY型のインスタンスです。


	
paramsは、演算子の動作を判断する、キーワードの値のペアを引用符で囲んだ文字列です。パラメータ・リストの詳細は、第19章のSDO_WITHIN_DISTANCE演算子を参照してください。




次の例では、問合せウィンドウから1.35距離単位内にあるオブジェクトを選択します。


SELECT A.Feature_ID
  FROM TARGET A
  WHERE SDO_WITHIN_DISTANCE( A.shape, :theWindow, 'distance=1.35') = 'TRUE';


距離単位は、使用しているジオメトリ座標系に基づきます。測地座標系を使用する場合、単位はmです。座標系を使用しない場合、単位は格納されたデータの場合と同じです。

SDO_WITHIN_DISTANCE演算子は、空間結合の実行に適していません。「海岸線から10距離単位以内にあるすべての駐車場(parks)を検索」のような問合せは、COASTLINES表およびPARKS表の索引ベースの空間結合として処理されません。かわりに、それぞれのCOASTLINESインスタンスが順番にPARKS表に対してバッファ、索引付けおよび評価される参照オブジェクトになるネステッド・ループ問合せとして処理されます。このようにSDO_WITHIN_DISTANCE演算子は、COASTLINES表にn 行がある場合にn 回実行されます。

非測地データの場合、レイヤーのすべてのジオメトリのバッファリングが必要な空間結合を実行する、効率的な方法があります。この方法では、SDO_WITHIN_DISTANCE演算子は使用しません。まず、新しい表COSINE_BUFSを次のように作成します。


CREATE TABLE cosine_bufs UNRECOVERABLE AS
   SELECT SDO_BUFFER (A.SHAPE, B.DIMINFO, 1.35)
     FROM COSINE A, USER_SDO_GEOM_METADATA B
     WHERE TABLE_NAME='COSINES' AND COLUMN_NAME='SHAPE';


次に、COSINE_BUFSのSHAPE列に空間索引を作成します。これによって、次の問合せを実行できます。


SELECT /*+ ordered */ a.gid, b.gid 
  FROM TABLE(SDO_JOIN('PARKS', 'SHAPE', 
                      'COSINE_BUFS', 'SHAPE',
                      'mask=ANYINTERACT')) c,
       parks a, 
       cosine_bufs b
  WHERE c.rowid1 = a.rowid AND c.rowid2 = b.rowid;





5.2.1.4 Nearest Neighbor演算子

SDO_NN演算子(第19章を参照)は、最も近くにあるジオメトリを識別するために使用します。この演算子は、2次元のデータに空間索引が作成されている場合にのみ使用できます。演算子の構文は次のとおりです。


SDO_NN(geometry1  SDO_GEOMETRY, 
       geometry2  SDO_GEOMETRY,
       param      VARCHAR2
       [, number  NUMBER]);


引数の意味は、次のとおりです。

	
geometry1は、表のSDO_GEOMETRY型の列です。この列は、空間索引付けされている必要があります。


	
geometry2は、SDO_GEOMETRY型のインスタンスです。


	
paramは、キーワードと値のペアを引用符で囲んだ文字列で、近くにあるジオメトリをいくつ戻すかといった、演算子の動作を決定できます。このパラメータの詳細は、第19章のSDO_NN演算子を参照してください。


	
numberは、SDO_NN_DISTANCEのコールで使用される数と同じ数です。これは、SDO_NN_DISTANCE補助演算子がSDO_NNのコールに含まれている場合にのみ使用します。このパラメータの詳細は、第19章のSDO_NN演算子を参照してください。




次の例では、COLA_MARKETS表のSHAPE列から、指定した点(10,7)に最も近い2つのオブジェクトを検索します。(SELECT文のオプティマイザ・ヒントの使用方法は、第19章のSDO_NN演算子の「使用上の注意」を参照してください。)


SELECT /*+ INDEX(cola_markets cola_spatial_idx) */
 c.mkt_id, c.name  FROM cola_markets c  WHERE SDO_NN(c.shape,
   SDO_geometry(2001, NULL, SDO_point_type(10,7,NULL), NULL,
   NULL),  'sdo_num_res=2') = 'TRUE'; 





5.2.1.5 空間ファンクション

Spatialでは、ジオメトリ間の関係の判断、単一のジオメトリに関する情報の検索、ジオメトリの変更および結合を行うためのファンクションも提供されます。これらのすべてのファンクションでは、2次元のソース・データが考慮されます。これらのファンクションの出力値がジオメトリの場合、結果のジオメトリの次元は入力ジオメトリと同じになりますが、最初の2次元のみに操作の結果が正確に反映されます。







5.2.2 空間結合

空間結合は、条件で空間演算子を使用することを除いて、通常の結合と同じです。Spatialでは、あるレイヤーのすべてのジオメトリと別のレイヤーのすべてのジオメトリを比較する場合、空間結合に領域が必要です。これは、単一のジオメトリとレイヤーのすべてのジオメトリを比較する問合せウィンドウとは異なります。

空間結合を使用すると、「国立公園を横切る高速道路はどれか?」のような質問に対する回答を得ることができます。

次の表構造で、この例の結合の実行方法を示します。


PARKS(    GID VARCHAR2(32), SHAPE SDO_GEOMETRY)
HIGHWAYS( GID VARCHAR2(32), SHAPE SDO_GEOMETRY) 


空間結合を実行するには、SDO_JOIN演算子を使用します(第19章を参照)。次の空間結合問合せでは、高速道路と公園が交差する場所の高速道路と公園のGID列の値を表示するために、1次フィルタ処理のみ('mask=FILTER')が実行されるため、次のようなおおまかな結果のみが戻されます。


SELECT /*+ ordered */ a.gid, b.gid 
  FROM TABLE(SDO_JOIN('PARKS', 'SHAPE', 
                      'HIGHWAYS', 'SHAPE',
                      'mask=FILTER')) c,
       parks a, 
       highways b
  WHERE c.rowid1 = a.rowid AND c.rowid2 = b.rowid;


次の空間結合問合せは、前述の例と同じ情報を要求しますが、1次と2次の両方のフィルタ処理('mask=ANYINTERACT')を実行するため、正確な結果を戻します。


SELECT /*+ ordered */ a.gid, b.gid 
  FROM TABLE(SDO_JOIN('PARKS', 'SHAPE', 
                      'HIGHWAYS', 'SHAPE',
                      'mask=ANYINTERACT')) c,
       parks a, 
       highways b
  WHERE c.rowid1 = a.rowid AND c.rowid2 = b.rowid;






5.2.3 データおよび索引の次元と空間問合せ

空間問合せの要素には、理論上、次の次元があります。

	
実表ジオメトリ(空間演算子形式のgeometry1)は、2次元、3次元またはそれ以上の次元になる可能性があります。


	
実表に作成される空間索引(geometry1)は、2次元または3次元になる可能性があります。


	
問合せウィンドウ(空間演算子形式のgeometry2)は、2次元、3次元またはそれ以上の次元になる可能性があります。




これらの3つの要素における次元の組合せには、サポートされるものとされないものがあります。表5-1に、2次元および3次元の組合せによる結果を示します。


表5-1 データおよび索引の次元と問合せサポート

	実表(geometry1)の次元	空間索引の次元	問合せウィンドウ(geometry2)の次元	問合せ結果
	
2次元

	
2次元

	
2次元

	
2次元問合せが実行されます。


	
2次元

	
2次元

	
3次元

	
問合せウィンドウのSDO_GTYPE値が適切で、3008未満の場合にサポートされます。


	
2次元

	
3次元

	
2次元

	
非サポート: 2次元データで3次元索引は許可されません。


	
2次元

	
3次元

	
3次元

	
非サポート: 2次元データで3次元索引は許可されません。


	
3次元

	
2次元

	
2次元

	
基となる各ジオメトリで3番目の(Z)次元が無視され、2次元問合せが実行されます。


	
3次元

	
2次元

	
3次元

	
問合せウィンドウのSDO_GTYPE値が適切で、3008未満の場合にサポートされます。


	
3次元

	
3次元

	
2次元

	
2次元問合せウィンドウが、0個のZ値を持つ3次元ウィンドウに変換され、3次元問合せが実行されます。


	
3次元

	
3次元

	
3次元

	
3次元問合せが実行されます。




















B Oracle Locator

Oracle Locator(Locatorともいう)は、Oracle Database 11g Standard Editionの機能です。Locatorは、Oracle Spatialで使用可能な主要な機能およびサービスを提供します。通常、インターネットおよびワイヤレス・サービス・ベースのアプリケーションおよびパートナ・ベースのGISソリューションをサポートするために必要な、重要な機能を提供します。Locatorは、複雑な空間データ管理が必要な地理情報システム(GIS)アプリケーションのためのソリューションとして設計されていません。線形参照、高度なSpatialファンクション、Spatial Webサービスなどの機能が必要な場合は、LocatorではなくOracle Spatialを使用します。

Spatialと同様に、Locatorは、エンド・ユーザー・アプリケーションではなく、アプリケーション開発者向けの一連の空間機能として設計されています。

Locatorは、Oracle DatabaseのStandard Edition One、Standard EditionおよびEnterprise Editionと、Oracle Database XE (Express Edition)で使用できます。Spatialは、Oracle Database 11g Enterprise Editionのみで使用可能な別ライセンスのオプションです。Spatialには、Locatorのすべての機能に加えて、Locatorでは使用できない機能も含まれています。

Locatorで使用可能な機能のみを使用する必要がある場合は、B.1項「LocatorまたはSpatialの手動によるインストールおよび削除」を参照してください。SpatialおよびLocatorに関するライセンス情報は、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。

Locatorがインストールされているかどうかは、Oracle Multimediaが正しく適切にインストールされたかどうかによります。Oracle Multimediaは、Oracle Database 11g とともにインストールされ構成されますが、必要に応じて、手動でインストールすることもできます(『Oracle Multimediaユーザーズ・ガイド』を参照)。Locatorは、Oracle Multimediaのインストール時にインストールされます。

通常Locatorには、Spatialの一部のサブプログラム(ファンクションおよびプロシージャ)とともに、Oracle Spatialのデータ型、演算子および索引付け機能が含まれます。Locatorに含まれる機能は次のとおりです。

	
すべてのタイプのジオメトリを記述およびサポートするオブジェクト型(SDO_GEOMETRY)


	
ジオメトリ・データに空間索引を作成するための空間索引付け機能


	
空間索引を使用して空間問合せを実行する空間演算子(第19章を参照)


	
ほとんどのジオメトリ・ファンクションおよび空間集計ファンクション(表B-1を参照)


	
ジオメトリおよびレイヤーの変換における座標系のサポート(第21章のSDO_CS.TRANSFORMファンクションおよびSDO_CS.TRANSFORM_LAYERプロシージャを参照)


	
チューニングのためのサブプログラム(第31章のSDO_TUNEパッケージを参照)


	
Spatialのユーティリティ・ファンクション(第32章のSDO_UTILパッケージを参照)


	
Spatial Java APIのoracle.spatial.geometry(sdoapi.jar)パッケージおよびoracle.spatial.util(sdoutil.jar)パッケージのクラス(『Oracle Spatial Java API Reference』を参照)




空間の概念、SDO_GEOMETRYオブジェクト型、SQL Multimedia型の注釈テキストのサポート、および空間データの索引付けとロードの詳細は、このマニュアルの第1章から第5章を参照してください。Locatorでサポートされている機能のリファレンス情報および使用方法は、表B-1に示す章または項を参照してください。


表B-1 LocatorでサポートされているSpatial関連の機能

	機能	参照先
	
空間演算子(厳密にはテーブル・ファンクションですが、演算子とともに説明するSDO_JOINも含む)。

	
第19章



	
SDO_GEOM.RELATE、SDO_GEOM.SDO_DIFFERENCE、SDO_GEOM.SDO_INTERSECTION、SDO_GEOM.SDO_UNION、SDO_GEOM.SDO_VOLUME、SDO_GEOM.SDO_XORを除くすべてのSDO_GEOMサブプログラム

	
第24章



	
SDO_AGGR_SET_UNIONおよびSDO_AGGR_UNIONを除く空間集計ファンクション

	
第20章



	
座標系変換サブプログラム(SDO_CS package)

	
第21章



	
演算子のコールに対する暗黙的な座標系の変換(このコールでは、問合せされたレイヤーの座標系にウィンドウを変換する必要あり)

	
第19章



	
ファンクション・ベースの空間索引付け。

	
9.2項



	
空間索引での表のパーティション化のサポート(パーティションおよびその索引の分割、マージおよび交換を含む)。

	
5.1.3項および5.1.4項


	
測地データのサポート。

	
6.2項および6.8項


	
索引を作成、変更、削除するためのSQL文。

	
第18章



	
パラレル空間索引作成(PARALLELキーワードを指定したALTER INDEX REBUILDおよびCREATE INDEX文)(リリース2(9.2)の新機能)。

	
第18章



	
SDO_GEOMETRYオブジェクト型のメソッド。

	
2.3項



	
SQL Multimedia空間型(ST_xxx型)

	
第3章



	
同等のOracle Spatialの機能がLocatorでサポートされているSQL Multimediaファンクション(ST_xxxファンクション)

	
3.2項



	
注釈テキスト

	
3.5項



	
以前のリリースのSpatialから今回のリリースへデータをアップグレードするパッケージ(SDO_MIGRATE)。

	
第26章



	
チューニング・サブプログラム(SDO_TUNEパッケージ)

	
第31章



	
Spatialのユーティリティ・ファンクション(SDO_UTILパッケージ)。

	
第32章



	
Spatial Java APIのoracle.spatial.geometry(sdoapi.jar)パッケージおよびoracle.spatial.util(sdoutil.jar)パッケージのクラス

	
『Oracle Spatial Java API Reference』



	
オブジェクトのレプリケーション。

	
『Oracle Databaseアドバンスト・レプリケーション』









表B-2に、LocatorでサポートされていないSpatialの機能、およびこのマニュアルや他のマニュアルでそれらの機能の詳細を記載している章を示します。


表B-2 LocatorでサポートされていないSpatialの機能

	機能	参照先
	
次のSDO_GEOMパッケージ・サブプログラム: SDO_GEOM.RELATE、SDO_GEOM.SDO_DIFFERENCE、SDO_GEOM.SDO_INTERSECTION、SDO_GEOM.SDO_UNION、SDO_GEOM.SDO_VOLUME、SDO_GEOM.SDO_XOR

	
第24章



	
SDO_AGGR_UNION空間集計ファンクション

	
第20章



	
線形参照システム(LRS)のサポート

	
第7章(概念および使用方法)および第25章(リファレンス情報)


	
3次元のジオメトリ・サポート: Locatorでは、3D空間索引、3D演算子および3Dデータのサブプログラムは使用できません。

	
1.11項(3Dの概念および使用方法)


	
空間分析およびマイニング・サブプログラム(SDO_SAMパッケージ)

	
第29章



	
OpenLSのサポート(ジオコーディング、マッピング、ビジネス・ディレクトリ(イエロー・ページ)および運転方向(ルーティング・)サービスのサポートを含む。)

	
第14章「OpenLSのサポート」および第27章「SDO_OLSパッケージ(OpenLS)」。参照:

	
第11章「住所データのジオコーディング」および第23章「SDO_GCDRパッケージ(ジオコーディング)」


	
第12章「ビジネス・ディレクトリ(イエロー・ページ)のサポート」


	
第13章「ルーティング・エンジン」





	
Web Feature Service(WFS)サポート(SDO_WFS_PROCESSおよびSDO_WFS_LOCKパッケージ)

	
第15章(概念および使用方法)、第34章および第33章(リファレンス情報)


	
Catalog Services for the Web(CSW)のサポート(SDO_CSW_PROCESSパッケージ)

	
第16章(概念および使用方法)および第22章(リファレンス情報)


	
Triangulated Irregular Network(TIN)、点群(PC)データ型および関連サブプログラム

	
1.11項(概念および使用方法)、第30章(SDO_TIN_PKGリファレンス情報)および第28章(SDO_PC_PKGリファレンス情報)


	
GeoRasterのサポート

	
『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』



	
トポロジ・データ・モデル

	
『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』



	
ネットワーク・データ・モデル

	
『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』



	
Spatial Java APIのoracle.spatial.geometry (sdoapi.jar)パッケージおよびoracle.spatial.util (sdoutil.jar)パッケージ以外のパッケージのクラス

	
『Oracle Spatial Java API Reference』









Locatorは、Oracle Database 11gのStandard EditionとEnterprise Editionの両方で使用できますが、Locatorの一部の機能には、Standard Editionでは使用できないか、または使用が制限されているデータベース機能が必要です。表B-3に、Locatorのこれらの機能の一部およびその可用性を示します。


表B-3 Standard EditionまたはEnterprise Editionでの機能の可用性

	機能	Standard/Enterprise Editionでの可用性
	
パラレル空間索引作成

	
Enterprise Editionでのみサポートされます。


	
SDO_GEOMETRYオブジェクトのマルチマスター・レプリケーション

	
Enterprise Editionでのみサポートされます。(SDO_GEOMETRYオブジェクトの単一のマスター・ビューまたはマテリアライズド・ビューのレプリケーションは、Standard EditionおよびEnterprise Editionの両方でサポートされます。詳細は、『Oracle Databaseアドバンスト・レプリケーション』を参照してください。)


	
パーティション化された空間索引

	
Enterprise EditionではPartitioning Optionが必要です。Standard Editionではサポートされません。










B.1 LocatorまたはSpatialの手動によるインストールおよび削除

Spatialをインストールしたり、LocatorではなくSpatialに固有の機能を使用するには、Spatialのライセンス要件を満たす必要があります。SpatialおよびLocatorに関するライセンス情報は、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。

LocatorおよびSpatialに関連する特定のインストールおよび削除操作を実行するために、次のスクリプトを使用できます。

	
mddins.sqlは、Spatialを手動で削除し、Locatorのみを残します(したがって、Locatorのみがインストールされている状態です)。これにより、Locatorで使用可能な機能のみを使用することができ、Spatialでのみ使用可能な機能は使用できなくなります。


	
mdinst.sqlは、Spatialを手動でインストールするため、SpatialおよびLocatorで使用可能なすべての機能を使用できます。




Locatorの機能のみを使用する必要があるにもかかわらず、Spatialがすでにインストールされている場合は、mddins.sqlスクリプトを次のように実行します。

	
Oracle Multimediaがインストールされていることを確認します。


	
SYSDBA権限を持つSYSユーザー(SYS AS SYSDBA)としてデータベースに接続し、プロンプトが表示されたらSYSアカウントのパスワードを入力します。


	
SQL*Plusを起動し、次の文を入力します。

	
Linuxの場合: @$ORACLE_HOME/md/admin/mddins.sql


	
Windowsの場合: @%ORACLE_HOME%\md\admin\mddins.sql







Spatialを使用できる必要がある場合は、mdinst.sqlスクリプトを次のように実行します。

	
SYSDBA権限を持つSYSユーザー(SYS AS SYSDBA)としてデータベースに接続し、プロンプトが表示されたらSYSアカウントのパスワードを入力します。


	
SQL*Plusを起動し、次の文を入力します。

	
Linuxの場合: @$ORACLE_HOME/md/admin/mdinst.sql


	
Windowsの場合: @%ORACLE_HOME%\md\admin\mdinst.sql


















2 空間データ型およびメタデータ

Oracle Spatialは、一連のオブジェクト・データ型、タイプ・メソッド、およびこれらのタイプを使用する演算子、ファンクションおよびプロシージャで構成されます。ジオメトリは、オブジェクトとしてSDO_GEOMETRY型の列の1行に格納されています。空間索引は、基本的なデータ定義言語(DDL)文(CREATE、ALTER、DROP)およびデータ操作言語(DML)文(INSERT、UPDATE、DELETE)を使用して作成およびメンテナンスされます。

この章では、最初に、空間データを挿入、索引付けおよび問合せする例を示します。この章の後半に記載するデータ型およびメタデータの詳細情報を読む前に、この例を参照しておくことをお薦めします。

この章の内容は次のとおりです。

	
2.1項「空間データの挿入、索引付けおよび問合せの例」


	
2.2項「SDO_GEOMETRYオブジェクト型」


	
2.3項「SDO_GEOMETRYのメソッド」


	
2.4項「SDO_GEOMETRYのコンストラクタ」


	
2.5項「TINに関連するオブジェクト型」


	
2.6項「点群に関連するオブジェクト型」


	
2.7項「ジオメトリの例」


	
2.8項「ジオメトリのメタデータ・ビュー」


	
2.9項「空間索引に関する構造」


	
2.10項「測定単位のサポート」






2.1 空間データの挿入、索引付けおよび問合せの例

ここでは、空間表の作成、データの挿入、空間索引の作成および空間問合せの実行についての例を示します。例では、第1章およびこの章の他の項で説明する内容の概念を示しています。

その内容は、ソフト・ドリンクのメーカーが持っている、数種類の製品(コーラ)に対する市場の関心度についての地域別検証データです。コーラは、その会社、競合他社および数社の共同で生産されています。それぞれの対象領域は、ユーザーが定義した次の基準を表現しています。たとえば、そのコーラが主にマーケットシェアを持つ領域、他社製品よりもシェアが少ない領域、または今後成長が期待できる領域です。それぞれの領域には、都市内の地区、都道府県内の地域、国などがあるとします。

図2-1に、4種類のコーラについての対象領域を示します。


図2-1 対象領域の例

[image: 図2-1の説明が続きます。]





例2-1では、次の処理を実行します。

	
空間データを格納するための表(COLA_MARKETS)を作成する


	
4つの対象領域(cola_a、cola_b、cola_c、cola_d)に行を挿入する


	
USER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新し、その領域の次元情報を反映する


	
空間索引(COLA_SPATIAL_IDX)を作成する


	
空間問合せを実行する




例2-1で説明する概念および定義の詳細は、この章の他の項を参照してください。


例2-1 空間データの挿入、索引付けおよび問合せの例


-- Create a table for cola (soft drink) markets in a
-- given geography (such as city or state).
-- Each row will be an area of interest for a specific
-- cola (for example, where the cola is most preferred
-- by residents, where the manufacturer believes the
-- cola has growth potential, and so on).
-- (For restrictions on spatial table and column names, see 
-- Section 2.8.1 and Section 2.8.2.)

CREATE TABLE cola_markets (
  mkt_id NUMBER PRIMARY KEY,
  name VARCHAR2(32),
  shape SDO_GEOMETRY);

-- The next INSERT statement creates an area of interest for 
-- Cola A. This area happens to be a rectangle.
-- The area could represent any user-defined criterion: for
-- example, where Cola A is the preferred drink, where
-- Cola A is under competitive pressure, where Cola A
-- has strong growth potential, and so on.
 
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  1,
  'cola_a',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), -- one rectangle (1003 = exterior)
    SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1, 5,7) -- only 2 points needed to
          -- define rectangle (lower left and upper right) with
          -- Cartesian-coordinate data
  )
);

-- The next two INSERT statements create areas of interest for 
-- Cola B and Cola C. These areas are simple polygons (but not
-- rectangles).

INSERT INTO cola_markets VALUES(
  2,
  'cola_b',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,1), -- one polygon (exterior polygon ring)
    SDO_ORDINATE_ARRAY(5,1, 8,1, 8,6, 5,7, 5,1)
  )
);

INSERT INTO cola_markets VALUES(
  3,
  'cola_c',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,1), -- one polygon (exterior polygon ring)
    SDO_ORDINATE_ARRAY(3,3, 6,3, 6,5, 4,5, 3,3)
  )
);

-- Now insert an area of interest for Cola D. This is a
-- circle with a radius of 2. It is completely outside the
-- first three areas of interest.

INSERT INTO cola_markets VALUES(
  4,
  'cola_d',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,4), -- one circle
    SDO_ORDINATE_ARRAY(8,7, 10,9, 8,11)
  )
);

---------------------------------------------------------------------------
-- UPDATE METADATA VIEW --
---------------------------------------------------------------------------
-- Update the USER_SDO_GEOM_METADATA view. This is required
-- before the Spatial index can be created. Do this only once for each
-- layer (that is, table-column combination; here: COLA_MARKETS and SHAPE).

INSERT INTO user_sdo_geom_metadata
    (TABLE_NAME,
     COLUMN_NAME,
     DIMINFO,
     SRID)
  VALUES (
  'cola_markets',
  'shape',
  SDO_DIM_ARRAY(   -- 20X20 grid
    SDO_DIM_ELEMENT('X', 0, 20, 0.005),
    SDO_DIM_ELEMENT('Y', 0, 20, 0.005)
     ),
  NULL   -- SRID
);

-------------------------------------------------------------------
-- CREATE THE SPATIAL INDEX --
-------------------------------------------------------------------
CREATE INDEX cola_spatial_idx
   ON cola_markets(shape)
   INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX;
-- Preceding statement created an R-tree index.

-------------------------------------------------------------------
-- PERFORM SOME SPATIAL QUERIES --
-------------------------------------------------------------------
-- Return the topological intersection of two geometries.
SELECT SDO_GEOM.SDO_INTERSECTION(c_a.shape, c_c.shape, 0.005)
   FROM cola_markets c_a, cola_markets c_c 
   WHERE c_a.name = 'cola_a' AND c_c.name = 'cola_c';

-- Do two geometries have any spatial relationship?
SELECT SDO_GEOM.RELATE(c_b.shape, 'anyinteract', c_d.shape, 0.005)
  FROM cola_markets c_b, cola_markets c_d
  WHERE c_b.name = 'cola_b' AND c_d.name = 'cola_d';

-- Return the areas of all cola markets.
SELECT name, SDO_GEOM.SDO_AREA(shape, 0.005) FROM cola_markets;

-- Return the area of just cola_a.
SELECT c.name, SDO_GEOM.SDO_AREA(c.shape, 0.005) FROM cola_markets c 
   WHERE c.name = 'cola_a';

-- Return the distance between two geometries.
SELECT SDO_GEOM.SDO_DISTANCE(c_b.shape, c_d.shape, 0.005)
   FROM cola_markets c_b, cola_markets c_d
   WHERE c_b.name = 'cola_b' AND c_d.name = 'cola_d';

-- Is a geometry valid?
SELECT c.name, SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXT(c.shape, 0.005)
   FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_c';

-- Is a layer valid? (First, create the results table.)
CREATE TABLE val_results (sdo_rowid ROWID, result VARCHAR2(2000));
CALL SDO_GEOM.VALIDATE_LAYER_WITH_CONTEXT('COLA_MARKETS', 'SHAPE', 
  'VAL_RESULTS', 2);
SELECT * from val_results;








2.2 SDO_GEOMETRYオブジェクト型

Spatialでは、空間オブジェクトのジオメトリの記述は、ユーザーが定義した表のSDO_GEOMETRYオブジェクト型の1列に、1行で格納されます。表にSDO_GEOMETRY型の列がある場合、その表に対して一意の主キーを定義する別の列または列のセットが必要です。このような表を、空間表または空間ジオメトリ表ともいいます。

Oracle Spatialでは、SDO_GEOMETRYオブジェクト型を次のとおり定義します。


CREATE TYPE sdo_geometry AS OBJECT (
 SDO_GTYPE NUMBER, 
 SDO_SRID NUMBER,
 SDO_POINT SDO_POINT_TYPE,
 SDO_ELEM_INFO SDO_ELEM_INFO_ARRAY,
 SDO_ORDINATES SDO_ORDINATE_ARRAY);


Oracle Spatialでは、SDO_GEOMETRY型定義で使用されるSDO_POINT_TYPE型、SDO_ELEM_INFO_ARRAY型およびSDO_ORDINATE_ARRAY型も次のとおり定義します。


CREATE TYPE sdo_point_type AS OBJECT (
   X NUMBER,
   Y NUMBER,
   Z NUMBER);
CREATE TYPE sdo_elem_info_array AS VARRAY (1048576) of NUMBER;
CREATE TYPE sdo_ordinate_array AS VARRAY (1048576) of NUMBER;


SDO_ORDINATE_ARRAYの最大サイズは1,048,576であるため、SDO_GEOMETRYオブジェクト内の頂点の最大数は、頂点ごとの次元数によって決まります。その数は、2次元の場合は524,288、3次元の場合は349,525、4次元の場合は262,144になります。

次の項では、それぞれのSDO_GEOMETRY属性の意味および使用する場合の考慮点(2.2.6項)を説明します。

SDO_GEOMETRYオブジェクト型には、その属性にアクセスする場合に有効なメソッドがあります。これらのメソッドについては、2.3項を参照してください。

次の空間データ型については、それぞれの項またはマニュアルを参照してください。

	
ジオコーディング用のデータ型(11.2項)


	
Oracle Spatial GeoRaster用のデータ型(『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』)


	
Oracle Spatialのトポロジ・データ・モデル用のデータ型(『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』)






2.2.1 SDO_GTYPE

SDO_GTYPE属性は、ジオメトリのタイプを示します。有効なジオメトリ・タイプはGeometry Object Model for the OGIS Simple Features for SQL仕様(曲面は例外として)で指定されたジオメトリに対応しています。数値はOGIS仕様の指定とは異なりますが、対応する名前および意味は同じです。

SDO_GTYPE値は、4桁の書式DLTTで表されます。各桁が示す内容は次のとおりです。

	
D は、次元数(2、3または4)を識別します。


	
Lは、(3または4の次元がメジャー値を含む)3次元線形参照システム(LRS)・ジオメトリの線形参照メジャー次元を識別します。非LRSジオメトリの場合、または最後の次元をLRSジオメトリのメジャーとして受け入れる場合(Spatialのデフォルト)は、0(ゼロ)を指定します。線形参照システム(LRS)については、第7章を参照してください。


	
TT は、ジオメトリ・タイプ(有効値は00から09で、10から99は将来使用するために予約されています)を識別します。




表2-1に、有効なSDO_GTYPE値を示します。「ジオメトリ・タイプ」および「説明」の列に示す値は、OGIS仕様を反映しています。


表2-1 有効なSDO_GTYPE値

	値	ジオメトリ・タイプ	説明
	
DL00

	
UNKNOWN_GEOMETRY

	
このジオメトリは、Spatialでは無視されます。


	
DL01

	
POINT

	
1つの点を含むジオメトリです。


	
DL02

	
LINEまたはCURVE

	
直線セグメントまたは円弧セグメント(あるいはその両方)を含むことができる1つの線ストリングを含むジオメトリです。(LINEおよびCURVEは、このコンテキストでは同義です。)


	
DL03

	
POLYGONまたはSURFACE

	
穴のある(または穴のない)1つのポリゴンを含むジオメトリ、注1または1つ以上のポリゴンで構成される1つの表面です。3次元ポリゴンでは、すべての点が同じ平面上にあることが必要です。


	
DL04

	
COLLECTION

	
ジオメトリは、異種の要素の集合です。COLLECTIONは、他のすべてのタイプを含むスーパーセットです。


	
DL05

	
MULTIPOINT

	
ジオメトリに1つ以上の点が存在しています。(MULTIPOINTは、POINTのスーパーセットです。)


	
DL06

	
MULTILINEまたはMULTICURVE

	
ジオメトリに1つ以上の線ストリングが存在しています。(MULTILINEおよびMULTICURVEは、このコンテキストでは同義であり、それぞれLINEおよびCURVEのスーパーセットです。)


	
DL07

	
MULTIPOLYGONまたはMULTISURFACE

	
ジオメトリに複数の非接続ポリゴン(複数の外側の境界)または複数の面が存在している場合があります(MULTIPOLYGONはPOLYGONのスーパーセットで、MULTISURFACEはSURFACEのスーパーセットです)。


	
DL08

	
SOLID

	
複数の面で構成されたジオメトリです。3次元空間で完全に囲まれています。立方形や錐台があります。


	
DL09

	
MULTISOLID

	
ジオメトリには、複数の非接続のソリッド(複数の外側の境界)が存在している場合があります。(MULTISOLIDは、SOLIDのスーパーセットです。)








1 穴のあるポリゴンでは、外側の境界を先に入力し、次に内側の境界を入力します。

表2-1の「値」列に示すD は、次元数(2、3または4)です。たとえば、SDO_GTYPE値2003は、2次元ポリゴンを示します。次元数は、それぞれの頂点(たとえば、2次元オブジェクトのX、Y)を表現する座標の数に影響します。

指定されたレイヤー(列)にあるすべてのジオメトリは、同じ次元数である必要があります。たとえば、2次元と3次元のデータを同じレイヤーに混在させることはできません。

Get_Dims、Get_LRS_DimおよびGet_Gtypeメソッドを使用すると、ジオメトリ・オブジェクトのSDO_GTYPEのDLTTの各桁を戻すことができます。これらのメソッドについては、2.3項を参照してください。

3次元ジオメトリのSDO_GTYPE値の詳細は、1.11項の表1-1を参照してください。





2.2.2 SDO_SRID

SDO_SRID属性を使用して、ジオメトリに関連付ける座標系(空間参照システム)を識別できます。SDO_SRIDがnullの場合、ジオメトリには座標系は関連付けられていません。SDO_SRIDがNULL以外である場合、SDO_COORD_REF_SYS表のSRID列の値が含まれている必要があります(6.7.9項を参照)。また、この値をUSER_SDO_GEOM_METADATAビューのSRID列に挿入する必要があります(2.8項を参照)。

ジオメトリ列にあるすべてのジオメトリは、その列に空間索引が作成される場合は、同じSDO_SRID値である必要があります。

座標系については、第6章を参照してください。






2.2.3 SDO_POINT

SDO_POINT属性は、属性X、Y、ZおよびすべてのNUMBER型を持つSDO_POINT_TYPEオブジェクト・タイプを使用して定義されます。(SDO_POINT_TYPEの定義の詳細は、2.2項を参照。)SDO_ELEM_INFO配列およびSDO_ORDINATES配列が両方ともNULLで、SDO_POINT属性がNULL以外である場合、X、YおよびZの値は点ジオメトリの座標であるとみなされます。そうでない場合、SDO_POINT属性はSpatialによって無視されます。点ジオメトリを適切な記憶域のSDO_POINT属性に格納する必要があります。レイヤーに点ジオメトリのみが存在する場合は、点ジオメトリをSDO_POINT属性に格納してください。

点ジオメトリおよびその挿入と問合せの例については、2.7.5項を参照してください。




	
注意:

線形参照システム(LRS)の点または方向付きの点の定義に、SDO_POINT属性を使用しないでください。LRSについては、第7章を参照してください。方向付きの点については、2.7.6項を参照してください。












2.2.4 SDO_ELEM_INFO

SDO_ELEM_INFO属性は、数の可変長配列を使用して定義されます。この属性によって、SDO_ORDINATES属性(2.2.5項を参照)に格納されている縦座標の解釈方法がわかります。

それぞれ3つの数値セットは、次のとおり解釈されます。

	
SDO_STARTING_OFFSET -- この要素の最初の縦座標が保存されているSDO_ORDINATES配列内のオフセットを示します。オフセット値は0ではなく1から始まります。そのため、最初の要素の最初の縦座標はSDO_GEOMETRY.SDO_ORDINATES(1)になります。2つ目の要素がある場合、その要素の1つ目の縦座標はSDO_GEOMETRY.SDO_ORDINATES(n)の位置になります。ここで、nはSDO_ORDINATE_ARRAY定義内の位置を示します(たとえば、2.7.2項の図2-4に示すように、19は19番目の位置です)。


	
SDO_ETYPE -- 要素のタイプを示します。表2-2に、有効な値を示します。

SDO_ETYPE値の1、2、1003および2003は、単純な要素とみなされます。それらは、SDO_ELEM_INFO配列の3つのエントリ1組によって定義されます。SDO_ETYPE値が1003および2003の場合、1桁目はexterior (1)またはinterior (2)を示します。

1003: ポリゴンの外部の輪(反時計回りで指定される必要がある)

2003: ポリゴンの内部の輪(時計回りで指定される必要がある)



	
注意:

単一ジオメトリのポリゴンの輪の要素には、SDO_ETYPE値として3を使用しないでください。単純なポリゴンが外部であるか内部であるかを判断できない場合にのみ、3を指定してください。その後、第26章で説明するSDO_MIGRATE.TO_CURRENTプロシージャを使用して、表またはレイヤーを現行の形式にアップグレードしてください。
1桁と4桁のSDO_ETYPE値を単一のジオメトリに混在させることはできません。








SDO_ETYPE値の4、1005、2005、1006および2006は、複合要素とみなされます。これらは、複合要素に属する一連の3つの値を持つ、1つ以上のヘッダーを含みます。4桁のSDO_ETYPE値の場合、1桁目はexterior (1)またはinterior (2)を示します。

1005: ポリゴンの外部の輪(反時計回りで指定される必要がある)

2005: ポリゴンの内部の輪(時計回りで指定される必要がある)

1006: 1つ以上のポリゴンの輪で構成される外側の表面

2006: ソリッド要素の内側の表面

1007: ソリッド要素

複合要素の要素は、連続しています。複合要素にあるサブ要素の最後の点は、次のサブ要素の最初の点です。点は繰り返されません。


	
SDO_INTERPRETATION -- SDO_ETYPEが複合要素であるかどうかによって、次のいずれかを意味します。

SDO_ETYPEが複合要素の場合(4、1005または2005)、このフィールドは、要素の一部となる後続の3つの数値セットの組数を指定します。

SDO_ETYPEが複合要素ではない場合(1、2、1003または2003)、SDO_INTERPRETATIONによってこの要素に対する座標の順序の解釈方法が決定されます。たとえば、線ストリングまたはポリゴン境界は、連結された一連の直線セグメントまたは円弧で構成されます。

有効なSDO_ETYPEおよびSDO_INTERPRETATIONの値の組合せについては、表2-2を参照してください。




複数の要素で構成されるジオメトリの場合、ある要素を表す最後の縦座標のオフセットは、常に次の要素を表す先頭座標のオフセットより1小さい値になります。ジオメトリの最後の要素は、その要素の開始オフセットからSDO_ORDINATES可変長配列の最後までの座標によって記述されます。

複合要素(SDO_ETYPE値が4、1005または2005)では、3つの数値のn組(サブ要素当たり1組)が要素の記述に使用されます。複合要素のサブ要素は、連続しています。サブ要素の最後の点は、次のサブ要素の最初の点です。1からn-1のサブ要素では、あるサブ要素の最後の点は、次のサブ要素の開始点と同じです。サブ要素2...n-2の開始点は、サブ要素1...n-1の終了点と同じです。サブ要素nの最後の縦座標は、ジオメトリの次の要素の開始オフセット-1か、またはSDO_ORDINATES変長配列の最後の縦座標のいずれかです。

可変長配列の現行のサイズは、PL/SQLのvarray_variable.CountファンクションまたはOracle Call Interface(OCI)のOCICollSize関数を使用することによって求められます。

各SDO_ETYPE要素の意味、およびこれらのSDO_ETYPE要素のそれぞれに対するSDO_ELEM_INFOとSDO_ORDINATES可変長配列間の関係を表2-2に示します。


表2-2 SDO_ELEM_INFOにおける値および意味

	SDO_ETYPE	SDO_INTERPRETATION	意味
	
0

	
(任意の数値)

	
タイプ0(ゼロ)要素です。Oracle Spatialによってサポートされないジオメトリ・タイプのモデル化に使用します。詳細は、2.7.7項を参照してください。


	
1

	
1

	
点のタイプです。


	
1

	
0

	
方向付きの点の方向です。詳細は、2.7.6項を参照してください。


	
1

	
n > 1

	
n点の点の集合です。


	
2

	
1

	
頂点が直線セグメントに連結している線ストリングです。


	
2

	
2

	
連結された一連の円弧で構成される線ストリングです。

それぞれの円弧は、円弧の開始点、円弧上の任意の点および円弧の終了点という3つの座標を使用して記述されます。1つの円弧の終了点および次の円弧の開始点に対する座標は、繰り返されません。たとえば、2つの連結した円弧で構成される線ストリングの記述には、5つの座標が使用されます。点1、2および3は、最初の円弧を定義し、点3、4および5は、2つ目の円弧を定義します。ただし、点3は1回だけ格納されます。


	
1003または2003

	
1

	
頂点が直線セグメントに連結している単純なポリゴンです。各頂点について点を指定し、ポリゴンを閉じるために、終了点と開始点が(許容差の範囲内で)一致するように指定する必要があります。たとえば、4面のポリゴンの場合は、5番目の点が1番目の点と同じになるような5つの点を指定します。


	
1003または2003

	
2

	
それ自身で閉じている連結された一連の円弧で構成されるポリゴンです。最後の円弧の終了点は、最初の円弧の開始点と同じです。

それぞれの円弧は、円弧の開始点、円弧上の任意の点および円弧の終了点という3つの座標を使用して記述されます。1つの円弧の終了点および次の円弧の開始点に対する座標は、繰り返されません。たとえば、2つの連結した円弧で構成されるポリゴンの記述には、5つの座標が使用されます。点1、2および3は、最初の円弧を定義し、点3、4および5は、2つ目の円弧を定義します。点1および5の座標は同じである必要があり(許容差は考慮されません)、点3は繰り返されません。


	
1003または2003

	
3

	
矩形のタイプ(「最適化された矩形」ともいう)です。左下および右上の2点のみの境界矩形で、記述する必要があります。矩形タイプは、測地データまたは非測地データで使用できます。ただし、測地データでは、問合せウィンドウを作成するためにのみ矩形タイプを使用します(データベースにオブジェクトを格納するためには使用しないでください)。

測地データでのこのタイプの使用方法および例については、6.2.4項を参照してください。3次元の最適化された矩形の作成については、1.11.3項を参照してください。


	
1003または2003

	
4

	
円のタイプです。すべて円周上にある、非直線上の異なる3つの点によって記述されます。


	
4

	
n > 1

	
直線セグメントおよび円弧によって連結されたいくつかの頂点による複合線ストリングです。SDO_INTERPRETAION列にある値nは、線ストリングを構成する、連続するサブ要素の数を指定します。

SDO_ELEM_INFO配列にある次のn組は、これらサブ要素のそれぞれを記述します。SDO_ETYPE 2のもののみサブ要素になります。サブ要素の最後の点は、次のサブ要素の最初の点であり、繰り返すことはできません。

複合線ストリング・ジオメトリの例は、2.7.3項および図2-5を参照してください。


	
1005または2005

	
n > 1

	
直線セグメントおよび円弧によって連結された頂点がある複合ポリゴンです。SDO_INTERPRETAION列にある値nは、ポリゴンを形成する、連続するサブ要素の数を指定します。

SDO_ELEM_INFO配列にある次のn組は、これらサブ要素のそれぞれを記述します。SDO_ETYPE 2のもののみサブ要素になります。サブ要素の終了点は、次のサブ要素の開始点であり、繰り返すことはできません。ポリゴンの開始点および終了点は同じである必要があります(許容差は無視されます)。

複合ポリゴン・ジオメトリの例は、2.7.4項および図2-6を参照してください。


	
1006または2006

	
n > 1

	
1つ以上のポリゴンで構成され、各エッジが2つ以下のポリゴンで共有されている面です。面には面積はありますが、容積はありません。INTERPRETAION列にある値nは、表面を形成するポリゴンの数を指定します。

SDO_ELEM_INFO配列にある次のn組は、これらのポリゴンの各サブ要素を記述します。

表面は3次元である必要があります。Spatialでの3次元のサポートについては、1.11項を参照してください。


	
1007

	
n = 1または3

	
複数の面で構成され、完全に3次元空間で囲まれたソリッドです。したがって、ソリッドの内側には容積があります。ソリッド要素には、1006要素で定義された1つの外側の面と、2006要素で定義された0 (ゼロ)個以上の内側の境界が含まれる場合があります。Interpretation列の値nは、1または3である必要があります。

SDO_ELEM_INFO配列の後続の3つの数値セットは、ソリッド要素を構成する外側の面1006とオプションの内側の面2006を記述します。

nが3の場合、ソリッドは最適化されたボックスです。2つの3次元の点のみで定義が可能です。すなわち、そのボックスのX、YおよびZの各次元の最小値と最大値を示す点の2つのみで定義できます。例: SDO_GEOMETRY(3008, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1007,3), SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1,1, 3,3,3))

Spatialでの3次元のサポートについては、1.11項を参照してください。












2.2.5 SDO_ORDINATES

SDO_ORDINATES属性は、空間オブジェクトの境界を形成する座標の値を格納するNUMBER型の可変長配列(1048576)を使用して定義されます。この配列は、常にSDO_ELEM_INFO可変長配列の論理積で使用されます。配列の値は、次元によって指定されます。たとえば、境界に4つの2次元の点があるポリゴンは、{X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3, X4, Y4, X1, Y1}のように格納されます。点が3次元の場合、{X1, Y1, Z1, X2, Y2, Z2, X3, Y3, Z3, X4, Y4, Z4, X1, Y1, Z1}のように格納されます。それぞれの点に関連付けられている次元数は、2.8項で説明するとおり、xxx_SDO_GEOM_METADATAビューのメタデータとして格納されます。

SDO_ORDINATES配列のすべての値は、有効で、NULL以外である必要があります。複数要素のジオメトリにおいて、要素の区切りに使用される特別な値はありません。特定の要素を記述する順序の開始点および終了点は、その要素に対するSTARTING_OFFSET値と、2.2.4項で説明したSDO_ELEM_INFO配列における次の要素によって決定されます。オフセット値は、1から開始します。SDO_ORDINATES(1)は、最初の要素の最初の点の最初の縦座標です。






2.2.6 使用上の注意

SDO_GTYPEの値は、表2-1に示すとおりに使用する必要があります(ただし、Spatialでは、すべてのジオメトリの整合性制約を確認または強制するわけではありません)。Spatialでは、次の内容については確認されません。

	
SDO_GTYPEの値がd001およびd005の場合、SDO_ETYPE 1以外のサブ要素は無視されます。


	
SDO_GTYPEの値がd002およびd006の場合、SDO_ETYPE 2または4以外のサブ要素は無視されます。


	
SDO_GTYPEの値がd003およびd007の場合、SDO_ETYPE 3または5以外のサブ要素は無視されます。(2.2.4項で説明したSDO_ETYPEの変形1003、2003、1005および2005は含まれます。)




SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTファンクションを使用して、1つのジオメトリ・オブジェクト、または指定されたフィーチャ表にあるすべてのジオメトリ・オブジェクトについての整合性を評価できます。








2.3 SDO_GEOMETRYのメソッド

SDO_GEOMETRYオブジェクト型(2.2項を参照)には、ジオメトリ・オブジェクトの情報を取得するメソッド(メンバー・ファンクション)があります。表2-3に、これらのメソッドを示します。


表2-3 SDO_GEOMETRYのメソッド

	名前	戻り値	説明
	
Get_Dims

	
NUMBER

	
SDO_GTYPE値に指定された、ジオメトリ・オブジェクトの次元数を戻します。Oracle Spatialでは、Get_DimsメソッドとST_CoordDimメソッドは、同じ結果を戻します。


	
Get_Gtype

	
NUMBER

	
SDO_GTYPE値に指定された、ジオメトリ・オブジェクトのジオメトリ・タイプを戻します。


	
Get_LRS_Dim

	
NUMBER

	
SDO_GTYPE値に指定された、LRSジオメトリ・オブジェクトのメジャー次元を戻します。

戻り値0(ゼロ)は、ジオメトリが、標準の(非LRS)ジオメトリであるか、またはリリース1(9.0.1)より前の形式のLRSジオメトリでメジャーがデフォルトの(最後の)次元にあることを示します。3は3つ目の次元にメジャー情報が含まれ、4は4つ目の次元にメジャー情報が含まれていることを示します。


	
Get_WKB

	
BLOB

	
ジオメトリ・オブジェクトのwell-knownバイナリ(WKB)形式を戻します。(戻されるオブジェクトに、SRID情報は含まれません。)


	
Get_WKT

	
CLOB

	
ジオメトリ・オブジェクトのwell-knownテキスト(WKT)形式(6.8.1.1項を参照)を戻します。(戻されるオブジェクトに、SRID情報は含まれません。)


	
ST_CoordDim

	
NUMBER

	
ジオメトリ・オブジェクトの座標次元(ISO/IEC SQL Multimedia規格により定義)を戻します。Oracle Spatialでは、Get_DimsメソッドとST_CoordDimメソッドは、同じ結果を戻します。


	
ST_IsValid

	
NUMBER

	
ジオメトリ・オブジェクトが無効な場合は0(ゼロ)、有効な場合は1を戻します。(ISO/IEC SQL Multimedia規格では、このようなコンテキストの場合、「有効」のかわりに「well formed (整形式)」という語句が使用されています。)

このメソッドでは、0.001が許容差として使用されます。(許容差については、1.5.5項を参照してください。)許容差を別途指定する場合、またはジオメトリが無効である理由の詳細情報を取得する場合は、SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTファンクションを使用します。このファンクションの詳細は、第24章を参照してください。








例2-2に、ほとんどのSDO_GEOMETRYメソッドを示します。(Get_WKBメソッドは、出力をSQL*Plusで表示できないため、含まれていません。)


例2-2 SDO_GEOMETRYのメソッド


SELECT c.shape.Get_Dims()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
C.SHAPE.GET_DIMS()                                                              
------------------                                                              
                 2                                                              
 
SELECT c.shape.Get_GType()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
C.SHAPE.GET_GTYPE()                                                             
-------------------                                                             
                  3                                                             
 
SELECT a.route_geometry.Get_LRS_Dim()
  FROM lrs_routes a WHERE  a.route_id = 1;
 
A.ROUTE_GEOMETRY.GET_LRS_DIM()                                                  
------------------------------                                                  
                             3 

SELECT c.shape.Get_WKT()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
C.SHAPE.GET_WKT()                                                               
--------------------------------------------------------------------------------
POLYGON ((5.0 1.0, 8.0 1.0, 8.0 6.0, 5.0 7.0, 5.0 1.0))                         
 
SELECT c.shape.ST_CoordDim()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
C.SHAPE.ST_COORDDIM()                                                           
---------------------                                                           
                    2                                                           
 
SELECT c.shape.ST_IsValid()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
C.SHAPE.ST_ISVALID()                                                            
--------------------                                                            
                   1 








2.4 SDO_GEOMETRYのコンストラクタ

SDO_GEOMETRYオブジェクト型(2.2項を参照)には、CLOB形式またはVARCHAR2形式のwell-knownテキスト(WKT)文字列から、またはBLOB形式のwell-knownバイナリ(WKB)オブジェクトからジオメトリ・オブジェクトを作成するコンストラクタがあります。使用可能なコンストラクタ書式は、次のとおりです。


SDO_GEOMETRY(wkt CLOB, srid NUMBER DEFAULT NULL);
SDO_GEOMETRY(wkt VARCHAR2, srid NUMBER DEFAULT NULL);
SDO_GEOMETRY(wkb BLOB, srid NUMBER DEFAULT NULL);


作成するジオメトリを表に挿入する場合、コンストラクタで使用するSRID値と、表内のジオメトリのSDO_SRID値は一致する必要があります。

次の例は、well-knownテキスト文字列を使用して点ジオメトリを作成します。(WKTでは、頂点の座標は空白で区切られ、それぞれの頂点はカンマで区切られます。)


SELECT SDO_GEOMETRY('POINT(-79 37)') FROM DUAL;
 
SDO_GEOMETRY('POINT(-7937)')(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(X, Y, Z), SDO_ELEM_I
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2001, NULL, SDO_POINT_TYPE(-79, 37, NULL), NULL, NULL)


例2-3に、ジオメトリ・オブジェクトを作成して、そのオブジェクトを表に挿入し、表に挿入したオブジェクトを表示するSDO_GEOMETRYコンストラクタを示します。


例2-3 ジオメトリを作成するSDO_GEOMETRYのコンストラクタ


DECLARE
  cola_b_wkb  BLOB;
  cola_b_wkt_clob  CLOB;
  cola_b_wkt_varchar  VARCHAR2(255);
  cola_b_geom  SDO_GEOMETRY;

BEGIN
-- Get cola_b geometry into CLOB, VARCHAR2, and BLOB objects,
-- for use by the constructor.
SELECT c.shape.Get_WKT() INTO cola_b_wkt_clob
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
cola_b_wkt_varchar := cola_b_wkt_clob;
SELECT c.shape.Get_WKB() INTO cola_b_wkb
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';

-- Use some SDO_GEOMETRY constructors;
-- insert 3 geometries into the table; display the geometries later.
cola_b_geom := SDO_GEOMETRY(cola_b_wkt_clob);
INSERT INTO cola_markets VALUES (101, 'cola_b_from_clob', cola_b_geom);
cola_b_geom := SDO_GEOMETRY(cola_b_wkt_varchar);
INSERT INTO cola_markets VALUES (102, 'cola_b_from_varchar', cola_b_geom);
cola_b_geom := SDO_GEOMETRY(cola_b_wkb);
INSERT INTO cola_markets VALUES (103, 'cola_b_from_wkb', cola_b_geom);
END;
/
 
PL/SQL procedure successfully completed.
 
-- Display the geometries created using SDO_GEOMETRY constructors.
-- All three geometries are identical.
SELECT name, shape FROM cola_markets WHERE mkt_id > 100;
 
NAME                                                                            
--------------------------------                                                
SHAPE(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(X, Y, Z), SDO_ELEM_INFO, SDO_ORDINATES)    
--------------------------------------------------------------------------------
cola_b_from_clob                                                                
SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 1), SDO_ORDINATE_ARR
AY(5, 1, 8, 1, 8, 6, 5, 7, 5, 1))                                               
                                                                                
cola_b_from_varchar                                                             
SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 1), SDO_ORDINATE_ARR
AY(5, 1, 8, 1, 8, 6, 5, 7, 5, 1))                                               
                                                                                
cola_b_from_wkb                                                                 
SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 1), SDO_ORDINATE_ARR
AY(5, 1, 8, 1, 8, 6, 5, 7, 5, 1))








2.5 TINに関連するオブジェクト型

ここでは、Triangulated Irregular Network(TIN)のサポートに関連する次のオブジェクト型について説明します。

	
SDO_TIN


	
SDO_TIN_BLK_TYPE


	
SDO_TIN_BLK





2.5.1  SDO_TINオブジェクト型

TINの記述は、ユーザーが定義した表のSDO_TINオブジェクト型の1列に、1行で格納されます。SDO_TINオブジェクト型の定義は次のとおりです。


CREATE TYPE sdo_tin AS OBJECT
  (base_table          VARCHAR2(70),
   base_table_col      VARCHAR2(1024),
   tin_id              NUMBER.
   blk_table           VARCHAR2(70),
   ptn_params          VARCHAR2(1024),
   tin_extent          SDO_GEOMETRY,
   tin_tol             NUMBER,
   tin_tot_dimensions  NUMBER,
   tin_domain          SDO_ORGSCL_TYPE,
   tin_break_lines     SDO_GEOMETRY,
   tin_stop_lines      SDO_GEOMETRY,
   tin_void_rgns       SDO_GEOMETRY,
   tin_val_attr_tables SDO_STRING_ARRAY,
   tin_other_attrs     XMLTYPE);


SDO_TIN型には、表2-4に示す属性が含まれます。


表2-4 SDO_TIN型の属性

	属性	説明
	
BASE_TABLE

	
SDO_TIN型の列を含む実表の名前。


	
BASE_TABLE_COL

	
実表のSDO_TIN型の列の名前。


	
TIN_ID

	
TINのID番号。(この一意のID番号はSpatialによって生成されます。このID番号は、型SDO_TINの列を含む実表のスキーマ内で一意です。)


	
BLK_TABLE

	
TINの各ブロックに関する情報を含む表の名前。この表に含まれる列を、表2-5に示します。


	
PTN_PARAMS

	
TINを分割するためのパラメータ。


	
TIN_EXTENT

	
TINの空間エクステント(TINに含まれるすべてのオブジェクトを囲む最小境界オブジェクト)を表すSDO_GEOMETRYオブジェクト。


	
TIN_TOL

	
TIN内のオブジェクトの許容差。(空間許容差の詳細は、1.5.5項を参照してください。)


	
TIN_TOT_DIMENSIONS

	
TINの総次元数。空間次元および非空間次元が含まれます(最大値は9)。


	
TIN_DOMAIN

	
(現在は未使用。)


	
TIN_BREAK_LINES

	
(現在は未使用。)


	
TIN_STOP_LINES

	
(現在は未使用。)


	
TIN_VOID_RGNS

	
(現在は未使用。)


	
TIN_VAL_ATTR_TABLES

	
TINの値属性表の名前を指定するSDO_STRING_ARRAYオブジェクトを指定します。SDO_STRING_ARRAY型は、VARRAY(1048576) OF VARCHAR2(32)として定義されます。


	
TIN_OTHER_ATTRS

	
TINのその他の属性を指定するXMLTYPEオブジェクトを指定します。








図2-2に、TINデータの記憶域モデルを示します。このモデルでは、(SDO_TIN型のBLK_TABLE属性で指定した)TINブロック表にSDO_TINオブジェクトに関連付けられたブロックが格納されます。


図2-2 TINデータの記憶域

[image: 図2-2の説明が続きます。]





TINブロック表には、表2-5に示す列が含まれます。


表2-5 TINブロック表の列

	列名	データ型	説明
	
BLK_ID

	
NUMBER

	
ブロックのID番号。


	
BLK_EXTENT

	
SDO_GEOMETRY

	
ブロックの空間エクステント。


	
BLK_DOMAIN

	
SDO_ORGSCL_TYPE

	
(現在は未使用。)


	
PCBLK_MIN_RES

	
NUMBER

	
点群データの場合は、問合せ時にブロックを可視化できる解像度の最小レベルです。問合せウィンドウがブロックの空間エクステントと重なる場合に、ブロックの最小から最大までの解像度幅が問合せの最小から最大までの解像度幅と重なる場合のみ、ブロックが取得されます。通常、小さい値ほどビュー・ポイントから離れており、高い値ほどビュー・ポイントに近いことを示します。


	
PCBLK_MAX_RES

	
NUMBER

	
点群データの場合は、問合せ時にブロックを可視化できる解像度の最大レベルです。問合せウィンドウがブロックの空間エクステントと重なる場合に、ブロックの最小から最大までの解像度幅が問合せの最小から最大までの解像度幅と重なる場合のみ、ブロックが取得されます。通常、小さい値ほどビュー・ポイントから離れており、高い値ほどビュー・ポイントに近いことを示します。


	
NUM_POINTS

	
NUMBER

	
点群データの場合は、POINTS BLOBに含まれる点の総数。


	
NUM_UNSORTED_POINTS

	
NUMBER

	
点群データの場合は、POINTS BLOB内のソートされていない点の数。


	
PT_SORT_DIM

	
NUMBER

	
点群データの場合は、点の空間次元数(2または3)。


	
POINTS

	
BLOB

	
点群データの場合は、点を含むBLOB。点ごとに次の情報を持つ点の配列で構成されます。

	
d 8バイトIEEE倍精度(dは点群の総次元数)


	
BLK_ID値に対応する4バイトのビッグ・エンディアン整数


	
PT_ID値に対応する4バイトのビッグ・エンディアン整数





	
TR_LVL

	
NUMBER

	
(現在は未使用。)


	
TR_RES

	
NUMBER

	
(現在は未使用。)


	
NUM_TRIANGLES

	
NUMBER

	
TRIANGLES BLOBに含まれる三角形の数。


	
TR_SORT_DIM

	
NUMBER

	
(現在は未使用。)


	
TRIANGLES

	
BLOB

	
三角形を含むBLOB。ブロックの三角形の配列で構成されます。

	
各三角形は3つの頂点で指定されます。


	
各頂点は(BLK_ID, PT_ID)のペアで指定され、それぞれの値は4バイトのビッグ・エンディアン整数です。











TINブロック表のPOINTS列の各BLOBは、次のとおりです。

	
合計サイズは(tdim+1)×8です。tdimは各ブロックの合計次元数です。


	
合計サイズは、5MB未満(Oracle Databaseリリース11.1.0.6以下の場合)または12MB未満(Oracle Databaseリリース11.1.0.7以上の場合)である必要があります。




属性名は、SDO_TIN型のオブジェクトに対する問合せで使用できます。例2-4に、LANDSCAPESという架空の表に含まれるTERRAIN列のTIN_EXTENT属性を問い合せるSELECT文の一部を示します。


例2-4 SDO_TINの属性の問合せ


SELECT l.terrain.tin_extent FROM landscapes l WHERE ...;








2.5.2  SDO_TIN_BLK_TYPEオブジェクト型およびSDO_TIN_BLKオブジェクト型

SDO_TIN_PKG.CLIP_TINファンクションを使用してクリップ操作を実行する場合、SDO_TIN_BLK_TYPE型のオブジェクトが戻されます。このオブジェクトはTABLE OF SDO_TIN_BLKとして定義されます。

SDO_TIN_BLKオブジェクト型の属性は、TINブロック表に含まれる列と同じです(TINブロック表については、2.5.2項の表2-5を参照)。








2.6 点群に関連するオブジェクト型

ここでは、点群のサポートに関連する次のオブジェクト型について説明します。

	
SDO_PC


	
SDO_PC_BLK






2.6.1  SDO_PCオブジェクト型

点群の記述は、ユーザーが定義した表のSDO_PCオブジェクト型の1列に、1行で格納されます。SDO_PCオブジェクト型の定義は次のとおりです。


CREATE TYPE sdo_pc AS OBJECT
  (base_table         VARCHAR2(70),
   base_table_col     VARCHAR2(1024),
   pc_id              NUMBER.
   blk_table          VARCHAR2(70),
   ptn_params         VARCHAR2(1024),
   pc_extent          SDO_GEOMETRY,
   pc_tol             NUMBER,
   pc_tot_dimensions  NUMBER,
   pc_domain          SDO_ORGSCL_TYPE,
   pc_val_attr_tables SDO_STRING_ARRAY,
   pc_other_attrs     XMLTYPE);


SDO_PC型の属性を表2-6に示します。


表2-6 SDO_PC型の属性

	属性	説明
	
BASE_TABLE

	
SDO_PC型の列を含む実表の名前。


	
BASE_TABLE_COL

	
実表のSDO_PC型の列名。


	
PC_ID

	
点群のID番号。(この一意のID番号はSpatialによって生成されます。このID番号は、型SDO_PCの列を含む実表のスキーマ内で一意です。)


	
BLK_TABLE

	
点群の各ブロックに関する情報を含む表の名前。この表に含まれる列を、表2-7に示します。


	
PTN_PARAMS

	
点群を分割するためのパラメータ。


	
PC_EXTENT

	
点群の空間エクステント(点群に含まれるすべてのオブジェクトを囲む最小境界オブジェクト)を表すSDO_GEOMETRYオブジェクト。


	
PC_TOL

	
点群内の点の許容差。(空間許容差の詳細は、1.5.5項を参照してください。)


	
PC_TOT_DIMENSIONS

	
点群の総次元数。空間次元および非空間次元が含まれます(最大値は9)。


	
PC_DOMAINS

	
(現在は未使用。)


	
PC_VAL_ATTR_TABLES

	
点群の値属性表の名前を指定するSDO_STRING_ARRAYオブジェクト。SDO_STRING_ARRAY型は、VARRAY(1048576) OF VARCHAR2(32)として定義されます。


	
PC_OTHER_ATTRS

	
点群のその他の属性を指定するXMLTYPEオブジェクト。








点群ブロック表(SDO_PC型のBLK_TABLE属性で指定された)には、表2-7に示す列が含まれます。


表2-7 点群ブロック表の列

	列名	データ型	説明
	
OBJ_ID

	
NUMBER

	
点群オブジェクトのID番号。


	
BLK_ID

	
NUMBER

	
ブロックのID番号。


	
BLK_EXTENT

	
SDO_GEOMETRY

	
ブロックの空間エクステント。


	
BLK_DOMAIN

	
SDO_ORGSCL_TYPE

	
(現在は未使用。)


	
PCBLK_MIN_RES

	
NUMBER

	
点群データの場合は、問合せ時にブロックを可視化できる解像度の最小レベルです。問合せウィンドウがブロックの空間エクステントと重なる場合に、ブロックの最小から最大までの解像度幅が問合せの最小から最大までの解像度幅と重なる場合のみ、ブロックが取得されます。通常、小さい値ほどビュー・ポイントから離れており、高い値ほどビュー・ポイントに近いことを示します。


	
PCBLK_MAX_RES

	
NUMBER

	
点群データの場合は、問合せ時にブロックを可視化できる解像度の最大レベルです。問合せウィンドウがブロックの空間エクステントと重なる場合に、ブロックの最小から最大までの解像度幅が問合せの最小から最大までの解像度幅と重なる場合のみ、ブロックが取得されます。通常、小さい値ほどビュー・ポイントから離れており、高い値ほどビュー・ポイントに近いことを示します。


	
NUM_POINTS

	
NUMBER

	
点群データの場合は、POINTS BLOBに含まれる点の総数。


	
NUM_UNSORTED_POINTS

	
NUMBER

	
点群データの場合は、POINTS BLOB内のソートされていない点の数。


	
PT_SORT_DIM

	
NUMBER

	
点がソートされる次元数(1は最初の次元、2は2つ目の次元など)。


	
POINTS

	
BLOB

	
点を含むBLOBを指定します。点ごとに次の情報を持つ点の配列で構成されます。

	
d 8バイトIEEE倍精度(dはPC_TOT_DIMENSIONS値)


	
BLK_ID値に対応する4バイトのビッグ・エンディアン整数


	
PT_ID値に対応する4バイトのビッグ・エンディアン整数











属性名は、SDO_PC型のオブジェクトに対する問合せで使用できます。例2-5に、OCEAN_FLOOR_MODELという架空の表に含まれるOCEAN_FLOOR列のPC_EXTENT属性を問い合せるSELECT文の一部を示します。


例2-5 SDO_PCの属性の問合せ


SELECT o.ocean_floor.pc_extent FROM ocean_floor_model o WHERE ...;








2.6.2 SDO_PC_BLK_TYPEオブジェクト型およびSDO_PC_BLKオブジェクト型

SDO_PC_PKG.CLIP_PCファンクションを使用してクリップ操作を実行する場合、SDO_PC_BLK_TYPE型のオブジェクトが戻されます。このオブジェクトはTABLE OF SDO_PC_BLKとして定義されます。

SDO_PC_BLKオブジェクト型の属性は、点群ブロック表に含まれる列と同じです(点群ブロック表については、2.6.1項の表2-7を参照)。








2.7 ジオメトリの例

この項では、様々なジオメトリ・タイプの例を示します。

	
2.7.1項「矩形」


	
2.7.2項「穴のあるポリゴン」


	
2.7.3項「複合線ストリング」


	
2.7.4項「複合ポリゴン」


	
2.7.5項「点」


	
2.7.6項「方向付きの点」


	
2.7.7項「タイプ0(ゼロ)要素」


	
2.7.8項「2次元の各種ジオメトリ・タイプ」






2.7.1 矩形

図2-3に、2.1項の例のcola_aを表す矩形を示します。


図2-3 矩形

[image: 図2-3の説明が続きます。]





図2-3に示すジオメトリのSDO_GEOMETRY定義は、次のとおりです。

	
SDO_GTYPE = 2003。2は2次元を示し、3はポリゴンを示します。


	
SDO_SRID = NULL


	
SDO_POINT = NULL


	
SDO_ELEM_INFO = (1, 1003, 3)。1,1003,3の最後の3は、これが矩形であることを示しています。これは矩形なので、SDO_ORDINATESに2つの縦座標のみが指定されています(左下と右上)。


	
SDO_ORDINATES = (1,1, 5,7)。これらは、矩形の左下と右上の縦座標を示しています。




例2-6に、図2-3のジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。


例2-6 矩形を挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
  1,
  'cola_a',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), -- one rectangle (1003 = exterior)
    SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1, 5,7) -- only 2 points needed to
          -- define rectangle (lower left and upper right) with
          -- Cartesian-coordinate data
  )
);








2.7.2 穴のあるポリゴン

図2-4に、2つの要素(ポリゴンの外部および内部の輪)で構成されるジオメトリを示します。この例で内側の要素は、空間(穴)として扱われます。


図2-4 穴のあるポリゴン

[image: 図2-4の説明が続きます。]





図2-4に示すジオメトリのSDO_GEOMETRY定義は、次のとおりです。

	
SDO_GTYPE = 2003。2は2次元を示し、3はポリゴンを示します。


	
SDO_SRID = NULL


	
SDO_POINT = NULL


	
SDO_ELEM_INFO = (1,1003,1, 19,2003,1)。3つの値で構成される2つの要素(1,1003,1および19,2003,1)があります。

1003は、要素がポリゴンの外部の輪であることを示し、2003は、要素がポリゴンの内部の輪であることを示します。

19は、2番目の要素(ポリゴンの内部の輪)の縦座標の指定が、SDO_ORDINATES配列の19番目の数字から開始している(ここでは7であるため、第1の点は7,5であるという意味になる)ことを示します。


	
SDO_ORDINATES = (2,4, 4,3, 10,3, 13,5, 13,9, 11,13, 5,13, 2,11, 2,4, 7,5, 7,10, 10,10, 10,5, 7,5)


	
ポリゴンの面積(SDO_GEOM.SDO_AREAファンクション)は、ポリゴンの外部面積からポリゴンの内部面積を引きます。この例では、ポリゴンの面積は84(99 - 15)です。


	
ポリゴンの周囲(SDO_GEOM.SDO_LENGTHファンクション)は、ポリゴンの外部の周囲にポリゴンの内部の周囲を足します。この例では、ポリゴンの周囲は52.9193065(36.9193065 + 16)です。




例2-7に、図2-4のジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。


例2-7 穴のあるポリゴンを挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
  10,
  'polygon_with_hole',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,1, 19,2003,1), -- polygon with hole
    SDO_ORDINATE_ARRAY(2,4, 4,3, 10,3, 13,5, 13,9, 11,13, 5,13, 2,11, 2,4,
        7,5, 7,10, 10,10, 10,5, 7,5)
  )
);


そのような「穴のあるポリゴン」の例としては、中に湖がある広大な土地(国や島など)があります。もちろん、実際の広大な土地にはそのような内部ポリゴンが多数存在する場合があるので、それぞれに対して、SDO_ELEM_INFOの3つ値で構成される要素および座標指定が必要になります。

外部の輪と内部の輪はネストできません。たとえば、ある国に湖があり、湖に島がある(さらに島に湖もある)ような場合は、島に対して別のポリゴンを定義する必要があります。湖を示すポリゴン内部の輪の中に、ポリゴン内部の輪として島を定義することはできません。

複数のポリゴン(ポリゴンの集合)では、輪をポリゴンごとにグループ化し、各ポリゴンの最初の輪を外部の輪にする必要があります。たとえば、2つのポリゴン(AおよびB)を含むポリゴンの集合について考えてみます。




	
ポリゴンA(1つの内部の「穴」): 外部の輪A0、内部の輪A1


	
ポリゴンB(2つの内部の「穴」): 外部の輪B0、内部の輪B1、内部の輪B2




SDO_ELEM_INFOおよびSDO_ORDINATESの要素は、次のいずれかの順序で記述する必要があります(ポリゴンAとBのどちらを最初に指定するかによって異なります)。

	
A0, A1; B0, B1, B2


	
B0, B1, B2; A0, A1









2.7.3 複合線ストリング

図2-5に、1つのまっすぐな線分と1つの円弧で構成される複合線ストリングとして表される三日月形のオブジェクトを示します。この形を表すには4つの点が必要で、(10,10)と(10,14)の点はまっすぐな線分を表し、(10,14)、(6,10)および(14,10)の点は円弧を表します。


図2-5 複合線ストリング

[image: 図2-5の説明が続きます。]





図2-5に示すジオメトリのSDO_GEOMETRY定義は、次のとおりです。

	
SDO_GTYPE = 2002.最初の2は2次元を示し、2番目の2は1つ以上の線分を示します。


	
SDO_SRID = NULL


	
SDO_POINT = NULL


	
SDO_ELEM_INFO = (1,4,2, 1,2,1, 3,2,2).3つの値で構成される3つの要素1,4,2、1,2,1および3,2,2があります。

最初の組は、この要素が、後の2組を使用して記述されている2つのサブ要素線ストリングで構成される複合線ストリングであることを示します。

2番目の組は、線ストリングが直線セグメントで構成され、かつこの線ストリングに対する座標がオフセット1から開始していることを示しています。この線ストリングの終了点は2番目の線ストリングの開始オフセット(このインスタンスでは3)によって決定されます。

3つの値で構成される3番目の要素は、2番目の線ストリングが、オフセット3で始まる縦座標が指定された円弧で構成されることを示しています。この線ストリングの終了点は、次の要素の開始オフセットによって決まりますが、これが最後の要素である場合は、SDO_ORDINATES配列の現在の長さで決まります。


	
SDO_ORDINATES = (10,10, 10,14, 6,10, 14,10)




例2-8に、図2-5のジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。


例2-8 複合線ストリングを挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
  11,
  'compound_line_string',
  SDO_GEOMETRY(
    2002,
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,4,2, 1,2,1, 3,2,2), -- compound line string
    SDO_ORDINATE_ARRAY(10,10, 10,14, 6,10, 14,10)
  )
);








2.7.4 複合ポリゴン

図2-6に、1つの直線セグメントおよび1つの円弧で構成される複合ポリゴンとして表現される、アイスクリーム・コーンの形をしたオブジェクトを示します。この形を表すには5つの点が必要で、(6,10)、(10,1)および(14,10)の点は1つの鋭角の線ストリングを表し、(14,10)、(10,14)および(6,10)の点は円弧を表します。線ストリングの開始点と円弧の終了点は同じ点(6,10)です。SDO_ELEM_INFO配列には、この複合線ストリングに対して3つの値の組が3つ含まれます。これらは、{(1,1005,2), (1,2,1), (5,2,2)}です。


図2-6 複合ポリゴン

[image: 図2-6の説明が続きます。]





図2-6に示すジオメトリのSDO_GEOMETRY定義は、次のとおりです。

	
SDO_GTYPE = 2003。2は2次元を示し、3はポリゴンを示します。


	
SDO_SRID = NULL


	
SDO_POINT = NULL


	
SDO_ELEM_INFO = (1,1005,2, 1,2,1, 5,2,2).3つの値で構成される3つの要素1,1005,2、1,2,1および5,2,2があります。

最初の組は、この要素が、後の2組を使用して記述されている2つのサブ要素線ストリングで構成される複合ポリゴンであることを示します。

2番目の組は、最初のサブ要素線ストリングが直線セグメントで構成され、かつこの線ストリングに対する座標がオフセット1から開始していることを示しています。この線ストリングの終了点は2番目の線ストリングの開始オフセット(このインスタンスでは5)によって決定されます。1つの頂点はXとYの2つの値で決定されるため、最初の線ストリングの終了点座標はオフセット5および6となります。

3つの値で構成される3番目の要素は、2番目のサブ要素線ストリングが、オフセット5で始まる縦座標が指定された円弧で構成されることを示しています。この線ストリングの終了点は、次の要素の開始オフセットによって決まりますが、これが最後の要素である場合は、SDO_ORDINATES配列の現在の長さで決まります。


	
SDO_ORDINATES = (6,10, 10,1, 14,10, 10,14, 6,10)




例2-9に、図2-6のジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。


例2-9 複合ポリゴンを挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
  12,
  'compound_polygon',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1005,2, 1,2,1, 5,2,2), -- compound polygon
    SDO_ORDINATE_ARRAY(6,10, 10,1, 14,10, 10,14, 6,10)
  )
);








2.7.5 点

図2-7に、座標(12,14)にある点のみのジオメトリを示します。


図2-7 点のみのジオメトリ

[image: 図2-7の説明が続きます。]





図2-7に示すジオメトリのSDO_GEOMETRY定義は、次のとおりです。

	
SDO_GTYPE = 2001.2は2次元を、1は単一の点を示します。


	
SDO_SRID = NULL


	
SDO_POINT = SDO_POINT_TYPE(12, 14, NULL).これは点のみのジオメトリであるため、SDO_POINT属性はSDO_POINT_TYPEオブジェクト型を使用して定義されます。

SDO_POINT属性の詳細は、2.2.3項を参照してください。


	
SDO_POINT属性が指定されている場合、必要に応じてSDO_ELEM_INFOおよびSDO_ORDINATESの両方がNULLになります。




例2-10に、図2-7のジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。


例2-10 点のみのジオメトリを挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
   90,
   'point_only',
   SDO_GEOMETRY(
      2001,
      NULL,
      SDO_POINT_TYPE(12, 14, NULL),
      NULL,
      NULL));




SDO_POINT_TYPEに指定されたX、YおよびZの値に基づいて点のみのジオメトリを検索できます。例2-11は、1つ目の座標(X値)が12であるすべての点を検索する問合せです。この例では、例2-10で挿入した点が検索されます。


例2-11 座標値に基づく点のみのジオメトリの問合せ


SELECT * from cola_markets c WHERE c.shape.SDO_POINT.X = 12;

    MKT_ID NAME                                                                
---------- --------------------------------                                     
SHAPE(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(X, Y, Z), SDO_ELEM_INFO, SDO_ORDINATES)    
--------------------------------------------------------------------------------
        90 point_only                                                           
SDO_GEOMETRY(2001, NULL, SDO_POINT_TYPE(12, 14, NULL), NULL, NULL)








2.7.6 方向付きの点

方向付きの点は、点と仮想の終了点の位置を示す座標を含む特殊な点のジオメトリで、点でのシンボルの回転や点からのラベルの引き出しに使用する方向ベクトルを表すことができます。方向付きの点は、主に地図の視覚化と、シンボル(高速道路を表す盾状のシンボルなど)を含む表示アプリケーションで使用されます。

方向付きの点は、次のように指定します。

	
SDO_GTYPE値(2.2.1項を参照)は、単一点または複数点のジオメトリを使用します。


	
SDO_POINT属性には、NULL値を指定します。


	
SDO_ELEM_INFO配列(2.2.4項を参照)では、2番目と3番目の値(SDO_ETYPEとSDO_INTERPRETATION)を1と0にして、3つの値の組を追加指定します。たとえば、3つの値が3,1,0であれば、点が方向付きの点で、SDO_ORDINATES配列の3番目の数字が、シンボルやラベルの方向ベクトルを表す終了点の1つ目の座標(X軸値)であることを示されます。


	
SDO_ORDINATES配列(2.2.5項を参照)は、点の方向ベクトルを表す終了点の座標を-1から1の値で指定します。方向は、その起点を(0,0)とし、その方向が対応する物理的な点の位置に変換されます。




図2-8は、座標(12,14)に方向付きの点のジオメトリがあり、方向ベクトルは約34度(X軸から反時計回り)で、方向座標が0.3,0.2であることを示しています。(方向の精度を上げて特定の角度に合わせるには、余接または正接の値を三角法のテキストの表から取得してください。)この例の方向ベクトルは、(0,0)から(0.3,0.2)を経由しその先に延長されます。i=0.3、j=0.2とすると、角度(ラジアン)はarctan (j/i)で計算できます。この角度は、方向ベクトルに関連付けられた物理点に適用されます。


図2-8 方向付きの点のジオメトリ

[image: 図2-8の説明が続きます。]





図2-8に示すジオメトリのSDO_GEOMETRY定義は、次のとおりです。

	
SDO_GTYPE = 2001.2は2次元を、1は単一の点を示します。


	
SDO_SRID = NULL


	
SDO_POINT = NULL


	
SDO_ELEM_INFO = (1,1,1, 3,1,0)3,1,0の末尾の1,0は、方向付きの点であることを示します。


	
SDO_ORDINATES = (12,14, 0.3,0.2).12,14は点の物理的な座標を識別し、0.3,0.2は方向ベクトルの終了点のx座標とy座標(12,14が原点と仮定)を識別します。この結果、方向ベクトルは、約34度の上向きに傾斜したものになります。




例2-12に、図2-8のジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。


例2-12 方向付きの点のジオメトリを挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
  91, 
  'oriented_point', 
  SDO_GEOMETRY(
    2001, 
    NULL, 
    NULL, 
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1,1, 3,1,0), 
    SDO_ORDINATE_ARRAY(12,14, 0.3,0.2)));




方向付きの点を定義する際は、次のことに注意してください。

	
方向ベクトルは、-1から1の数値で定義する必要があります。(例2-12では、この数値は0.3と0.2です。)


	
方向付きの点は、複数点でも指定できますが(例2-13を参照)、方向付けをする点の後に方向情報を続ける必要があります。




方向付きの点の方向ベクトルの次元については、次のことに注意してください。

	
2次元の点の方向ベクトルは2次元です。


	
LRSメジャーを持つ2次元の点(SDO_GTYPE=3301)の方向ベクトルは2次元です。


	
3次元の点(SDO_GTYPE=3001)の方向ベクトルは3次元です。


	
LRSメジャーを持つ3次元の点(SDO_GTYPE=4401)の方向ベクトルは3次元です。


	
4次元の点(SDO_GTYPE=4001)の方向ベクトルは3次元です。




例2-13に、方向付きの複数点ジオメトリをデータベースに挿入するSQL文を示します。この複数点ジオメトリには、座標(12,14)および(12, 10)の位置に2つの点があり、それぞれが異なる方向ベクトルを保持しています。この文は例2-12の文と類似していますが、例2-13では、方向座標-1,-1を使用して、2つ目の点に左下向き45度(X軸から時計回りに135度)の方向ベクトルが割り当てられています。


例2-13 方向付きの複数点ジオメトリを挿入するSQL文


-- Oriented multipoint: 2 points, different orientations
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  92,
  'oriented_multipoint',
  SDO_GEOMETRY(
    2005, -- Multipoint
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1,1, 3,1,0, 5,1,1, 7,1,0),
    SDO_ORDINATE_ARRAY(12,14, 0.3,0.2, 12,10, -1,-1)));








2.7.7 タイプ0(ゼロ)要素

タイプ0(ゼロ)要素は、Oracle Spatialでサポートされないジオメトリ・タイプ(曲線やスプラインなど)をモデル化するために使用します。タイプ0(ゼロ)要素のSDO_ETYPE値は0(ゼロ)です。(SDO_ETYPEについては、2.2.4項を参照。)タイプ0 (ゼロ)要素は、Oracle Spatialでは索引付けされず、SpatialファンクションおよびSpatialプロシージャでは無視されます。

タイプ0(ゼロ)要素を使用するジオメトリは、0(ゼロ)以外の要素(SDO_ETYPE値が0(ゼロ)以外の要素)を1つ以上含む必要があります。0(ゼロ)以外の要素は、サポートされないジオメトリの近似値である必要があるため、次の両方の値を持つ必要があります。

	
Spatialでサポートされているジオメトリ・タイプに関連付けられたSDO_ETYPE値


	
そのSDO_ETYPE値に有効なSDO_INTERPRETATION値(表2-2を参照)

(タイプ0(ゼロ)要素のSDO_INTERPRETATION値には、任意の数値を指定できます。その値の妥当性および有効性は、アプリケーションが判断します。)




0(ゼロ)以外の要素は、Spatialによって索引付けされ、空間索引によって戻されます。

タイプ0(ゼロ)要素を含むジオメトリのSDO_GTYPE値は、0(ゼロ)以外の要素のジオメトリ・タイプの値に設定する必要があります。

図2-9に、曲線(サポートされないジオメトリ)およびその曲線に近い矩形(0(ゼロ)以外の要素)の2つの要素を含むジオメトリを示します。曲線は文字「S」のように見え、矩形は破線で表されています。


図2-9 タイプ0(ゼロ)要素を含むジオメトリ

[image: 図2-9の説明が続きます。]





図2-9に示すジオメトリの定義は、次のとおりです。

	
ジオメトリのSDO_GTYPE値は2003(2次元ポリゴンを示す)です。


	
SDO_ELEM_INFO配列には、この複合線ストリングに対して3つの値の組が2つ含まれます。たとえば、{(1,0,57), (11,1003,3)}という組が含まれているとします。この場合は、次のとおりです。


	縦座標の開始オフセット(SDO_STARTING_OFFSET)	要素タイプ(SDO_ETYPE)	解釈(SDO_INTERPRETATION)
	1	0	57
	11	1003	3








この例では、次のとおりです。

	
タイプ0(ゼロ)要素のSDO_ETYPE値は0(ゼロ)です。


	
0(ゼロ)以外の要素(矩形)のSDO_ETYPE値は1003です。これは、ポリゴンの外部の輪を示します。


	
縦座標x6はジオメトリの11番目の縦座標であるため、0(ゼロ)以外の要素のSDO_STARTING_OFFSET値は11です。


	
タイプ0(ゼロ)要素のSDO_INTERPRETATIONには、アプリケーション固有の値が指定されます。この例では、SDO_INTERPRETATION値は57です。


	
0 (ゼロ)以外の要素のSDO_INTERPRETATION値は、値が1003のSDO_ETYPEに対して有効な値です。この例では、SDO_INTERPRETATION値は3です。これは、2点(左下および右上)によって定義される矩形を示します。




例2-14に、タイプ0(ゼロ)要素を含むジオメトリ(図2-9に示すジオメトリに類似)をデータベースに挿入するSQL文を示します。このSDO_ORDINATE_ARRAY構造では、曲線は点(6,6)、(12,6)、(9,8)、(6,10)および(12,10)によって定義され、矩形は点(6,4)および(12,12)によって定義されています。


例2-14 タイプ0(ゼロ)要素を含むジオメトリを挿入するSQL文


INSERT INTO cola_markets VALUES(
  13,
  'type_zero_element_geom',
  SDO_GEOMETRY(
    2003,  -- two-dimensional polygon
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,0,57, 11,1003,3), -- 1st is type 0 element
    SDO_ORDINATE_ARRAY(6,6, 12,6, 9,8, 6,10, 12,10, 6,4, 12,12)
  )
);








2.7.8 2次元の各種ジオメトリ・タイプ

例2-15は、1つの表を作成し、複数点(点クラスタ)、複数ポリゴン、コレクションなどの2次元の各種ジオメトリを挿入します。最後に、SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTファンクションをコールして、挿入したジオメトリの有効性を検証します。なお、一部のジオメトリは、意図的に無効にしてあります(ジオメトリの説明に、INVALIDという文字列が書かれています)。


例2-15 2次元の各種ジオメトリを挿入するSQL文


CREATE TABLE t1 (
  i NUMBER,
  d VARCHAR2(50),
  g SDO_GEOMETRY
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  1,
  'Point',
  sdo_geometry (2001, null, null, sdo_elem_info_array (1,1,1), 
    sdo_ordinate_array (10,5))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  2,
  'Line segment',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1), 
    sdo_ordinate_array (10,10, 20,10))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  3,
  'Arc segment',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,2), 
    sdo_ordinate_array (10,15, 15,20, 20,15))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  4,
  'Line string',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1), 
    sdo_ordinate_array (10,25, 20,30, 25,25, 30,30))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  5,
  'Arc string',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,2), 
    sdo_ordinate_array (10,35, 15,40, 20,35, 25,30, 30,35))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  6,
  'Compound line string',
  sdo_geometry (2002, null, null, 
    sdo_elem_info_array (1,4,3, 1,2,1, 3,2,2, 7,2,1), 
    sdo_ordinate_array (10,45, 20,45, 23,48, 20,51, 10,51))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  7,
  'Closed line string',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1), 
    sdo_ordinate_array (10,55, 15,55, 20,60, 10,60, 10,55))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  8,
  'Closed arc string',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,2), 
    sdo_ordinate_array (15,65, 10,68, 15,70, 20,68, 15,65))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  9,
  'Closed mixed line',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,4,2, 1,2,1, 7,2,2), 
    sdo_ordinate_array (10,78, 10,75, 20,75, 20,78, 15,80, 10,78))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  10,
  'Self-crossing line',
  sdo_geometry (2002, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1), 
    sdo_ordinate_array (10,85, 20,90, 20,85, 10,90, 10,85))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  11,
  'Polygon',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,1), 
    sdo_ordinate_array (10,105, 15,105, 20,110, 10,110, 10,105))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  12,
  'Arc polygon',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,2), 
    sdo_ordinate_array (15,115, 20,118, 15,120, 10,118, 15,115))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  13,
  'Compound polygon',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1005,2, 1,2,1, 7,2,2), 
    sdo_ordinate_array (10,128, 10,125, 20,125, 20,128, 15,130, 10,128))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  14,
  'Rectangle',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,3), 
    sdo_ordinate_array (10,135, 20,140))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  15,
  'Circle',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,4), 
    sdo_ordinate_array (15,145, 10,150, 20,150))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  16,
  'Point cluster',
  sdo_geometry (2005, null, null, sdo_elem_info_array (1,1,3), 
    sdo_ordinate_array (50,5, 55,7, 60,5))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  17,
  'Multipoint',
  sdo_geometry (2005, null, null, sdo_elem_info_array (1,1,1, 3,1,1, 5,1,1), 
    sdo_ordinate_array (65,5, 70,7, 75,5))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  18,
  'Multiline',
  sdo_geometry (2006, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1, 5,2,1), 
    sdo_ordinate_array (50,15, 55,15, 60,15, 65,15))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  19,
  'Multiline - crossing',
  sdo_geometry (2006, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1, 5,2,1), 
    sdo_ordinate_array (50,22, 60,22, 55,20, 55,25))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  20,
  'Multiarc',
  sdo_geometry (2006, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,2, 7,2,2), 
    sdo_ordinate_array (50,35, 55,40, 60,35, 65,35, 70,30, 75,35))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  21,
  'Multiline - closed',
  sdo_geometry (2006, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,1, 9,2,1), 
    sdo_ordinate_array (50,55, 50,60, 55,58, 50,55, 56,58, 60,55, 60,60, 56,58))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  22,
  'Multiarc - touching',
  sdo_geometry (2006, null, null, sdo_elem_info_array (1,2,2, 7,2,2), 
    sdo_ordinate_array (50,65, 50,70, 55,68, 55,68, 60,65, 60,70))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  23,
  'Multipolygon - disjoint',
  sdo_geometry (2007, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,1, 11,1003,3), 
    sdo_ordinate_array (50,105, 55,105, 60,110, 50,110, 50,105, 62,108, 65,112))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  24,
  'Multipolygon - touching',
  sdo_geometry (2007, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,3, 5,1003,3), 
    sdo_ordinate_array (50,115, 55,120, 55,120, 58,122))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  25,
  'Multipolygon - tangent * INVALID 13351',
  sdo_geometry (2007, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,3, 5,1003,3), 
    sdo_ordinate_array (50,125, 55,130, 55,128, 60,132))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  26,
  'Multipolygon - multi-touch',
  sdo_geometry (2007, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,1, 17,1003,1), 
    sdo_ordinate_array (50,95, 55,95, 53,96, 55,97, 53,98, 55,99, 50,99, 50,95, 
      55,100, 55,95, 60,95, 60,100, 55,100))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  27,
  'Polygon with void',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,3, 5,2003,3), 
    sdo_ordinate_array (50,135, 60,140, 51,136, 59,139))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  28,
  'Polygon with void - reverse',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,2003,3, 5,1003,3), 
    sdo_ordinate_array (51,146, 59,149, 50,145, 60,150))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  29,
  'Crescent (straight lines) * INVALID 13349',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,1), 
    sdo_ordinate_array (10,175, 10,165, 20,165, 15,170, 25,170, 20,165, 
      30,165, 30,175, 10,175))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  30,
  'Crescent (arcs) * INVALID 13349',
  sdo_geometry (2003, null, null, sdo_elem_info_array (1,1003,2), 
    sdo_ordinate_array (14,180, 10,184, 14,188, 18,184, 14,180, 16,182, 
      14,184, 12,182, 14,180))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  31,
  'Heterogeneous collection',
  sdo_geometry (2004, null, null, sdo_elem_info_array (1,1,1, 3,2,1, 7,1003,1), 
    sdo_ordinate_array (10,5, 10,10, 20,10, 10,105, 15,105, 20,110, 10,110,
      10,105))
);
INSERT INTO t1 (i, d, g)
VALUES (
  32,
  'Polygon+void+island touch',
  sdo_geometry (2007, null, null, 
    sdo_elem_info_array (1,1003,1, 11,2003,1, 31,1003,1), 
    sdo_ordinate_array (50,168, 50,160, 55,160, 55,168, 50,168,  51,167,
      54,167, 54,161, 51,161, 51,162, 52,163, 51,164, 51,165, 51,166, 51,167, 
      52,166, 52,162, 53,162, 53,166, 52,166))
);
COMMIT;
SELECT i, d, SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXT (g, 0.5) FROM t1;








2.7.9 3次元のジオメトリ・タイプ

例2-16では、複数の表(POINTS3D、LINES3DおよびPOLYGONS3D)を作成し、それぞれの表に対応する3次元オブジェクトを(点はPOINTS3Dに、線はLINES3Dに、ポリゴン、面およびソリッドはPOLYGONS3Dに)挿入します。続いて例2-17では、各表のメタデータと空間索引を作成します。

3次元ジオメトリのサポートの詳細は、1.11項を参照してください。


例2-16 3次元のジオメトリを挿入するSQL文


create table points3d(id number, geometry sdo_geometry);
insert into points3d values(1, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(0,0,0), null, null));
insert into points3d values(2, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(1,1,1), null, null));
insert into points3d values(3, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(0,1,1), null, null));
insert into points3d values(4, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(0,0,1), null, null));
insert into points3d values(5, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(1,1,0), null, null));
insert into points3d values(6, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(1,0,1), null, null));
insert into points3d values(7, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(1,0,0), null, null));
insert into points3d values(8, sdo_geometry(3001,null,
             sdo_point_type(0,1,0), null, null));
insert into points3d values(9, sdo_geometry(3005,null, null,
             sdo_elem_info_array(1,1,1, 4,1,1),
             sdo_ordinate_array(1,1,1, 0,0,0)));
 
create table lines3d(id number, geometry sdo_geometry);
insert into lines3d values(1, sdo_geometry(3002,null, null,
             sdo_elem_info_array(1,2,1),
             sdo_ordinate_array(1,1,1, 0,0,0)));
insert into lines3d values(2, sdo_geometry(3002,null, null,
             sdo_elem_info_array(1,2,1),
             sdo_ordinate_array(1,0,1, 0,1,0)));
insert into lines3d values(2, sdo_geometry(3002,null, null,
             sdo_elem_info_array(1,2,1),
             sdo_ordinate_array(0,1,1, 1,0,0)));
insert into lines3d values(3, sdo_geometry(3002,null, null,
             sdo_elem_info_array(1,2,1),
             sdo_ordinate_array(0,1,1, 1,0,0)));
insert into lines3d values(4, sdo_geometry(3002,null, null,
             sdo_elem_info_array(1,2,1),
             sdo_ordinate_array(0,1,0, 1,0,1)));
 
create table polygons3d(id number, geometry sdo_geometry);
 
-- Simple Polygon
-- All points have to be on the same plane.
insert into polygons3d values(1, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.5,0.0,0.0
)));
insert into polygons3d values(2, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(6.0,6.0,6.0,
5.0,6.0,10.0,
3.0,4.0,8.0,
4.0,4.0,4.0,
6.0,6.0,6.0
)));
insert into polygons3d values(3, 
SDO_Geometry (3007,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1003,1,16,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(6.0,6.0,6.0,
5.0,6.0,10.0,
3.0,4.0,8.0,
4.0,4.0,4.0,
6.0,6.0,6.0,
0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.5,0.0,0.0
)));
-- Polygon with a Hole (same rules as 2D) plus all points on the same plane
insert into polygons3d values(4, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1003,1,16,2003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.5,0.0,0.0,
0.25,0.5,0.5,
0.15,0.5,0.7,
0.15,0.6,0.7,
0.25,0.6,0.5,
0.25,0.5,0.5
)));
-- Surface with 2 3D polygons (on same plane)
insert into polygons3d values(5, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1006,2,1,1003,1,16,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,0.0,
0.0,0.0,0.0,
0.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0,
2.5,1.0,0.0,
1.5,2.0,0.0,
0.5,2.0,0.0,
0.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0
)));
-- Surface with 2 3D polygons (on two planes)
insert into polygons3d values(5, 
SDO_Geometry(3003,NULL,NULL , 
 SDO_Elem_Info_Array(1,1006,2,1,1003,3,7,1003,3),  
 SDO_Ordinate_Array(2,2,2,
4,4,2,
2,2,2,
4,2,4
)));
-- Surface with 2 3D polygons
-- First polygon has one ext and one int.
insert into polygons3d values(6, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1006,2,1,1003,1,16,2003,1,31,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.5,0.0,0.0,
0.25,0.5,0.5,
0.15,0.5,0.7,
0.15,0.6,0.7,
0.25,0.6,0.5,
0.25,0.5,0.5,
1.5,0.0,0.0,
2.5,1.0,0.0,
1.5,2.0,0.0,
0.5,2.0,0.0,
0.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0
)));
--3D Surface with 3 3D polygons
insert into polygons3d values(7, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1006,3,1,1003,1,16,1003,1,34,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0,
2.5,1.0,0.0,
1.5,2.0,0.0,
0.5,2.0,0.0,
0.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0,
2.5,0.0,0.0,
2.5,1.0,0.0,
1.5,0.0,0.0
)));
-- 3D surface with 3 3D polygons
insert into polygons3d values(8, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1006,3,1,1003,1,16,2003,1,31,1003,1,49,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.5,0.0,0.0,
0.25,0.5,0.5,
0.15,0.5,0.7,
0.15,0.6,0.7,
0.25,0.6,0.5,
0.25,0.5,0.5,
1.5,0.0,0.0,
2.5,1.0,0.0,
1.5,2.0,0.0,
0.5,2.0,0.0,
0.5,0.0,0.0,
1.5,0.0,0.0,
0.5,1.0,0.0,
0.5,2.0,0.0,
0.0,2.0,0.0,
0.0,1.0,0.0,
0.5,1.0,0.0
)));
-- Simple 3D polygon
insert into polygons3d values(9, 
SDO_Geometry (3003,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(0.0,-4.0,1.0,
4.0,-4.0,1.0,
5.0,-3.0,1.0,
5.0,0.0,1.0,
3.0,1.0,1.0,
-1.0,1.0,1.0,
-3.0,0.5,1.0,
0.0,0.0,1.0,
-6.0,-2.0,1.0,
-6.0,-3.5,1.0,
-2.0,-3.5,1.0,
0.0,-4.0,1.0
)));
-- SOLID with 6 polygons
insert into polygons3d values(10, 
SDO_Geometry (3008,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1007,1,1,1006,6,1,1003,1,16,1003,1,31,1003,1,46,1003,1,61,1003,1,76,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(1.0,0.0,-1.0,
1.0,1.0,-1.0,
1.0,1.0,1.0,
1.0,0.0,1.0,
1.0,0.0,-1.0,
1.0,0.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.0,0.0,-1.0,
1.0,0.0,-1.0,
1.0,0.0,1.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,1.0,-1.0,
0.0,0.0,-1.0,
0.0,0.0,1.0,
0.0,1.0,1.0,
1.0,1.0,-1.0,
0.0,1.0,-1.0,
0.0,1.0,1.0,
1.0,1.0,1.0,
1.0,1.0,-1.0,
1.0,1.0,1.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
1.0,0.0,1.0,
1.0,1.0,1.0,
1.0,1.0,-1.0,
1.0,0.0,-1.0,
0.0,0.0,-1.0,
0.0,1.0,-1.0,
1.0,1.0,-1.0
)));
-- Simple SOLID with 6 polygons
-- All polygons are described using the optimized rectangle representation.
insert into polygons3d values(11,
SDO_Geometry (3008,NULL,NULL , SDO_Elem_Info_Array(1,1007,1,1,1006,6,1,1003,3,7,1003,3,13,1003,3,19,1003,3,25,1003,3,31,1003,3), 
SDO_Ordinate_Array(1.0,0.0,-1.0,
1.0,1.0,1.0,
1.0,0.0,1.0,
0.0,0.0,-1.0,
0.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,-1.0,
0.0,1.0,-1.0,
1.0,1.0,1.0,
0.0,0.0,1.0,
1.0,1.0,1.0,
1.0,1.0,-1.0,
0.0,0.0,-1.0
)));
-- Multi-Solid
-- Both solids use optimized representation.
insert into polygons3d values(12, 
SDO_Geometry (3009,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1007,3,7,1007,3),  
 SDO_Ordinate_Array(-2.0,1.0,3.0,
-3.0,-1.0,0.0,
0.0,0.0,0.0,
1.0,1.0,1.0
)));
-- Multi-Solid - like multi-polygon in 2D
-- disjoint solids
insert into polygons3d values(13,
SDO_Geometry (3009,NULL,NULL , SDO_Elem_Info_Array(1,1007,1,1,1006,6,1,1003,1,16,1003,1,31,1003,1,46,1003,1,61,1003,1,76,1003,1,91,1007,1,91,1006,7,91,1003,1,106,1003,1,121,1003,1,136,1003,1,151,1003,1,166,1003,1,184,1003,1), 
SDO_Ordinate_Array(1.0,0.0,4.0,
1.0,1.0,4.0,
1.0,1.0,6.0,
1.0,0.0,6.0,
1.0,0.0,4.0,
1.0,0.0,6.0,
0.0,0.0,6.0,
0.0,0.0,4.0,
1.0,0.0,4.0,
1.0,0.0,6.0,
0.0,1.0,6.0,
0.0,1.0,4.0,
0.0,0.0,4.0,
0.0,0.0,6.0,
0.0,1.0,6.0,
1.0,1.0,4.0,
0.0,1.0,4.0,
0.0,1.0,6.0,
1.0,1.0,6.0,
1.0,1.0,4.0,
1.0,1.0,6.0,
0.0,1.0,6.0,
0.0,0.0,6.0,
1.0,0.0,6.0,
1.0,1.0,6.0,
1.0,1.0,4.0,
1.0,0.0,4.0,
0.0,0.0,4.0,
0.0,1.0,4.0,
1.0,1.0,4.0,
2.0,0.0,3.0,
2.0,0.0,0.0,
4.0,2.0,0.0,
4.0,2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,0.0,
2.0,0.0,0.0,
2.0,0.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,0.0,
4.5,-2.0,0.0,
4.5,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
-2.0,2.0,3.0,
-2.0,2.0,0.0,
-2.0,-2.0,0.0,
-2.0,-2.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
4.0,2.0,0.0,
-2.0,2.0,0.0,
-2.0,2.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
-2.0,2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
2.0,0.0,0.0,
4.5,-2.0,0.0,
-2.0,-2.0,0.0,
-2.0,2.0,0.0,
4.0,2.0,0.0,
2.0,0.0,0.0
)));
 
-- SOLID with a hole 
-- etype = 1007 exterior solid
-- etype = 2007 is interior solid
-- All polygons of etype=2007 are described as 2003's.
insert into polygons3d values(14, 
SDO_Geometry (3008,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1007,1,1,1006,7,1,1003,1,16,1003,1,31,1003,1,46,1003,1,61,1003,1,76,1003,1,94,1003,1,112,2006,6,112,2003,1,127,2003,1,142,2003,1,157,2003,1,172,2003,1,187,2003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(2.0,0.0,3.0,
2.0,0.0,0.0,
4.0,2.0,0.0,
4.0,2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,0.0,
2.0,0.0,0.0,
2.0,0.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,0.0,
4.5,-2.0,0.0,
4.5,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
-2.0,2.0,3.0,
-2.0,2.0,0.0,
-2.0,-2.0,0.0,
-2.0,-2.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
4.0,2.0,0.0,
-2.0,2.0,0.0,
-2.0,2.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
-2.0,2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
2.0,0.0,0.0,
4.5,-2.0,0.0,
-2.0,-2.0,0.0,
-2.0,2.0,0.0,
4.0,2.0,0.0,
2.0,0.0,0.0,
1.0,1.0,2.5,
-1.0,1.0,2.5,
-1.0,1.0,0.5,
1.0,1.0,0.5,
1.0,1.0,2.5,
-1.0,1.0,2.5,
-1.0,-1.0,2.5,
-1.0,-1.0,0.5,
-1.0,1.0,0.5,
-1.0,1.0,2.5,
-1.0,-1.0,2.5,
1.0,-1.0,2.5,
1.0,-1.0,0.5,
-1.0,-1.0,0.5,
-1.0,-1.0,2.5,
1.0,-1.0,2.5,
1.0,1.0,2.5,
1.0,1.0,0.5,
1.0,-1.0,0.5,
1.0,-1.0,2.5,
-1.0,-1.0,2.5,
-1.0,1.0,2.5,
1.0,1.0,2.5,
1.0,-1.0,2.5,
-1.0,-1.0,2.5,
1.0,1.0,0.5,
-1.0,1.0,0.5,
-1.0,-1.0,0.5,
1.0,-1.0,0.5,
1.0,1.0,0.5
)));
-- Gtype = SOLID
-- The elements make up one composite solid (non-disjoint solids) like a cube
-- on a cube on a cube.
-- This is made up of two solid elements.
-- Each solid element here is a simple solid.
insert into polygons3d values(15, 
SDO_Geometry (3008,NULL,NULL ,  
 SDO_Elem_Info_Array(1,1008,2,1,1007,1,1,1006,6,1,1003,1,16,1003,1,31,1003,1,46,1003,1,61,1003,1,76,1003,1,91,1007,1,91,1006,7,91,1003,1,106,1003,1,121,1003,1,136,1003,1,151,1003,1,166,1003,1,184,1003,1),  
 SDO_Ordinate_Array(-2.0,1.0,3.0,
-2.0,1.0,0.0,
-3.0,1.0,0.0,
-3.0,1.0,3.0,
-2.0,1.0,3.0,
-3.0,1.0,3.0,
-3.0,1.0,0.0,
-3.0,-1.0,0.0,
-3.0,-1.0,3.0,
-3.0,1.0,3.0,
-3.0,-1.0,3.0,
-3.0,-1.0,0.0,
-2.0,-1.0,0.0,
-2.0,-1.0,3.0,
-3.0,-1.0,3.0,
-2.0,-1.0,3.0,
-2.0,-1.0,0.0,
-2.0,1.0,0.0,
-2.0,1.0,3.0,
-2.0,-1.0,3.0,
-2.0,-1.0,3.0,
-2.0,1.0,3.0,
-3.0,1.0,3.0,
-3.0,-1.0,3.0,
-2.0,-1.0,3.0,
-2.0,1.0,0.0,
-2.0,-1.0,0.0,
-3.0,-1.0,0.0,
-3.0,1.0,0.0,
-2.0,1.0,0.0,
2.0,0.0,3.0,
2.0,0.0,0.0,
4.0,2.0,0.0,
4.0,2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,0.0,
2.0,0.0,0.0,
2.0,0.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,0.0,
4.5,-2.0,0.0,
4.5,-2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
-2.0,2.0,3.0,
-2.0,2.0,0.0,
-2.0,-2.0,0.0,
-2.0,-2.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
4.0,2.0,0.0,
-2.0,2.0,0.0,
-2.0,2.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
4.0,2.0,3.0,
-2.0,2.0,3.0,
-2.0,-2.0,3.0,
4.5,-2.0,3.0,
2.0,0.0,3.0,
2.0,0.0,0.0,
4.5,-2.0,0.0,
-2.0,-2.0,0.0,
-2.0,2.0,0.0,
4.0,2.0,0.0,
2.0,0.0,0.0
)));




例2-17では、例2-16で作成した表(POINTS3D、LINES3DおよびPOLYGONS3D)に関する必要な情報を使用してUSER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新し、各表のジオメトリ列(GEOMETRY)に空間索引を作成します。索引の作成にはPARAMETERS ('sdo_indx_dims=3')句を使用し、3次元ジオメトリをサポートする演算に3つの次元すべてが使用されるようにします。


例2-17 3次元ジオメトリのメタデータの更新と索引の作成


INSERT INTO user_sdo_geom_metadata VALUES('POINTS3D', 'GEOMETRY',
  sdo_dim_array( sdo_dim_element('X', -100,100, 0.000005),
  sdo_dim_element('Y', -100,100, 0.000005),
  sdo_dim_element('Z', -100,100, 0.000005)), NULL);
 
CREATE INDEX points3d_sidx on points3d(geometry)
  INDEXTYPE IS mdsys.spatial_index
  PARAMETERS ('sdo_indx_dims=3');
 
INSERT INTO user_sdo_geom_metadata VALUES('LINES3D', 'GEOMETRY',
  sdo_dim_array( sdo_dim_element('X', -100,100, 0.000005),
  sdo_dim_element('Y', -100,100, 0.000005),
  sdo_dim_element('Z', -100,100, 0.000005)), NULL);
 
CREATE INDEX lines3d_sidx on lines3d(geometry)
  INDEXTYPE IS mdsys.spatial_index
  PARAMETERS ('sdo_indx_dims=3');
 
INSERT INTO user_sdo_geom_metadata VALUES('POLYGONS3D', 'GEOMETRY',
  sdo_dim_array( sdo_dim_element('X', -100,100, 0.000005),
  sdo_dim_element('Y', -100,100, 0.000005),
  sdo_dim_element('Z', -100,100, 0.000005)), NULL);
 
CREATE INDEX polygons3d_sidx on polygons3d(geometry)
  INDEXTYPE IS mdsys.spatial_index
  PARAMETERS ('sdo_indx_dims=3');










2.8 ジオメトリのメタデータ・ビュー

次元、上限と下限および各次元の許容差を記述するジオメトリのメタデータは、MDSYSが所有するグローバル表に格納されます。ユーザーは、このグローバル表を直接更新しないでください。Spatialの各ユーザーには、そのユーザーに関連付けられたスキーマで使用可能な次のビューがあります。

	
USER_SDO_GEOM_METADATAには、ユーザーが所有するすべての空間表(スキーマ)についてのメタデータ情報が含まれます。このビューのみが更新可能であり、Spatialのユーザーは、空間表に関連するメタデータをこのビューに挿入する必要があります。


	
ALL_SDO_GEOM_METADATAには、ユーザーがSELECT権限を持つ、すべての空間表のメタデータ情報が含まれます。




これらのビューの移入は、Spatialのユーザーの責任において行います。各空間列について、USER_SDO_GEOM_METADATAビューに対応する行を挿入する必要があります。Oracle Spatialでは、ALL_SDO_GEOM_METADATAビューも更新され、USER_SDO_GEOM_METADATAに挿入した行が確実に反映されます。

各メタデータ・ビューは、次のとおり定義されています。


(
  TABLE_NAME   VARCHAR2(32),
  COLUMN_NAME  VARCHAR2(32),
  DIMINFO      SDO_DIM_ARRAY,
  SRID         NUMBER
);


また、ALL_SDO_GEOM_METADATAビューには、TABLE_NAMEで指定した表を所有するスキーマを識別するOWNER列があります。

次に、Oracle Spatialメタデータ・ビューに格納されるスキーマ名、表名、列名およびSDO_DIMNAME値に関する注意事項を示します。

	
これらは、文字、数字およびアンダースコアのみで構成する必要があります。たとえば、このような名前には、空白( )、アポストロフィ(')、引用符(")またはカンマ(,)を含めることはできません。


	
名前がジオメトリのメタデータ・ビューに格納される前、または表がアクセスされる前に、名前に含まれるすべての文字が大文字に変換されます。この変換は、表名で指定されるスキーマ名についても実行されます。






2.8.1 TABLE_NAME

TABLE_NAME列には、COLA_MARKETSなどのフィーチャ表の名前が含まれます。このフィーチャ表には、SDO_GEOMETRY型の列があります。

表名は、空間メタデータ・ビューにすべて大文字で格納されます。

表名をUSER_SDO_GEOM_METADATAビューに挿入する場合、空白または大/小文字が混在した文字列を引用符で囲んで指定することはできません。また、問合せで使用する場合は、(すべて大文字でないかぎり)引用符で囲むことはできません。

空間列に空間索引を作成する場合、空間フィーチャ表を索引構成表にすることはできません。






2.8.2 COLUMN_NAME

COLUMN_NAME列には、SDO_GEOMETRY型の列名が含まれます。COLA_MARKETS表の場合、この列をSHAPEといいます。

列名は、空間メタデータ・ビューにすべて大文字で格納されます。

列名は、USER_SDO_GEOM_METADATAビューに挿入する場合、空白または大/小文字が混在した文字列を引用符で囲んで指定することができません。また、問合せで使用する場合は、(すべて大文字でないかぎり)引用符で囲むことはできません。






2.8.3 DIMINFO

DIMINFO列は、オブジェクト型の可変長配列であり、次元によって指定され、次元ごとに1つのエントリがあります。SDO_DIM_ARRAY型は、次のとおり定義されます。


Create Type SDO_DIM_ARRAY as VARRAY(4) of SDO_DIM_ELEMENT; 


SDO_DIM_ELEMENT型は、次のとおり定義されます。


Create Type SDO_DIM_ELEMENT as OBJECT (
  SDO_DIMNAME VARCHAR2(64),
  SDO_LB NUMBER,
  SDO_UB NUMBER,
  SDO_TOLERANCE NUMBER);


n次元の場合、SDO_DIM_ARRAYインスタンスは、サイズがnのインスタンスです。DIMINFOには、2次元のジオメトリに対して2つ、3次元のジオメトリに対して3つ、4次元のジオメトリに対して4つのSDO_DIM_ELEMENTインスタンスが含まれます。配列の各SDO_DIM_ELEMENTインスタンスには、SDO_LB、SDO_UBおよびSDO_TOLERANCE属性に対する有効な(NULL以外の)値が必要です。




	
注意:

DIMINFO情報に反映される次元数は、レイヤー内の各ジオメトリ・オブジェクトの次元数に一致している必要があります。







許容差および適切なSDO_TOLERANCE値の判断方法については、1.5.5項(特に1.5.5.1項)を参照してください。

Spatialでは、可変長配列は次元によって指定されるとみなされます。DIMINFO可変長配列は、SDO_ORDINATES可変長配列の点の縦座標と同じ方法で、次元によって指定される必要があります。たとえば、SDO_ORDINATES可変長配列に{X1, Y1, ..., Xn, Yn}が含まれる場合、最初のDIMINFOエントリはX次元を定義し、2番目のDIMINFOエントリはY次元を定義する必要があります。

2.1項の例2-1に、SDO_GEOMETRY型およびSDO_DIM_ARRAY型の使用方法を示しています。この例は、ジオメトリ・オブジェクト(コーラの仮想マーケット領域)の表現方法、およびCOLA_MARKETSフィーチャ表とUSER_SDO_GEOM_METADATAビューにそれらのオブジェクトのデータを移入する方法を示しています。





2.8.4 SRID

SRID列は、列にあるすべてのジオメトリに対する座標系のSRID値、またはジオメトリに座標系が関連付けられていない場合はNULLを含む必要があります。(座標系については、第6章を参照してください。)








2.9 空間索引に関する構造

この項では、空間索引データおよびメタデータを含む表の構造について説明します。空間索引付けの概念および使用上の注意は、1.7項を参照してください。空間索引データおよびメタデータは、ともに空間索引付けルーチンによって作成およびメンテナンスされる表に格納されています。これらの表は、(基になる)フィーチャ表の所有者のスキーマに作成され、フィーチャ表には、SDO_GEOMETRY型の列に作成された空間索引があります。



2.9.1 空間索引ビュー

スキーマ(ユーザー)ごとに、xxx_SDO_INDEX_INFOとxxx_SDO_INDEX_METADATAという2つの空間索引メタデータ・ビューがあります。xxxはUSERまたはALLです。これらのビューは、ユーザーに対して読込み専用であり、Spatial索引付けルーチンによって作成およびメンテナンスされます。



2.9.1.1 xxx_SDO_INDEX_INFOビュー

次のビューには、空間索引についての基本情報が含まれます。

	
USER_SDO_INDEX_INFOには、ユーザーが所有するすべての空間表の索引情報が含まれます。


	
ALL_SDO_INDEX_INFOには、ユーザーがSELECT権限を持つ、すべての空間表の索引情報が含まれます。




USER_SDO_INDEX_INFOビューおよびALL_SDO_INDEX_INFOビューには、表2-8に示すとおり、同じ列が含まれます。ただし、USER_SDO_INDEX_INFOビューには、SDO_INDEX_OWNER列は含まれません。列をビュー定義の順に示します。


表2-8 xxx_SDO_INDEX_INFOビューの列

	列名	データ型	説明
	
SDO_INDEX_OWNER

	
VARCHAR2

	
索引の所有者です(ALL_SDO_INDEX_INFOビューのみ)。


	
INDEX_NAME

	
VARCHAR2

	
索引名です。


	
TABLE_OWNER

	
VARCHAR2

	
この索引が作成された列を含む表の所有者の名前です。


	
TABLE_NAME

	
VARCHAR2

	
この索引が作成された列を含む表の名前です。


	
COLUMN_NAME

	
VARCHAR2

	
この索引が作成された列の名前です。


	
SDO_INDEX_TYPE

	
VARCHAR2

	
RTREEが含まれます(Rツリー索引の場合)。


	
SDO_INDEX_TABLE

	
VARCHAR2

	
空間索引表(2.9.2項を参照)の名前です。


	
SDO_INDEX_STATUS

	
VARCHAR2

	
(Oracleで使用するために予約されています。)












2.9.1.2 xxx_SDO_INDEX_METADATAビュー

次のビューには、空間索引メタデータについての詳細情報が含まれます。

	
USER_SDO_INDEX_METADATAには、ユーザーが所有するすべての空間表の索引情報が含まれます。


	
ALL_SDO_INDEX_METADATAには、ユーザーがSELECT権限を持つ、すべての空間表の索引情報が含まれます。




USER_SDO_INDEX_METADATAとALL_SDO_INDEX_METADATAビューには、表2-9に示す、同じ列が含まれます。列をビュー定義の順に示します。


表2-9 xxx_SDO_INDEX_METADATAビューの列

	列名	データ型	説明
	
SDO_INDEX_OWNER

	
VARCHAR2

	
索引の所有者です。


	
SDO_INDEX_TYPE

	
VARCHAR2

	
RTREEが含まれます(Rツリー索引の場合)。


	
SDO_LEVEL

	
NUMBER

	
(該当なし、サポートされなくなった機能で使用。)


	
SDO_NUMTILES

	
NUMBER

	
(該当なし、サポートされなくなった機能で使用。)


	
SDO_MAXLEVEL

	
NUMBER

	
(該当なし、サポートされなくなった機能で使用。)


	
SDO_COMMIT_INTERVAL

	
NUMBER

	
(該当なし、サポートされなくなった機能で使用。)


	
SDO_INDEX_TABLE

	
VARCHAR2

	
空間索引表(2.9.2項を参照)の名前です。


	
SDO_INDEX_NAME

	
VARCHAR2

	
索引名です。


	
SDO_INDEX_PRIMARY

	
NUMBER

	
1次索引か2次索引かを示します。1は1次索引、2は2次索引です。


	
SDO_TSNAME

	
VARCHAR2

	
SDO_INDEX_TABLEのスキーマ名です。


	
SDO_COLUMN_NAME

	
VARCHAR2

	
この索引が作成された列の名前です。


	
SDO_RTREE_HEIGHT

	
NUMBER

	
Rツリーの高さです。


	
SDO_RTREE_NUM_NODES

	
NUMBER

	
Rツリーのノード数です。


	
SDO_RTREE_DIMENSIONALITY

	
NUMBER

	
Spatialが内部的に使用する次元数です。これは、索引付けされる次元数(CREATE INDEX文またはALTER INDEX文のsdo_indx_dimsキーワードで制御され、このビューのSDO_INDEX_DIMS列に格納)とは異なる場合があります。たとえば、測地データの索引の場合、SDO_RTREE_DIMENSIONALITYの値は3ですが、SDO_INDEX_DIMSの値は2です。


	
SDO_RTREE_FANOUT

	
NUMBER

	
Rツリー・ノードにある子の最大数です。


	
SDO_RTREE_ROOT

	
VARCHAR2

	
索引表にあるRツリーのルート・ノードに対応するROWIDです。


	
SDO_RTREE_SEQ_NAME

	
VARCHAR2

	
Rツリーに関連付けられた順序名です。


	
SDO_FIXED_META

	
RAW

	
使用可能な場合、この列には固定レベル索引に対するSDO_GROUPCODEまたはSDO_CODEのメタデータ部分が含まれます。


	
SDO_TABLESPACE

	
VARCHAR2

	
SQLのCREATE TABLE文の場合と同様です。SDOINDEX表を作成するための表領域です。


	
SDO_INITIAL_EXTENT

	
VARCHAR2

	
SQLのCREATE TABLE文の場合と同様です。


	
SDO_NEXT_EXTENT

	
VARCHAR2

	
SQLのCREATE TABLE文の場合と同様です。


	
SDO_PCTINCREASE

	
NUMBER

	
SQLのCREATE TABLE文の場合と同様です。


	
SDO_MIN_EXTENTS

	
NUMBER

	
SQLのCREATE TABLE文の場合と同様です。


	
SDO_MAX_EXTENTS

	
NUMBER

	
SQLのCREATE TABLE文の場合と同様です。


	
SDO_INDEX_DIMS

	
NUMBER

	
この索引が構築された列内のジオメトリ・オブジェクトの次元数です。この値は、CREATE INDEX文またはALTER INDEX文のsdo_indx_dimsキーワードの値で決定されます。


	
SDO_LAYER_GTYPE

	
VARCHAR2

	
DEFAULT(レイヤーが点およびポリゴン・データの両方を含むことができる場合)または2.2.1項の表2-1の「ジオメトリ・タイプ」列に示す値が含まれます。


	
SDO_RTREE_PCTFREE

	
NUMBER

	
Rツリー索引の作成時は空にしておく、各索引ツリー・ノードのスロットの最小割合です。


	
SDO_INDEX_PARTITION

	
VARCHAR2

	
パーティション索引の場合は、索引パーティションの名前です。


	
SDO_PARTITIONED

	
NUMBER

	
索引がパーティション索引でない場合は0(ゼロ)、パーティション索引の場合は1が含まれます。


	
SDO_RTREE_QUALITY

	
NUMBER

	
索引の品質スコアです。Rツリーの品質については、1.7.2項を参照してください。


	
SDO_INDEX_VERSION

	
NUMBER

	
索引の内部バージョン番号です。


	
SDO_INDEX_GEODETIC

	
VARCHAR2

	
索引が測地索引の場合はTRUE、測地索引でない場合はFALSEです。


	
SDO_INDEX_STATUS

	
VARCHAR2

	
(Oracleで使用するために予約されています。)


	
SDO_NL_INDEX_TABLE

	
VARCHAR2

	
索引の非リーフ・ノードに対する個別の索引表の名前(名前の形式はMDNT_...$)です。詳細は、第18章のCREATE INDEX文のsdo_non_leaf_tblパラメータの説明を参照してください。


	
SDO_DML_BATCH_SIZE

	
NUMBER

	
コミット操作後に、それぞれの更新バッチで処理する索引更新数です。詳細は、第18章のCREATE INDEX文のsdo_dml_batch_sizeパラメータの説明を参照してください。


	
SDO_RTREE_EXT_XPND

	
NUMBER

	
(将来使用するために予約済。)


	
	
	
SDO_ROOT_MBR

	
SDO_GEOMETRY

	
空間レイヤーの最大エクステントに対する最小境界矩形です。これは、現在のエクステントのMBRに等しいかまたは大きくなります。索引が再構築されると、現在のエクステントを反映するように再設定されます。














2.9.2 空間索引表の定義

Rツリー索引の場合、空間索引表(2.9.1.2項の表2-9に示すSDO_INDEX_TABLEの各エントリ)には、表2-10に示す列が含まれます。


表2-10 Rツリー空間索引データ表の列

	列名	データ型	説明
	
NODE_ID

	
NUMBER

	
ツリーのこのノードに対する一意のID番号です。


	
NODE_LEVEL

	
NUMBER

	
ツリー内のノードのレベルです。リーフ・ノード(エントリが実表のデータ項目を指すノード)はレベル1、その親ノードはレベル2などのようになります。


	
INFO

	
BLOB

	
ノード内のその他の情報です。<child_mbr, child_rowid>のペア(fanoutの最大値、または各Rツリー・ノード内のペアの子の数)の配列が含まれます。ここで、child_rowidは子ノードのROWID、または実表のデータ項目のROWIDです。











2.9.3 Rツリー索引における順序オブジェクト

各Rツリー空間索引表は、それぞれ関連付けられた順序オブジェクト(2.9.1.2項の表2-9に示すUSER_SDO_INDEX_METADATAビューのSDO_RTREE_SEQ_NAME列を参照)を持ちます。順序によって、複数の同時ユーザーによる索引の同時更新が可能になります。

順序名は、アンダースコアの前にある「T」を「S」に置き換えた索引表名です。たとえば、索引表MDRT_5C01$は、順序オブジェクトMDRS_5C01$に関連付けられます。








2.10 測定単位のサポート

地理参照座標系(SDO_SRID値)が入力ジオメトリに関連付けられている場合、測定を伴うジオメトリ・ファンクションを使用すると、オプションのunitパラメータを使用して、特定の距離または面積の測定単位を指定できます。unitパラメータは、SDO_SRID値がNULLであるジオメトリ(垂直デカルト・システム)には無効です。座標系のサポートについては、第6章を参照してください。

デフォルトの測定単位は、地理参照座標系に関連付けられた測定単位です。ほとんどの座標系の測定単位はmです。この場合、デフォルトの距離単位はmで、デフォルトの面積単位はm2です。ただし、unitパラメータを使用すると、アプリケーション・ユーザーにとってより有効な結果(レストランまでの距離のマイル表示など)をSpatialで自動的に換算し、戻すことができます。

unitパラメータは、文字列unit=およびSDO_UNITS_OF_MEASURE表(6.7.27項を参照)の有効なUNIT_OF_MEAS_NAME値を一重引用符で囲む必要があります。たとえば、次の例(6.13項の例6-17のデータおよび定義を使用)に示す'unit=KM'は、測定単位としてkmを指定しています。


SELECT c.name, SDO_GEOM.SDO_LENGTH(c.shape, m.diminfo, 'unit=KM')
  FROM cola_markets_cs c, user_sdo_geom_metadata m 
  WHERE m.table_name = 'COLA_MARKETS_CS' AND m.column_name = 'SHAPE';


Spatialでは、SDO_UNITS_OF_MEASURE表(6.7.27項を参照)の情報を使用して、有効な単位名、および異なる単位間での比較または換算で使用する比率を決定します。また、次のレガシー・ビューを使用すると、メジャーの角度、面積および距離の単位を簡単に確認することもできます。

	
MDSYS.SDO_ANGLE_UNITS(6.8.2項を参照)


	
MDSYS.SSDO_AREA_UNITS(6.8.3項を参照)


	
MDSYS.SSDO_DIST_UNITS(6.8.5項を参照)






2.10.1 ユーザー定義の測定単位の作成

Oracleから提供されている面積および距離の測定単位でニーズを十分に満たすことができない場合は、ユーザー定義の面積および距離の単位を作成できます。(ユーザー定義の角度の単位は作成できません。)ユーザー定義の測定単位を作成するには、DBAロールが付与されているユーザーとしてデータベースに接続し、SDO_UNITS_OF_MEASURE表に必要な単位ごとに1行挿入する必要があります(6.7.27項を参照)。

表2-11に、ユーザー定義の測定単位に対応する行を挿入する場合に使用するSDO_UNITS_OF_MEASURE表の列と、各列の要件および推奨値を示します。


表2-11 ユーザー定義の単位で使用するSDO_UNITS_OF_MEASURE表のエントリ

	列名	説明
	
UOM_ID

	
任意の測定単位ID番号で、Oracle提供の単位または別のユーザー定義の単位で現在使用されていないIDです。例: 1000001


	
UNIT_OF_MEAS_NAME

	
ユーザー定義の測定単位の名前を指定します。例: HALF_METER


	
SHORT_NAME

	
測定単位の短縮名を指定します(オプションの短縮名がある場合)。


	
UNIT_OF_MEAS_TYPE

	
その単位が使用される測定の種類です。area(面積単位の場合)またはlength(距離単位の場合)のいずれかを指定する必要があります。


	
TARGET_UOM_ID

	
サポート用のオプションとして、面積単位の場合は10008(10008はSQ_METERのUOM_ID)、距離単位の場合は10032(10032はMETERのUOM_ID)を入力することをお薦めします。


	
FACTOR_B

	
浮動小数点数として表現できる値の場合は、ユーザー定義の1単位と等しい平方m(面積単位の場合)の数値またはm(距離単位の場合)の数値を指定します。たとえば、標準の1mの半分として定義された単位の場合は、.5を指定します。

単純な浮動小数点数として表現できない値の場合は、ユーザー定義の単位の1つと等しい平方mの数値(面積単位の場合)またはmの数値(距離単位の場合)を決定する式FACTOR_B/FACTOR_Cの被除数を指定します。


	
FACTOR_C

	
浮動小数点数として表現できる値の場合は、1を指定します。

単純な浮動小数点数として表現できない値の場合は、ユーザー定義の単位の1つと等しい平方mの数値(面積単位の場合)またはmの数値(距離単位の場合)を決定する式FACTOR_B/FACTOR_Cの除数を指定します。


	
INFORMATION_SOURCE

	
USER_DEFINEDを指定します。


	
DATA_SOURCE

	
単位を説明する短い文です。例: User-defined half meter


	
IS_LEGACY

	
FALSEを指定します。


	
LEGACY_CODE

	
(ユーザー定義の単位には使用しないでください。)








例2-18では、HALF_METERという名前のユーザー定義の距離単位を作成し、作成した単位を問合せで使用して、指定した店舗の400,000半メートル(200km)以内に居住するすべての顧客を検索します。


例2-18 ユーザー定義の測定単位の作成および使用


-- Distance unit: HALF_METER
-- FACTOR_B specifies how many meters = one of this unit.

INSERT INTO MDSYS.SDO_UNITS_OF_MEASURE
  (UOM_ID, UNIT_OF_MEAS_NAME, UNIT_OF_MEAS_TYPE, TARGET_UOM_ID,
   FACTOR_B, FACTOR_C, INFORMATION_SOURCE, DATA_SOURCE, IS_LEGACY)
VALUES
  (100001, 'HALF_METER', 'length', 100001,
   .5, 1, 'User-defined half meter', 'USER_DEFINED', 'FALSE');
 
. . .
-- Find all the customers within 400,000 half-meters of store_id = 101
SELECT /*+ordered*/
    c.customer_id,
    c.first_name,
    c.last_name
FROM stores s,
    customers c
WHERE s.store_id = 101
AND sdo_within_distance (c.cust_geo_location,
    s.store_geo_location,
    'distance = 400000 unit = HALF_METER') = 'TRUE';
 
CUSTOMER_ID FIRST_NAME                     LAST_NAME                           
----------- ------------------------------ ------------------------------      
       1005 Carla                          Rodriguez                           
       1004 Thomas                         Williams                            
       1003 Marian                         Chang                               
       1001 Alexandra                      Nichols
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33 SDO_WFS_LOCKパッケージ(WFS)

MDSYS.SDO_WFS_LOCKパッケージには、フィーチャ表の登録と登録解除を行うためにWFSをサポートするサブプログラムが含まれています。フィーチャ表を登録するとWFSトランザクション・ロッキングに対して表が有効になり、フィーチャ表を登録解除するとWFSトランザクション・ロッキングに対して表が無効になります。

この章で説明するサブプログラムを使用する場合は、Web Feature Services(WFS)の概念および使用方法を理解しておく必要があります(第15章を参照)。

表33-1にWFSをサポートするサブプログラムを示します。


表33-1 WFSをサポートするサブプログラム

	サブプログラム	説明
	
SDO_WFS_LOCK.EnableDBTxns


	
WFS表に対してデータベース・トランザクションを有効にします。


	
SDO_WFS_LOCK.RegisterFeatureTable


	
フィーチャ表を登録します(WFSトランザクション・ロッキングに対してフィーチャ表を有効にします)。


	
SDO_WFS_LOCK.UnRegisterFeatureTable


	
フィーチャ表を登録解除します(WFSトランザクション・ロッキングに対してフィーチャ表を無効にします)。








この章では、これらのサブプログラムのリファレンス情報をアルファベット順に説明します。





SDO_WFS_LOCK.EnableDBTxns


構文

SDO_WFS_LOCK.EnableDBTxns();





説明

WFS表に対してデータベース・トランザクションを有効にします。





パラメータ

なし。





使用上の注意

このプロシージャは、セッションの終わりまで、WFS表に対するデータベース・トランザクションに課せられるWFS-T標準の制限を上書きするため、現行のセッションIDを使用する任意のトランザクションが、WFS表に対して更新および削除操作を行うことができます。Oracle Databaseトリガーは引き続き、現行のトランザクションが行の変更を許可される前にWFSのロックをチェックするので、WFSトランザクションが行をロックしている場合、トリガーは操作の実行を許可しません。ただし、現行の行に対するWFSのロックが存在しない場合、トリガーは現行のトランザクションによる行の変更を許可します。

Oracle Workspace Managerを使用してWFS表をバージョン対応にしている場合(15.5項を参照)は、このプロシージャをコールして特定の操作を実行する必要があります。ただし、WFS表でWorkspace Managerを使用していない場合でも、このプロシージャを使用することはできます。

Web Feature Servicesのサポートについては、第15章を参照してください。





例

次の例では、現行のセッションの残りの期間中、WFS表に対するデータベース・トランザクションを有効にします。


BEGIN
  SDO_WFS_LOCK.enableDBTxns;
END;
/










SDO_WFS_LOCK.RegisterFeatureTable


構文

SDO_WFS_LOCK.RegisterFeatureTable(

     username IN VARCHAR2,

     tablename IN VARCHAR2);





説明

フィーチャ表を登録します(WFSトランザクション・ロッキングに対してフィーチャ表を有効にします)。





パラメータ

	username
	
登録するフィーチャ表を所有するデータベース・ユーザーの名前を指定します。


	tablename
	
登録するフィーチャ表の名前を指定します。








使用上の注意

このプロシージャによって、WFSトランザクションのセマンティクスを実装するために必要な制約がフィーチャ表に確実に関連付けられます。

Web Feature Servicesのサポートについては、第15章を参照してください。

バージョンに対応していない表を登録解除するには、SDO_WFS_LOCK.UnRegisterFeatureTableプロシージャを使用します。





例

次の例では、ユーザーWFS_REL_USERが所有するCOLA_MARKETS_CSという名前のフィーチャ表を登録します。


BEGIN
  SDO_WFS_LOCK.registerFeatureTable('wfs_rel_user', 'cola_markets_cs');
END;
/










SDO_WFS_LOCK.UnRegisterFeatureTable


構文

SDO_WFS_LOCK.UnRegisterFeatureTable(

     username IN VARCHAR2,

     tablename IN VARCHAR2);





説明

フィーチャ表を登録解除します(WFSトランザクション・ロッキングに対してフィーチャ表を無効にします)。





パラメータ

	username
	
登録解除するフィーチャ表を所有するデータベース・ユーザーの名前を指定します。


	tablename
	
登録解除するフィーチャ表の名前を指定します。








使用上の注意

このプロシージャは、フィーチャ表に対して、WFSトランザクションのセマンティクスを実装するための制約を無効にします。

フィーチャ表は、SDO_WFS_LOCK.RegisterFeatureTableプロシージャへのコールで登録されている必要があります。

Web Feature Servicesのサポートについては、第15章を参照してください。





例

次の例では、ユーザーWFS_REL_USERが所有するCOLA_MARKETS_CSという名前のフィーチャ表を登録解除します。


BEGIN
  SDO_WFS_LOCK.unRegisterFeatureTable('wfs_rel_user', 'cola_markets_cs');
END;
/
















12 ビジネス・ディレクトリ(イエロー・ページ)のサポート

この章では、OpenLSビジネス・ディレクトリ(イエロー・ページ(YP))・サービスに対するOracle Spatialのサポートについて説明します。この章の主な内容は次のとおりです。

	
12.1項「ビジネス・ディレクトリの概念」


	
12.2項「ビジネス・ディレクトリ機能の使用」


	
12.3項「ビジネス・ディレクトリのサポートのデータ構造」






12.1 ビジネス・ディレクトリの概念

ビジネス・ディレクトリ・サービスでは、指定した名前またはカテゴリに一致する、指定した地域内のビジネス情報のリストを提供します。

ビジネス・ディレクトリ・データは、これらのデータのサードパーティ・プロバイダから取得されます。これらのプロバイダでは、多くの場合、異なるビジネス・カテゴリを使用しています。また、使用している階層構造が異なる場合もあります。様々な方法で統一されているパターンは、ビジネス情報が主題と場所によって分類されていることです。場所の要素はよく知られており、たとえば米国の場合は、場所の特定に郵便番号または都市および州の組合せ、さらにオプションで具体的な住所を使用して検索を開始できます。

一方、ビジネス情報の分類は統一された方法では実施されていません。一部のプロバイダでは、単純なサブストリングの一致を使用してユーザーが選択したカテゴリのフラット・リストを提供しています。その他のプロバイダでは、3レベルまたは4レベルからなるサブカテゴリの階層構成を提供し、各レベルのファンアウト(1つのレベルにおける子カテゴリの最大数)は多くの場合20から50、場合によっては100以上になります。ユーザーは、デフォルトでは階層のルートから階層のトラバースを開始できます。また、階層内の適切な開始点と一致するキーワードを入力することもできます。このようなキーワードの一致では、単純なサブストリングの一致と比べて、より効率的な選択を行うことができます。






12.2 ビジネス・ディレクトリ機能の使用

Oracle Spatialのビジネス・ディレクトリ機能を使用するには、ビジネス・ディレクトリ(YP)のベンダーから提供されるデータを使用する必要があり、また、そのデータは、Oracle SpatialのOpenLSでサポートされる形式である必要があります(12.3.1項「OPENLS_DIR_BUSINESSES表」を参照)。

ユーザーのディレクトリ・サービス・リクエストを送信してレスポンスを戻すには、OpenLS WebサービスAPI(14.2項を参照)を使用する必要があります。ディレクトリ・サービスのリクエストとレスポンスに関する情報とその例については、14.3項を参照してください。






12.3 ビジネス・ディレクトリのサポートのデータ構造

ビジネス・ディレクトリ・データを取得し、適切なプロシージャを起動してこれらのデータをデータベースにロードした後、プロシージャによって、ビジネス・ディレクトリのサポートに使用する次の表(すべてMDSYSスキーマが所有)が移入されます。

	
OPENLS_DIR_BUSINESSES


	
OPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS


	
OPENLS_DIR_CATEGORIES


	
OPENLS_DIR_CATEGORIZATIONS


	
OPENLS_DIR_CATEGORY_TYPES


	
OPENLS_DIR_SYNONYMS




表によっては、一部の行で列にNULL値が設定されます。これは、情報がこのインスタンスでは適用されなかったか、またはデータのプロバイダが値を提供していなかったことが原因です。

以降の項では、これらの表について、表名のアルファベット順に説明します。



12.3.1 OPENLS_DIR_BUSINESSES表

OPENLS_DIR_BUSINESSES表には、各ビジネス(住所を持つ各ビジネス)に関する情報が格納されます。ビジネスが大きなビジネス・チェーンの一部である場合、CHAIN_ID列はOPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS表(12.3.2項を参照)のCHAIN_ID列への外部キーとなります。

OPENLS_DIR_BUSINESSES表には、ビジネスごとに行が1つ含まれ、表12-1に示す列があります。


表12-1 OPENLS_DIR_BUSINESSES表

	列名	データ型	説明
	
BUSINESS_ID

	
NUMBER

	
ビジネスのID番号。(必須)


	
BUSINESS_NAME

	
VARCHAR2(128)

	
領域名。(必須)


	
CHAIN_ID

	
NUMBER

	
ビジネスがチェーンの一部である場合の、(OPENLS_BIR_BUSINESS_CHAIN表での)ビジネス・チェーンのID番号。


	
DESCRIPTION

	
VARCHAR2(1024)

	
ビジネスの説明。


	
PHONE

	
VARCHAR2(64)

	
場所に対して適切な形式で示されている電話番号。


	
COUNTRY

	
VARCHAR2(64)

	
国のコードまたは名前。(必須)


	
COUNTRY_SUBDIVISION

	
VARCHAR2(128)

	
国の小区域(該当する場合)。


	
COUNTRY_SECONDARY_SUBDIVISION

	
VARCHAR2(128)

	
COUNTRY_SUBDIVISION内の小区域(該当する場合)。


	
MUNICIPALITY

	
VARCHAR2(128)

	
市町村の名前。


	
MUNICIPALITY_SUBDIVISION

	
VARCHAR2(128)

	
MUNICIPALITY内の小区域(該当する場合)。


	
POSTAL_CODE

	
VARCHAR2(32)

	
郵便番号(たとえば、米国およびカナダでは5桁の郵便番号)。(必須)


	
POSTAL_CODE_EXT

	
VARCHAR2(32)

	
郵便番号の拡張部分(5-4形式の郵便番号を使用する場合は、4桁の拡張部分)。


	
STREET

	
VARCHAR2(128)

	
通りの住所(家や部屋の番号も含む)。(必須)


	
INTERSECTING_STREET

	
VARCHAR2(128)

	
この住所でSTREETと交差する通りの名前(該当する場合)。


	
BUILDING

	
VARCHAR2(128)

	
この住所を含むビルの名前。


	
PARAMETERS

	
XMLTYPE

	
ビジネスに関する追加情報を説明するXML文書。


	
GEOM

	
SDO_GEOMETRY

	
ビジネスの住所を示す点ジオメトリ。












12.3.2 OPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS表

OPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS表には、各ビジネス・チェーンに関する情報が格納されます。ビジネス・チェーンは、複数の関連ビジネスを持つビジネスです。たとえば、レストラン・チェーンには、同じ名前で基本的に同じメニューを提供する複数のレストランがあります。ビジネスがビジネス・チェーンの一部である場合は、OPENLS_DIR_BUSINESSES表(12.3.1項を参照)内のそのビジネスに関する行に、OPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS表のCHAIN_ID列の値と一致するCHAIN_ID列値が含まれます。

OPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS表には、ビジネス・チェーンごとに行が1つ含まれ、表12-2に示す列があります。


表12-2 OPENLS_DIR_BUSINESS_CHAINS表

	列名	データ型	説明
	
CHAIN_ID

	
NUMBER

	
ビジネス・チェーンのID番号。(必須)


	
CHAIN_NAME

	
VARCHAR2(128)

	
ビジネス・チェーンの名前。












12.3.3 OPENLS_DIR_CATEGORIES表

OPENLS_DIR_CATEGORIES表には、ビジネスの分類先となる各カテゴリに関する情報が格納されます。データ・プロバイダがカテゴリ階層を使用する場合、この表には、子カテゴリの親カテゴリを示すPARENT_ID列を使用して、階層のすべてのレベルでカテゴリに関する行が含まれます。たとえば、レストランというカテゴリは、複数の子カテゴリ(中華など)の親である可能性があります。

OPENLS_DIR_CATEGORIES表には、カテゴリごとに行が1つ含まれ、表12-3に示す列があります。


表12-3 OPENLS_DIR_CATEGORIES表

	列名	データ型	説明
	
CATEGORY_ID

	
VARCHAR2(32)

	
カテゴリのID文字列。(必須)


	
CATEGORY_TYPE_ID

	
NUMBER

	
カテゴリ・タイプのID番号。この値は、OPENLS_DIR_CATEGORY_TYPES表(12.3.5項を参照)のCATEGORY_TYPE_ID列の値と一致する必要があります。(必須)


	
CATEGORY_NAME

	
VARCHAR2(128)

	
カテゴリ名。(必須)


	
PARENT_ID

	
VARCHAR2(32)

	
このカテゴリの親カテゴリのCATEGORY_ID値(該当する場合)。


	
PARAMETERS

	
XMLTYPE

	
カテゴリに関する追加情報を説明するXML文書。











12.3.4 OPENLS_DIR_CATEGORIZATIONS表

OPENLS_DIR_CATEGORIZATIONS表には、ビジネスとカテゴリの関連付けに関する情報が格納されます。各ビジネスは複数のカテゴリに関連付けることができ、ビジネスのカテゴリは、相互に独立した状態、親子関係の状態、あるいはその両方の状態にすることができます。たとえば、書籍と音楽CDを販売している店舗は、書店、音楽およびその子カテゴリである楽器店のカテゴリに関連付けられる場合があります。このような場合は、この表のそのビジネスに対して行が3つ存在することになります。

OPENLS_DIR_CATEGORIZATIONS表には、ビジネスとカテゴリの関連付けごとに行が1つ含まれ、表12-4に示す列があります。


表12-4 OPENLS_DIR_CATEGORIZATIONS表

	列名	データ型	説明
	
BUSINESS_ID

	
NUMBER

	
ビジネスのID。この値は、OPENLS_DIR_BUSNESSES表(12.3.1項を参照)のBUSINESS_ID列の値と一致する必要があります。(必須)


	
CATEGORY_ID

	
VARCHAR2(32)

	
カテゴリのID文字列。CATEGORY_ID値とCATEGORY_TYPE_ID値は、OPENLS_DIR_CATEGORIES表(12.3.3項を参照)内の単一の行の対応する列値と一致する必要があります。(必須)


	
CATEGORY_TYPE_ID

	
NUMBER

	
カテゴリ・タイプのID番号。CATEGORY_ID値とCATEGORY_TYPE_ID値は、OPENLS_DIR_CATEGORIES表(12.3.3項を参照)内の単一の行の対応する列値と一致する必要があります。(必須)


	
CATEGORIZATION_TYPE

	
VARCHAR2(8)

	
EXPLICIT(デフォルト)またはIMPLICIT。


	
USER_SPECIFIC_CATEGORIZATION

	
VARCHAR2(32)

	
ユーザー指定の分類(該当する場合)。


	
PARAMETERS

	
XMLTYPE

	
ビジネスとカテゴリの関連付けに関する追加情報を説明するXML文書。












12.3.5 OPENLS_DIR_CATEGORY_TYPES表

OPENLS_DIR_CATEGORY_TYPES表には、カテゴリ・タイプに関する情報が格納されます。この表に含まれる列を、表12-5に示します。


表12-5 OPENLS_DIR_CATEGORY_TYPES表

	列名	データ型	説明
	
CATEGORY_TYPE_ID

	
NUMBER

	
カテゴリ・タイプのID番号。(必須)


	
CATEGORY_TYPE_NAME

	
VARCHAR2(128)

	
カテゴリ・タイプの名前。(必須)


	
PARAMETERS

	
XMLTYPE

	
カテゴリ・タイプに関する追加情報を説明するXML文書。











12.3.6 OPENLS_DIR_SYNONYMS表

OPENLS_DIR_SYNONYMS表には、カテゴリのシノニムに関する情報が格納されます。シノニムを作成すると、カテゴリに関連付けられる用語(文字列)の数を拡大して、ユーザーがより完全で意味のある検索結果を得られるようになります。

OPENLS_DIR_SYNONYMS表には、シノニムの定義ごとに行が1つ含まれ、表12-6に示す列があります。


表12-6 OPENLS_DIR_SYNONYMS表

	列名	データ型	説明
	
STANDARD_NAME

	
VARCHAR2(128)

	
カテゴリの標準名。ユーザーが入力する場合もあります。


	
CATEGORY

	
VARCHAR2(128)

	
カテゴリ名。OPENLS_DIR_CATEGORIES表(12.3.3項を参照)に表示されます。


	
AKA

	
VARCHAR2(128)

	
カテゴリの別名または代替名。(AKAは別名という意味のalso known asを表します。)
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20 空間集計ファンクション

この章では、表20-1に示す空間集計ファンクションのリファレンス情報および使用方法について説明します。


表20-1 空間集計ファンクション

	メソッド	説明
	
SDO_AGGR_CENTROID


	
指定されたジオメトリ・オブジェクトの中心(重心)にあるジオメトリ・オブジェクトを戻します。


	
SDO_AGGR_CONCAT_LINES


	
指定された単一線または複数線のジオメトリを連結するジオメトリを戻します。


	
SDO_AGGR_CONVEXHULL


	
指定されたジオメトリ・オブジェクトの凸型部分であるジオメトリ・オブジェクトを戻します。


	
SDO_AGGR_LRS_CONCAT


	
指定されたLRSジオメトリ・オブジェクトを連結するLRSジオメトリ・オブジェクトを戻します。


	
SDO_AGGR_MBR


	
指定されたジオメトリの最小境界矩形を戻します。


	
SDO_AGGR_SET_UNION


	
SDO_GEOMETRYオブジェクトのVARRAYを入力として取り、配列のすべてのジオメトリ・オブジェクトの集計和集合を戻します。


	
SDO_AGGR_UNION


	
指定されたジオメトリ・オブジェクトで位相的な和集合(OR演算)となるジオメトリ・オブジェクトを戻します。








空間集計ファンクションの使用方法については、1.10項を参照してください。

これらのほとんどの集計ファンクションには、SDOAGGRTYPE型のパラメータ(1.10.1項を参照)を指定できます。




	
注意:

2次元と3次元の両方のジオメトリでサポートされているSDO_AGGR_MBR以外の空間集計ファンクションは、2次元ジオメトリでのみサポートされています。











SDO_AGGR_CENTROID


構文

SDO_AGGR_CENTROID(

     AggregateGeometry SDOAGGRTYPE

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

指定されたジオメトリ・オブジェクトの中心(重心)にあるジオメトリ・オブジェクトを戻します。





パラメータ

	AggregateGeometry
	
ジオメトリ列および次元配列を指定するSDOAGGRTYPE型のオブジェクト(1.10.1項を参照)を指定します。








使用上の注意

このファンクションの動作は、ジオメトリ・オブジェクトがポリゴンのみで構成されるか、点のみで構成されるか、またはポリゴンと点が混在するかによって異なります。

	
ジオメトリ・オブジェクトがポリゴンのみで構成される場合、すべてのオブジェクトの中心が戻されます。


	
ジオメトリ・オブジェクトが点のみで構成される場合、すべてのオブジェクトの中心が戻されます。


	
ジオメトリ・オブジェクトにポリゴンと点が混在する(1つ以上のポリゴンと1つ以上の点が含まれる)場合、点は無視され、すべてのポリゴンの中心が戻されます。




結果は、ジオメトリ・オブジェクトの各ポリゴンの面積によって重み付けされます。ジオメトリ・オブジェクトにポリゴンおよび点が混在する場合、中心の計算では点が使用されません。ジオメトリ・オブジェクトが点のみで構成される場合、それらの点は均等に重み付けされます。

SDO_GEOM.SDO_CENTROIDファンクションの詳細は、第24章を参照してください。





例

次の例では、COLA_MARKETS表のジオメトリ・オブジェクトの中心を戻します。(例では、2.1項の定義およびデータを使用しています。)


SELECT SDO_AGGR_CENTROID(SDOAGGRTYPE(shape, 0.005))
  FROM cola_markets;

SDO_AGGR_CENTROID(SDOAGGRTYPE(SHAPE,0.005))(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2001, NULL, SDO_POINT_TYPE(5.21295938, 5.00744233, NULL), NULL, NUL
L)










SDO_AGGR_CONCAT_LINES


構文

SDO_AGGR_CONCAT_LINES(

     geom SDO_GEOMETRY

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

指定された単一線または複数線のジオメトリを連結するジオメトリを戻します。





パラメータ

	geom
	
ジオメトリ・オブジェクトを指定します。








使用上の注意

各入力ジオメトリは、単一線または複数線の2次元ジオメトリ(SDO_GTYPE値が2002または2006)である必要があります。このファンクションは、LRSジオメトリではサポートされません。LRSジオメトリ・セグメントの集計連結を実行するには、SDO_AGGR_LRS_CONCAT空間集計ファンクションを使用します。

入力ジオメトリは、頂点が直線セグメントに連結している線ストリングである必要があります。円弧および複合線ストリングはサポートされていません。

いずれかの入力ジオメトリが複数線のジオメトリである場合は、ジオメトリの各要素は非接続である必要があります。非接続でない場合、このファンクションは不適切な結果を戻すことがあります。

連結される各ペアのジオメトリ間の位相関係は、DISJOINTまたはTOUCHである必要があります。位相関係がTOUCHの場合、ジオメトリは2つの終了点でのみ交差する必要があります。

SDO_UTIL.CONCAT_LINESファンクション(第32章を参照)を使用すると、2つの単一線または複数線のジオメトリを連結できます。

いずれかの入力ジオメトリが単一線または複数線のジオメトリではない場合、またはすべての入力ジオメトリが同じ座標系に基づいていない場合、例外が発生します。





例

次の例では、2つの線ジオメトリをCOLA_MARKETS表に挿入し、これらのジオメトリの集計連結を戻します。(例では、2.1項の定義およびデータを使用しています。)


-- First, insert two line geometries.
INSERT INTO cola_markets VALUES(1001, 'line_1', SDO_GEOMETRY(2002, NULL, NULL, 
  SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,2,1), SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1, 5,1)));
INSERT INTO cola_markets VALUES(1002, 'line_2', SDO_GEOMETRY(2002, NULL, NULL, 
  SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,2,1), SDO_ORDINATE_ARRAY(5,1, 8,1)));
-- Perform aggregate concatenation of all line geometries in layer.
SELECT SDO_AGGR_CONCAT_LINES(c.shape) FROM cola_markets c
   WHERE c.mkt_id > 1000;

SDO_AGGR_CONCAT_LINES(C.SHAPE)(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(X, Y, Z), SDO_ELEM
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2002, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 2, 1), SDO_ORDINATE_ARRAY(
1, 1, 5, 1, 8, 1)) 










SDO_AGGR_CONVEXHULL


構文

SDO_AGGR_CONVEXHULL(

     AggregateGeometry SDOAGGRTYPE

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

指定されたジオメトリ・オブジェクトの凸型部分であるジオメトリ・オブジェクトを戻します。





パラメータ

	AggregateGeometry
	
ジオメトリ列および次元配列を指定するSDOAGGRTYPE型のオブジェクト(1.10.1項を参照)を指定します。








使用上の注意

SDO_GEOM.SDO_CONVEXHULLファンクションの詳細は、第24章を参照してください。





例

次の例では、COLA_MARKETS表のジオメトリ・オブジェクトの凸型部分を戻します。(例では、2.1項の定義およびデータを使用しています。)


SELECT SDO_AGGR_CONVEXHULL(SDOAGGRTYPE(shape, 0.005))
  FROM cola_markets;

SDO_AGGR_CONVEXHULL(SDOAGGRTYPE(SHAPE,0.005))(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POI
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 1), SDO_ORDINATE_ARR
AY(8, 1, 10, 7, 10, 11, 8, 11, 6, 11, 1, 7, 1, 1, 8, 1))










SDO_AGGR_LRS_CONCAT


構文

SDO_AGGR_LRS_CONCAT(

     AggregateGeometry SDOAGGRTYPE

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

指定されたLRSジオメトリを連結するLRSジオメトリを戻します。





パラメータ

	AggregateGeometry
	
ジオメトリ列および次元配列を指定するSDOAGGRTYPE型のオブジェクト(1.10.1項を参照)を指定します。








使用上の注意

このファンクションは、任意の数のLRSジオメトリの集計連結を実行します。ジオメトリを連結する順序を制御する必要がある場合、NO_MERGEオプティマイザ・ヒントおよびORDER BY句を指定した副問合せを使用する必要があります。(例を参照。)

結果のセグメントの方向は、連結内の最初のジオメトリの方向と同じになります。

このファンクションは3D形式(SDO_AGGR_LRS_CONCAT_3D)が使用可能です。LRSファンクションの3D形式については、7.4項を参照してください。

Spatialの線形参照システムについては、第7章を参照してください。





例

次の例では、LRS_ROUTES表にLRSジオメトリを追加し、次に、表に含まれるLRSジオメトリを連結する2つの問合せを実行します。最初の問合せでは、連結の順序は制御されません。2番目の問合せで制御されます。2つのセグメントの方向が異なることに注意してください。連結(Route0)の最初のセグメントのメジャー値が降順であるため、2番目の問合せ結果のセグメントのメジャー値は降順です。(例では、7.7項の例の定義を使用しています。)


-- Add a segment with route_id less than 1 (here, zero).
INSERT INTO lrs_routes VALUES(
  0,
  'Route0',
  SDO_GEOMETRY(
    3302,  -- Line string; 3 dimensions (X,Y,M); 3rd is measure dimension.
    NULL,
    NULL,
    SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,2,1), -- One line string, straight segments
    SDO_ORDINATE_ARRAY(
      5,14,5,   -- Starting point - 5 is measure from start.
      10,14,0)  -- Ending point - 0 measure (decreasing measure)
  )
);

1 row created.

-- Concatenate all routes (no ordering specified).
SELECT SDO_AGGR_LRS_CONCAT(SDOAGGRTYPE(route_geometry, 0.005))
    FROM lrs_routes;

SDO_AGGR_LRS_CONCAT(SDOAGGRTYPE(ROUTE_GEOMETRY,0.005))(SDO_GTYPE, SDO_SRID
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(3302, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 2, 1), SDO_ORDINATE_ARRAY(
2, 2, 0, 2, 4, 2, 8, 4, 8, 12, 4, 12, 12, 10, 18, 8, 10, 22, 5, 14, 27, 10, 14, 
32))

-- Aggregate concatenation using subquery for ordering.
SELECT 
SDO_AGGR_LRS_CONCAT(SDOAGGRTYPE(route_geometry, 0.005)) 
FROM ( 
             SELECT /*+ NO_MERGE */ route_geometry 
             FROM lrs_routes 
             ORDER BY route_id); 

SDO_AGGR_LRS_CONCAT(SDOAGGRTYPE(ROUTE_GEOMETRY,0.005))(SDO_GTYPE, SDO_SRID
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(3302, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 2, 1), SDO_ORDINATE_ARRAY(
2, 2, 32, 2, 4, 30, 8, 4, 24, 12, 4, 20, 12, 10, 14, 8, 10, 10, 5, 14, 5, 10, 14
, 0))










SDO_AGGR_MBR


構文

SDO_AGGR_MBR(

     geom SDO_GEOMETRY

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

指定されたジオメトリの最小境界矩形(MBR)(ジオメトリを囲む最小の矩形)を戻します。





パラメータ

	geom
	
ジオメトリ・オブジェクトを指定します。








使用上の注意

このファンクションは、適切なMBRを作成できない場合はMBRジオメトリを戻しません。具体的には、次のとおりです。

	
入力ジオメトリがすべてNULLである場合、ファンクションはNULLのジオメトリを戻します。


	
入力ジオメトリ内のすべてのデータが1つの点上にある場合、ファンクションは点を戻します。


	
入力ジオメトリ内のすべてのデータが直線上に存在する複数の点である場合、ファンクションは2点線を戻します。




SDO_TUNE.EXTENT_OFファンクション(第31章を参照)も、ジオメトリのMBRを戻します。空間索引がジオメトリ列上に定義されている場合、SDO_TUNE.EXTENT_OFファンクションは、SDO_AGGR_MBRファンクションよりも高いパフォーマンスを示します。ただし、SDO_TUNE.EXTENT_OFは2次元ジオメトリに制限されるのに対し、SDO_AGGR_MBRファンクションにはその制限がありません。また、SDO_TUNE.EXTENT_OFファンクションは表内のすべてのジオメトリに対するエクステントを計算しますが、SDO_AGGR_MBRファンクションは、行のサブセット上での操作が可能です。





例

次の例では、COLA_MARKETS表のジオメトリ・オブジェクトの最小境界矩形を戻します。(例では、2.1項の定義およびデータを使用しています。)


SELECT SDO_AGGR_MBR(shape) FROM cola_markets;

SDO_AGGR_MBR(C.SHAPE)(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(X, Y, Z), SDO_ELEM_INFO, SD
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 3), SDO_ORDINATE_ARR
AY(1, 1, 10, 11)) 










SDO_AGGR_SET_UNION


構文

SDO_AGGR_SET_UNION(

geometry SDO_GEOMETRY_ARRAY,

     tol NUMBER

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

SDO_GEOMETRYオブジェクトのVARRAYを入力として取り、配列のすべてのジオメトリ・オブジェクトの集計和集合を戻します。





パラメータ

	geometry
	
SDO_GEOMETRY_ARRAYオブジェクト型のジオメトリ・オブジェクトの配列で、VARRAY OF SDO_GEOMETRYとして定義されます。


	tol
	
許容差を指定します(1.5.5項を参照)。








使用上の注意

SDO_AGGR_SET_UNIONは、SDO_AGG_UNIONよりパフォーマンスは高速になりますが柔軟性は低下するので、SDO_AGGR_SET_UNIONは、パフォーマンスが特に重要で、必要な機能を満たす場合にのみ使用を考えてください。

SDO_AGGR_UNIONは、SQLの集計ファンクションなので非常に柔軟であり、複雑なSQL GROUP BY句と使用できます。ただし、SDO_AGGR_SET_UNIONはSDO_AGGR_UNIONより格段に高速です。SDO_AGGR_SET_UNIONは、グループ化されるジオメトリがコレクション(SDO_GEOMETRYオブジェクトのVARRAY)に容易に集合できる場合に有効です。

SDO_AGGR_SET_UNION:

	
重なっているポリゴンのセットは集計できません。重なっているポリゴンの場合は、SDO_AGGR_UNIONを使用します。


	
接しているポリゴンも含めて重なっていないポリゴンのセットは効率的に集計できます。


	
重なっている場合でも線と点のセットを集計できます。








例

次の例では、ジオメトリ・セットを作成してSDO_AGGR_SET_UNIONに渡す汎用ルーチンが作成されます。このルーチンは入力として表名、列名および適用する条件(オプション)を受け取り、SDO_AGGR_SET_UNIONで使用可能なSDO_GEOMETRY_ARRAYを戻します。(例では、2.1項の定義およびデータを使用しています。)


CREATE OR REPLACE FUNCTION get_geom_set (table_name  VARCHAR2,
                                         column_name VARCHAR2,
                                         predicate   VARCHAR2 := NULL)
  RETURN SDO_GEOMETRY_ARRAY DETERMINISTIC AS
 
  type            cursor_type is REF CURSOR;
  query_crs       cursor_type ;
  g               SDO_GEOMETRY;
  GeometryArr     SDO_GEOMETRY_ARRAY;
  where_clause    VARCHAR2(2000);
BEGIN
  IF predicate IS NULL
  THEN
    where_clause := NULL;
  ELSE
    where_clause := ' WHERE ';
  END IF;
 
  GeometryArr := SDO_GEOMETRY_ARRAY();
  OPEN query_crs FOR ' SELECT ' || column_name ||
                     ' FROM ' || table_name ||
                       where_clause || predicate;
   LOOP
    FETCH query_crs into g;
     EXIT when query_crs%NOTFOUND ;
     GeometryArr.extend;
     GeometryArr(GeometryArr.count) := g;
   END LOOP;
   RETURN GeometryArr;
END;
/
 
SELECT sdo_aggr_set_union (get_geom_set ('COLA_MARKETS', 'SHAPE',
   'name <> ''cola_c'''), .0005 ) FROM dual;
 
SDO_AGGR_SET_UNION(GET_GEOM_SET('COLA_MARKETS','SHAPE','NAME<>''COLA_C'''),.0005
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2007, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 2, 11, 1003, 1), SDO
_ORDINATE_ARRAY(8, 11, 6, 9, 8, 7, 10, 9, 8, 11, 1, 7, 1, 1, 5, 1, 8, 1, 8, 6, 5
, 7, 1, 7))










SDO_AGGR_UNION


構文

SDO_AGGR_UNION(

     AggregateGeometry SDOAGGRTYPE

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

指定されたジオメトリ・オブジェクトで位相的な和集合(OR演算)となるジオメトリ・オブジェクトを戻します。





パラメータ

	AggregateGeometry
	
ジオメトリ列および次元配列を指定するSDOAGGRTYPE型のオブジェクト(1.10.1項を参照)を指定します。








使用上の注意

単一線ストリングまたは複数線ストリングのジオメトリをマージするには、SDO_AGGR_UNIONは使用せず、SDO_AGGR_CONCAT_LINES空間集計ファンクションを使用します。

SDO_GEOM.SDO_UNIONファンクションの詳細は、第24章を参照してください。





例

次の例では、cola_dを除くすべてのジオメトリ(この例では、cola_a、cola_bおよびcola_c)の和集合が戻されます。(例では、2.1項の定義およびデータを使用しています。)


SELECT SDO_AGGR_UNION(
  SDOAGGRTYPE(c.shape, 0.005))
  FROM cola_markets c
  WHERE c.name <> 'cola_d';

SDO_AGGR_UNION(SDOAGGRTYPE(C.SHAPE,0.005))(SDO_GTYPE, SDO_SRID, SDO_POINT(
--------------------------------------------------------------------------------
SDO_GEOMETRY(2007, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1, 1003, 2, 11, 1003, 1), SDO
_ORDINATE_ARRAY(8, 11, 6, 9, 8, 7, 10, 9, 8, 11, 1, 7, 1, 1, 5, 1, 8, 1, 8, 6, 5
, 7, 1, 7))


SDO_AGGR_UNIONのより複雑な例については、C.4項を参照してください。
















3 SQL Multimedia型のサポート

この章では、『ISO 13249-3, Information technology - Database languages - SQL Multimedia and Application Packages - Part 3: Spatial』で指定されたST_xxx型の使用に対する、Oracle Spatialでのサポートについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
3.1項「ST_GEOMETRYとSDO_GEOMETRYとの相互運用性」


	
3.3項「SQL Multimedia型での許容差」


	
3.4項「名前の競合の回避」


	
3.5項「注釈テキストの型およびビュー」






3.1 ST_GEOMETRYとSDO_GEOMETRYとの相互運用性

SQL MultimediaのST_GEOMETRYルート・タイプ(サブタイプを含む)とOracle SpatialのSDO_GEOMETRY型(2.2項を参照)は、基本的に相互運用できます。ST_GEOMETRYサブタイプは次のとおりです。

	
ST_CIRCULARSTRING


	
ST_COMPOUNDCURVE


	
ST_CURVE


	
ST_CURVEPOLYGON


	
ST_GEOMCOLLECTION


	
ST_LINESTRING


	
ST_MULTICURVE


	
ST_MULTILINESTRING


	
ST_MULTIPOINT


	
ST_MULTIPOLYGON


	
ST_MULTISURFACE


	
ST_POINT


	
ST_POLYGON


	
ST_SURFACE




ST_GEOMETRY型には、SDO_GEOMETRYオブジェクトを使用してその型のインスタンスを作成するための追加コンストラクタ・メソッド(つまり、ISO標準で定義されたコンストラクタに加え)があります。このコンストラクタには、次の形式があります。


ST_GEOMETRY(geom SDO_GEOMETRY);


例3-1では、SDO_GEOMETRY型のかわりに空間列にST_GEOMETRY型を使用して表を作成し、ST_GEOMETRYコンストラクタを使用して、その表に行を挿入する際のSHAPE列の値を指定します。


例3-1 空間列でのST_GEOMETRY型の使用


CREATE TABLE cola_markets (
  mkt_id NUMBER PRIMARY KEY,
  name VARCHAR2(32),
  shape ST_GEOMETRY);
 
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  1,
  'cola_a',
  ST_GEOMETRY(
    SDO_GEOMETRY(
      2003,  -- two-dimensional polygon
      NULL,
      NULL,
      SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), -- one rectangle (1003 = exterior)
      SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1, 5,7) -- only 2 points needed to
            -- define rectangle (lower left and upper right) with
            -- Cartesian-coordinate data
    )
  )
);




ST_GEOMETRY型の空間列を持つ表を作成する場合は、SDO_GEOMETRY型を使用して定義される空間データの場合と同様に、その情報をUSER_SDO_GEOM_METADATAビューに追加し、ST_GEOMETRY列に空間索引を作成する必要があります。これらの操作を実行した後に、ST_GEOMETRYデータでOracle Spatialの演算子(第19章を参照)を使用できます。標準で定義されている演算子の他に、SDO_NN演算子およびSDO_WITHIN_DISTANCE演算子も使用できます。

例3-2では、2.1項の例2-1と基本的に同じ操作を実行しますが、空間列に対して、SDO_GEOMETRY型のかわりにST_GEOMETRY型を使用します。


例3-2 ST_GEOMETRYデータの作成、索引付け、格納および問合せ


CREATE TABLE cola_markets (
  mkt_id NUMBER PRIMARY KEY,
  name VARCHAR2(32),
  shape ST_GEOMETRY);
 
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  1,
  'cola_a',
  ST_GEOMETRY(
    SDO_GEOMETRY(
      2003,  -- two-dimensional polygon
      NULL,
      NULL,
      SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), -- one rectangle (1003 = exterior)
      SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1, 5,7) -- only 2 points needed to
            -- define rectangle (lower left and upper right) with
            -- Cartesian-coordinate data
    )
  )
);
 
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  2,
  'cola_b',
  ST_GEOMETRY(
    SDO_GEOMETRY(
      2003,  -- two-dimensional polygon
      NULL,
      NULL,
      SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,1), -- one polygon (exterior polygon ring)
      SDO_ORDINATE_ARRAY(5,1, 8,1, 8,6, 5,7, 5,1)
    )
  )
);
 
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  3,
  'cola_c',
  ST_GEOMETRY(
    SDO_GEOMETRY(
      2003,  -- two-dimensional polygon
      NULL,
      NULL,
      SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,1), -- one polygon (exterior polygon ring)
      SDO_ORDINATE_ARRAY(3,3, 6,3, 6,5, 4,5, 3,3)
    )
  )
);
 
INSERT INTO cola_markets VALUES(
  4,
  'cola_d',
  ST_GEOMETRY(
    SDO_GEOMETRY(
      2003,  -- two-dimensional polygon
      NULL,
      NULL,
      SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,4), -- one circle
      SDO_ORDINATE_ARRAY(8,7, 10,9, 8,11)
    )
  )
);
 
---------------------------------------------------------------------------
-- UPDATE METADATA VIEW --
---------------------------------------------------------------------------
 
-- Update the USER_SDO_GEOM_METADATA view. This is required before
-- the spatial index can be created. Do this only once for each layer
-- (that is, table-column combination; here: cola_markets and shape).
 
INSERT INTO user_sdo_geom_metadata
    (TABLE_NAME,
     COLUMN_NAME,
     DIMINFO,
     SRID) 
  VALUES (
    'cola_markets',
    'shape',
    SDO_DIM_ARRAY(   -- 20X20 grid
      SDO_DIM_ELEMENT('X', 0, 20, 0.005),
      SDO_DIM_ELEMENT('Y', 0, 20, 0.005)
       ),
    NULL   -- SRID
  );
 
-------------------------------------------------------------------
-- CREATE THE SPATIAL INDEX --
-------------------------------------------------------------------
 
CREATE INDEX cola_spatial_idx
ON cola_markets(shape)
INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX;
 
---------------------------
-- SDO_NN and SDO_WITHIN_DISTANCE
--------------------------
 
-- SDO_NN operator.
 
SELECT  /*+ INDEX(c cola_spatial_idx) */ c.mkt_id, c.name  
   FROM cola_markets c  
   WHERE SDO_NN(c.shape,  sdo_geometry(2001, NULL, 
      sdo_point_type(10,7,NULL), NULL,  NULL),  'sdo_num_res=2') = 'TRUE'; 
 
-- SDO_NN_DISTANCE ancillary operator
 
SELECT   /*+ INDEX(c cola_spatial_idx) */ 
   c.mkt_id, c.name, SDO_NN_DISTANCE(1) dist
   FROM cola_markets c  
   WHERE SDO_NN(c.shape,  sdo_geometry(2001, NULL, 
      sdo_point_type(10,7,NULL), NULL,  NULL),
      'sdo_num_res=2', 1) = 'TRUE' ORDER BY dist; 
 
-- SDO_WITHIN_DISTANCE operator (two examples)
 
SELECT c.name FROM cola_markets c WHERE SDO_WITHIN_DISTANCE(c.shape, 
  SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), 
    SDO_ORDINATE_ARRAY(4,6, 8,8)), 
  'distance=10') = 'TRUE';  
 
-- What geometries are within a distance of 10 from a query window
-- (here, a rectangle with lower-left, upper-right coordinates 4,6, 8,8)?
-- But exclude geoms with MBRs with both sides < 4.1, i.e., cola_c and cola_d.
 
SELECT c.name FROM cola_markets c WHERE SDO_WITHIN_DISTANCE(c.shape, 
  SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL, SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), 
    SDO_ORDINATE_ARRAY(4,6, 8,8)), 
  'distance=10 min_resolution=4.1') = 'TRUE';  
 
-------------------------------------
-- Some ST_GEOMETRY member functions
-------------------------------------
 
SELECT c.shape.GET_WKB() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.GET_WKT() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_COORDDIM()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_ISVALID() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_SRID() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_SRID(8307) 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_ISEMPTY() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_ENVELOPE() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_BOUNDARY() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_GEOMETRYTYPE() 
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_ISSIMPLE()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_DIMENSION()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_CONVEXHULL()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_CENTROID()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_GETTOLERANCE()
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
-- Some member functions that require a parameter
DECLARE
  cola_a_geom ST_GEOMETRY;
  cola_b_geom ST_GEOMETRY;
  cola_c_geom ST_GEOMETRY;
  cola_d_geom ST_GEOMETRY;
  returned_geom ST_GEOMETRY;
  returned_number NUMBER;
 
BEGIN
 
-- Populate geometry variables with cola market shapes.
SELECT c.shape INTO cola_a_geom FROM cola_markets c
  WHERE c.name = 'cola_a';
SELECT c.shape INTO cola_b_geom FROM cola_markets c
  WHERE c.name = 'cola_b';
SELECT c.shape INTO cola_c_geom FROM cola_markets c
  WHERE c.name = 'cola_c';
SELECT c.shape INTO cola_d_geom FROM cola_markets c
  WHERE c.name = 'cola_d';
 
SELECT c.shape.ST_EQUALS(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Is cola_b equal to cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_SYMMETRICDIFFERENCE(cola_a_geom) INTO returned_geom
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_DISTANCE(cola_d_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Distance between cola_b equal to cola_d: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_INTERSECTS(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b intersect cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_CROSS(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b cross cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_DISJOINT(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Is cola_b disjoint with cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_TOUCH(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b touch cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_WITHIN(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Is cola_b within cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_OVERLAP(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b overlap cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_CONTAINS(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b contain cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_INTERSECTION(cola_a_geom) INTO returned_geom
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_DIFFERENCE(cola_a_geom) INTO returned_geom
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_UNION(cola_a_geom) INTO returned_geom
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_SYMDIFFERENCE(cola_a_geom) INTO returned_geom
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
 
SELECT c.shape.ST_TOUCHES(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b touch cola_a?: ' || returned_number);
 
SELECT c.shape.ST_CROSSES(cola_a_geom) INTO returned_number
  FROM cola_markets c WHERE c.name = 'cola_b';
DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('Does cola_b cross cola_a?: ' || returned_number);
 
END;
/








3.2 ST_xxxファンクションと同等のSpatialの機能

表3-1にSQL Multimediaファンクションおよび同等のOracle SpatialのSDO_GEOMETRYメソッド(つまりSpatialのファンクション、プロシージャ、演算子)を示します。なお、同等のOracle Spatialの機能は、SQL Multimediaファンクションより多くの機能を持っている場合があることに注意してください。


表3-1 ST_xxxファンクションと同等のSpatialの機能

	SQL Multimediaファンクション	同等のOracle Spatialインタフェース
	
FROM_WKB

	
SDO_UTIL.FROM_WKBGEOMETRY



	
FROM_WKT

	
SDO_UTIL.FROM_WKTGEOMETRY



	
GET_WKB

	
SDO_GEOMETRY.Get_WKB


	
GET_WKT

	
SDO_GEOMETRY.Get_WKT


	
ST_BUFFER

	
SDO_GEOM.SDO_BUFFER



	
ST_CENTROID

	
SDO_GEOM.SDO_CENTROID



	
ST_CONTAINS

	
mask=CONTAINSを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_CONVEXHULL

	
SDO_GEOM.SDO_CONVEXHULL



	
ST_COORDDIM

	
SDO_GEOMETRY.Get_DimsおよびSDO_GEOMETRY.ST_CoordDim (同じ)


	
ST_CROSS

	
(事前定義なし、complex maskを指定してSDO_GEOM.RELATEを使用)


	
ST_CROSSES

	
(事前定義なし、complex maskを指定してSDO_GEOM.RELATEを使用)


	
ST_DIFFERENCE

	
SDO_GEOM.SDO_DIFFERENCE



	
ST_DIMENSION

	
SDO_GEOMETRY.Get_Dims


	
ST_DISJOINT

	
mask=DISJOINTを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_DISTANCE

	
SDO_GEOM.SDO_DISTANCE



	
ST_ENVELOPE

	
SDO_GEOM.SDO_MBR



	
ST_EQUALS

	
mask=EQUALを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_GEOMETRYTYPE

	
SDO_GEOMETRY.Get_GType


	
ST_INTERSECTION

	
SDO_GEOM.SDO_INTERSECTION



	
ST_INTERSECTS

	
mask=OVERLAPBDYDISJOINT + OVERLAPBDYINTERSECTを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_ISVALID

	
SDO_GEOM.VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXT



	
ST_OVERLAP

	
mask=CONTAINSを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_RELATE

	
SDO_RELATE、SDO_GEOM.RELATE


	
ST_SYMDIFFERENCE

	
SDO_GEOM.SDO_XOR



	
ST_SYMMETRICDIFFERENCE

	
SDO_GEOM.SDO_XOR



	
ST_TOUCH

	
mask=TOUCHを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_TOUCHES

	
mask=TOUCHを指定したSDO_GEOM.RELATE


	
ST_UNION

	
SDO_GEOM.SDO_UNION



	
ST_WITHIN

	
mask=COVERS+CONTAINSを指定したSDO_GEOM.RELATE












3.3 SQL Multimedia型での許容差

SQL Multimedia規格では、ST_ xxxで使用する許容差が定義されていないため、Spatialでは、ST_GEOMETRY型のすべてのメンバー・メソッドにデフォルト値の0.005が使用されます。ST_GEOMETRYメンバー・ファンクションで使用する許容差に異なる値を指定する場合は、SDO_ST_TOLERANCE表に指定する値を挿入してデフォルトを上書きする必要があります。

SDO_ST_TOLERANCE表はグローバルな一時表であり、ST_GEOMETRYメンバー・メソッドで使用される許容差を指定する1行があります。この表には、(tolerance NUMBER)で定義される1列があります。

空間索引を使用するSpatialのすべての演算子に対し、Spatialでは、USER_SDO_GEOM_METADATAビューの空間列に指定された許容差が使用されます。






3.4 名前の競合の回避

一部のサード・パーティ・ベンダーでは、OracleでST_xxx型の独自のバージョンをサポートしています。たとえば、ベンダーがST_GEOMETRY型の独自のバージョンを作成する場合もあります。

サード・パーティの名前とOracle提供の名前が競合することを回避するには、サード・パーティのST_xxx型をOracleに実装する際に、スキーマの接頭辞を使用する必要があります。たとえば、列の型に単にST_GEOMETRYを指定すると、OracleにST_GEOMETRY型を実装する際にその列が作成されることになります。






3.5 注釈テキストの型およびビュー

Oracle Spatialでは、『OpenGIS Implementation Specification for Geographic information - Simple feature access - Part 1: Common architecture』で指定された注釈テキストをサポートしており、この仕様では、注釈テキストは、地理関連データまたはアドホック・データ、およびプロセス関連情報を表示可能なテキストとして含む、単純に挿入されたテキストとして定義されています。このテキストは、エディタまたは単純な地図で表示するために使用できます。通常、完全な地図製作における品質としては不十分ですが、あらゆるアプリケーションで必要となるテキスト機能をほぼ果たすことができます。

ST_ANNOTATION_TEXTオブジェクト型は、注釈テキストの格納に使用できます。この型には、注釈テキストを表に挿入するコンストラクタがあります(3.5.1項を参照)。

USER_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューおよびALL_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューは、注釈テキストに関連するメタデータを格納します(3.5.2項を参照)。



3.5.1 ST_ANNOTATION_TEXTコンストラクタの使用

注釈テキストのオブジェクトには、オブジェクトの配列が含まれます。ここでは、各オブジェクトは、テキスト・ラベル、テキスト・ラベルのレンダリングを開始する点、引き出し線(通常、テキスト・ラベルから地図上の関連付けられた点)およびオプションで追加の属性情報で構成されます。通常、単一の注釈テキストのオブジェクトには、地図のすべてのテキスト・ラベルを含めることができます。

各テキスト・ラベルのオブジェクトは、次のように定義されています。


 Name                                      Null?    Type
 ----------------------------------------- -------- ----------------------------
 PRIVATEVALUE                                       VARCHAR2(4000)
 PRIVATELOCATION                                    MDSYS.SDO_GEOMETRY
 PRIVATELEADERLINE                                  MDSYS.SDO_GEOMETRY
 PRIVATETEXTATTRIBUTES                              VARCHAR2(4000)


単一の点に注釈を挿入する場合は、ST_ANNOTATION_TEXTコンストラクタを使用します。このコンストラクタは、例3-3に示すように、配列を使用して単一の点に情報を指定します。この例では、ST_ANNOTATION_TEXT型の列を含む表を作成し、INSERT文でST_ANNOTATION_TEXTコンストラクタを使用して、1つの行を挿入します。


例3-3 ST_ANNOTATION_TEXTコンストラクタの使用


CREATE TABLE my_annotations (id NUMBER, textobj ST_ANNOTATION_TEXT);
 
INSERT INTO my_annotations VALUES (2,
 ST_ANNOTATION_TEXT(
    ST_ANNOTATIONTEXTELEMENT_ARRAY(
           ST_ANNOT_TEXTELEMENT_ARRAY(
                 ST_ANNOTATIONTEXTELEMENT(
                    'Sample Label 2',
                    SDO_GEOMETRY(2001,null,sdo_point_type(10,10,null),null,null),
                    SDO_GEOMETRY(2002,null,null,
                        SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,2,1),
                        SDO_ORDINATE_ARRAY(5,10, 10,10)), 
                    NULL)))));




例3-3のST_ANNOTATION_TEXTコンストラクタでは、ST_ANNOTATIONTEXTELEMENTサブ要素で、次のような属性を指定しています。

	
ラベルのテキスト(この場合はSample Label 2)。


	
ラベルのレンダリングを開始する点を指定する点ジオメトリ(この場合は位置(10,10))。


	
対象点とテキスト・ラベルの間で、引き出し線の開始点と終了点を指定する線ストリング・ジオメトリ(この場合は位置(5,10)と(10,10)の間の線)。


	
テキスト表示の属性情報がなく(NULL)、注釈テキストのメタデータ・ビューのTEXT_ATTRIBUTES列の情報が使用されていることを意味します(3.5.2項の表3-2を参照)。









3.5.2 注釈テキストのメタデータ・ビュー

注釈テキストのメタデータは、MDSYSが所有するグローバル表に格納されます。ユーザーは、このグローバル表を直接更新しないでください。Spatialの各ユーザーには、そのユーザーに関連付けられたスキーマで使用可能な次のビューがあります。

	
USER_ANNOTATION_TEXT_METADATAには、ユーザー(スキーマ)が所有する表のすべての注釈テキストについてのメタデータ情報が含まれます。このビューのみが更新可能であり、Spatialのユーザーは、空間表に関連するメタデータをこのビューに挿入する必要があります。


	
ALL_ANNOTATION_TEXT_METADATAには、ユーザーがSELECT権限を持つ、表のすべての注釈テキストのメタデータ情報が含まれます。




これらのビューの移入は、Spatialのユーザーの責任において行います。注釈テキストの各オブジェクトについて、USER_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューに適切な行を挿入する必要があります。Oracle Spatialでは、ALL_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューも更新され、USER_ANNOTATION_TEXT_METADATAに挿入した行が確実に反映されます。

USER_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューとALL_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューのどちらにも表3-2に示す列が含まれますが、USER_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューにはOWNER列は含まれません。列をビュー定義の順に示します。


表3-2 注釈テキストのメタデータ・ビューの列

	列名	データ型	説明
	
OWNER

	
VARCHAR2(32)

	
TABLE_NAME列で指定された表の所有者(ALL_ANNOTATION_TEXT_METADATAビューのみ)。


	
TABLE_NAME

	
VARCHAR2(32)

	
ST_ANNOTATION_TEXT型の列を含む表の名前。


	
COLUMN_NAME

	
VARCHAR2(1024)

	
ST_ANNOTATION_TEXT型の列の名前。


	
TEXT_EXPRESSION

	
VARCHAR2(4000)

	
ラベルにテキストが指定されていない場合に使用できる値。OpenGISの仕様によると、挿入するテキストは、VALUEがNULLでない場合、最初に現行の要素のVALUEの内容から取得されます。それ以外の場合、テキストは最初のNULL以外の先行する要素のVALUEから取得されます。すべての先行する要素がNULLのVALUEフィールドの場合、VALUEはメタデータ表のTEXT_EXPRESSIONから取得されます。


	
TEXT_ATTRIBUTES

	
VARCHAR2(4000)

	
ラベル・テキストのスタイルおよびレイアウトについて、デフォルトのテキスト表示属性(フォント・ファミリーおよびフォント・サイズ、水平スペースおよび垂直スペースなど)ですが、ST_ANNOTATION_TEXTコンストラクタのPRIVATETEXTATTRIBUTES属性で上書きされた場合を除きます(3.5.1項を参照)。OpenGISの仕様の「XML for Text Attributes」の項で指定された形式を使用してください。




















用語集


領域

次元空間の範囲または区域。





属性

点、線および領域などの地理的フィーチャの特性を定義する記述情報。





属性データ

多次元データについての追加記述情報(たとえば、クラス、または橋や道路などのフィーチャ)を規定する非次元データ。






バッチ・ジオコーディング

1つの表から多数のレコードを同時にジオコードする操作。「ジオコーディング」も参照。





境界

	
次元範囲の下限および上限。数値によって表現されます。


	
ポリゴンのアウトラインを表現する線。









デカルト座標系

n次元空間内の1点の位置を、点から基準面までの距離によって定義する座標系。距離は、任意の基準面と交差する平面に対して平行に測定されます。「座標系」も参照。





コロケーション

複数の空間オブジェクトが同じ位置または非常に近い位置に存在することです。






CONTAINS

1つのオブジェクトが他のオブジェクトを包含し、内部のオブジェクトが外部のオブジェクトのどの境界にも接していない幾何学的関係。外部オブジェクトは内部オブジェクトを含む。「INSIDE」も参照。





凸型

対応付けられたジオメトリ・オブジェクトを完全に囲む単純な凸状のポリゴン。





座標

n次元座標系内の1点を一意的に定義する一連の値。





座標参照系

Oracle Spatialのドキュメントでは「座標系」と同義。座標参照系という用語は、European Petroleum Survey Group (EPSG)で広く使用されている。






座標系

n次元空間内の1点の位置を一意的に定義するための基準系。空間参照システム。「デカルト座標系」、「測地座標」、「投影座標」および「ローカル座標」も参照。





COVER

1つのオブジェクトが他のオブジェクトを包含し、内部のオブジェクトが外部のオブジェクトの境界に1つ以上の位置で接する幾何学的関係。





データ・ディクショナリ

データについての情報のリポジトリ。データ・ディクショナリには、データベース内のすべてのオブジェクトについてのリレーショナル情報が格納されます。





データ変換

「変換」を参照。





次元データ

1つ以上の次元コンポーネントを持ち、複数の値によって記述されるデータ。





方向

LRSジオメトリ・セグメントの方向は、開始点から終了点で表されます。ジオメトリ・セグメントの点の数は、常にセグメント方向に増加します。





DISJOINT

2つのオブジェクトがどのような方法でも相互作用しない幾何学的関係。2つの非接続のオブジェクトは、それぞれのジオメトリの要素または部分を共有しない。





要素

ジオメトリの基本的構成単位(点、線ストリングまたはポリゴン)。





EQUAL

2つのオブジェクトが同一の幾何学図形を表現するとみなされる幾何学的関係。2つのオブジェクトは同数の点で構成される必要がありますが、2つのオブジェクトのジオメトリを定義する点の順序は異なってもかまいません(時計回りまたは反時計回り)。





エクステント

地図の境界を示す矩形。そのサイズは最小および最大地図座標値によって決定されます。





フィーチャ

空間データベース内にある一連の固有の特性を持つオブジェクト。






ジオコーディング

住所データの表を規格化された住所、位置およびその他のデータに変換するプロセス。「バッチ・ジオコーディング」も参照。






測地座標

角度を持つ座標(経度および緯度)であり、球体の極点の座標と密接に関連している。また、地球上の特定の測地データに関連付けて定義される。地理座標ともいう。





測地データ

通常、部分的または全体的に地球の表面に近似した回転する扁平楕円体によって地球の形を表現し、測地座標系の参照として機能します。





地理座標

「測地座標」を参照。






地理情報システム(GIS)

空間データの取得、変換、格納、検索、分析および表示のために使用されるコンピュータ化されたデータベース管理システム。





地理的参照データ

「時空間データ」を参照。






ジオメトリ・セグメント(LRSセグメント)

開始点および終了点の開始メジャーおよび終了メジャーを含むLRS要素。セグメント上の他の点のメジャーを含むことも可能です。





ジオメトリ

座標空間における空間フィーチャの形を幾何学的に表現します。ジオメトリは、直線セグメントまたは円弧を結合した頂点を順番につなげたものです。





地理参照データ

「時空間データ」を参照。





GIS

「地理情報システム(GIS)」を参照。





格子

仮想的な格子の結節点に配置された点で構成されるデータ構造。結節点の間隔は、水平および垂直の両方向で一定です。





穴

内部の1つの区画を否定するポリゴンのサブ要素。たとえば、建築予定地の地図を表すポリゴンの内部に、湖を表す内部ポリゴンがあれば、これが穴になります。





同種

点、線、リージョンなど、1種類のフィーチャ・タイプで構成される空間データ。






高次空間データ

数学用語で、標準のX、YおよびZの値で構成される3次元以上の空間。多次元データともいいます。





索引

格納された情報へ高速かつ効率的にアクセスするために使用されるデータベース・オブジェクト。






INSIDE

1つのオブジェクトが他の大きいオブジェクトに囲まれ、内部のオブジェクトが外部のオブジェクトの境界に接しない幾何学的関係。小さいオブジェクトは大きいオブジェクトの内部にある。「CONTAINS」も参照。





キー

格納された情報へのアクセスを取得するために使用されるデータベース内のフィールド。





緯度

地表面上の1点の南北方向の位置。その点における地表面に対する法線と、赤道面の間の角度として定義されます。





レイヤー

同じ属性セットを持つ異種のジオメトリの集合。ジオメトリ列に格納されます。





線

一連の点によって表現される、または2つの座標点間に存在すると推論されるジオメトリ・オブジェクト。






線ストリング

線セグメントを定義する2点のペアの、1つ以上の集合。「複数線ストリング」」も参照。





線形フィーチャ

線形セグメントの論理セットとして扱われる空間オブジェクト。






ローカル座標

非地球(非地理参照)座標系のデカルト座標。





経度

地表面上の1点の東西方向の位置。基準子午面と、任意の1点を通過する子午面の間の角度として定義されます。





LRS点

線形メジャー情報を持つジオメトリ・セグメント上の点。「ジオメトリ・セグメント(LRSセグメント)」も参照。





メジャー

ジオメトリ・セグメントの開始点(値が増加する場合)または終了点(値が減少する場合)から測定された点までの(LRSメジャー次元の)線形距離。





メジャー範囲

ジオメトリ・セグメントの開始および終了点のメジャー値。





最小境界矩形(MBR)

1つまたは複数のジオメトリを囲む最小の矩形。





多次元データ

「高次空間データ」を参照。






複数線ストリング

接続されていない複数の線ストリング要素で構成されるジオメトリ・オブジェクト。たとえば、公園によって途切れている通り(Central Parkによって途切れているNew York市の6番街)などです。「線ストリング」を参照。





複数のポリゴン

輪をポリゴンによって分類し、各ポリゴンの最初の輪を外部の輪とする必要のあるポリゴンの集合ジオメトリ。





近隣の影響

「空間相関」を参照。





オフセット

ジオメトリ・セグメントに沿った点とジオメトリ・セグメント間の垂直距離。点がセグメント方向の左側にある場合、オフセット値は正、右側にある場合は負です。また、点がジオメトリ・セグメント上にある場合、オフセットは0(ゼロ)です。





方向付きの点

点の位置と仮想の終了点の位置を示す座標を含む特殊タイプの点ジオメトリ。点でのシンボルの回転や点からのラベルの引き出しに使用する方向ベクトルを表すことができます。





ポリゴン

面積および周囲の長さが0ではなく均一な特性を持つ閉じた境界リージョンを表現する空間オブジェクトを指す、1つのクラス。






1次フィルタ

候補レコードを高速に選択した後で、その結果セットを2次フィルタに渡す操作。1次フィルタでは、ジオメトリの近似値を比較して計算の複雑さを軽減させるため、これは低コスト化のためのフィルタであるといえます。1次フィルタでは、ジオメトリの近似値を比較するため、完全一致の結果セットのスーパーセットが戻されます。「2次フィルタ」および「2層問合せモデル」」も参照。






投影座標

地表の点を平面に数学的にマップした結果である平面的なデカルト座標。このような数学的マッピングは、それぞれ異なる目的に使用されます。





投影

指定した点の最短距離にあるLRSジオメトリ・セグメント上の点。





近接性

オブジェクト間の距離の大きさ。





問合せ

データベースから情報を取り出す基準となる一連の条件または質問。





問合せウィンドウ

空間情報および関連属性の取出しが実行される領域。





RDBMS

「リレーショナル・データベース管理システム」(RDBMS)」を参照。





再帰型

指定された条件が満たされるまで継続的に実行されるプロセス、ファンクションまたはルーチン。





リージョン

多次元空間の範囲または領域。






リレーショナル・データベース管理システム(RDBMS)

共有データの格納と検索用に設計されたコンピュータ・プログラム。リレーショナル・システムでは、同一の列のセットを持つ1つ以上の行で構成される表にデータが格納されます。Oracle Databaseは、オブジェクト・リレーショナル・データベース管理システムの1つです。その他のタイプのデータベース・システムは、階層型またはネットワーク型データベース・システムに分類されます。





解析数

データの細分化レベルの数値。





スケール

地図、写真またはイメージ上の距離の、その距離に対応する地表面上のイメージに対する(すべて同一の単位で表現された)比率。






2次フィルタ

1次フィルタの結果であるジオメトリを完全一致幾何学計算によって処理する操作。2次フィルタによって、空間問合せに対する完全一致の回答が得られます。2次フィルタ処理は、計算が複雑であるという点では高コストですが、データ・セット全体ではなく、1次フィルタから渡された結果セットのみに限定して処理されます。「1次フィルタ」および「2層問合せモデル」も参照。





形状点

LRSセグメントの作成時に指定される点で、メジャー情報が割り当てられます。





ソート

項目の順序および優先順位を判断するキーに基づいて項目の集合を配列する操作。





空間

n次元データの数学的概念を指すために使用される総称的用語。






空間のビニング

位置の値を、地理区域に関連付けられた少数のグループに区分するプロセス。空間の区分ともいう。






空間相関

ある地域に存在する特定のオブジェクトの位置が、そのオブジェクトの非空間属性に影響を及ぼす現象。近隣の影響ともいう。





空間データ

n次元空間内の位置によって参照されるデータ。空間データの位置は、複数の値によって記述されます。「高次空間データ」も参照。





空間データ・モデル

空間的コンテキストでのオブジェクトの配置状態のモデル。





空間データ構造

空間情報の格納およびその操作を容易にするために設計されたデータ構造体を指す、1つのクラス。





空間データベース

位置によって索引付けされた情報を格納するデータベース。





空間の区分

「空間のビニング」を参照。





空間結合

レイヤーと別のレイヤーの各ジオメトリを比較する問合せ。空間クロス積と比較可能です。





空間問合せ

一定の基準を持つ問合せ。選択されたフィーチャはこの基準の位置条件を満たす必要があります。





空間参照システム

「座標系」を参照。






時空間データ

次元の1つとして時間または位置(あるいはその両方)のコンポーネントを持つデータ。地理的参照データまたは地形参照データともいいます。





SQL*Loader

書式化されたデータを空間表にロードするためのユーティリティ。





許容差

2つの点が一致しない場合でも、(たとえば、丸めの誤差の調整のために)2点が同一の点とみなされる最大距離。許容差には、0(ゼロ)より大きい正の数字を指定する必要があります。値の重要度は、空間データが測地座標系に関連付けられているかどうかによって異なります。





TOUCH

2つのオブジェクトが境界上で共通の1点を共有しますが、その内部は交差部を持たない幾何学関係。






変換

ある座標系から別の座標系への座標の変換。座標系が地理参照座標系である場合、変換はデータ変換を伴う場合があります。データ変換は、ある測地データから別の測地データへ測地座標を変換します。通常、参照する楕円体の形、方向および中心が変化します。






2層問合せモデル

Spatialで使用される空間問合せおよび空間結合を解決する問合せモデル。問合せを解決するには、固有のフィルタ処理(1次フィルタ処理および2次フィルタ処理)が実行されます。両方の処理が実行されると、完全一致の結果セットが戻されます。「1次フィルタ」および「2次フィルタ」も参照。












9 空間索引付け機能の拡張

この章では、ジオメトリ列以外のオブジェクトに対して空間索引を作成および使用する方法を説明します。他の章では、SDO_GEOMETRY型の単一列に格納された空間データの索引付けおよび問合せについて説明しています。この章では、次の操作を実行する方法を説明します。

	
SDO_GEOMETRYオブジェクトをユーザー定義のオブジェクト型に埋め込み、その型のジオメトリ属性を索引付けする(9.1項を参照)


	
ファンクションがSDO_GEOMETRYオブジェクトを戻すファンクション索引を作成および使用する(9.2項を参照)




この章で説明する方法は、経験および知識の豊富なアプリケーション開発者を対象としています。他の章で説明するSpatialの概念および定義を十分に理解している必要があります。また、関連するOracle Databaseの機能(ユーザー定義データ型やファンクション索引付けなど)についても十分に理解しているか、またはこれらの機能を習得できる必要もあります。



9.1 ユーザー定義型定義のSDO_GEOMETRYオブジェクト

SDO_GEOMETRY型は、ユーザー定義のデータ型定義に埋め込むことができます。その手順は、次に示すとおり、空間データ列にSDO_GEOMETRY型を使用する場合の手順に類似しています。

	
ユーザー定義のデータ型を作成します。


	
そのデータ型に基づいた列を含む表を作成します。


	
その表にデータを挿入します。


	
USER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新します。


	
ジオメトリ属性に対して空間索引を作成します。


	
データに対して問合せを実行します。




たとえば、2.1項の例に示すコーラのマーケットの例に従って、マーケット名属性およびジオメトリ属性を単一の型に取り込むとします。まず、次に示すとおり、ユーザー定義のデータ型を作成します。この例では、MARKET_TYPEというオブジェクト型を作成します。


CREATE OR REPLACE TYPE market_type AS OBJECT 
  (name VARCHAR2(32), shape SDO_GEOMETRY);
/


そのユーザー定義型に基づいた列を含む表を作成します。次の例では、2.1項の例で使用されているCOLA_MARKETS表と同じ情報を含むCOLA_MARKETS_2という表を作成します。


CREATE TABLE cola_markets_2 (
  mkt_id NUMBER PRIMARY KEY,
  market MARKET_TYPE);


オブジェクト型名をコンストラクタとして使用して、その表にデータを挿入します。次に例を示します。


INSERT INTO cola_markets_2 VALUES(
  1,
  MARKET_TYPE('cola_a',
    SDO_GEOMETRY(
      2003,  -- two-dimensional polygon
      NULL,
      NULL,
      SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3), -- one rectangle (1003 = exterior)
      SDO_ORDINATE_ARRAY(1,1, 5,7) -- only 2 points needed to
            -- define rectangle (lower left and upper right)
      )
  )
);


ドット表記法を使用して列名および空間属性を指定し、USER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新します。次の例では、MARKET.SHAPEをこのメタデータ・ビューのCOLUMN_NAME(2.8.2項を参照)として指定します。


INSERT INTO user_sdo_geom_metadata
    (TABLE_NAME,
     COLUMN_NAME,
     DIMINFO,
     SRID)
  VALUES (
  'cola_markets_2',
  'market.shape',
  SDO_DIM_ARRAY(   -- 20X20 grid
    SDO_DIM_ELEMENT('X', 0, 20, 0.005),
    SDO_DIM_ELEMENT('Y', 0, 20, 0.005)
     ),
  NULL   -- SRID
);


ドット表記法を使用して列名および空間属性を指定し、空間索引を作成します。次に例を示します。


CREATE INDEX cola_spatial_idx_2
ON cola_markets_2(market.shape)
INDEXTYPE IS MDSYS.SPATIAL_INDEX;


ドット表記法を使用してユーザー定義型の属性を参照し、データに対する問合せを実行します。次の単純な問合せは、cola_aというコーラのマーケットに関連する情報を戻します。


SELECT c.mkt_id, c.market.name, c.market.shape 
  FROM cola_markets_2 c
  WHERE c.market.name = 'cola_a';


次の問合せは、指定した問合せウィンドウ(左下の座標に(4,6)、右上の座標に(8,8)を持つ矩形)と空間的に相互作用するすべてのジオメトリに関連する情報を戻します。


SELECT c.mkt_id, c.market.name, c.market.shape
  FROM cola_markets_2 c
  WHERE SDO_RELATE(c.market.shape,
            SDO_GEOMETRY(2003, NULL, NULL,
              SDO_ELEM_INFO_ARRAY(1,1003,3),
              SDO_ORDINATE_ARRAY(4,6, 8,8)),
            'mask=anyinteract' = 'TRUE';






9.2 ファンクション索引のSDO_GEOMETRYオブジェクト

ファンクション空間索引を使用すると、ファンクションまたは式によって戻される(SDO_GEOMETRY型の)位置情報を使用した問合せが容易になります。この場合、空間索引は、ファンクションまたは式によって戻される事前計算値に基づいて作成されます。

ファンクション索引のメリット、オプション、要件の詳細および使用例については、次のマニュアルを参照してください。

	
『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』


	
『Oracle Database管理者ガイド』




ファンクション索引でのSDO_GEOMETRYオブジェクトの使用手順は次のとおりです。

	
SDO_GEOMETRYオブジェクトを戻すファンクションを作成します。

このファンクションは、DETERMINISTICとして宣言される必要があります。


	
空間データ表が存在しない場合は、空間データ表を作成し、その表にデータを挿入します。


	
USER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新します。


	
空間索引を作成します。

ファンクション空間索引の場合、パラメータ数は32以下である必要があります。


	
データに対して問合せを実行します。




この項の後半では、ファンクション索引の2つの使用例を示します。どちらの例でも、SDO_GEOMETRYオブジェクトを戻すファンクションを作成し、そのファンクションに対して空間索引を作成しています。最初の例では、ファンクションへの入力パラメータは、標準のOracleデータ型(NUMBER)です。2つ目の例では、ファンクションへの入力は、ユーザー定義のオブジェクト型です。


9.2.1 例: 標準型を使用したファンクション

次の例では、ファンクション索引に使用されるファンクションへの入力パラメータは、標準の数値(経度および緯度)です。

ある点の経度および緯度を戻すファンクションを作成し、そのファンクションを空間索引で使用するとします。まず、次の例に示すとおり、ファンクションを作成します。この例では、GET_LONG_LAT_PTというファンクションを作成します。


-- Create a function to return a point geometry (SDO_GTYPE = 2001) with
-- input of 2 numbers: longitude and latitude (SDO_SRID = 8307, for
-- "Longitude / Latitude (WGS 84)",  probably the most widely used 
--  coordinate system, and the one used for GPS devices.
-- Specify DETERMINISTIC for the function.

create or replace function get_long_lat_pt(longitude in number, 
                                           latitude in number)
return SDO_GEOMETRY deterministic is
begin
     return sdo_geometry(2001, 8307, 
                sdo_point_type(longitude, latitude, NULL),NULL, NULL);
end;
/


空間データ表が存在しない場合は、LONG_LAT_TABLEという表を作成する次の例に示すとおり、空間データ表を作成し、その表にデータを追加します。


create table LONG_LAT_TABLE 
(lon number, lat number, name varchar2(32));

insert into LONG_LAT_TABLE values (10,10, 'Place1');
insert into LONG_LAT_TABLE values (20,20, 'Place2');
insert into LONG_LAT_TABLE values (30,30, 'Place3');


ドット表記法を使用してスキーマ名およびファンクション名を指定し、USER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新します。次の例では、SCOTT.GET_LONG_LAT_PT(LON,LAT)をこのメタデータ・ビューのCOLUMN_NAME (2.8.2項を参照)として指定します。


-- Set up the metadata entry for this table.
-- The column name sets up the function on top
-- of the two columns used in this function,
-- along with the owner of the function.
insert into user_sdo_geom_metadata values('LONG_LAT_TABLE',
 'scott.get_long_lat_pt(lon,lat)',
 sdo_dim_array(
   sdo_dim_element('Longitude', -180, 180, 0.005),
   sdo_dim_element('Latitude', -90, 90, 0.005)), 8307);


パラメータでファンクション名を指定して、空間索引を作成します。次に例を示します。


create index LONG_LAT_TABLE_IDX on 
   LONG_LAT_TABLE(get_long_lat_pt(lon,lat))
   indextype is mdsys.spatial_index;


データに対して問合せを実行します。次の例では、SDO_FILTER演算子へのコールで前述のユーザー定義ファンクションを指定します。


select name from LONG_LAT_TABLE a
  where sdo_filter(
    get_long_lat_pt(a.lon,a.lat), 
    sdo_geometry(2001, 8307, sdo_point_type(10,10,NULL), NULL, NULL)
  )='TRUE';

NAME
--------------------------------
Place1





9.2.2 例: ユーザー定義のオブジェクト型を使用したファンクション

次の例では、ファンクション索引に使用されるファンクションへの入力パラメータは、経度および緯度を含むユーザー定義型のオブジェクトです。

ある点の経度および緯度を戻すファンクションを作成し、そのファンクションに対して空間索引を作成するとします。まず、次の例に示すとおり、ユーザー定義データ型を作成します。この例では、LONG_LATというオブジェクト型およびそのメンバー・ファンクションGetGeometryを作成します。


create type long_lat as object ( 
   longitude number, 
   latitude number, 
member function GetGeometry(SELF in long_lat) 
RETURN SDO_GEOMETRY DETERMINISTIC) 
/ 

create or replace type body long_lat as 
  member function GetGeometry(self in long_lat) 
  return SDO_GEOMETRY is 
    begin 
       return sdo_geometry(2001, 8307, 
           sdo_point_type(longitude, latitude, NULL), NULL,NULL); 
    end; 
end; 
/ 
  


空間データ表が存在しない場合は、TEST_LONG_LATという表を作成する次の例に示すとおり、空間データ表を作成し、その表にデータを追加します。


create table test_long_lat 
   (location long_lat, name varchar2(32)); 

insert into test_long_lat values (long_lat(10,10), 'Place1'); 
insert into test_long_lat values (long_lat(20,20), 'Place2'); 
insert into test_long_lat values (long_lat(30,30), 'Place3'); 


ドット表記法を使用してスキーマ名、表名、ファンクション名およびパラメータ値を指定し、USER_SDO_GEOM_METADATAビューを更新します。次の例では、SCOTT.LONG_LAT.GetGeometry(LOCATION)をこのメタデータ・ビューのCOLUMN_NAME(2.8.2項を参照)として指定します。


insert into user_sdo_geom_metadata values('test_long_lat', 
 'scott.long_lat.GetGeometry(location)', 
 sdo_dim_array( 
   sdo_dim_element('Longitude', -180, 180, 0.005),
   sdo_dim_element('Latitude', -90, 90, 0.005)), 8307);


ドット表記法を使用して列名およびファンクション名を指定し、空間索引を作成します。次に例を示します。


create index test_long_lat_idx on test_long_lat(location.GetGeometry()) 
  indextype is mdsys.spatial_index;


データに対して問合せを実行します。次の問合せでは、点(10,10)と空間的に相互作用するジオメトリの名前を要求する1次フィルタ処理を実行します。


SELECT a.name FROM test_long_lat a
  WHERE SDO_FILTER(a.location.GetGeometry(),
            SDO_GEOMETRY(2001, 8307,
                SDO_POINT_TYPE(10,10,NULL), NULL, NULL)
            ) = 'TRUE';














26 SDO_MIGRATEパッケージ(アップグレード)

この章で説明するSDO_MIGRATE.TO_CURRENTサブプログラムには、プロシージャとファンクションの両方のインタフェースがあります。プロシージャの場合、以前のリリースのSpatialから空間ジオメトリ表をアップグレードでき、また、ファンクションの場合は、単一のSDO_GEOMETRYオブジェクトをアップグレードできます。

このサブプログラムは、使用方法が非常に限定されています。「使用上の注意」を参照してください。





SDO_MIGRATE.TO_CURRENT


構文(オブジェクト・リレーショナル・モデル実装から今回のリリースへのアップグレード)

SDO_MIGRATE.TO_CURRENT(

     tabname IN VARCHAR2

     [, column_name IN VARCHAR2]);

または

SDO_MIGRATE.TO_CURRENT(

     tabname IN VARCHAR2,

     column_name IN VARCHAR2

     [, commit_int IN NUMBER]);





構文(単一のオブジェクト・リレーショナル・モデル・ジオメトリから今回のリリースへのアップグレード)

SDO_MIGRATE.TO_CURRENT(

     geom IN SDO_GEOMETRY,

     dim IN SDO_DIM_ARRAY

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





構文(リレーショナル・モデル実装から今回のリリースへのアップグレード)

SDO_MIGRATE.TO_CURRENT(

     layer IN VARCHAR2,

     newtabname IN VARCHAR2,

     gidcolumn IN VARCHAR2,

     geocolname IN VARCHAR2,

     layer_gtype IN VARCHAR2,

     updateflag IN VARCHAR2);





説明

サポートされなくなったSpatialリレーショナル・モデル(リリース8.1.5以前)から現行のリリースにデータをアップグレードするか、またはアップグレードする必要のある1つ以上のオブジェクト・リレーショナル・モデル(リリース8.1.6以降)のジオメトリをアップグレードします(「使用上の注意」を参照)。プロシージャの場合、TO_CURRENTは、レイヤー全体(列内のすべてのジオメトリ)をアップグレードします。ファンクションの場合、TO_CURRENTは、SDO_GEOMETRY型の単一のジオメトリ・オブジェクトをアップグレードします。

レイヤーをアップグレードする場合、プロシージャの構文は、Spatialのリレーショナル・モデル(リリース8.1.5以下)からアップグレードするか、またはオブジェクト・リレーショナル・モデル(リリース8.1.6以上)からアップグレードするかによって異なります。適用されるモデルについては、「使用上の注意」を参照してください。




	
注意:

このプロシージャは2次元ジオメトリにのみ適用されます。これは3次元ジオメトリではサポートされていません。











パラメータ

	tabname
	
ジオメトリ・オブジェクトが格納されている表を指定します。


	column_name
	
ジオメトリ・オブジェクトを含むtabnameの列を指定します。column_nameが指定されていないか、またはNULLが指定されている場合は、ジオメトリ・オブジェクトを含む列がアップグレードされます。


	commit_int
	
Spatialによって内部コミット操作が実行される前にアップグレードするジオメトリの数を指定します。commit_intを指定しない場合、アップグレード時に内部コミット操作が実行されません。

commit_int値を指定すると、この値を指定しない場合より小規模なロールバック・セグメントを使用できます。


	geom
	
今回のリリースにアップグレードする単一のジオメトリ・オブジェクトを指定します。


	dim
	
アップグレードするジオメトリ・オブジェクトの次元情報の配列を指定します。SDO_DIM_ARRAY型の詳細は、2.8.3項を参照してください。


	layer
	
アップグレードするレイヤーの名前を指定します。


	newtabname
	
データのアップグレード先となる新しい表の名前を指定します。


	gidcolumn
	
古い表からGIDを格納する列名を指定します。


	geocolname
	
ジオメトリ・オブジェクトを挿入する新しい表の列名を指定します。


	layer_gtype
	
POINTまたはNOTPOINT(デフォルト)のいずれかを指定します。

アップグレードするレイヤーがすべて点データである場合、このパラメータをPOINTに設定すると、最適なパフォーマンスが得られます。それ以外の場合は、NOTPOINTを指定します。レイヤーに点以外のジオメトリが含まれる場合に、値をPOINTに設定すると、アップグレードによって無効なデータが生成される場合があります。


	updateflag
	
UPDATEまたはINSERT(デフォルト)のいずれかを指定します。

既存の属性の表に移入するアップグレードの場合は、UPDATEを指定します。それ以外の場合は、INSERTを指定します。








オブジェクト・リレーショナル・モデル・レイヤー、および単一のジオメトリからアップグレードする場合の使用上の注意

このサブプログラムは、Oracle Spatialの通常のアップグレードを行う際には必要ありません。これは、空間データがサード・パーティのローダーを使用してロードされる場合で、結果のジオメトリの方向が誤っているかETYPE値やGTYPE値が無効な場合に必要になることがあります。空間データをロードおよび検証する際の推奨手順の一部としてこのサブプログラムを使用する方法については、4.3項を参照してください。

このサブプログラムによって、指定されたレイヤー内の指定のジオメトリ・オブジェクトまたはすべてのジオメトリ・オブジェクトがアップグレードされるため、SDO_GTYPE値およびSDO_ETYPE値は、今回のリリースの形式になります。

	
2.2.1項の表2-1に示す形式(DLTT)で、4桁のSDO_GTYPE値が作成されます。


	
SDO_ETYPE値については、2.2.4項を参照してください。




ジオメトリは、先に外部の輪、次に内部の輪の順に順序付けされ、各座標は正しいローテーション(外部の輪は反時計回り、内部の輪は時計回り)で保存されます。





リレーショナル・モデルからアップグレードする場合の使用上の注意

Spatialのリレーショナル・モデル(リリース8.1.5以下)からアップグレードする場合、このプロシージャを使用する際には次を考慮してください。

	
このプロシージャをコールする前に、新しい表を作成しておく必要があります。


	
アップグレードするデータが測地の場合、許容差(<layername>_SDODIM表またはビュー内のSDO_TOLERANCE列の値)は、10進度(たとえば0.00000005)で表す必要があります。


	
このプロシージャによって、ジオメトリがリレーショナル・モデルからオブジェクト・リレーショナル・モデルに変換されます。


	
このプロシージャで、コミット操作が実行されます。


	
アップグレード時に正常に実行されなかった操作がある場合、レイヤー内のすべてのデータについてアップグレードは行われません。


	
layerには、基になるレイヤー名を_SDOGEOM接尾辞を付けずに指定します。


	
アップグレード前のSDO_GIDは、gidcolumnに格納されます。


	
2.2.1項の表2-1に示す形式(DLTT)で、4桁のSDO_GTYPE値が作成されます。


	
2.2.4項に示す値を使用して、SDO_ETYPE値が作成されます。


	
このプロシージャは、先に外部の輪、次に内部の輪の順になるようにジオメトリの順序付けを行い、正しいローテーション(外部の輪は反時計回り、内部の輪は時計回り)で各座標を保存します。








例

次の例では、ROADS表内のジオメトリ・オブジェクトの定義を、リリース8.1.5より上の形式から今回のリリースの形式へ変更します。


EXECUTE SDO_MIGRATE.TO_CURRENT('ROADS');
















15 Web Feature Service(WFS)のサポート

この章では、Oracle SpatialにおけるWeb Feature Service(WFS)のサポートについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
15.1項「WFSエンジン」


	
15.2項「フィーチャ・タイプの管理」


	
15.3項「XMLのリクエストおよびレスポンス例」


	
15.4項「WFSの管理用のJava API」


	
15.5項「Oracle Workspace ManagerでのWFSの使用」







	
注意:

WFSを使用する前に、第10章「SpatialのWebサービスの概要」で説明されている概念を理解し、その章での説明に従って必要な構成作業を実行しておく必要があります。
以前のリリースの、1つ以上のSYS.XMLTABLEINDEX型の索引を使用して索引付けされたデータがある場合には、アップグレード後に索引をアップグレードして再作成する前に、関連する索引を削除する必要があります(A.3項を参照)。











15.1  WFSエンジン

この章では、Web Feature Serviceエンジンについて、クライアントとの関係およびデータベース・サーバーとの関係も含めて説明します。WFSはWebサービスとして実装され、WebLogic Server、Oracle Application ServerまたはスタンドアロンのOracle Application Server Containers for J2EE (OC4J)環境にデプロイできます。

WFSにはメタデータ層があります。この層では、WFSリクエストへの応答で必要とされるメタデータがデータベースに格納されます。メタデータには空間列が含まれており、Oracle Spatialインタフェースを使用して空間列の問合せおよび処理が可能です。メタデータには、フィーチャの非空間属性と空間属性の関連付け、およびWeb Feature Serviceからクライアントに提供されるサービスも格納されます。

図15-1に、WFSのアーキテクチャを示します。


図15-1 Web Feature Serviceのアーキテクチャ

[image: 図15-1の説明が続きます。]





次に、図15-1について説明します。

	
WFSは、中間層の一部であり、WFSサーバーAPIおよびフィーチャ・キャッシュを含みます。


	
WFSでは、SOAP/XML形式のWFSリクエストおよびレスポンスを使用して、Webサービス・クライアントと通信できます。


	
WFSでは、データベースに対するJDBCコールを介して空間データおよびメタデータへのアクセスが実行されます。


	
データベースには、WFSのメタデータとデータ、および管理操作用のPL/SQLパッケージとともにOracle Spatialが含まれます(第34章「SDO_WFS_PROCESSパッケージ(WFSの処理)」および第33章「SDO_WFS_LOCKパッケージ(WFS)」を参照)。




Webサービス・セキュリティ(WSS)は、セキュアなトランスポートを使用して実装されます。ユーザー識別子およびユーザー・ラベルはLDAPで管理され、中間層とWSSを組み合せて認証が行われます。Oracleのラベルベースのセキュリティは、フィーチャ・レベルでのユーザー権限の管理に使用されます。WSSの詳細は、第17章を参照してください。






15.2  フィーチャ・タイプの管理

WFSでは、リレーショナルおよびドキュメントベースのフィーチャ・タイプがサポートされます。

	
リレーショナル・フィーチャ・タイプでは、データベース表のコンテンツがフィーチャ・インスタンスとして公開されます。リレーショナル・フィーチャ・タイプは、Oracle Spatialを使用して地理空間データを管理する場合や、Oracle Databaseを使用してその他のビジネス・データを管理する場合に適しています。Spatial WFS実装は、特にWebサービスを使用して実装されたサービス指向アーキテクチャ(SOA)・システムにおける、データへのアクセス方法を提供します。

リレーショナル・フィーチャ・タイプの管理には、PL/SQL Application Program Interface(API)を使用します。PL/SQLパッケージのSDO_WFS_LOCKおよびSDO_WFS_PROCESS(第33章および第34章をそれぞれ参照)は、リレーショナル・フィーチャ・タイプを管理できます。


	
ドキュメントベース・フィーチャ・タイプでは、XMLスキーマベースのXMLコンテンツがフィーチャ・インスタンスとして公開されます。ドキュメントベース・フィーチャ・タイプは、メイン・データ・ソースとしてXMLを使用する場合や、そのようなデータでOracle Spatialを使用しない場合に適しています。このようなデータの場合、Spatial WFSの実装によって、ジオメトリのコンポーネントが抽出され、SDO_GEOMETRY型を使用して格納されます。残りのXMLコンポーネントはOracle XDBに格納され、これらのコンポーネントに対して適切なXMLIndex索引が作成されます。

ドキュメントベース・フィーチャ・タイプの管理には、Java API(15.4項を参照)を使用します。




これらのAPIを使用すると、次のような操作を実行できます。

	
フィーチャ・タイプのパブリッシュ


	
フィーチャ・タイプの削除(パブリッシュの解除)


	
WFSメタデータおよびフィーチャ・タイプに対する権限の付与および取消し


	
リレーショナル・フィーチャ・タイプの場合:フィーチャ表のロックの有効化およびロックの無効化(ドキュメントベース・フィーチャ・タイプではデフォルトでロックが有効化される)






15.2.1 機能のドキュメント

機能のドキュメントは、機能のインスタンスを記述したドキュメントです。このドキュメントには、フィーチャ・タイプ(道路、河川など)およびサポートされる操作(挿入、削除など)のタイプが指定されます。

機能のドキュメントは、GetCapabilitiesリクエストに対するレスポンスとしてWFSサーバーで生成されます。WFSサーバーでは機能テンプレートを使用します。フィーチャ・タイプおよび操作に関する情報がこのテンプレートに追加されて、機能のドキュメントが作成されます。

クライアントがHTTP GETメソッドを使用してこの機能のドキュメントにアクセスするには、次のようにSOAPインタフェースまたはXMLインタフェースのいずれかを使用します。

	
SOAPインタフェースの場合は、oracle.spatial.ws.servlet.WFSServletを使用します。このサーブレットには、次の書式のアドレスでアクセスできます。


http://machine-name:port/SpatialWS-SpatialWS-context-root/wfsservlet?request=GetCapabilities&service=WFS&version=1.0.0


	
XMLインタフェースの場合は、oracle.spatial.ws.servlet.WFSXMLServletを使用します。このサーブレットには、次の書式のアドレスでアクセスできます。


http://machine-name:port/SpatialWS-SpatialWS-context-root/xmlwfsservlet?request=GetCapabilities&service=WFS&version=1.0.0




次に、前述の書式について説明します。

	
machine-nameは、アプリケーション・サーバーまたはOC4Jサーバーが実行されているシステムの名前です。


	
portは、アプリケーション・サーバーまたはOC4Jサーバーが実行されているポートの番号です。


	
SpatialWS-SpatialWS-context-rootは、SpatialのWebサービス・アプリケーションがマウントされるデフォルトのrootです。


	
wfsservletは、oracle.spatial.ws.servlet.WFSServletに対するservlet-mapping url-patternです。web.xmlファイルにデフォルトで指定されます。


	
xmlwfsservletは、oracle.spatial.ws.servlet.WFSXMLServletに対するservlet-mapping url-patternです。web.xmlファイルにデフォルトで指定されます。











15.3 XMLのリクエストおよびレスポンス例

この項では、次の各操作について、WFSエンジンへのフィーチャ・リクエストの一部と、各リクエストに対するレスポンスを示します。

	
GetCapabilities


	
DescribeFeatureType


	
GetFeature


	
GetFeatureWithLock


	
LockFeature


	
次のトランザクション・タイプを指定するサブ要素を含むトランザクション

	
Insert


	
Update


	
Delete







XMLリクエストとレスポンスの書式は、リレーショナルおよびドキュメントベースの両方のフィーチャ・タイプで同様のものが使用されます。この項のいくつかの例で、6.13項の例6-17で使用したCOLA_MARKETS_CS表に基づくリレーショナル・フィーチャを参照します。MKT_ID列には各フィーチャの一意の数値IDが含まれ、NAME列には各フィーチャの名前(cola_a、cola_b、cola_cまたはcola_d)が含まれ、SHAPE列には各フィーチャと関連付けられたジオメトリが含まれます。

例15-1は、指定した名前空間URLで、WFSという名前のWFSサーバーの機能を取得するリクエストです。このリクエストでは、機能のドキュメント(15.2.1項を参照)が戻されます。


例15-1 GetCapabilitiesリクエスト


<?xml version="1.0" ?>
<GetCapabilities
   service="WFS"
   version="1.0.0"
   xmlns="http://www.opengis.net/wfs" />




例15-2は、例15-1のリクエストに対するレスポンスからの抜粋です。


例15-2 GetCapabilitiesのレスポンス


<WFS_Capabilities xmlns="http://www.opengis.net/wfs" version="1.0.0" xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc" xmlns:myns="http://www.example.com/myns">
  <Service>
    <Name> Oracle WFS </Name>
    <Title> Oracle Web Feature Service </Title>
    <Abstract> Web Feature Service maintained by Oracle </Abstract>
    <OnlineResource>http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/wfsservlet</OnlineResource>
  </Service>
  <Capability>
    <Request>
      <GetCapabilities>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Get onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/wfsservlet"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Post onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
      </GetCapabilities>
      <DescribeFeatureType>
        <SchemaDescriptionLanguage>
          <XMLSCHEMA/>
        </SchemaDescriptionLanguage>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Post onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
      </DescribeFeatureType>
      <GetFeature>
        <ResultFormat>
          <GML2/>
        </ResultFormat>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Post onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
      </GetFeature>
      <GetFeatureWithLock>
        <ResultFormat>
          <GML2/>
        </ResultFormat>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Post onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
      </GetFeatureWithLock>
      <Transaction>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Post onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
      </Transaction>
      <LockFeature>
        <DCPType>
          <HTTP>
            <Post onlineResource="http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/SpatialWSSoapHttpPort"/>
          </HTTP>
        </DCPType>
      </LockFeature>
    </Request>
  </Capability>
  <FeatureTypeList>
    <Operations>
      <Insert/>
      <Update/>
      <Delete/>
      <Query/>
      <Lock/>
    </Operations>
  <FeatureType xmlns:myns="http://www.example.com/myns">
  <Name> myns:COLA</Name>
  <Title> LIST OF COLA MARKETS </Title>
  <SRS> SDO:8307</SRS>
</FeatureType><FeatureType xmlns:myns="http://www.example.com/myns">
  <Name> myns:COLAVIEW1 </Name>
  <Title> LIST OF COLA MARKET VIEW </Title>
  <SRS> SDO:8307</SRS>
</FeatureType><FeatureType xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs"> 
  <Name xmlns:myns="http://www.example.com/myns1">myns:SampleFeature</Name>
  <Title>SAMPLE FEATURE</Title>
  <SRS>EPSG:32615</SRS>
</FeatureType></FeatureTypeList>
  <ogc:Filter_Capabilities xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc">
    <ogc:Spatial_Capabilities>
      <ogc:Spatial_Operators>
        <ogc:BBOX/>
        <ogc:Equals/>
        <ogc:Disjoint/>
        <ogc:Intersect/>
        <ogc:Touches/>
        <ogc:Crosses/>
        <ogc:Within/>
        <ogc:Contains/>
        <ogc:Overlaps/>
        <ogc:Beyond/>
        <ogc:DWithin/>
      </ogc:Spatial_Operators>
    </ogc:Spatial_Capabilities>
    <ogc:Scalar_Capabilities>
      <ogc:Logical_Operators/>
      <ogc:Comparison_Operators>
        <ogc:Simple_Comparisons/>
        <ogc:Like/>
        <ogc:Between/>
        <ogc:NullCheck/>
      </ogc:Comparison_Operators>
      <ogc:Arithmetic_Operators>
        <ogc:Simple_Arithmetic/>
      </ogc:Arithmetic_Operators>
    </ogc:Scalar_Capabilities>
  </ogc:Filter_Capabilities>
</WFS_Capabilities>




例15-3は、COLAという名前のフィーチャ・タイプを記述するリクエストです。


例15-3 DescribeFeatureTypeリクエスト


<?xml version="1.0" ?>
<wfs:DescribeFeatureType
   service="WFS"
   version="1.0.0"
   xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs"
   xmlns:myns="http://www.example.com/myns"
   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
   xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
   xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/wfs ../wfs/1.0.0/WFS-basic.xsd">
   <wfs:TypeName>myns:COLA</wfs:TypeName>
</wfs:DescribeFeatureType>




例15-4は、例15-3のリクエストに対するレスポンスです。レスポンスはXMLスキーマ定義(XSD)です。


例15-4 DescribeFeatureTypeのレスポンス


<xsd:schema targetNamespace="http://www.example.com/myns" xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs" xmlns:myns="http://www.example.com/myns" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml" elementFormDefault="qualified" version="1.0.0" xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
   <xsd:import namespace="http://www.opengis.net/gml" schemaLocation="http://localhost:8888/examples/servlets/xsds/feature.xsd"/>
   <xsd:element name="COLA" type="myns:COLAType" substitutionGroup="gml:_Feature"/>
   <xsd:complexType name="COLAType">
      <xsd:complexContent>
         <xsd:extension base="gml:AbstractFeatureType">
            <xsd:sequence>
               <xsd:element name="MKT_ID" type="xsd:double"/>
               <xsd:element name="NAME" nillable="true">
                  <xsd:simpleType>
                     <xsd:restriction base="xsd:string">
                        <xsd:maxLength value="32"/>
                     </xsd:restriction>
                  </xsd:simpleType>
               </xsd:element>
               <xsd:element name="SHAPE" type="gml:PolygonMemberType" nillable="true"/>
            </xsd:sequence>
            <xsd:attribute name="fid" type="xsd:double"/>
         </xsd:extension>
      </xsd:complexContent>
   </xsd:complexType>
</xsd:schema>




例15-5は、MKT_ID値が2より大きくNAME値がcola_cであるか、MKT_ID値が3より大きくNAME値がcola_dであるタイプCOLAのフィーチャのMKT_ID、NAMEおよびSHAPEプロパティを取得するリクエストです。




	
注意:

GetFeatureおよびGetFeatureWithLockでは<Query>要素および<PropertyName>要素を使用して選択するプロパティ名をリストしますが、問い合せるフィーチャ・タイプに含まれる任意の最上位レベルの要素を指定できます。その場合は、問合せへのレスポンスとして(ネストされた)コンテンツ全体が戻されます。深さが一定でないXPathは、<Query>要素の直下の<PropertyName>要素ではサポートされませんが<Query>要素の下の<Filter>要素に含まれる<PropertyName>要素ではサポートされます(例15-5および例15-7を参照)。








例15-5 GetFeatureリクエスト


<?xml version="1.0" ?>
<wfs:GetFeature
   service="WFS"
   version="1.0.0"
   xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs"
   xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc"
   xmlns:myns="http://www.example.com/myns"
   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
   xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/wfs ../wfs/1.0.0/WFS-basic.xsd">
   <wfs:Query typeName="myns:COLA">
      <ogc:PropertyName>myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
      <ogc:PropertyName>myns:NAME</ogc:PropertyName>
      <ogc:PropertyName>myns:SHAPE</ogc:PropertyName>
      <ogc:Filter>
          <ogc:And>
            <ogc:And>
                <ogc:PropertyIsGreaterThan>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal> 2 </ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsGreaterThan>
                <ogc:PropertyIsEqualTo>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:NAME</ogc:PropertyName>
                <ogc:Literal>cola_c</ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsEqualTo>
            </ogc:And>
            <ogc:Or>
                <ogc:PropertyIsEqualTo>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal>3</ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsEqualTo>
                <ogc:PropertyIsEqualTo>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:NAME</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal>cola_d</ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsEqualTo>
            </ogc:Or>
          </ogc:And>
      </ogc:Filter>
   </wfs:Query>
</wfs:GetFeature>




例15-6は、例15-5のリクエストに対するレスポンスです。


例15-6 GetFeatureのレスポンス


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<wfs:FeatureCollection xsi:schemaLocation="http://www.example.com/myns http://localhost:8888/wfsservlet?featureTypeId=1 http://www.opengis.net/wfs ../wfs/1.0.0/WFS-basic.xsd" xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
   <gml:boundedBy xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
      <gml:Box srsName="SDO:8307">
         <gml:coordinates>3.0,3.0 6.0,5.0</gml:coordinates>
      </gml:Box>
   </gml:boundedBy>
   <gml:featureMember xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
      <myns:COLA fid="3" xmlns:myns="http://www.example.com/myns">
         <myns:MKT_ID>3</myns:MKT_ID>
         <myns:NAME>cola_c</myns:NAME>
         <myns:SHAPE>
            <gml:Polygon srsName="SDO:8307" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
               <gml:outerBoundaryIs>
                  <gml:LinearRing>
                     <gml:coordinates decimal="." cs="," ts=" ">3.0,3.0 6.0,3.0
6.0,5.0 4.0,5.0 3.0,3.0 </gml:coordinates>
                  </gml:LinearRing>
               </gml:outerBoundaryIs>
            </gml:Polygon>
         </myns:SHAPE>
      </myns:COLA>
   </gml:featureMember>
</wfs:FeatureCollection>




例15-7は、MKT_ID値が2より大きく、NAME値がcola_cであるか、またはMKT_ID値が3であるタイプCOLAのフィーチャのMKT_ID、NAMEおよびSHAPEプロパティを取得し、そのフィーチャをロックするリクエストです。


例15-7 GetFeatureWithLockリクエスト


<?xml version="1.0" ?>
<wfs:GetFeatureWithLock
   service="WFS"
   version="1.0.0"
   expiry="5"
   xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs"
   xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc"
   xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml"
   xmlns:myns="http://www.example.com/myns"
   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" >
   <wfs:Query typeName="myns:COLA">
      <ogc:PropertyName>myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
      <ogc:PropertyName>myns:NAME</ogc:PropertyName>
      <ogc:PropertyName>myns:SHAPE</ogc:PropertyName>
      <ogc:Filter>
         <ogc:PropertyIsEqualTo>
            <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
            <ogc:Literal> 3 </ogc:Literal>
         </ogc:PropertyIsEqualTo>
      </ogc:Filter>
   </wfs:Query>
</wfs:GetFeatureWithLock>




例15-8は、例15-7のリクエストに対するレスポンスです。


例15-8 GetFeatureWithLockのレスポンス


<wfs:FeatureCollection xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs" lockId="1" xsi:schemaLocation="http://www.example.com/myns http://localhost:8888/SpatialWS-SpatialWS-context-root/wfsservlet?featureTypeId=1 " xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
   <gml:boundedBy xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
      <gml:Box srsName="SDO:8307">
         <gml:coordinates>3.0,3.0 6.0,5.0</gml:coordinates>
      </gml:Box>
   </gml:boundedBy>
   <gml:featureMember xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
      <myns:COLA xmlns:myns="http://www.example.com/myns" fid="3">
         <myns:MKT_ID>3</myns:MKT_ID>
         <myns:NAME>cola_c</myns:NAME>
         <myns:SHAPE>
            <gml:Polygon srsName="SDO:8307">
               <gml:outerBoundaryIs>
                  <gml:LinearRing>
                     <gml:coordinates decimal="." cs="," ts=" ">3.0,3.0 6.0,3.0 6.0,5.0 4.0,5.0 3.0,3.0 </gml:coordinates>
                  </gml:LinearRing>
               </gml:outerBoundaryIs>
            </gml:Polygon>
         </myns:SHAPE>
      </myns:COLA>
   </gml:featureMember>
</wfs:FeatureCollection>




例15-9は、MKT_ID値が2のフィーチャをロックするリクエストです。


例15-9 LockFeatureリクエスト


<?xml version="1.0" ?>
<wfs:LockFeature
   service="WFS"
   version="1.0.0"
   expiry="5"
   xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs"
   xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc"
   xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml"
   xmlns:myns="http://www.example.com/myns"
   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" >
   <wfs:Lock typeName="myns:COLA">
      <ogc:Filter>
           <ogc:PropertyIsEqualTo>
              <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
              <ogc:Literal> 2 </ogc:Literal>
           </ogc:PropertyIsEqualTo>
      </ogc:Filter>
   </wfs:Lock>
</wfs:LockFeature>




例15-10は、例15-9のリクエストに対するレスポンスです。


例15-10 LockFeatureのレスポンス


<wfs:WFS_LockFeatureResponse xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs">
   <wfs:LockId>2</wfs:LockId>
</wfs:WFS_LockFeatureResponse>




例15-11は、WFSという名前のWFSサービスに関連付けられた表に、MKT_IDが5でNAMEがcola_eのフィーチャを挿入するリクエストです。


例15-11 Insertリクエスト


<?xml version="1.0"?>
<wfs:Transaction version="1.0.0" handle="TX01" service="WFS" xmlns="http://www.e
xample.com/myns" xmlns:myns="http://www.example.com/myns" xmlns:gml="http://ww
w.opengis.net/gml" xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc" xmlns:wfs="http://www.
opengis.net/wfs" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" >
<wfs:Insert handle="INSERT01" >
<myns:COLA fid="5" xmlns:myns="http://www.example.com/myns">
         <myns:MKT_ID>5</myns:MKT_ID>
         <myns:NAME>cola_e</myns:NAME>
         <myns:SHAPE>
            <gml:Polygon srsName="SDO:8307" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
               <gml:outerBoundaryIs>
                  <gml:LinearRing>
                     <gml:coordinates decimal="." cs="," ts=" ">1.0,3.0 6.0,3.0 6.0,5.0 4.0,5.0 1.0,3.0 </gml:coordinates>
                  </gml:LinearRing>
               </gml:outerBoundaryIs>
            </gml:Polygon>
         </myns:SHAPE>
      </myns:COLA>
</wfs:Insert>
</wfs:Transaction>




例15-12は、例15-11のリクエストに対するレスポンスです。


例15-12 Insertのレスポンス


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<wfs:WFS_TransactionResponse version="1.0.0" xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs">
   <wfs:InsertResult handle="INSERT01">
      <ogc:FeatureId fid="5" xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc"/>
   </wfs:InsertResult>
   <wfs:TransactionResult handle="TX01">
      <wfs:Status>
         <wfs:SUCCESS/>
      </wfs:Status>
   </wfs:TransactionResult>
</wfs:WFS_TransactionResponse>




例15-13は、WFSという名前のWFSサービスに関連付けられた表に含まれるフィーチャのうち、MKT_IDが2より大きく4より小さい、かつNAMEがNULL以外のフィーチャを更新するリクエストです。このリクエストには、指定したフィーチャのNAME値をcola_clに設定することが指定されています。


例15-13 Updateリクエスト


<?xml version="1.0"?>
<wfs:Transaction version="1.0.0" handle="TX01" service="WFS" xmlns="http://www.example.com/myns"
xmlns:myns="http://www.example.com/myns" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml"
xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc" xmlns:wfs="http://www.
opengis.net/wfs" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" >
<wfs:Update handle="UPDATE1" typeName="myns:COLA" >
<wfs:Property>
        <wfs:Name>myns:COLA/myns:NAME</wfs:Name>
        <wfs:Value>cola_c1</wfs:Value>
</wfs:Property>
<ogc:Filter>
          <ogc:And>
            <ogc:And>
                <ogc:PropertyIsGreaterThan>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal> 2 </ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsGreaterThan>
                <ogc:PropertyIsLessThan>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal> 4 </ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsLessThan>
            </ogc:And>
            <ogc:Not>
                <ogc:PropertyIsNull>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:NAME</ogc:PropertyName>
                </ogc:PropertyIsNull>
            </ogc:Not>
          </ogc:And>
</ogc:Filter>
</wfs:Update>
</wfs:Transaction>




例15-14は、例15-13のリクエストに対するレスポンスです。


例15-14 Updateのレスポンス


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<wfs:WFS_TransactionResponse version="1.0.0" xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs">
   <wfs:TransactionResult handle="TX01">
      <wfs:Status>
         <wfs:SUCCESS/>
      </wfs:Status>
   </wfs:TransactionResult>
</wfs:WFS_TransactionResponse>




例15-15は、WFSという名前のWFSサービスに関連付けられた表に含まれるフィーチャのうち、MKT_IDが3より大きくNAMEがcola_eのフィーチャおよびNAMEがNULL以外のフィーチャを削除するリクエストです。


例15-15 Deleteリクエスト


<?xml version="1.0"?>
<wfs:Transaction version="1.0.0" handle="TX01" service="WFS" xmlns="http://www.example.com/myns" 
xmlns:myns="http://www.example.com/myns" xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml" 
xmlns:ogc="http://www.opengis.net/ogc" xmlns:wfs="http://www.
opengis.net/wfs" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" >
<wfs:Delete handle="DELETE1" typeName="myns:COLA" >
<ogc:Filter>
          <ogc:And>
            <ogc:And>
                <ogc:PropertyIsGreaterThan>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:MKT_ID</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal> 3 </ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsGreaterThan>
                <ogc:PropertyIsEqualTo>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:NAME</ogc:PropertyName>
                        <ogc:Literal> cola_e </ogc:Literal>
                </ogc:PropertyIsEqualTo>
            </ogc:And>
            <ogc:Not>
                <ogc:PropertyIsNull>
                        <ogc:PropertyName>myns:COLA/myns:NAME</ogc:PropertyName>
                </ogc:PropertyIsNull>
            </ogc:Not>
          </ogc:And>
</ogc:Filter>
</wfs:Delete>
</wfs:Transaction>




例15-16は、例15-15のリクエストに対するレスポンスです。


例15-16 Deleteのレスポンス


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?>
<wfs:WFS_TransactionResponse version="1.0.0" xmlns:wfs="http://www.opengis.net/wfs">
   <wfs:TransactionResult handle="TX01">
      <wfs:Status>
         <wfs:SUCCESS/>
      </wfs:Status>
   </wfs:TransactionResult>
</wfs:WFS_TransactionResponse>








15.4 WFSの管理用のJava API

SDO_WFS_PROCESSおよびSDO_WFS_LOCKパッケージに含まれるPL/SQL APIに加え、Java APIを使用してフィーチャ・タイプのパブリッシュおよび削除を行ったり、フィーチャ・タイプおよびWFSメタデータ表へのアクセス権限の付与および取消しを行うことができます。

この項では、oracle.spatial.wfs.WFSAdminクラスに含まれる各メソッドについての基本的な参照情報を説明します。ここでは、メソッドをアルファベット順に記載しています。



15.4.1 createXMLTableIndexメソッド

createXMLTableIndexメソッドは、ドキュメントベース・フィーチャ・タイプのインスタンスにXDB.XMLINDEXの索引を作成するメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void createXMLTableIndex(
    OracleConnection conn, 
    String ftNSUrl, 
    String ftName) throws SQLException;


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

ftNSUrlは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

ftNameは、フィーチャ・タイプの名前です。





15.4.2 dropFeatureTypeメソッド

dropFeatureTypeメソッドは、WFSリポジトリからフィーチャ・タイプを削除するメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void dropFeatureType(
    OracleConnection conn, 
    String ftNSUrl, 
    String ftName) throws SQLException;


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

ftNSUrlは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

ftNameは、フィーチャ・タイプの名前です。






15.4.3 dropXMLTableIndexメソッド

dropXMLTableIndexメソッドは、ドキュメントベース・フィーチャ・タイプのインスタンスに対して作成されたXDB.XMLINDEX型の索引を削除するメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void dropXMLTableIndex(
    OracleConnection conn, 
    String ftNSUrl, 
    String ftName) throws SQLException;


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

ftNSUrlは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

ftNameは、フィーチャ・タイプの名前です。






15.4.4 getIsXMLTableIndexCreatedメソッド

getIsXMLTableIndexCreatedメソッドは、ドキュメントベース・フィーチャ・タイプにXDB.XMLINDEX型の索引が作成されている場合はブール値TRUEを戻し、そのような索引が作成されていない場合はブール値FALSEを戻すメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static boolean getIsXMLTableIndexCreated(
    OracleConnection conn, 
    String ftNSUrl, 
    String ftName) throws SQLException;


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

ftNSUrlは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

ftNameは、フィーチャ・タイプの名前です。





15.4.5 grantFeatureTypeToUserメソッド

grantFeatureTypeToUserメソッドは、フィーチャ・タイプへのアクセス権限をデータベース・ユーザーに付与するメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void grantFeatureTypeToUser(
    OracleConnection conn, 
    String typeNS, 
    String typeName, 
    String usrName)  throws SQLException;
 


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

typeNSは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

typeNameは、フィーチャ・タイプの名前です。

usrNameは、データベース・ユーザーの名前です。





15.4.6 grantMDAccessToUserメソッド

grantMDAccessToUserメソッドは、WFSメタデータへのアクセス権限をデータベース・ユーザーに付与するメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void grantMDAccessToUser(
    OracleConnection conn, 
    String usrName)  throws SQLException;
 


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

usrNameは、データベース・ユーザーの名前です。






15.4.7 publishFeatureTypeメソッド

publishFeatureTypeメソッドは、ドキュメントベース・フィーチャ・タイプをパブリッシュするメソッドです。つまり、このメソッドによって、フィーチャ・タイプに関連するメタデータが登録されます。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType featureTypeMD) throws SQLException , WFSException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths, 
     String primarySpatialPath, 
     String featureMemberNS, 
     String featureMemberName, 
     String ftNSUrl, 
     String ftName, 
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths, 
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo, 
     String srsNS, 
     String srsNSAlias) throws SQLException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths,   
     String primarySpatialPath, 
     String featureMemberNS, 
     String featureMemberName, 
     String ftNSUrl, 
     String ftName, 
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths, 
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo, 
     String srsNS, 
     String srsNSAlias, 
     String ftXSDRefId) throws SQLException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn,
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths,
     String primarySpatialPath,
     String featureMemberNS,
     String featureMemberName,
     String ftNSUrl, 
     String ftName,
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths,
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo,
     String srsNS, 
     String srsNSAlias,
     String ftXSDRefId,
     boolean genSpatialIndex,
     boolean lockEnable) throws SQLException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths, 
     String primarySpatialPath, 
     String featureMemberNS, 
     String featureMemberName, 
     String ftNSUrl, 
     String ftName, 
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths, 
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo, 
     String srsNS, 
     String srsNSAlias, 
     String ftXSDRefId, 
     boolean genSpatialIndex, 
     boolean lockEnable, 
     ArrayList<PathInfo> numPaths,
     ArrayList<PathInfo> idxPaths,
     ArrayList<String[]> idxPathTypes, 
     boolean genXMLIndex) throws SQLException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths, 
     String primarySpatialPath, 
     String featureMemberNS, 
     String featureMemberName, 
     String ftNSUrl, 
     String ftName, 
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths, 
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo, 
     String srsNS, 
     String srsNSAlias, 
     String ftXSDRefId, 
     boolean genSpatialIndex, 
     boolean lockEnable, 
     ArrayList<PathInfo> numPaths,
     ArrayList<PathInfo> idxPaths,
     ArrayList<String[]> idxPathTypes, 
     boolean genXMLIndex, 
     String featureCollectionNS,
     String featureCollectionName, 
     boolean isGML3) throws SQLException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths, 
     String primarySpatialPath, 
     String featureMemberNS, 
     String featureMemberName, 
     String ftNSUrl, 
     String ftName, 
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths, 
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo, 
     String srsNS, 
     String srsNSAlias, 
     String ftXSDRefId, 
     boolean genSpatialIndex, 
     boolean lockEnable, 
     ArrayList<PathInfo> numPaths,
     ArrayList<PathInfo> idxPaths,
     ArrayList<String[]> idxPathTypes, 
     boolean genXMLIndex, 
     String featureCollectionNS,
     String featureCollectionName, 
     boolean isGML3, 
     CollectionPathInfo collPathInfo) throws SQLException;
 
public static void publishFeatureType(OracleConnection conn, 
     XMLType schemaDocXt, 
     XMLType featureDescXt, 
     ArrayList<String> docIdPaths, 
     String primarySpatialPath, 
     String featureMemberNS, 
     String featureMemberName, 
     String ftNSUrl, 
     String ftName, 
     ArrayList<PathInfo> spatialPaths, 
     ArrayList<PathInfo> mandatoryPaths, 
     ArrayList<PathInfo> tsPaths, 
     ArrayList<GeomMetaInfo> sdoMetaInfo, 
     String srsNS, 
     String srsNSAlias, 
     String ftXSDRefId, 
     boolean genSpatialIndex, 
     boolean lockEnable, 
     ArrayList<PathInfo> numPaths,
     ArrayList<PathInfo> idxPaths,
     ArrayList<String[]> idxPathTypes, 
     boolean genXMLIndex, 
     String featureCollectionNS,
     String featureCollectionName, 
     boolean isGML3, 
     CollectionPathInfo collPathInfo, 
     boolean hasMultipleSRSNS) throws SQLException;


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

featureTypeMDは、フィーチャ・タイプのパス登録メタデータです。このメタデータは、wstype_md.xsdファイルで指定されているfeatureTypeMd要素定義に準拠する必要があります。フィーチャ・タイプのパス登録メタデータのXMLの例は、ft_metadata.xmlに用意されています。これらのファイルは、src/data/パスの下にあるws_client.jarデモ・ファイル(10.4項を参照)に含まれています。フィーチャ・タイプをパブリッシュする例の使用方法は、Readme.txtファイルを参照してください。このファイルはsrc/パスの下にあるws_client.jarに含まれています。

schemaDocXtは、フィーチャ・タイプのXMLスキーマ定義(XSD)です。

featureDescXtは、フィーチャ・タイプ記述のXMLスキーマ定義(XSD)で、Capabilitiesドキュメントに含められます。

docIdPathsは、ドキュメントIDパス要素のリストです。各要素はString型です。

primarySpatialPathは、結果に含まれる境界ボックスの計算に使用されるプライマリ空間パスです。

featureMemberNSは、フィーチャ・メンバーの名前空間です。

featureMemberNameは、フィーチャ・メンバーの名前です。

ftNSUrlは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

ftNameは、フィーチャ・タイプの名前です。

spatialPathsは、フィーチャ・タイプに含まれる空間パスのリストです。これは、oracle.spatial.ws.PathInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

mandatoryPathsは、フィーチャ・タイプに含まれる必須パスのリストです。これは、oracle.spatial.ws.PathInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

tsPathsは、フィーチャ・タイプに含まれる時間に関連したパスのリストです(date、dateTime、gYear、gMonth、gDay、gMonthDay、gYearMonthなど)。これは、oracle.spatial.ws.PathInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

sdoMetaInfoは、空間パスの空間メタデータ情報です。これは、oracle.spatial.ws.GeomMetaInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

srsNSは、空間パス内のデータと関連付けられた空間参照システム(座標系)のユーザー定義の名前空間です。この名前空間は(指定されている場合)、GetFeatureリクエストに対する回答として生成されるFeatureCollectionの<boundedBy>要素内のsrsName属性を生成するときにも使用されます。

srsNSAliasは、空間パス内のデータと関連付けられた空間参照システム(座標系)の名前空間の別名です。

ftXSDRefIdは、1つのXSDファイル内に複数のフィーチャ・タイプが定義されている場合は、グループ・フィーチャ・タイプのXMLスキーマ定義ファイル名(文字列)です。このパラメータは、グループXSD定義をWFSメタデータ内に格納する際に使用されると、その後、グループ・フィーチャ・タイプXSDファイル内にスキーマが定義されている複数のフィーチャ・タイプから参照されます。

genSpatialIndexは、ブール値です。TRUEの場合は、タイプの作成時に空間索引がフィーチャ・タイプ上に作成されます。FALSEの場合、空間索引の作成は行われません。

lockEnableは、ブール値です。TRUEの場合は、タイプの作成時にフィーチャ・タイプ表(このフィーチャ・タイプのインスタンスが格納されるシステム生成の基礎表)のロックが有効化されます。FALSEの場合は、フィーチャ・タイプ表のロックは有効化されません。lockEnableがTRUEの場合は、フィーチャ・タイプのWFSデータ表のWFSトランザクション・ロックが有効化されます。(このデータ表はフィーチャ・タイプのパブリッシュ時に自動生成されます。)

numPathsは、フィーチャ・タイプに含まれる数値(NUMBER、INTEGERなど)に関連するパスのリストです。これは、oracle.spatial.ws.PathInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

idxPathsは、索引パスのリストです。これは、XDB.XMLINDEX型の索引の作成時に、索引が作成されるパスのリストです。これは、oracle.spatial.ws.PathInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

idxPathTypesは、各索引パスの情報を指定します。このパスには、string[3]の次の各要素が含まれます。string[0]にはタイプ名、string[1]にはタイプの形式(長さのタイプなど)、string[2]には、Bツリー索引と一意索引のいずれを作成するか、または索引の作成を行わないかの指定(WFSAdmin.BTREE、WFSAdmin.UNIQUEまたはNULL)が含まれます。

genXMLIndexは、ブール値です。TRUEの場合は、タイプXDB.XMLINDEXの索引がドキュメントベースのフィーチャ・タイプ上に作成されます。FALSEの場合、タイプXDB.XMLINDEXの索引はドキュメントベースのフィーチャ・タイプ上に作成されません。現時点で索引を作成しないことを選択する場合でも、createXMLTableIndexメソッド(15.4.1項を参照)を使用して後から作成できます。

featureCollectionNSは、フィーチャ・コレクションの名前空間です。

featureCollectionNameは、フィーチャ・コレクションの名前です。

isGML3は、ブール値です。TRUEは、このフィーチャ・タイプのインスタンスに含まれるジオメトリがGML3.1.1に準拠していることを表します。FALSEは、このフィーチャ・タイプのインスタンスに含まれるジオメトリがGML 2.1.2に準拠していることを表します。

collPathInfoは、空間コレクションのパス情報です。

hasMultipleSRSNSは、ブール値です。TRUEは、このフィーチャ・タイプから複数のユーザー定義の空間参照システムの名前空間が参照されることを表します。FALSEは、このフィーチャ・タイプから複数のユーザー定義の空間参照システムの名前空間は参照されないことを表します。



15.4.7.1 publishFeatureTypeに関連するクラス

この項では、publishFeatureTypeメソッドのパラメータ定義で使用されるいくつかのクラスについて説明します。

oracle.spatial.ws.PathElementはPathElement名前空間およびPathElement名の2つのStringオブジェクトを含むJavaクラスです。このクラスには、getValue()メソッドが含まれ、このメソッドからは文字列形式のPathElementオブジェクトが戻されます。このクラスの書式は次のとおりです。


public class PathElement {
// Set namespace and name information for a PathElement.
        public void set(String ns, String name);
 //Get a string value for the PathElement object.
        public String getValue() ;
}


oracle.spatial.ws.Pathは、パスを構成する順序付けされたPathElementオブジェクトのリストを含むJavaクラスです。たとえば、XPathがmyns:A/myns:Bである場合、myns:Aおよびmyns:BがPathElementオブジェクトということになります。このクラスには、getValue()メソッドが含まれ、このメソッドからは文字列形式のPathオブジェクトが戻されます。このクラスの書式は次のとおりです。


public class Path {
//Add a PathElement.
        public void add(PathElement p) ;
//Get a string Value for the Path object.
        public String getValue() ;
}


oracle.spatial.ws.PathInfoは、パスの関連付けおよびメタデータの情報など、パスまたはパスのリストに関する情報を含むコンテナ・クラスです。このクラスの書式は次のとおりです。


public class PathInfo {
 
 // Set number of occurrences for the Path. Default value is 1. Number of 
 // occurrences > 1 in case of arrays.
        public void setNumOfOccurrences(int i) ;
 
 // Get number of occurrences for the Path.
        public int getNumOfOccurrences();
 
 // Add a path, in case PathInfo has multiple paths associated via a 
 // choice association
        public void addPath(Path p) ;
 
  // Add path type information. This is relevant for time-related Paths
  // (for example, date, dateTime, gDay, gMonth, gYear, gMonthDay, 
  // gYearMonth, duration, or time).
        public void addPathType(String t) ;
 
  // Add a PathInfo type. This can be PathInfo.CHOICE or 
  // PathInfo.DEFAULT or PathInfo.COLLECTION.
  // PathInfo.CHOICE - means that the list of paths  in this PathInfo are
  // related to each other via choice association. For example, we may have
  // a list of Spatial Paths, which are associated with one another via choice.
  // So, only one of these path can occur in a feature instance/document.
  // PathInfo.COLLECTION - means the list of paths in this PathInfo are part 
  // of a collection (currently spatial collections are 
  // supported) which will be indexed.
  // Default value is PathInfo.DEFAULT for one Path or a finite array Paths.
  //  @param t PathInfo type information. PathInfo.CHOICE or 
  // PathInfo.DEFAULT or PathInfo.COLLECTION
        public void addPathInfoType(int t) ;
 
 //  Returns a  string representation for PathInfo content.
        public String getPathContent() ;
 
 // Returns Path type information (for example, date, dateTime, gDay, gMonth, 
 // gYear, gMonthDay, gYearMonth, duration, or time).
        public String getPathType() ;
 
 // Returns a  string representation for PathInfo path content.
 // param i The index of the path in the PathInfo whose path content needs to
 // be returned
 // @return a  string representation for PathInfo path content
        public String getCollectionPathContent(int i);
 
 // Returns number of paths in the PathInfo. 
 // @return number of paths in the PathInfo which is of type PathInfo.COLLECTION
 // if PathInfo is not of type PathInfo.COLLECTION returns -1
        public int getCollectionPathContentSize();
}


oracle.spatial.ws.CollectionPathInfoは、PathInfoオブジェクトのコレクションに関する情報を含むコンテナ・クラスです。このコレクションに含まれる各PathInfoオブジェクトは、索引付けされて検索対象になる空間パスのグループを表します。このクラスは、フィーチャ・タイプおよびレコード・タイプ内のコレクションをベースにした空間コンテンツを参照するパスの登録に使用されます。このクラスの書式は次のとおりです。


public class CollectionPathInfo {
 
  /**
   * Add a PathInfo.
   * @param p PathInfo to be added 
   * @param g geometry related metadata for PathInfo to be added 
   */
  public void addPathInfo(PathInfo p, GeomMetaInfo g) ;
 
  /**
   * Get a PathInfo.
   * @param i index of the PathInfo to be retrieved
   */
  public PathInfo getPathInfo(int i) ;
  /**
   * Get geometry related metadata for a certain PathInfo.
   * @param i index of the PathInfo whose geomMetaInfo is to be retrieved
  */
        public GeomMetaInfo getGeomMetaInfo(int i) ;
 
  /**
   * Get all PathInfo objects in this CollectionPathInfo.
   */
        public ArrayList<PathInfo> getPathInfos() ;
}


oracle.spatial.ws.GeomMetaInfoは、フィーチャ・タイプ内の空間パスに対応する次元関連の情報を含むクラスです。この情報には、次元名、下限および上限、許容差および座標系(SRID)が含まれます。このクラスの書式は次のとおりです。


public class GeomMetaInfo {
 
  // Default constructor. Creates a GeomMetaInfo object with number of 
  // dimensions equal to 2.
        public GeomMetaInfo() ;
 
  // Creates a GeomMetaInfo object of a specified number of dimensions.
  // Parameter numOfDimensions is the number of dimensions represented
  // in the GeomMetaInfo object.
  // Note: max number of dimensions supported is 4.
        public GeomMetaInfo(int numOfDimensions)  throws  
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  //Set Dimension Name.
  // Parameter index represents the dimension index which needs to be set.
  // Parameter val is dimension name value.
        public void setDimName(int index, String val) throws
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Set Dimension Lower Bound.
  // Parameter index represents the dimension index which needs to be set.
  // Parameter val is dimension lower bound value.
        public void setLB(int index, double val) throws 
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Set Dimension Upper Bound
  // Parameter index represents the dimension index which needs to be set.
  // Parameter val is dimension upper bound value
        public void setUB(int index, double val) throws 
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Set Dimension tolerance value.
  // Parameter index represents the dimension index which needs to be set.
  // Parameter  val is dimension tolerance value.
        public void setTolerance(int index, double val) throws 
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Set Coordinate Reference System Identifier
        public void setSRID (int val) ;
 
  // Get dimension Name.
  // Parameter index represents the dimension index whose name needs to be 
  // returned. This method returns the dimension name for the given index.
        public String getDimName(int index) throws 
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Get dimension lower bound.
  // Parameter index represents the dimension index whose lower bound needs
  //  to be returned.
  // This method returns the lower bound for the given index.
        public double getLB(int index) throws ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Get dimension upper bound.
  // Parameter index represents the dimension index whose upper bound needs 
  // to be returned.
  // This method returns the upper bound for the given index.
        public double getUB(int index) throws ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
       // Get dimension tolerance.
  // Parameter index represents the dimension index whose tolerance needs 
  // to be returned.
  // This method returns the tolerance value for the given index.
        public double getTolerance(int index) throws
        ArrayIndexOutOfBoundsException ;
 
  // Get coordinate system (spatial reference system) identifier.
        public int getSRID () ;
 
  // Get number of dimensions represented by this GeomMetaInfo object.
        public int getNumOfDimensions() ;
 
  // Sets the spatial index dimension parameter. By default it is 2.
  // return  Coordinate Reference System Identifier value
        public int setSpatialIndexDimension(int d) ;
 
  // Get the spatial index dimension parameter.
  // return  number of dimensions
        public int getSpatialIndexDimension() ;
 
  // Sets the user spatial srs namespace refered by this GeomMetaInfo object. 
  // Needs to be specified if multiple srs namespace are refered within the same 
  //feature or record type.
        public void setSRSNS(String s) ;
 
  // Gets the user defined spatial srs namespace refered by this 
  // GeomMetaInfo object.
        public String getSRSNS() ;
 
  // Sets the user defined spatial srs namespace alias refered by this 
  // GeomMetaInfo object. 
        public void setSRSNSAlias (String s) ;
 
  // Gets the user defined spatial srs namespace  alias refered by this 
  // GeomMetaInfo object.
        public String getSRSNSAlias () ;
}







15.4.8 revokeFeatureTypeFromUserメソッド

revokeFeatureTypeFromUserメソッドは、フィーチャ・タイプへのアクセス権限をデータベース・ユーザーから取り消すメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void revokeFeatureTypeFromUser(
    OracleConnection conn, 
    String typeNS, 
    String typeName, 
    String usrName)  throws SQLException;
 


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

typeNSは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

typeNameは、フィーチャ・タイプの名前です。

usrNameは、データベース・ユーザーの名前です。





15.4.9 revokeMDAccessFromUserメソッド

revokeMDAccessFromUserメソッドは、WFSメタデータへのアクセス権限をデータベース・ユーザーから取り消すメソッドです。このメソッドの書式は次のとおりです。


public static void revokeMDAccessFromUser(
    OracleConnection conn, 
    String usrName)  throws SQLException;
 


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

usrNameは、データベース・ユーザーの名前です。






15.4.10 setXMLTableIndexInfoメソッド

setXMLTableIndexInfoメソッドは、索引を作成するオプションを使用してドキュメントベース・フィーチャ・タイプのXMLTableIndex索引の情報を更新します。このメソッドの書式は次のとおりです。




	
注意:

XMLTableIndex索引がすでに存在する場合は、setXMLTableIndexInfoメソッドをコールする前に、(dropXMLTableIndexメソッドを使用して)索引を削除する必要があります。








public static void setXMLTableIndexInfo(OracleConnection conn,
   String ftNSUrl,
   String ftName,
   ArrayList<PathInfo> idxPaths,
   ArrayList<String[]> idxPathTypes,
   boolean genXMLIndex) throws SQLException , WFSException;


connは、DBAロールが付与されたユーザー用のOracle Database接続です。

ftNSUrlは、フィーチャ・タイプの名前空間のURLです。

ftNameは、フィーチャ・タイプの名前です。

idxPathsは、索引パスのリストです。これは、XDB.XMLINDEX型の索引の作成時に、索引が作成されるパスのリストです。これは、oracle.spatial.ws.PathInfoクラス(15.4.7.1項を参照)のArrayListです。

idxPathTypesは、各索引パスの情報を指定します。このパスには、string[3]の次の各要素が含まれます。string[0]にはタイプ名、string[1]にはタイプの形式(長さのタイプなど)、string[2]には、Bツリー索引と一意索引のいずれを作成するか、または索引の作成を行わないかの指定(WFSAdmin.BTREE、WFSAdmin.UNIQUEまたはNULL)が含まれます。

genXMLIndexは、ブール値です。TRUEの場合は、タイプXDB.XMLINDEXの索引がドキュメントベースのフィーチャ・タイプ上に作成されます。FALSEの場合、タイプXDB.XMLINDEXの索引はドキュメントベースのフィーチャ・タイプ上に作成されません。現時点で索引を作成しないことを選択する場合でも、createXMLTableIndexメソッド(15.4.1項を参照)を使用して後から作成できます。








15.5 Oracle Workspace ManagerでのWFSの使用

Oracle Workspace Managerを使用して、リレーショナル・フィーチャを持つWFS表をバージョン対応することができます。これを行うには、最初にSDO_WFS_LOCK.RegisterFeatureTableプロシージャを使用してWFS表を登録し、次にDBMS_WM.EnableVersioningプロシージャを実行する必要があります。(DBMS_WM PL/SQLパッケージの参照ドキュメントなど、Workspace Managerについては、『Oracle Database Workspace Manager開発者ガイド』を参照してください。)

作業領域を作成して、WFS-T (Web Feature Servicesトランザクション)インタフェースを使用することで、その作業領域に対してトランザクション型のWFS変更を実行できます。ただし、WFS-Tではなくインタフェースを使用するためには、データベース・トランザクションがWFS表で有効になるSQL*Plusセッションを使用する必要があります。これらのデータベース・トランザクションには、次のものが含まれます。

	
WFS表での更新操作および削除操作


	
作業領域のメンテナンス操作(作業領域のリフレッシュ、マージなど)




WFS表でのデータベース・トランザクションを有効にするには、SDO_WFS_LOCK.EnableDBTxnsプロシージャ(第33章を参照)をコールします。このプロシージャを実行した後は、データベース・トランザクションがWFS表で許可されており、WFSのトランザクションの間、WFS-Tセマンティクスはセッションが終了するまで保持されます。












10 SpatialのWebサービスの概要

この章では、Oracle SpatialでサポートされるWebサービスについて説明します。Webサービスを使用すると、Oracle Spatialアプリケーションの開発者は、アプリケーション・ユーザーに対してフィーチャ・データおよびメタデータをWeb経由で提供できます。

この章の内容は次のとおりです。




	
注意:

SpatialのWeb Feature Service (WFS)のサポートまたはCatalog Services for the Web (CSW)のサポートを使用している場合、および1つ以上のSYS.XMLTABLEINDEXの索引を使用して索引付けされた以前のリリースのデータがある場合は、アップグレード前に関連付けられた索引を削除し、アップグレード後に索引を再作成する必要があります。
詳細は、A.3項を参照してください。









	
10.1項「SpatialのWebサービスの種類」


	
10.2項「SpatialのWebサービスのユーザーの種類」


	
10.3項「SpatialのWebサービスのクライアントの設定」


	
10.4項「サンプルJavaクライアントのデモ・ファイル」






10.1 SpatialのWebサービスの種類

Oracle Spatialでは、次の種類のWebサービスが提供されます。

	
ジオコーディング: ユーザーは、住所を空間位置(経度と緯度の座標)に関連付けることができます。ジオコーディングのサポートについては、第11章を参照してください。


	
イエロー・ページ: ユーザーは位置との関係に基づいて、名前別またはカテゴリ別にビジネス情報を検索できます。イエロー・ページのサポートについては、第12章を参照してください。


	
ルーティング: 1つまたは複数のルートについて道路情報や案内を提供します。ルーティングのサポートについては、第13章を参照してください。


	
OpenLS: ジオコーディング、マッピング、ルーティングおよびイエロー・ページに対するOpen Location Services Initiative(OpenLS)仕様に基づいて、位置情報をベースにしたサービスを提供します。OpenLSのサポートについては、第14章を参照してください。


	
Web Feature Services(WFS): ユーザーは、位置または非空間属性との関係に基づいて、フィーチャ(道路、川など)を検索できます。WFSのサポートについては、第15章を参照してください。


	
Catalog Services for the Web (CSW): カタログ・サービスに対するOpen GIS Consortium仕様のOracle Spatialの実装を記述します。この仕様によると、カタログ・サービスは、データ、サービスおよび関連する情報オブジェクトについての記述情報(メタデータ)の集合をパブリッシュおよび検索する機能をサポートしています。CSWのサポートについては、第16章を参照してください。




Webサービスのセキュリティに関する考慮事項については、第17章を参照してください。






10.2 SpatialのWebサービスのユーザーの種類

一般的な業務では、SpatialのWebサービス・アプリケーションを実装するユーザーには、次のような種類のユーザーが含まれます。

	
Webサービスのインフラストラクチャを設定する管理者。管理者は、データベース・ユーザーの作成、新規および既存のデータベース・ユーザーに対する権限とアクセス権の付与、複数のデータベース・ユーザーに影響するその他の操作などを行います。Web Feature Servicesでは、フィーチャ表の登録、フィーチャ・タイプのパブリッシュ、および特定のアカウントのロック解除を行います。

たとえば、管理者は、インフラストラクチャを設定して、道路や川などの空間フィーチャにアクセスできるようにします。


	
空間データおよびメタデータを作成および管理するアプリケーション開発者。開発者は、空間データ表を作成し、空間索引を作成して、行をUSER_SDO_GEOM_METADATAビューに挿入し、Spatialのファンクションおよびプロシージャを使用してアプリケーション・ロジックを実装します。

たとえば、アプリケーション開発者は、道路や川の表を作成し、アプリケーション・ロジックを実装することで、エンド・ユーザーが空間問合せ条件に基づいて道路や川を検索できるようにします。


	
Webブラウザを使用してサービスにアクセスするエンド・ユーザー。

たとえば、エンド・ユーザーは、特定の川から1マイル以内にあるすべての道路、またはその川を横断するすべての道路などの検索を行います。




管理者の立場から見ると、アプリケーション開発者もエンド・ユーザーもすべてユーザーです。これは、それぞれのニーズに合わせてデータベース・ユーザーを作成する必要があるためです。アプリケーション開発者は、空間表を作成および管理し、Oracle Spatialのファンクションおよびプロシージャを使用するための十分な権限を持つユーザーとして、データベースに接続します。これに対し、エンド・ユーザーは、通常、データへの読取り専用アクセスや制限付きの書込みアクセスなど、制限されたアクセス権限を持つデータベース・ユーザーとして、データベースにアクセスします。

SpatialのWebサービスに関する章は、エンド・ユーザー向けではなく、管理者およびアプリケーション開発者を対象としています。






10.3 SpatialのWebサービスのクライアントの設定

SpatialのWebサービスを使用するには、DBAロールを持つ管理者として、次の項目を確認する必要があります。

	
$ORACLE_HOME/md/jlib/sdows.earファイルがOC4Jインスタンスにデプロイされている。


	
(sdows.earファイルのデプロイ先としてデフォルトの場所を受け入れた場合)必要なデータベース接続が<j2ee_home>/home/applications/sdows/META-INF/data-sources.xmlファイルに定義されている。このファイルでは、OpenLSやWFSなど、すべてのWebサービスで使用可能なデータベースの接続が定義されます。




次に、Webサービスの動作を制御する<j2ee_home>/home/applications/sdows/sdows/WEB-INF/conf/WSConfig.xmlファイルを調べて変更します。例10-1に、Oracleが提供しているWSConfig.xmlファイルを示します。このファイルは、ご使用のシステム環境に合わせて変更する必要があります。このファイルおよびその他のファイルの変更方法については、(10.4項「サンプルJavaクライアントのデモ・ファイル」に示す) wsclient.jarデモ・ファイルのReadme.txtファイルを参照してください。


例10-1 WSConfig.xmlファイル


<?xml version="1.0"?>
<!-- This is the configuration file for Oracle 11g Spatial WS. -->
<!-- Note: All paths are resolved relative to where the WEB-INF directory 
           is located, unless specified as an absolute path name. 
-->
 
<WSConfig>
 
  <!-- ****************************************************************** -->
  <!-- ************************ Logging Settings ************************ -->
  <!-- ****************************************************************** -->
 
  <!-- Uncomment the following to modify logging. Possible values are:
       log_level = "fatal"|"error"|"warn"|"info"|"debug"|"finest"  
                 default: info) ;
       log_thread_name = "true" | "false" ;
       log_time = "true" | "false" ;
       one or more log_output elements.
  -->
  <!--
    <logging log_level="info" log_thread_name="false"
             log_time="true">
       <log_output name="System.err" />
       <log_output name="log/ws.log" />
    </logging>
  -->
 
  <!-- ****************************************************************** -->
  <!-- ********************** WFS Cache Settings ************************ -->
  <!-- ****************************************************************** -->
 
   <!-- 
    Uncomment the cached_feature_types tag to specify the list of feature types that are cached. 
    By default no feature types are cached.
   -->
   <!--
   <cached_feature_types>
        <feature_type ns="http://www.example.com/myns1" name="ROADS1" />
        <feature_type ns="http://www.example.com/myns2" name="HIGHWAYS" />
   </cached_feature_types>
   -->
 
   <!-- 
    Uncomment the wfs_cache_sync_interval tag to specify the interval in 
    milliseconds in which the WFS Cache Synchronization thread will run.
    Default is 10000 millisec.
   -->
   <!-- 
   <wfs_cache_sync_interval>10000</wfs_cache_sync_interval>
   -->
 
 
  <!-- ****************************************************************** -->
  <!-- ********************* WFS Parameters********************* -->
  <!-- ****************************************************************** -->
 
 
   <!--
    Uncomment the wfs_admin_conn_name tag to specify the name of the connection in oc4j 
    data-sources.xml configuration file for the spatial_wfs_admin_usr. 
    Default value is jdbc/WFS_ADMIN_CONN_NAME.
   -->
   <!-- 
     <wfs_admin_conn_name>jdbc/WFS_ADMIN_CONN_NAME</wfs_admin_conn_name>
   -->
 
   <!--
    Uncomment the wfs_query_timeout tag to specify the query timeout value,
    which is used, when server-side locking API is called.
    The value of this tag can be a non-negative integer, and its unit is seconds.
    Default value is 10 seconds.
   -->
   <!-- 
     <wfs_query_timeout>10</wfs_query_timeout>
   -->
 
    <!--
    Uncomment the wfs_lock_expiry tag to configure the default wfs lock expiry value,
    which is the expiry time for wfs locks, if lock expiry value is not
    explicitly specified in GetFeatureWithLock or LockFeature requests.
    The value of this tag can be a non-negative integer, and its unit is minutes.
    Default value is 4 minutes.
   -->
   <!-- 
     <wfs_lock_expiry>4</wfs_lock_expiry>
   -->
 
    <!--
    Uncomment the wfs_xsd_loc_url tag to specify the URL of WFS / GML 2.1.2 specification XSDs on your server.
    This MUST be provided.
    -->
 
    <!-- 
     <wfs_xsd_loc_url>http://machine:port/xsds/</wfs_xsd_loc_url>
    -->
 
    <!--
    Uncomment the wfs_ex_xsd_loc_url tag to specify the URL of OGC Exception specification XSDs on your server.
    WFS Exceptions are reports as per this XSD. If this tag is not provided then it will be initialized with 
    the value provided for wfs_xsd_loc_url (by default).
    -->
 
    <!-- 
     <wfs_ex_xsd_loc_url>http://machine:port/xsds/</wfs_ex_xsd_loc_url>
    -->
 
 
    <!--
    Uncomment the gml3_xsd_loc_url tag to specify the URL of GML 3.1.1 specification XSDs on your server.
    This is needed ONLY when using GML3.1.1. 
    -->
 
    <!-- 
     <gml3_xsd_loc_url>http://machine:port/xsds/</gml3_xsd_loc_url>
    -->
 
   <!-- ****************************************************************** -->
   <!-- ********************** CSW Cache Settings ************************ -->
   <!-- ****************************************************************** -->
 
   <!-- 
   <cached_record_types>
        <record_type ns="http://www.opengis.net/cat/csw" name="Record" />
   </cached_record_types>
   <csw_cache_sync_interval>10000</csw_cache_sync_interval>
   <csw_cache_id>CSW_CACHE_ID</csw_cache_id>
   -->
 
   <!-- ****************************************************************** -->
   <!-- ********************* CSW Parameters********************* -->
   <!-- ****************************************************************** -->
   <!-- 
     <csw_admin_conn_name>CSW_ADMIN_CONN_NAME</csw_admin_conn_name>
   -->
 
    <!--
    Uncomment the csw_xsd_loc_url tag to specify the URL of CSW 2.0.0 specification XSDs on your server.
    -->
 
    <!--
     <csw_xsd_loc_url>http://machine:port/xsds/</csw_xsd_loc_url>
    -->
 
    <!--
    Uncomment the csw_ex_xsd_loc_url tag to specify the URL of OWS Exception specification XSDs on your server.
    CSW Exceptions are reports as per this XSD. If this tag is not provided then it will be initialized with 
    the value provided for csw_xsd_loc_url (by default).
    This MUST be provided if you are running CSW.
    -->
    <!-- 
     <csw_ex_xsd_loc_url>http://machine:port/xsds/</csw_ex_xsd_loc_url>
    -->
 
 
  <!-- ****************************************************************** -->
  <!-- ********************* Guest and XML user parameters ************** -->
  <!-- ****************************************************************** -->
 
  <Handlers>
    <OpenLS>
      <JavaClass>           oracle.spatial.ws.openls.OpenLsHandler </JavaClass>
      <Anonymous_xml_user>  SpatialWsXmlUser                       </Anonymous_xml_user>
      <Proxy_management>
        <Proxy_authentication/>
 
        <!--
          or
            <Application_user_management/>
          or
            <Fixed_app_user/>
          -->
 
      </Proxy_management>
    </OpenLS>
 
    <WFS>
      <JavaClass>           oracle.spatial.wfs.WFSHandler </JavaClass>
      <Anonymous_xml_user>  SpatialWsXmlUser                       </Anonymous_xml_user>
      <Proxy_management>    <Proxy_authentication/>                </Proxy_management>
    </WFS>
    <CSW>
      <JavaClass>           oracle.spatial.csw.CSWHandler </JavaClass>
      <Anonymous_xml_user>  SpatialWsXmlUser                       </Anonymous_xml_user>
      <Proxy_management>    <Proxy_authentication/>                </Proxy_management>
    </CSW>
    <SpatialWS_Sdo_Request>
      <JavaClass>           oracle.spatial.ws.svrproxy.SdoRequestHandler </JavaClass>
      <Anonymous_xml_user>  SpatialWsXmlUser                       </Anonymous_xml_user>
      <Proxy_management>    <Proxy_authentication/>                </Proxy_management>
    </SpatialWS_Sdo_Request>
    <SpatialWS_Sdo_Test_Request>
      <JavaClass>           oracle.spatial.ws.svrproxy.SdoTestRequestHandler </JavaClass>
      <Anonymous_xml_user>  SpatialWsXmlUser                       </Anonymous_xml_user>
      <Proxy_management>    <Proxy_authentication/>                </Proxy_management>
    </SpatialWS_Sdo_Test_Request>
    <Network>
      <JavaClass>           oracle.spatial.network.xml.NetworkWSHandler </JavaClass>
      <Proxy_management>    <Fixed_app_user/>                      </Proxy_management>
    </Network>
  </Handlers>
</WSConfig>




また、ご使用の環境でサポートするWebサービスに応じて、特定のタスクを実行する必要があります。権限を作成し、データベース・ユーザーに付与する必要がある場合があります。さらに、特別なデータ(ジオコーディング用など)のダウンロードおよびロード、または構成ファイルの変更が必要な場合もあります。特定の要件については、個別のWebサービスに関する章を参照してください。






10.4 サンプルJavaクライアントのデモ・ファイル

SpatialのWebサービスをすぐに使用できるようにするために、Oracleでは、ソース・コードを含む.jarファイル(wsclient.jar)、およびサンプルJavaクライアントを設定するための関連ファイルが提供されています。このファイルを使用するには、次の手順を実行します。

	
Spatialのデモ・ディレクトリで、wsclient.jarを検索します。


	
選択したディレクトリに、wsclient.jarを展開(解凍)します。

.jarファイルのすべてのファイルの最上位ディレクトリは、srcという名前になります。


	
srcディレクトリにあるReadme.txtファイルを参照し、その手順に従ってください。

Readme.txtファイルには、詳細な説明とガイドラインが記載されています。















14 OpenLSのサポート

この章では、Open GeoSpatial Consortium(OGC)のOpen Location Services Initiative(OpenLS)バージョン1.0および1.1に基づいた、Webサービスに対するOracle Spatialのサポートについて説明します。OpenLSの説明については、ダウンロードおよびスキーマへのリンクを含むhttp://www.opengeospatial.org/standards/olsを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

	
14.1項「サポートされているOpenLSサービス」


	
14.2項「OpenLSのApplication Program Interface」


	
14.3項「OpenLSサービスのサポートおよび例」







	
注意:

OpenLSを使用する前に、第10章「SpatialのWebサービスの概要」で説明されている概念を理解し、その章での説明に従って必要な構成作業を実行しておく必要があります。









14.1 サポートされているOpenLSサービス

Spatialでは、次のOGC OpenLSサービスをサポートしています。

	
ロケーション・ユーティリティ・サービス(ジオコーディング)


	
プレゼンテーション・サービス(マッピング)


	
ルート・サービス(運転方向)


	
ディレクトリ・サービス(YP(イエロー・ページ))




Spatialでは、現在、OGC OpenLSのゲートウェイ・サービス(モバイル・ポジショニング)をサポートしていません。

ディレクトリ・サービス(YP (イエロー・ページ))を除き、すべてのサポートされているサービスについて、最初に特定の操作を実行する必要があり、この操作にはサードパーティ・データの取得およびロードと、SpatialのOpenLSサービスの基礎となるテクノロジの構成およびデプロイが含まれている場合もあります。表14-1に、SpatialのOpenLSサービスに加えて、要件および基礎となるテクノロジを説明している章またはマニュアルを示します。


表14-1 SpatialのOpenLSサービスの依存性

	SpatialのOpenLSサービス	依存対象	参照先
	
ジオコーディング

	
ジオコーディングを行うメタデータとデータ

	
第11章「住所データのジオコーディング」



	
マッピング

	
Oracle MapViewer

	
Oracle Fusion Middleware for Oracle MapViewerユーザーズ・ガイド



	
運転方向

	
ルーティング・エンジン

	
第13章「ルーティング・エンジン」



	
ビジネス・ディレクトリ(YP(イエロー・ページ))

	
外部プロバイダからのデータ

	
第12章「ビジネス・ディレクトリ(イエロー・ページ)のサポート」













14.2 OpenLSのApplication Program Interface

SpatialのOpenLSサービスを使用する際に、WebサービスAPIとPL/SQL APIという2つのApplication Program Interface(API)が提供されます。

WebサービスAPIでは、Web Feature Services(第15章を参照)と同じSOAPエンベロープを使用します。WSS認証とプロキシ認証およびユーザー管理を使用して、認証と認可を有効にします。

WebサービスよりもPL/SQL APIの方が便利です。認証と認可は、OpenLSリクエストを送信して結果を戻すPL/SQLサブプログラムのコールに使用するデータベース接続を介して有効化されます。PL/SQL APIは、第27章で説明されているSDO_OLSパッケージで実装されます。






14.3 OpenLSサービスのサポートおよび例

この項では、ジオコーディング、マッピング、ルーティングおよびディレクトリ・サービス(YP)に対して提供されているサポートについて説明します。また、この項には、OpenLS WebサービスAPIのリクエストとレスポンスの例も示しています。


14.3.1 OpenLSのジオコーディング

OpenLSジオコーディングの<Request>要素には、GeocodeRequestまたはReverseGeocodeRequestの値が設定されたmethodName属性と、これに対応する<GeocodeRequest>または<ReverseGeocodeRequest>という名前の最上位レベルの要素が含まれます。

methodName属性値がGeocodeRequestである場合、<GeocodeRequest>要素には、自由形式の住所、通りの住所または交差点の住所を指定できる<Address>要素と、0(ゼロ)個以上の<Place>要素、またオプションで<PostalCode>要素が含まれます。<Address>要素には、必須属性countryCodeと複数のオプションの属性が含まれます。

methodName属性値がGeocodeRequestである場合、<ReverseGeocodeRequest>要素には、逆にジオコードする位置を指定する<Position>要素と、戻される情報(デフォルトは通りの住所)を指定するオプションの<ReverseGeocodePreference>要素が含まれます。

例14-1は、California州San Francisco市の2つの住所をジオコードするリクエストです。


例14-1 OpenLSのジオコーディング・リクエスト


<XLS
  xmlns=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/xls …"
  version="1.0">
  <RequestHeader clientName="someName" clientPassword="password"/>
  <Request
    maximumResponses="10"
    methodName="GeocodeRequest"
    requestID="123"
    version="1.0">
    <GeocodeRequest>
      <Address countryCode="US">
        <StreetAddress>
          <Building number="400"/>
          <Street>Post Street</Street>
        </StreetAddress>
        <Place type="CountrySubdivision">CA</Place>
        <Place type="Municipality">San Francisco</Place>
        <PostalCode>94102</PostalCode>
      </Address>
      <Address countryCode="US">
        <StreetAddress>
          <Building number="233"/>
          <Street>Winston Drive</Street>
        </StreetAddress>
        <Place type="CountrySubdivision">CA</Place>
        <Place type="Municipality">San Francisco</Place>
        <PostalCode>94132</PostalCode>
      </Address>
    </GeocodeRequest>
  </Request>
</XLS>




例14-2は、例14-1のリクエストに対するレスポンスです。2つの住所に対して経度と緯度の座標が戻されます(最初に-122.4083257 37.788208、次に-122.4753965 37.7269066が戻されます)。


例14-2 OpenLSのジオコーディング・レスポンス


<xls:XLS
  xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  version="1.0">
  <xls:ResponseHeader/>
  <xls:Response requestID="123" version="1.0">
    <xls:GeocodeResponse xmlns:xls="http://www.opengis.net/xls">
      <xls:GeocodeResponseList
        xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
        numberOfGeocodedAddresses="1">
        <xls:GeocodedAddress>
          <gml:Point xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
            <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-122.4083257 37.788208</gml:pos>
          </gml:Point>
          <xls:Address countryCode="US">
            <xls:StreetAddress>
              <xls:Building number="400"/>
              <xls:Street>POST ST</xls:Street>
            </xls:StreetAddress>
            <xls:Place type="CountrySubdivision">CA</xls:Place>
            <xls:Place type="Municipality">SAN FRANCISCO</xls:Place>
            <xls:PostalCode>94102</xls:PostalCode>
          </xls:Address>
        </xls:GeocodedAddress>
      </xls:GeocodeResponseList>
      <xls:GeocodeResponseList
        xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
        numberOfGeocodedAddresses="1">
        <xls:GeocodedAddress>
          <gml:Point xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
            <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-122.4753965 37.7269066</gml:pos>
          </gml:Point>
          <xls:Address countryCode="US">
            <xls:StreetAddress>
              <xls:Building number="233"/>
              <xls:Street>WINSTON DR</xls:Street>
            </xls:StreetAddress>
            <xls:Place type="CountrySubdivision">CA</xls:Place>
            <xls:Place type="Municipality">SAN FRANCISCO</xls:Place>
            <xls:PostalCode>94132</xls:PostalCode>
          </xls:Address>
        </xls:GeocodedAddress>
      </xls:GeocodeResponseList>
    </xls:GeocodeResponse>
  </xls:Response>
</xls:XLS>







14.3.2 OpenLSのマッピング

OpenLSマッピングの<Request>要素には、PortrayMapRequestの値が設定されたmethodName属性と、<PortrayMapRequest>という名前の最上位レベルの要素が含まれます。

<PortrayMapRequest>要素には、マップの中心点を含む、生成されるマップの出力を指定する<Output>要素が含まれます。

<PortrayMapRequest>要素には、MapViewerのベース・マップと1つ以上の主題を指定する<Basemap>要素、0(ゼロ)個以上の<Overlay>要素(各要素がベース・マップ上でオーバーレイされる情報を指定)を含めることができます。

例14-3は、マップ・イメージを描写するリクエストです。イメージは指定した経度/緯度の点を中心とし、ベース・マップと2つのMapViewerの主題を使用して、マップ上の3つの点を表します。


例14-3 OpenLSのマッピング・リクエスト


<XLS
  xmlns=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/xls …"
  version="1.1">
  <RequestHeader clientName="someName" clientPassword="password"/>
  <Request
    maximumResponses="1"
    methodName="PortrayMapRequest"
    requestID="456"
    version="1.1">
    <PortrayMapRequest>
      <Output
        BGcolor="#a6cae0"
        content="URL"
        format="GIF_URL"
        height="600"
        transparent="false"
        width="800">
        <CenterContext SRS="8307">
          <CenterPoint srsName="8307">
            <gml:pos>-122.2615 37.5266</gml:pos>
          </CenterPoint>
          <Radius unit="M">50000</Radius>
        </CenterContext>
      </Output>
      <Basemap filter="Include">
        <Layer name="mvdemo.demo_map.THEME_DEMO_COUNTIES"/>
        <Layer name="mvdemo.demo_map.THEME_DEMO_HIGHWAYS"/>
      </Basemap>
      <Overlay zorder="1">
        <POI
          ID="123"
          description="description"
          phoneNumber="1234"
          POIName="Books at Post Str (point)">
          <gml:Point srsName="4326">
            <gml:pos>-122.4083257 37.788208</gml:pos>
          </gml:Point>
        </POI>
      </Overlay>
      <Overlay zorder="2">
        <POI
          ID="456"
          description="description"
          phoneNumber="1234"
          POIName="Books at Winston Dr (address)">
          <Address countryCode="US">
            <StreetAddress>
              <Building number="233"/>
              <Street>Winston Drive</Street>
            </StreetAddress>
            <Place type="CountrySubdivision">CA</Place>
            <Place type="CountrySecondarySubdivision"/>
            <Place type="Municipality">San Francisco</Place>
            <Place type="MunicipalitySubdivision"/>
            <PostalCode>94132</PostalCode>
          </Address>
        </POI>
      </Overlay>
      <Overlay zorder="3">
        <Position levelOfConf="1">
          <gml:Point gid="a boat (point)" srsName="4326">
            <gml:pos>-122.8053965 37.388208</gml:pos>
          </gml:Point>
        </Position>
      </Overlay>
    </PortrayMapRequest>
  </Request>
</XLS>




例14-4は、例14-3のリクエストに対するレスポンスです。ただし、実際のレスポンスでは、<xls:URL>Actual URL replaced with constant string for test</xls:URL>の行にマップ・イメージの実際のURLが含まれます。


例14-4 OpenLSのマッピング・レスポンス


<xls:XLS
  xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/xls …"
  version="1.1">
  <xls:ResponseHeader/>
  <xls:Response numberOfResponses="1" requestID="456" version="1.1">
    <xls:PortrayMapResponse>
      <xls:Map>
        <xls:Content format="GIF_URL" height="600" width="800">
          <xls:URL>Actual URL replaced with constant string for test</xls:URL>
        </xls:Content>
        <xls:BBoxContext srsName="4326">
          <gml:pos>-122.86037685607968 37.07744235794024</gml:pos>
          <gml:pos>-121.66262314392031 37.97575764205976</gml:pos>
        </xls:BBoxContext>
      </xls:Map>
    </xls:PortrayMapResponse>
  </xls:Response>
</xls:XLS>







14.3.3 OpenLSのルーティング

OpenLSルーティングの<Request>要素には、DetermineRouteRequestの値が設定されたmethodName属性と、<DetermineRouteRequest>という名前の最上位レベルの要素が含まれます。

<DetermineRouteRequest>要素には、ルート・プリファレンスとルートに含める点(およびオプションでルートで回避する点)を指定する<RoutePlan>要素が含まれます。点については少なくとも開始点と終了点を指定します。

また、<DetermineRouteRequest>要素には、ルートを表す線ストリング・ジオメトリを戻す<RouteGeometryRequest>要素、ルートのマップ・イメージをリクエストする<RouteMapRequest>要素およびルートの運転方向をリクエストする<RouteInstructionsRequest>要素が0(ゼロ)個以上含まれます。

例14-5は、Massachusetts州Cambridge市内の住所とNew Hampshire州Nashua市内の住所との間の最速ルートに対するルート・ジオメトリおよびマップ・イメージのリクエストです。


例14-5 OpenLSのルーティング・リクエスト


<XLS
  xmlns=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/xls …"
  version="1.1">
  <RequestHeader clientName="someName" clientPassword="password"/>
    <Request
      maximumResponses="10"
      methodName="DetermineRouteRequest"
      requestID="12345"
      version="1.0">
      <DetermineRouteRequest>
        <RoutePlan>
          <RoutePreference>Fastest</RoutePreference>
          <WayPointList>
            <StartPoint>
              <POI description="Borders" ID="1" phoneNumber="12345" POIName="Borders">
                <Address countryCode="US">
                  <StreetAddress>
                    <Building number="100"/>
                    <Street>Cambridgeside Pl</Street>
                  </StreetAddress>
                  <Place type="CountrySubdivision">MA</Place>
                  <Place type="Municipality">Cambridge</Place>
                  <PostalCode>02141</PostalCode>
                </Address>
              </POI>
            </StartPoint>
            <EndPoint>
              <Address countryCode="US">
                <StreetAddress>
                  <Building number="1"/>
                  <Street>Oracle Dr</Street>
                </StreetAddress>
                <Place type="CountrySubdivision">New Hampshire</Place>
                <Place type="Municipality">Nashua</Place>
                <PostalCode>03062</PostalCode>
              </Address>
            </EndPoint>
          </WayPointList>
          <AvoidList/>
        </RoutePlan>
      <RouteGeometryRequest maxPoints="100" provideStartingPortion="true" scale="1">
        <BoundingBox>
          <gml:pos/>
          <gml:pos/>
        </BoundingBox>
      </RouteGeometryRequest>
      <RouteMapRequest>
        <Output BGcolor="" format="" height="600" transparent="false" width="800"/>
      </RouteMapRequest>
    </DetermineRouteRequest>
  </Request>
</XLS>




例14-6は、例14-5のリクエストに対するレスポンスの一部です。例14-6では、合計予想運転時間、合計距離、ルートを囲む最小境界矩形の左下および右上の経度/緯度座標、およびルートを表す線ジオメトリに沿った最初のいくつかの点の経度/緯度座標を示します。


例14-6 OpenLSのルーティング・レスポンス


<xls:XLS
  xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/xls …"
  version="1.1">
  <xls:ResponseHeader/>
  <xls:Response numberOfResponses="1" requestID="12345" version="1.0">
    <xls:DetermineRouteResponse>
      <xls:RouteSummary>
        <xls:TotalTime>P0DT0H42M26S</xls:TotalTime>
        <xls:TotalDistance uom="M" value="61528.7"/>
        <xls:BoundingBox srsName="4326">
          <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-71.45937289088023 42.36694</gml:pos>
          <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-71.06754 42.70824</gml:pos>
        </xls:BoundingBox>
      </xls:RouteSummary>
      <xls:RouteGeometry>
        <gml:LineString srsName="4326">
          <gml:pos
            xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
            dimension="2"
            srsName="4326">-71.07444,42.36792</gml:pos>
          <gml:pos
            xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
            dimension="2"
            srsName="4326">-71.07162,42.37082</gml:pos>
          <gml:pos
            xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
            dimension="2"
            srsName="4326">-71.06954,42.37333</gml:pos>
. . .







14.3.4 OpenLSのディレクトリ・サービス(YP)

OpenLSディレクトリ・サービスの<Request>要素には、DirectoryRequestの値が設定されたmethodName属性と、<DirectoryRequest>という名前の最上位レベルの要素が含まれます。

<DirectoryRequest>要素には、対象点(戻されるビジネス情報の距離の計算元となる中心点)の場所を指定する<POILocation>要素が含まれます。

また、<DirectoryRequest>要素には、1つ以上の<POIProperty>要素を指定する<POIProperties>要素が含まれ、各POIProperty要素にはプロパティを示すname属性およびプロパティの値を示すvalue属性が含まれます。name属性には、ID、POIName、PhoneNumber、Keyword、NAICS_type、NAICS_subType、NAICS_category、SIC_type、SIC_subType、SIC_category、SIC_codeまたはotherのうち任意の文字列を指定できます。

例14-7は、指定した2つのSIC (Standard Industrial Classification)コードのいずれかまたは両方を持つビジネスに関する情報のリクエストです。この例では、2つのSICコード(1234567890および1234567891)は架空のコードです。また、これらのコードは一部のテスト・データセットとともに使用されていますが、このデータセットでは、実際にはこれらのSICコードを持たないカテゴリ(Book storesおよびCafes & Cafeterias)に、これらのコードが適用されています。


例14-7 OpenLSのディレクトリ・サービス(YP)・リクエスト


<XLS
  xmlns=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  xsi:schemaLocation="http://www.opengis.net/xls …"
  version="1.0">
  <RequestHeader clientName="someName" clientPassword="password"/>
  <Request
    requestID="123"
    maximumResponses="100"
    version="1.1"
    methodName="DirectoryRequest">
    <DirectoryRequest>
      <POILocation>
        <Address countryCode="US">
        </Address>
      </POILocation>
      <POIProperties>
        <POIProperty name="SIC_code" value="1234567890"/>
        <POIProperty name="SIC_code" value="1234567891"/>
      </POIProperties>
    </DirectoryRequest>
  </Request>
</XLS>




例14-8は、例14-7のリクエストに対するレスポンスです。レスポンスには、特定のSICコードのいずれかまたは両方が適用されている2つのビジネスに関する情報が含まれます。


例14-8 OpenLSのディレクトリ・サービス(YP)・レスポンス


<xls:XLS
  xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
  xmlns:gml=http://www.opengis.net/gml
  xmlns:xsi=http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
  version="1.0">
  <xls:ResponseHeader/>
  <xls:Response requestID="123" version="1.1">
    <DirectoryResponse xmlns="http://www.opengis.net/xls">
      <xls:POIContext xmlns:xls="http://www.opengis.net/xls">
        <xls:POI
          ID="1"
          POIName="Borders Books &amp; More"
          phoneNumber="415-731-0665"
          description="Books &amp; more">
          <POIAttributeList xmlns="http://www.opengis.net/xls">
            <xls:SIC
              xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
              category="Book stores"
              code="1234567890"
              subType=""
              type=""/>
            <xls:SIC
              xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
              category="Cafes &amp; Cafeterias"
              code="1234567891"
              subType="" type=""/>
          </POIAttributeList>
          <gml:Point xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
            <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-122.4753965 37.7269066</gml:pos>
          </gml:Point>
          <xls:Address countryCode="US">
            <xls:StreetAddress>
              <xls:Building number="233"/>
              <xls:Street>Winston Drive</xls:Street>
            </xls:StreetAddress>
            <xls:Place type="CountrySubdivision">CA</xls:Place>
            <xls:Place type="CountrySecondarySubdivision"/>
            <xls:Place type="Municipality">San Francisco</xls:Place>
            <xls:Place type="MunicipalitySubdivision"/>
            <xls:PostalCode>94132</xls:PostalCode>
          </xls:Address>
        </xls:POI>
      </xls:POIContext>
      <xls:POIContext xmlns:xls="http://www.opengis.net/xls">
        <xls:POI
          ID="2"
          POIName="Borders Books &amp; More"
          phoneNumber="415-399-1633"
          description="Books &amp; more">
          <POIAttributeList xmlns="http://www.opengis.net/xls">
            <xls:SIC
              xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
              category="Book stores"
              code="1234567890"
              subType=""
              type=""/>
            <xls:SIC
              xmlns:xls=http://www.opengis.net/xls
              category="Cafes &amp; Cafeterias"
              code="1234567891"
              subType=""
              type=""/>
          </POIAttributeList>
          <gml:Point xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml">
            <gml:pos dimension="2" srsName="4326">-122.4083257 37.788208</gml:pos>
          </gml:Point>
          <xls:Address countryCode="US">
            <xls:StreetIntersection>
              <xls:Street>Post St</xls:Street>
              <xls:IntersectingStreet>Powell St</xls:IntersectingStreet>
            </xls:StreetIntersection>
            <xls:Place type="CountrySubdivision">CA</xls:Place>
            <xls:Place type="CountrySecondarySubdivision"/>
            <xls:Place type="Municipality">San Francisco</xls:Place>
            <xls:Place type="MunicipalitySubdivision"/>
            <xls:PostalCode>94102</xls:PostalCode>
          </xls:Address>
        </xls:POI>
      </xls:POIContext>
    </DirectoryResponse>
  </xls:Response>
</xls:XLS>
















はじめに

『Oracle Spatial開発者ガイド』では、Oracle SpatialおよびOracle Locatorを使用して、空間データの索引付けと格納、および空間アプリケーションの開発を行うための使用方法およびリファレンス情報を示します。

Oracle Spatialを使用するには、Oracle Database 11gのEnterprise Editionが必要です。複雑な空間データ管理が必要な、企業規模の空間情報システム、Webベース・アプリケーションおよび位置情報を基にしたワイヤレス・アプリケーションのデプロイメントの基盤となります。Oracle Locatorは、Oracle Database 11gのStandard EditionとEnterprise Editionの機能です。Oracle Locatorは、通常、インターネット・サービス・アプリケーション、ワイヤレス・サービス・アプリケーションおよびパートナ・ベースの地理情報システム(GIS)・ソリューションのサポートに必要なOracle Spatialの機能(Locatorの機能は付録Bを参照)のサブセットを提供します。

Oracle Database 11gのStandard EditionとEnterprise Editionの基本機能は同じです。ただし、拡張されたデータ型などの様々な拡張機能は、Enterprise Editionを併用した場合のみ使用可能です。一部の拡張機能は、オプションです。たとえば、Oracle Database 11gの表のパーティション化機能を使用するには、Enterprise EditionとPartitioning Optionを購入する必要があります。

Oracle Database 11g Standard EditionとOracle Database 11g Enterprise Editionの違いおよびユーザーが利用できる機能およびオプションの詳細は、『Oracle Database新機能ガイド』を参照してください。


対象読者

このマニュアルは、Oracle Databaseに空間データを格納する必要があるユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Spatial GeoRaster開発者ガイド』


	
『Oracle Spatialトポロジおよびネットワーク・データ・モデル開発者ガイド』


	
『Oracle Database SQL言語リファレンス』


	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
『Oracle Databaseアドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』


	
『Oracle Databaseエラー・メッセージ』(Spatialのメッセージは、13000から13499です。)


	
『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』


	
『Oracle Databaseユーティリティ』


	
『Oracle Databaseアドバンスト・レプリケーション』


	
『Oracle Databaseデータ・カートリッジ開発者ガイド』








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
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30 SDO_TIN_PKGパッケージ(TIN)

この章では、表30-1に示すTriangulated Irregular Network(TIN)のサブプログラムについて説明します。


表30-1 TINのサブプログラム

	サブプログラム	説明
	
SDO_TIN_PKG.CLIP_TIN


	
TINに対してクリップ操作を実行します。


	
SDO_TIN_PKG.CREATE_TIN


	
inptableパラメータで指定した点を使用してTINを作成します。


	
SDO_TIN_PKG.DROP_DEPENDENCIES


	
TINブロック表と指定した実表および列の間の依存性を削除します。


	
SDO_TIN_PKG.INIT


	
TINを初期化します。


	
SDO_TIN_PKG.TO_GEOMETRY


	
TINのすべてまたは一部を表すジオメトリ・オブジェクトを戻します。








このパッケージのサブプログラムを使用するには、Triangulated Irregular Network(TIN)を使用した表面のモデル化を含む、3次元のジオメトリに関する主な概念を理解しておく必要があります。3次元ジオメトリのサポートについては1.11項、TINを使用した表面のモデル化については1.11.1項、TINに関連するデータ型については2.5項を参照してください。





SDO_TIN_PKG.CLIP_TIN


構文

SDO_TIN_PKG.CLIP_TIN(

     inp IN SDO_TIN,

     qry IN SDO_GEOMETRY,

     qry_min_res IN NUMBER,

     qry_max_res IN NUMBER,

     blkid IN NUMBER DEFAULT NULL

     ) RETURN SDO_TIN_BLK_TYPE;





説明

TINに対してクリップ操作を実行します。





パラメータ

	inp
	
クリップ操作を実行するTINを指定します。


	qry
	
戻されるオブジェクトを選択するウィンドウを指定します。通常、2次元ジオメトリの場合はポリゴン、3次元ジオメトリの場合は錐台となります。


	qry_min_res
	
最小解像度の値を指定します。解像度がqry_min_res以上およびqry_max_res以下のqryのオブジェクトがクリップ操作により戻されます。


	qry_max_res
	
最大解像度の値を指定します。解像度がqry_min_res以上およびqry_max_res以下のqryのオブジェクトがクリップ操作により戻されます。


	blkid
	
クリップ操作によって戻されるオブジェクトを制限するブロックのブロックID番号を指定します。このパラメータがNULLの場合、他のパラメータを満たすすべてのオブジェクトが戻されます。








使用上の注意

このファンクションでは、指定した問合せウィンドウ内にあり、かつパラメータによって指定されている他の要件を満たしているTINの三角形を戻します。一般に、このファンクションはTINに対して問合せを実行するために使用します。TINの問合せのパフォーマンスを最大にするには、ファンクションが操作に対して考慮する必要のあるオブジェクトの数を最小限にします。

SDO_TINおよびSDO_TIN_BLK_TYPEデータ型については、2.5項を参照してください。

TINを使用して表面をモデル化する方法は、1.11.1項を参照してください。





例

次の例では、TINに対してクリップ操作を実行します。これは、Oracle Database Examplesメディアからすでにファイルをインストールしている場合は、$ORACLE_HOME/md/demo/examples/TIN/plsql/にあるsdo_tin.sqlサンプル・プログラムから取得できます(『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』を参照)。


. . .
declare
  inp  sdo_tin;
begin
  select tin INTO inp  from base where rownum=1;
  insert into restst
  select * from
    table(sdo_tin_pkg.clip_tin
           (
            inp,  -- Input TIN object
            sdo_geometry(2003, null, null,
              mdsys.sdo_elem_info_array(1, 1003, 3),
              mdsys.sdo_ordinate_array(-74.1, -73.9, 39.99999,40.00001)), -- Query
            null, null));
end;
. . .










SDO_TIN_PKG.CREATE_TIN


構文

SDO_TIN_PKG.CREATE_TIN(

     inp IN SDO_TIN,

     inptable IN VARCHAR2,

     clstPcdataTbl IN VARCHAR2 DEFAULT NULL);





説明

inptableパラメータで指定した点を使用してTINを作成します。





パラメータ

	inp
	
使用するSDO_TINオブジェクトを指定します。このオブジェクトは、SDO_TIN_PKG.INITファンクションによって作成されている必要があります。


	inptable
	
入力TINデータを含む表またはビューの名前を指定します。この表またはビューには、次の列が含まれている必要があります。

	
RID (VARCHAR2(24)): 各点の一意のID。


	
VAL_D1 (NUMBER): 次元1の座標。


	
VAL_D2 (NUMBER): 次元2の座標。


	
. . .


	
VAL_Dn (NUMBER): 次元nの座標。ここでのnは、最も数字の大きい次元です。nは、TINが初期化されたときのSDO_TIN_PKG.INITファンクションへのコールに含まれていたtin_tot_dimensionsパラメータ値と一致している必要があります。





	clstPcdataTbl
	
結果として生成された点データを格納する表の名前を指定します。値を指定しない場合、この表は作成されません。表の詳細は、「使用上の注意」を参照してください。








使用上の注意

TINの最初のいくつかの次元を索引付けすると、後でSDO_TIN_PKG.CLIP_TINファンクションを使用して検索することができます。索引付けする次元の正確な数は、初期化されたTINオブジェクト内のTINエクステントの次元(具体的にはinp.tin_extent.sdo_gtype/1000)によって決まります。

inptableパラメータにビュー名を指定すると、SELECT ROWID FROM <view-name>の問合せはエラーを戻すことはできません。

clstPcdataTblパラメータで表名を指定する場合は、指定する表が存在し、次の列が含まれている必要があります。

	
PTN_ID (NUMBER)


	
POINT_ID (NUMBER)


	
RID (VARCHAR2(24)): 各点の一意のID。


	
VAL_D1 (NUMBER): 次元1の座標。


	
VAL_D2 (NUMBER): 次元2の座標。


	
. . .


	
VAL_Dn (NUMBER): 次元nの座標。ここでのnは、最も数字の大きい次元です。nは、TINが初期化されたときのSDO_TIN_PKG.INITファンクションへのコールに含まれていたtin_tot_dimensionsパラメータ値と一致している必要があります。




clstPcdataTblパラメータの値が指定されている場合、このファンクションは、PTN_IDおよびPOINT_IDに対して適切な値を割り当て、他の属性のinptable表またはビューから値をコピーすることによって表にデータを挿入します。この表は索引構成表として作成できます。この表をアプリケーションで使用すると、索引次元で反映される次元以外の次元に関してSQL問合せを使用した検索を実行できます。(索引次元および総次元の説明は、SDO_TIN_PKG.INITファンクションのtin_tot_dimensionsパラメータの説明を参照してください。)

SDO_TINデータ型の詳細は、2.5項を参照してください。

TINを使用して表面をモデル化する方法は、1.11.1項を参照してください。





例

次の例ではTINを作成します。これは、Oracle Database Examplesメディアからすでにファイルをインストールしている場合は、$ORACLE_HOME/md/demo/examples/TIN/plsql/にあるsdo_tin.sqlサンプル・プログラムから取得できます(『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』を参照)。


. . .
-- Create the blocks for the TIN.
sdo_tin_pkg.create_tin(
  tin,       -- Initialized TIN object
  'INPTAB', -- Name of input table to ingest into the pointcloud
  'RES'     -- Name of output table that stores the points (with ptn_id,pt_id)
);
/
. . .










SDO_TIN_PKG.DROP_DEPENDENCIES


構文

SDO_TIN_PKG.DROP_DEPENDENCIES(

     basetable IN VARCHAR2,

     col IN VARCHAR2);





説明

TINブロック表と指定した実表および列の間の依存性を削除します。





パラメータ

	basetable
	
TINの初期化時に(SDO_TIN_PKG.INITファンクションのbasetableパラメータで)指定されていた実表の名前を指定します。


	col
	
SDO_TIN_PKG.INITファンクションのbasecolパラメータで指定されていた実表内の列名を指定します。








使用上の注意

このプロシージャは、TINブロック表を切り捨て、ブロック表と実表および列の組合せの間の関連付けを削除します。

このプロシージャを実行した後は、TINブロック表を削除したり、表を別の実表および列の組合せに関連付けることができます。詳細は、SDO_TIN_PKG.INITファンクションの「使用上の注意」を参照してください。





例

次の例では、TINブロック表と(それぞれがBASEとTINという名前の)実表および列の間の依存性を削除します。


. . .
declare
begin
  mdsys.sdo_tin_pkg.drop_dependencies('BASE', 'TIN');
end;
/










SDO_TIN_PKG.INIT


構文

SDO_TIN_PKG.INIT(

     basetable IN VARCHAR2,

     basecol IN VARCHAR2,

     blktable IN VARCHAR2,

     ptn_params IN VARCHAR2,

     tin_extent IN SDO_GEOMETRY,

     tin_tol IN NUMBER DEFAULT 0.000000000000005,

     tin_tot_dimensions IN NUMBER DEFAULT 2,

     tin_domain IN SDO_ORGSCL_TYPE DEFAULT NULL,

     tin_break_lines IN SDO_GEOMETRY DEFAULT NULL,

     tin_stop_lines IN SDO_GEOMETRY DEFAULT NULL,

     tin_void_rgns IN SDO_GEOMETRY DEFAULT NULL,

     tin_val_attr_tables IN SDO_STRING_ARRAY DEFAULT NULL,

     tin_other_attrs IN XMLTYPE DEFAULT NULL,

     ) RETURN SDO_TIN;





説明

SDO_TINオブジェクトの作成によりTINを初期化します。





パラメータ

	basetable
	
SDO_TIN型の列を含む実表の名前を指定します。


	basecol
	
実表のSDO_TIN型の列名を指定します。


	blktable
	
TINのブロックを格納するために使用する、TINブロック表の名前を指定します。この表は存在している必要があり、またCREATE TABLE <table-name> AS select * from mdsys.sdo_tin_blk_table;形式の文によって作成されている必要があります。

各TINブロック表に関連付けることのできるbasetableとbasecolの組合せは1つのみです。


	ptn_params
	
TINのパーティション化に関するパラメータを指定します。カンマで区切られたキーワードを引用符で囲んだ文字列として指定します。たとえば、'blk_capacity=1000,work_tablespace=my_work_ts'などです。このパラメータがNULLの場合、TINはパーティション化されません。使用可能なキーワードは、次のとおりです。

	
blk_capacity=n: nは各パーティション内の最大行数です。デフォルト値は5000です。この値には、常に50より大きい数字を指定します。


	
work_tablespace=x: xは、パーティション操作中に一時表を作成する表領域の名前です。





	tin_extent
	
TINの空間エクステント(TINに含まれるすべてのオブジェクトを囲む最小境界オブジェクト)を表すSDO_GEOMETRYオブジェクトを指定します。このパラメータは、NULL以外である必要があります。

測地データの場合、このジオメトリは2つの次元を持つ必要があります。測地データ以外の場合は、最大で4つの次元を持つことができます。このジオメトリの次元は、tin_tot_dimensionsパラメータで使用できる最小値として使用されます(このパラメータの説明を参照)。


	tin_tol
	
TIN内のオブジェクトの許容差。(空間許容差の詳細は、1.5.5項を参照してください。)このパラメータがNULLの場合、デフォルト値は0.0000000000005です。


	tin_tot_dimensions
	
TINオブジェクトの総次元を指定する数字を指定します。TINブロックの各点については、tin_tot_dimensions座標(値)が格納されます。

総次元は、tin_extentジオメトリの次元数である索引次元以上に指定する必要があります。総次元を索引次元より大きく指定すると、空間データと同じフェッチ操作で必要な非空間属性を取得できます。総次元の最大値は8です。このパラメータのデフォルト値は2です。


	tin_domain
	
(現在は未使用。)


	tin_break_lines
	
(現在は未使用。)


	tin_stop_lines
	
(現在は未使用。)


	tin_void_rgns
	
(現在は未使用。)


	tin_val_attr_tables
	
TINの値属性表の名前を指定するSDO_STRING_ARRAYオブジェクトを指定します。このパラメータがNULLの場合、TINに関連付けられる値属性表はありません。SDO_STRING_ARRAY型は、VARRAY(1048576) OF VARCHAR2(32)として定義されます。


	tin_other_attrs
	
TINのその他の属性を指定するXMLTYPEオブジェクトを指定します。このパラメータがNULLの場合、TINはその他の属性を持ちません。








使用上の注意

このファンクションを使用してSDO_TINオブジェクトを作成した後は、このオブジェクトをSDO_TIN_PKG.CREATE_TINプロシージャへの入力として指定することでTINを作成できます。

SDO_TINデータ型の詳細は、2.5項を参照してください。

TINを使用して表面をモデル化する方法は、1.11.1項を参照してください。





例

次の例では、SDO_TINオブジェクトの作成によりTINを初期化します。これは、Oracle Database Examplesメディアからすでにファイルをインストールしている場合は、$ORACLE_HOME/md/demo/examples/TIN/plsql/にあるsdo_tin.sqlサンプル・プログラムから取得できます(『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』を参照)。


declare
  tin sdo_tin;
begin
  -- Initialize the TIN object. 
  tin := sdo_tin_pkg.init(
          'BASE', -- Table that has the SDO_TIN column defined
          'TIN',   -- Column name of the SDO_TIN object 
          'BLKTAB', -- Table to store blocks of the TIN
           'blk_capacity=1000', -- max # of points per block 
           mdsys.sdo_geometry(2003, null, null,
              mdsys.sdo_elem_info_array(1,1003,3),
              mdsys.sdo_ordinate_array(-180, -90, 180, 90)),  -- Extent 
              0.0000000005, -- Tolerance for TIN
              3, -- Total number of dimensions
              null);
. . .










SDO_TIN_PKG.TO_GEOMETRY


構文

SDO_TIN_PKG.TO_GEOMETRY(

     pts IN BLOB,

     trs IN BLOB,

     num_pts IN NUMBER,

     num_trs IN NUMBER,

     tin_tot_dim IN NUMBER,

     srid IN NUMBER DEFAULT NULL,

     blk_domain IN SDO_ORGSCL_TYPE DEFAULT NULL

     ) RETURN SDO_GEOMETRY;





説明

TINのすべてまたは一部を表すジオメトリ・オブジェクトを戻します。





パラメータ

	pts
	
点を含むBLOBを指定します。


	trs
	
三角形を含むBLOBを指定します。


	num_pts
	
結果として生成されるジオメトリに含まれる点の最大数を指定します。


	num_pts
	
結果として生成されるジオメトリに含まれる三角形の最大数を指定します。


	tin_tot_dim
	
データに定義する空間次元数を指定します。


	srid
	
データに関連付けられた空間参照(座標系)IDを指定します。このパラメータがNULLの場合、SRID値はデータに関連付けられません。


	blk_domain
	
(現在は未使用。)








使用上の注意

このファンクションは、ptsパラメータのすべての点ジオメトリおよびtrsパラメータのすべての三角形ジオメトリを表す、単一のSDO_GEOMETRY集合オブジェクトを戻します。たとえば、点および三角形にクリップ操作の結果またはブロック全体の内容を反映することもできます。

TINを使用して表面をモデル化する方法は、1.11.1項を参照してください。





例

次の例では、TINを表す複数点の集合ジオメトリ・オブジェクトを戻します。これは、Oracle Database Examplesメディアからすでにファイルをインストールしている場合は、$ORACLE_HOME/md/demo/examples/TIN/plsql/にあるsdo_tin.sqlサンプル・プログラムから取得できます(『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』を参照)。


. . .
-- Return points in blk_id of the TIN as a multipoint collection. 
select sdo_tin_pkg.to_geometry(
                    a.points,   -- point LOB
                    a.triangles,   -- point LOB
                    a.num_points, -- # of points in the LOB
                    a.num_triangles, -- # of points in the LOB
                    2,  -- index dimensionality (gtype dim in extent in INIT)
                    3,  -- total dimensionality
                    null -- SRID
                    ) from blktab a where blk_id=0;
. . .













